
調
査
報
告
九
’
一

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵

芝
居
番
附
目
録
索
引

ｌ
歌
舞
伎
篇
Ｉ

凡
例

一
、
本
索
引
は
「
実
践
女
子
大
学
蔵
芝
居
番
附
目
録
ｌ
歌
舞
伎
篇
Ｉ
」

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

二
、
外
題
表
記
に
異
同
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
最
も
一
般
的
と
思
わ
れ

る
表
記
を
採
用
し
た
。

三
、
訓
み
を
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
て
、
そ
の
五
十
音
順
に
配
列
し
た
。

四
、
〔
〕
内
の
訓
ゑ
は
、
本
番
附
に
お
い
て
ル
ビ
の
不
鮮
明
な
も
の
、
或

い
は
他
の
資
料
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
訓
み
を

補
い
え
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
Ｉ
線
で
表
わ
し
た
。

五
、
訓
承
の
欄
が
空
欄
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
推
定
の
根
拠
と
な
る
べ

き
資
料
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
、
そ
の
場
合
は
適
当
と
思
わ
れ

る
個
所
に
配
列
し
た
。

六
、
訓
承
に
部
分
的
な
異
同
の
あ
る
場
合
は
、
最
も
一
般
的
と
思
わ
れ
る

訓
ゑ
を
採
用
し
た
。

七
、
訓
糸
に
著
し
い
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
最
も
一
般
的
と
思
わ
れ
る
訓

采
（
そ
れ
が
定
め
難
い
場
合
は
、
本
番
附
目
録
中
の
最
古
の
訓
み
）
の

項
目
に
一
括
し
、
※
印
に
よ
っ
て
そ
れ
が
代
表
的
訓
み
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た
。
他
の
訓
み
は
該
当
個
所
に
掲
げ
て
Ｉ
印
に
よ
っ
て
検
索
で

き
る
よ
う
に
し
た
ｃ

〈
例
〉一

蝿
垂
錘
謎
仁
悸
斗
睡
畢
舛
昼
掛
誰
恒
》
唖
痙
識
並
呼
唖
》
畦
と

八
、
上
演
年
月
は
、
元
号
、
年
１
月
の
よ
う
に
示
し
た
（
年
次
は
ゴ
チ

ッ
ク
で
示
し
た
）
。
な
お
、
（
）
の
数
字
は
上
方
番
附
目
録
の
、
〔
〕
の

数
字
は
江
戸
番
附
目
録
の
該
当
。
ヘ
ー
ジ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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鳴
呼
忠
臣
楠
阿
夢
あ
あ
ち
ゅ
う
し
ん
な
ん
か
の
ゆ
め

明
治
二
十
二
－
十
二
（
皿
）

相
生
獅
子
余
波
英
あ
い
お
い
じ
し
な
ご
り
の
は
な
ぶ
さ

文
化
元
’
八
（
妬
）

藍
桔
梗
五
臓
あ
〔
い
〕
ぎ
〔
き
〕
よ
う
い
つ
つ
か
り
が
ね

文
政
九
’
五
（
記
）

藍
桔
梗
臆
金
五
紋
あ
い
ぎ
き
ょ
う
か
り
が
ね
ど
も
ん

寛
政
九
ｌ
閏
七
（
妃
）
文
化
四
’
六
（
銘
）
八
’
七
・
八
（
詔
）
十
四
‐
六
（
調
）
文

政
八
’
六
（
卵
）
十
一
，
五
（
師
）
十
一
一
’
五
（
師
）
天
保
三
’
五
（
妬
）
五
’
五
（
的
）

七
’
六
（
だ
）
十
二
’
九
（
師
）
十
四
’
六
（
例
）
弘
化
二
’
五
（
妬
）
四
ｉ
八
（
鯛
）

嘉
永
元
’
八
（
皿
）
安
政
三
’
五
（
叩
）
文
久
一
一
’
五
（
Ⅷ
）
明
治
元
‐
七
・
七
（
蝿
）

三
’
七
（
伽
）

藍
桔
梗
鳫
染
〔
あ
い
ぎ
き
ょ
う
か
り
が
ね
ぞ
め
〕

明
治
十
五
’
五
（
剛
）

合
詞
四
十
七
文
字
あ
い
こ
と
ば
し
じ
ゅ
う
な
な
も
じ

嘉
永
二
－
四
（
肥
）
明
治
元
’
九
（
鯉
）

愛
護
稚
名
歌
勝
閏
あ
い
ど
の
わ
か
め
い
か
の
か
ち
ど
き

安
永
九
’
七
（
７
）
寛
政
七
’
五
（
出
）

逢
見
愛
井
字
あ
い
た
ふ
た
さ
い
と
し
い
の
じ

弘
化
三
‐
一
〔
剛
〕

相
の
山
〔
あ
い
〕
の
や
ま

天
保
七
‐
一
（
、
）

赤
坂
城
皐
花
合
戦
あ
か
さ
か
の
じ
よ
う
さ
つ
き
が
っ
せ
ん

安
永
八
’
八
（
６
）

明
月
恋
最
中
あ
か
つ
き
こ
い
の
も
な
か

因

天
明
八
’
八
（
ｕ
）

旭
耀
金
丸
山
あ
か
ね
さ
す
こ
が
れ
の
ま
る
や
ま

安
永
三
’
十
一
（
５
）

茜
染
浪
花
の
色
揚
あ
か
ね
ぞ
め
な
に
わ
の
い
ろ
あ
げ

文
化
九
’
八
・
八
（
弘
）

茜
染
野
中
隠
井
戸
あ
か
れ
そ
め
の
な
か
の
か
く
〔
れ
〕
い
ど

嘉
永
五
’
八
（
川
）

茜
染
縁
色
幕
あ
か
ね
ぞ
め
ゆ
か
り
の
い
ろ
ま
く

天
保
七
，
一
・
二
（
祠
）

赤
松
円
心
緑
陣
幕
あ
か
ま
つ
え
ん
し
ん
み
ど
り
の
じ
ん
ま
く

文
政
四
‐
七
（
“
）
六
’
九
（
鞭
）
九
’
二
（
副
）
天
保
六
’
九
（
、
）

穐
田
富
貴
国
名
産
〔
あ
き
た
ぶ
き
く
に
の
め
い
さ
ん
〕

明
治
十
五
‐
九
（
脱
）

秋
与
話
櫛
玉
兎
形
〔
あ
き
の
よ
わ
く
し
の
つ
き
が
た
〕

明
治
十
三
’
十
（
剛
）
十
四
’
十
（
剛
）

秋
葉
権
現
廻
船
語
あ
き
ば
ご
ん
げ
ん
か
い
せ
ん
ぱ
な
し

文
化
三
’
九
・
十
一
（
詔
）
十
二
‐
一
（
粥
）
文
政
四
’
八
（
妬
）
七
‐
九
（
妃
）
八
‐

二
・
二
・
五
（
娚
）
十
一
，
四
（
弱
）
天
保
六
’
十
一
（
、
）
七
！
五
（
池
）
十
’
十
一

（
艶
）
十
四
‐
一
（
卯
）
弘
化
三
’
九
・
十
一
（
ｗ
）
嘉
永
二
Ｉ
閏
四
（
川
）
万
延
元

，
九
（
川
）
明
治
三
’
三
（
Ⅲ
）
五
’
八
（
剛
）
八
’
十
一
（
剛
）
十
四
’
五
（
剛
）
十

五
’
七
（
Ⅲ
）

暁
烏
祇
園
調
あ
け
が
ら
す
ぎ
お
ん
ぱ
や
し

文
化
三
‐
四
（
”
）
天
保
三
’
七
（
“
）

明
烏
恋
泡
雪

明
治
三
’
十
（
皿
）
十
八
’
二
（
Ⅲ
）

明
烏
頃
夜
桜
あ
〔
け
〕
が
ら
す
こ
〔
ろ
〕
も
よ
ざ
〔
く
ら
〕

明
治
二
’
三
（
蝿
）

明
烏
後
正
夢
〔
あ
〕
け
が
〔
ら
〕
す
の
ち
の
〔
ま
〕
さ
〔
ゆ
〕
め
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嘉
永
四
’
九
（
叩
）
安
政
四
’
十
一
（
川
）

明
慈
烏
反
哺
講
談
〔
あ
け
が
ら
す
は
ん
ぽ
の
こ
う
だ
ん
〕

明
治
二
十
‐
一
・
七
（
Ⅷ
）

明
烏
雪
の
曙

明
治
十
五
’
三
（
剛
）
十
八
’
九
（
Ⅷ
）

明
烏
夢
泡
雪
〔
あ
け
が
ら
す
ゆ
め
の
あ
わ
ゆ
き
〕

明
治
十
二
’
五
（
鯛
）
十
三
’
十
（
剛
）

赤
穂
義
士
伝
〔
あ
こ
う
ぎ
し
で
ん
〕

明
治
六
’
四
（
剛
）

朝
顔
日
記
〔
あ
さ
が
お
に
つ
き
〕

明
治
十
五
’
六
（
Ⅲ
）

浅
草
霊
験
記
あ
さ
く
さ
れ
い
げ
ん
き

寛
政
九
’
五
・
九
（
喝
）
文
化
元
’
四
（
妬
）
文
政
八
’
八
（
卵
）
十
二
’
三
・
三

（
師
）
明
治
七
’
十
（
剛
）
十
四
’
五
（
剛
）
十
六
’
十
一
（
岬
）

朝
日
新
聞
春
朧
夜

肌
治
十
五
，
一
（
伽
）

朝
日
新
聞
誉
福
島
〔
あ
さ
ひ
し
ん
ぶ
ん
ほ
ま
れ
の
ふ
く
し
ま
〕

明
治
十
五
’
六
（
Ⅷ
）

朝
比
奈
釣
狐

明
治
十
六
’
三
（
岨
）

浅
間
嶽
面
影
草
紙
〔
あ
さ
ま
が
だ
け
お
も
か
げ
ぞ
う
し
〕

明
治
四
’
八
（
伽
）

蘆
屋
道
満
大
内
鑑
あ
し
や
ど
う
ま
ん
お
お
う
ち
か
が
承

安
永
八
’
七
（
６
）
天
明
一
一
Ｉ
九
（
８
）
六
ｌ
閏
十
（
ぬ
）
八
’
十
（
、
）
寛
政
六
‐

三
（
妬
）
十
一
，
十
一
・
十
二
（
虹
）
十
二
’
八
（
虹
）
文
化
元
’
九
（
坊
）
十
二
’

八
（
”
）
文
政
七
－
五
（
妃
）
九
‐
一
（
副
）
五
・
六
（
顕
）
十
一
，
二
（
弱
）
天
保

元
ｌ
閏
三
（
帥
）
九
・
九
・
九
（
伽
）
二
，
一
へ
蛇
）
七
’
十
（
池
）
八
’
七
（
花
）

九
’
九
・
九
（
ね
）
弘
化
元
’
二
（
、
）
二
！
十
一
・
十
一
（
妬
）
嘉
永
六
’
五
（
川
）

安
政
六
’
十
一
（
川
）
文
久
三
’
七
（
叩
）
明
治
十
１
－
（
醜
）
十
四
！
一
（
鮪
）
十

五
’
四
（
剛
）

翌
の
噂
あ
す
の
う
わ
さ

弘
化
四
’
三
（
艶
）

○
○
憂
名
橋
あ
す
の
う
わ
さ
う
き
な
の
た
ち
ば
な

文
政
十
二
’
八
（
詔
）

吾
妻
海
道
茶
屋
娘
あ
ず
ま
か
い
ど
う
ち
や
や
の
む
す
め

文
政
十
’
四
（
型
）
十
’
十
一
・
十
一
－
三
（
弱
）
天
保
五
’
三
・
四
（
的
）
十
四
‐

六
（
駒
）
文
久
元
’
十
一
（
Ⅷ
）
慶
応
三
’
五
（
皿
）

東
鑑
写
錦
画
あ
ず
ま
か
が
承
う
つ
す
に
し
き
え

文
化
十
四
’
十
一
（
調
）
文
政
元
’
十
（
鉛
）

東
鑑
御
狩
巻
あ
ず
ま
か
が
み
承
か
り
の
ま
き

安
永
八
’
六
・
九
（
６
）
天
明
一
一
’
五
（
８
）
寛
政
四
’
十
（
皿
）
十
’
七
（
四
）
文

化
四
’
八
・
十
一
（
調
）
十
二
’
八
（
訂
）
文
政
十
一
，
五
（
弱
）
天
保
十
三
’
九

（
鍋
）
弘
化
三
’
四
（
”
）

吾
妻
か
ら
げ
あ
ず
ま
か
ら
げ

天
明
元
’
三
（
７
）
四
‐
八
（
９
）
天
保
十
’
九
（
別
）

東
海
道
佐
誉
中
山
あ
ず
ま
〔
く
だ
り
さ
よ
の
な
か
〕
や
ま

明
治
十
四
ｉ
三
（
鯛
）

東
下
富
士
曽
我

明
治
十
四
’
十
二
（
剛
）

江
戸
花
五
枚
錦
絵
あ
ず
ま
さ
き
ご
ま
い
に
し
き
え

文
政
四
’
七
（
“
）
八
（
妬
）

吾
妻
仕
立
梅
織
出
あ
ず
ま
し
た
て
う
め
の
お
り
だ
し

天
保
四
’
四
（
碗
）

東
誰
恋
深
川
あ
ず
ま
な
ま
り
こ
〔
い
〕
の
ふ
か
が
わ
↓
え
ど
な
ま

り
こ
い
の
ふ
か
が
わ

東
の
記
行
〔
あ
ず
ま
の
き
こ
う
〕
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寛
政
十
一
‐
九
（
鋤
）

吾
妻
の
富
士
詣
あ
ず
ま
の
ふ
じ
も
う
で

享
和
元
’
二
（
理
）

吾
妻
土
産
開
化
曙
〔
あ
ず
ま
み
や
げ
か
い
か
の
あ
け
ぼ
の
〕

明
治
十
五
’
七
（
剛
）

吾
妻
土
産
恋
掛
橋

明
治
十
五
’
二
（
珊
）

吾
妻
土
産
恋
錦
絵
〔
あ
ず
ま
み
や
げ
こ
い
の
に
し
き
え
〕

明
治
十
五
’
五
（
Ⅷ
）

東
土
産
白
縫
草
紙
〔
あ
ず
ま
み
や
げ
し
ら
ぬ
い
ぞ
う
し
〕

明
治
二
’
九
（
Ⅷ
）

東
都
産
伊
達
雛
形
あ
ず
〔
ま
承
〕
や
〔
げ
だ
て
の
ひ
な
が
た
〕

嘉
永
元
’
八
（
Ⅲ
）

吾
妻
土
産
戻
り
駕
あ
ず
ま
ゑ
や
げ
も
ど
り
か
ご

天
保
十
一
－
十
一
（
鋸
）

東
紫
色
吉
原
〔
あ
ず
ま
む
ら
さ
き
い
る
も
よ
し
わ
ら
〕

明
治
七
’
三
（
剛
）

吾
妻
紫
恋
の
色
揚
〔
あ
ず
ま
む
ら
さ
き
こ
い
の
い
ろ
あ
げ
〕

明
治
四
，
一
（
剛
）
十
六
’
二
（
岨
）

仇
討
し
や
う
ぶ
帷
子
あ
だ
う
ち
し
ょ
う
ぶ
か
た
び
ら

文
政
十
一
‐
六
（
弱
）

酬
双
世
話
あ
だ
う
ち
ぱ
な
し

天
保
七
－
十
一
（
だ
）

調
恋
湊
あ
だ
く
ら
べ
こ
い
の
み
な
と
↓
た
て
ひ
き
こ
い
の

ゑ
な
と

当
四
徳
あ
た
っ
て
し
と
く

文
政
十
二
’
九
（
記
）

仇
結
嬬
子
帯
あ
だ
む
す
び
し
ゅ
す
の
お
び

安
政
四
’
八
（
鯛
）
五
’
十
一
（
岨
）

戊
歳
里
見
の
熟
梅
あ
た
り
ど
し
さ
と
み
の
や
つ
ふ
さ

天
保
九
Ｉ
閏
四
〔
畑
〕

中
増
弓
勢
晶
眉
防
あ
た
り
ま
す
ゆ
み
も
ひ
き
か
た

寛
政
六
’
十
一
（
猫
）

当
宝
来
島
諏

明
治
二
十
，
一
（
Ⅷ
）

当
的
高
音
発
響
矢

明
治
十
一
’
十
二
（
鯛
）

当
戌
歳
里
見
繁
栄
〔
あ
た
る
い
ぬ
ど
し
さ
と
み
の
さ
か
え
〕

明
治
七
’
十
（
皿
）

邇
大
倉
誉
入
胡
言

明
治
十
五
，
二
（
剛
）

邇
傾
城
花
大
矢
数
あ
っ
ぱ
れ
け
い
せ
い
ま
く
ら
の
と
お
り
や

文
政
七
，
一
・
一
（
岨
）

邇
忠
臣
誉
礎
〔
あ
っ
ぱ
れ
ち
ゅ
う
し
ん
ほ
ま
れ
の
い
し
ず
え
〕

明
治
十
五
’
二
（
剛
）

好
嬬
子
帯
屋
あ
つ
ら
え
お
り
し
ゅ
す
の
お
び
や

享
和
三
’
五
（
型
）

帰
命
曲
輪
敵
あ
な
か
し
こ
く
る
わ
ぶ
ん
し
よ
う

安
永
九
１
十
二
（
７
）
文
化
八
１
三
（
詔
）

姉
妹
達
大
礎
あ
れ
い
も
と
だ
て
の
お
お
き
ど

寛
政
七
‐
一
（
蝿
）
八
‐
一
（
Ｕ
文
化
六
’
五
（
釦
）
十
－
一
（
謎
）
文
政
六
’
九

（
鞭
）
十
‐
一
（
詔
）
天
保
三
’
三
（
“
）
四
’
五
（
師
）
七
１
－
（
、
）
八
（
沼
）
九
‐

七
（
ね
）
十
，
一
（
帥
）
十
一
－
五
（
配
）
十
一
一
一
－
一
（
ｗ
）
十
（
鯛
）
十
四
’
八
（
釦
）

弘
化
二
－
四
（
“
）
安
政
四
ｉ
二
の
替
り
（
蝿
）
明
治
元
’
十
一
（
胆
）
十
一
一
’
十

一
（
鯛
）
十
四
’
二
・
三
（
剛
）
十
五
’
六
・
六
（
Ⅷ
）

油
商
人
廓
話
※
あ
ぶ
ら
あ
き
ん
ど
く
る
わ
ぱ
な
し

－4－



享
和
三
’
五
（
型
）
文
化
十
三
－
八
（
詔
）
天
保
二
，
一
（
錘
）
六
（
“
）
七
’
八

（
汚
）
十
一
（
私
）
八
‐
一
（
汚
）
九
’
十
（
帥
）
十
一
’
十
一
（
龍
）
十
三
’
十
一

（
鋤
）
十
四
’
九
（
印
）
嘉
永
元
‐
一
（
皿
）
十
一
（
皿
）
安
政
五
’
三
ノ
替
り
（
皿
）

文
久
二
，
二
（
畑
）
明
治
六
’
五
（
剛
）
十
五
’
五
（
Ⅷ
）
九
（
皿
）
十
七
－
一
（
Ⅷ
）

二
十
一
－
十
一
（
剛
）

油
商
人
廓
話
あ
ぶ
ら
う
り
く
る
わ
も
の
が
た
り
・
あ
ぶ
ら
う
り

く
る
わ
ぱ
な
し
・
あ
〔
ぶ
ら
〕
う
り
ひ
と
く
る
わ
ぱ

な
し
↓
あ
ぶ
ら
あ
き
ん
ど
く
る
わ
ぱ
な
し

油
売
恋
山
崎
あ
〔
ぶ
ら
う
〕
り
こ
い
〔
の
〕
や
ま
〔
ざ
き
〕

安
政
六
‐
三
（
咽
）

国
家
光
豊
歳
祝
賀
あ
ま
て
ら
す
め
ぐ
み
の
い
さ
お
し

天
保
七
’
十
一
（
布
）

雨
夜
の
時
烏
あ
ま
よ
の
ほ
と
と
ぎ
す

寛
政
八
’
八
（
Ⅳ
）

網
模
様
燈
籠
菊
桐
〔
あ
み
も
よ
う
と
う
る
は
な
ぎ
り
〕

明
治
十
三
’
七
（
剛
）

雨
下
知
桔
梗
旗
上
あ
め
が
し
た
し
る
き
き
ょ
う
の
は
た
あ
げ

寛
政
四
’
六
（
皿
）
十
一
‐
十
一
（
型
）
明
治
十
四
’
九
（
剛
）

操
座
敷
由
縁
十
徳
〔
あ
や
つ
り
ざ
し
き
ゆ
か
り
の
じ
っ
と
く
〕

安
永
七
’
十
（
６
）

佼
姿
三
番
更
あ
や
つ
り
さ
ん
ぱ
そ
う

安
政
元
’
十
一
（
川
）

洗
張
古
手
帷
あ
ら
い
は
り
ふ
る
て
か
た
び
ら

享
和
三
’
五
（
型
）
文
化
十
二
－
七
（
訂
）

新
媛
房
雛
世
話
事
あ
ら
せ
た
い
ひ
な
の
せ
わ
ご
と

文
政
三
‐
四
・
五
（
妃
）
四
－
九
（
妬
）

更
名
桜
の
蓋
あ
ら
た
め
て
は
な
の
さ
か
づ
き

文
政
十
一
‐
三
〔
醜
〕

言
時
花
娘
緋
鹿
子
い
い
は
や
す
む
す
め
ひ
が
の
こ

天
明
六
’
五
（
、
）
文
化
六
’
四
（
鋤
）
天
保
八
’
十
一
（
犯
）
十
‐
一
（
帥
）
弘
化

四
’
三
（
銘
）
嘉
永
二
‐
四
（
川
）
二
’
五
（
肌
）
安
政
三
’
十
一
（
皿
）

伊
賀
越
い
が
ご
え

天
保
元
’
四
（
帥
）

伊
賀
越
道
中
双
六
い
が
ご
え
ど
う
ち
ゅ
う
す
ご
ろ
く

享
和
三
’
三
（
型
）
文
化
二
’
八
・
八
（
調
）
文
政
元
’
十
（
⑩
）
九
－
一
（
副
）
九

（
弱
）
天
保
三
ｌ
閏
十
一
（
師
）
七
’
三
・
五
（
池
）
九
’
十
一
（
帥
）
十
’
三
（
副
）

九
（
配
）
十
一
‐
七
（
鯉
）
弘
化
二
－
十
一
（
妬
）
嘉
永
六
’
四
（
川
）
明
治
三
’
四

（
Ⅲ
）
十
五
’
五
（
Ⅷ
）
七
（
Ⅲ
）

伊
賀
越
乗
掛
合
羽
い
が
ご
え
の
り
か
け
が
つ
ば

天
明
六
’
十
二
（
、
）
寛
政
三
‐
六
（
昭
）
五
’
十
一
（
巧
）
十
－
一
（
過
）
享
和
元

Ｉ
十
一
（
聖
）
文
化
十
一
，
九
（
調
）
十
三
－
一
（
ｗ
）
十
四
’
六
（
弱
）
文
政
五
‐

十
一
（
妬
）
七
Ｉ
閏
八
（
妃
）
八
１
九
（
印
）
・
十
一
（
副
）
十
ｉ
九
（
弱
）
十
一
‐
七

新
建
寿
連
官
あ
ら
め
で
た
や
こ
と
ぶ
き
さ
ん
ぱ
そ
う

文
政
二
’
五
（
虹
）

在
原
景
図
浜
松
風
〔
あ
り
わ
ら
け
い
ず
は
ま
の
ま
つ
か
ぜ
〕

明
治
十
五
’
七
（
Ⅲ
）

有
夜
閑
松
の
月
影

明
治
十
三
九
（
剛
）

阿
波
の
鳴
戸
あ
わ
の
な
る
と

寛
政
十
一
‐
十
一
・
十
一
（
虹
）
文
化
六
’
九
・
九
（
鉦
）
天
保
十
１
十
（
艶
）
十

一
‐
二
（
鶴
）
明
治
十
四
’
七
（
剛
）

阿
波
能
鳴
門
白
浪
あ
わ
よ
く
な
る
と
の
し
ら
な
象

文
政
四
’
九
（
妬
）

回
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（
弱
）
天
保
二
，
一
（
鑓
）
三
’
三
（
“
）
四
’
四
（
師
）
六
’
四
（
和
）
七
’
九
（
沼
）

十
一
’
六
（
型
）
十
二
－
九
（
〃
）
十
四
’
六
（
虹
）
弘
化
元
’
九
（
兜
）
四
’
三
（
兜
）

六
（
”
）
嘉
永
元
’
四
（
皿
）
三
‐
十
一
（
川
）
安
政
元
’
五
（
Ⅷ
）
二
’
五
（
Ⅲ
）

四
’
三
・
五
（
噸
）
万
延
元
’
十
一
（
Ⅲ
）
文
久
二
’
十
（
川
）
三
’
七
（
Ⅲ
）
慶
応

三
’
十
一
（
皿
）
明
治
元
’
九
（
皿
）

伊
賀
越
乗
掛
合
羽
道
中
双
六
〔
い
が
ご
え
の
り
か
け
が
っ
ぱ
ど
う
ち
ゅ
う
す
ご

明
治
十
五
’
二
（
剛
）
ろ
く
〕

伊
賀
越
読
切
講
釈
〔
い
が
ご
え
よ
み
き
り
〕
こ
う
し
〔
や
く
〕

慶
応
三
’
四
（
皿
）

勢
相
撲
番
組
い
き
お
い
よ
し
す
も
う
の
ば
ん
ぐ
み

文
政
元
’
九
（
如
）

粋
競
梅
の
由
兵
衛

明
治
十
七
’
七
（
Ⅷ
）

諭
競
艶
仲
町
〔
い
き
じ
く
ら
べ
は
で
な
’
〕

明
治
二
十
‐
一
（
蝿
）

幾
野
路
解
紐
い
く
の
の
み
ち
と
け
た
し
た
ひ
も

弘
化
二
－
十
一
〔
師
〕

潔
楠
噺
い
さ
ぎ
ょ
し
く
す
の
き
ぱ
な
し

安
永
三
’
十
一
（
５
）

勇
ま
し
き
老
躯
寿
い
さ
ま
し
き
お
い
の
こ
と
ぶ
き

文
政
五
’
九
（
蝿
）

石
井
美
名
録

明
治
十
四
’
七
（
剛
）
十
五
’
十
一
（
蝿
）

石
川
浜
真
砂
い
し
か
わ
は
ま
の
ま
さ
ご

寛
政
十
二
ｉ
三
（
皿
）

石
畳
嗽
陣
幕
い
し
だ
た
ぶ
ふ
た
ぱ
の
じ
ん
ま
く

寛
政
十
一
，
三
（
卯
）

伊
豆
院
宣
源
氏
鑑
〔
い
ず
〕
い
ん
せ
ん
げ
ん
じ
か
が
糸

文
政
十
一
，
八
（
弱
）

伊
勢
音
頭
恋
寝
釧
い
せ
お
ん
ど
こ
い
の
ね
た
ぱ

寛
政
八
－
七
（
〃
）
文
化
二
’
五
（
郡
）
’
’
’
’
三
・
八
（
”
）
四
’
七
（
鯛
）
五
’
十

一
（
鋤
）
九
’
五
・
十
’
三
（
謎
）
七
（
調
）
文
政
元
’
五
（
犯
）
九
’
三
（
副
）
十

，
二
（
詔
）
十
二
’
四
（
師
）
五
・
・
十
（
記
）
天
保
元
ｌ
閨
三
・
四
・
五
（
帥
）
ニ
ー

ニ
（
“
）
三
’
九
（
妬
）
四
’
三
・
四
（
師
）
六
１
五
（
和
）
七
’
四
（
池
）
八
１
十
（
”
）

九
’
九
〔
師
〕
十
’
五
・
五
（
鉦
）
十
一
，
八
（
餌
）
十
二
－
五
（
師
）
十
三
’
三
・
三

（
兜
）
八
・
九
（
的
）
弘
化
元
’
三
（
蛇
）
五
（
兜
）
四
’
二
（
兜
）
五
（
的
）
嘉
永
元

，
五
（
川
）
五
’
三
（
叩
）
八
（
Ⅷ
）
万
延
元
‐
十
一
（
川
）
慶
応
二
’
四
（
伽
）
三
’
五

・
八
（
皿
）
明
治
元
’
五
（
鯛
）
’
’
’
五
（
鯛
）
三
’
四
（
剛
）
五
’
八
（
剛
）
十
二
‐

二
（
鯛
）
十
三
’
四
・
十
（
剛
）
十
四
’
五
（
剛
）
十
五
’
四
（
剛
）
十
七
，
一
（
蝿
）

二
十
一
－
六
（
剛
）

伊
勢
音
頭
二
見
曙

明
治
十
二
－
三
（
蝿
）

伊
勢
道
中
春
日
賑

明
治
十
六
，
一
（
岨
）

伊
勢
壌
川
崎
音
頭
い
せ
は
や
け
か
わ
さ
き
お
ん
ど

天
保
元
’
八
（
田
）

髭
寒
艶
菊
月
い
た
ず
ら
か
み
い
る
の
き
ぐ
づ
き

享
和
三
－
九
（
型
）

市
川
哉
真
砂
御
摂
い
ち
か
わ
や
ま
さ
ご
の
ご
ひ
い
き

天
保
元
’
八
〔
鯛
〕

一
陽
盆
正
月
い
ち
ど
き
に
ぼ
ん
と
し
よ
う
が
つ

寛
政
十
’
十
一
（
鋤
）

殿
下
嬬
西
国
物
記
い
ち
の
か
〔
か
〕
さ
い
こ
く
ぱ
な
し

天
明
五
’
四
（
９
）

一
谷
撤
軍
記
い
ち
の
た
に
ふ
た
ぱ
ぐ
ん
き

明
和
四
’
五
（
３
）
天
明
二
’
三
（
８
）
六
１
閨
十
・
七
’
九
（
、
）
寛
政
五
‐
五
・
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五
・
六
’
五
（
巧
）
八
’
八
（
Ⅳ
）
十
Ｉ
七
・
七
・
十
一
（
四
）
享
和
二
’
六
（
詔
）

三
’
三
（
”
）
・
八
（
詔
）
五
’
七
（
調
）
九
，
一
（
詔
）
十
’
三
・
五
（
型
）
文
政
二

，
十
一
（
妃
）
三
’
十
一
（
蝿
）
四
’
七
（
必
）
五
’
七
（
妬
）
七
’
十
二
・
八
’
三
・

三
（
蛸
）
九
’
五
（
認
）
十
‐
九
（
弱
）
十
一
，
三
〔
皿
〕
・
八
（
髄
）
天
保
元
’
五
・

六
（
帥
）
八
〔
鯛
〕
二
－
六
・
九
（
“
）
三
’
十
一
・
十
一
（
“
）
閨
十
一
（
師
）
五

，
四
（
的
）
七
’
八
（
だ
）
・
十
一
（
だ
）
八
’
三
〔
剛
〕
・
八
（
布
）
九
’
八
（
ね
）
十

一
（
帥
）
十
一
，
六
（
縄
）
十
二
，
一
（
蹄
）
閨
一
（
妬
）
十
三
’
十
一
（
的
）
十
四

－
八
（
虹
）
弘
化
二
’
三
（
鯉
）
十
一
（
妬
）
三
，
一
（
妬
）
四
’
一
（
兜
）
嘉
永
三
‐

二
・
五
（
川
）
安
政
三
’
十
一
（
、
）
文
久
元
’
五
（
川
）
三
’
十
（
川
）
慶
応
一
一
‐

三
（
肌
）
明
治
元
’
五
（
噸
）
三
’
三
（
Ⅲ
）
八
Ｉ
十
一
（
剛
）
十
四
’
四
（
蝿
）
明
治

十
五
’
三
（
剛
）
五
・
六
・
六
・
六
（
Ⅷ
）
六
・
七
・
七
（
肌
）
十
六
’
三
（
咄
）

十
七
，
一
（
Ⅷ
）
十
八
’
二
（
班
）
二
十
六
－
八
（
剛
）

一
陽
来
復
渋
谷
兵
い
ち
ょ
う
ら
い
ふ
く
し
ぶ
や
の
つ
わ
も
の

天
保
元
’
十
一
〔
鯛
〕

井
出
の
玉
水
い
で
の
た
ま
象
ず

天
明
五
１
十
二
（
９
）
文
政
一
一
’
四
（
虹
）

糸
桜
本
町
育
い
と
ざ
く
ら
ほ
ん
ち
よ
う
そ
だ
ち

文
政
三
－
七
（
蝿
）
天
保
五
１
三
（
的
）
十
二
，
一
（
弱
）
文
久
元
’
八
（
Ⅲ
）

糸
に
寄
廓
の
恋
柄
い
と
に
よ
る
さ
と
の
こ
い
づ
か

文
政
二
’
七
・
八
（
“
）

い
と
ゆ
ふ
花
の
裳

文
政
七
‐
一
（
媚
）

稲
雀
誰
来
観
い
〔
な
〕
す
ず
め
た
れ
も
き
〔
て
み
る
〕

天
保
八
１
八
（
だ
）

命
懸
色
の
二
番
目
い
の
ち
か
け
て
い
る
の
に
ば
ん
め

天
保
九
ｌ
閨
四
〔
師
〕

今
入
姿
い
ま
い
り
す
が
た

文
化
二
－
一
（
妬
）

今
川
本
領
猫
魔
館
い
ま
が
わ
ほ
ん
り
ょ
う
ね
こ
ま
た
や
し
き

天
保
元
Ｉ
二
（
ぬ
）

往
古
曽
根
崎
村
噂
い
ま
は
む
か
し
そ
ね
ざ
き
む
ら
の
う
わ
さ

天
保
七
’
三
（
”
）

今
昔
相
宿
嚇
い
ま
む
〔
か
〕
し
〔
あ
じ
や
〔
ど
〕
ぱ
な
〔
し
〕

安
政
三
’
八
（
皿
）

今
昔
噂
大
汐

明
治
十
二
‐
三
（
鯛
）

今
様
糸
の
し
ら
べ
い
ま
よ
う
い
と
の
し
ら
べ

寛
政
二
－
十
（
狸
）

今
様
三
番
更

天
明
八
’
十
一
（
、
）

今
様
四
季
の
花
笠
い
ま
よ
う
し
き
の
は
な
が
さ

享
和
元
，
一
（
型
）

今
様
酒
宴
鰈
い
ま
よ
う
し
ゆ
え
ん
ぐ
る
ま

寛
政
五
’
三
（
皿
）

今
様
道
成
寺

明
治
十
七
’
四
（
Ⅷ
）

春
陽
三
獅
頭
い
ま
よ
う
ゑ
つ
の
し
し
が
し
ら

文
政
十
‐
一
（
露
）
三
（
塁
）

今
様
夕
霧
巻
い
ま
よ
う
ゆ
う
ぎ
り
の
ま
き

安
政
九
’
二
（
７
）

妹
背
烏
達
の
四
紋
い
も
せ
ど
り
た
て
の
よ
つ
も
ん

天
保
十
三
’
四
（
銘
）

い
も
せ
の
あ
く
た
川

明
和
三
’
三
（
３
）

妹
背
の
門
松
い
も
せ
の
か
ど
ま
つ

文
化
十
一
１
九
（
記
）
十
三
’
十
二
（
記
）
文
政
七
‐
十
二
（
鯛
）
天
保
二
‐
三
・

三
（
“
）
天
保
九
‐
二
（
沼
）
嘉
永
六
’
十
一
（
川
）
明
治
十
四
’
十
二
（
Ⅷ
）
十
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五
１
十
一
（
脇
）

い
も
せ
の
は
し
り
が
き

安
永
六
’
五
（
５
）
九
‐
五
（
７
）
寛
政
三
’
七
（
喝
）

妹
背
山
婦
女
庭
訓
い
も
せ
や
ま
お
ん
な
て
い
き
ん

天
明
元
’
九
（
７
）
二
’
七
（
８
）
寛
政
二
‐
四
（
哩
）
三
‐
“
二
（
喝
）
享
和
三
’
四

（
型
）
文
化
元
’
二
（
記
）
二
’
三
（
妬
）
十
一
一
’
八
・
十
一
（
釘
）
十
四
’
九
・
十

・
十
一
（
調
）
文
政
三
’
九
（
妃
）
四
－
一
・
三
・
三
（
“
）
十
一
（
妬
）
文
政
九

’
二
（
副
）
四
・
五
（
顕
）
十
一
一
’
十
一
・
天
保
元
‐
一
・
一
・
二
（
調
）
八
〔
脇
〕

二
’
四
（
錦
）
三
’
一
（
“
）
・
七
（
師
）
四
’
三
（
師
）
六
’
六
（
、
）
八
’
七
（
沌
）

九
’
十
一
・
十
’
三
（
帥
）
十
一
，
九
（
弘
）
十
一
一
－
一
（
開
）
・
四
（
郡
）
十
三
’
三

（
銘
）
弘
化
元
’
八
・
九
（
鮨
）
’
一
’
八
・
十
（
妬
）
嘉
永
元
’
三
（
Ⅲ
）
二
‐
二

（
Ⅷ
）
三
’
三
（
川
）
安
政
三
’
三
（
皿
）
五
‐
三
（
Ⅷ
）
万
延
元
‐
三
（
川
）
慶
応

三
’
五
（
皿
）
明
治
元
’
五
（
鯛
）
八
－
四
（
剛
）
十
八
’
八
（
Ⅷ
）
・
十
一
（
脇
）
一
一

十
二
’
十
二
（
剛
）

妹
背
山
吉
野
桜
咲
い
も
せ
や
ま
よ
し
の
の
か
え
り
ざ
き

天
保
七
’
九
〔
Ⅸ
〕

入
間
詞
大
名
賢
儀
い
る
ま
こ
と
ば
だ
い
み
よ
う
か
た
ぎ

寛
政
四
‐
一
（
喝
）

入
間
詞
誉
の
大
倉

明
治
十
四
’
三
（
鯛
）

潤
色
染
分
総
い
ろ
あ
げ
そ
め
わ
け
た
づ
な

文
政
五
’
十
一
（
妬
）
天
保
一
一
‐
二
（
鑓
）

色
一
座
恋
立
引

明
治
二
十
‐
四
（
Ⅷ
）

色
一
座
曽
我
大
寄
い
る
い
ち
ざ
そ
が
の
お
お
よ
せ

文
政
十
二
－
一
〔
皿
〕

色
為
替
花
街
往
来
い
る
が
わ
せ
く
る
わ
お
う
ら
い

文
化
六
’
三
（
鋤
）

色
競
秋
七
草
い
ろ
く
ら
べ
あ
き
の
な
な
く
さ

慶
応
三
’
八
（
皿
）

艶
競
石
川
染
い
ろ
く
ら
べ
い
し
か
わ
ぞ
め

天
保
十
二
’
十
一
（
郡
）

色
く
ら
べ
娚
振
袖
い
ろ
く
ら
べ
が
い
ふ
り
そ
で

文
政
十
’
十
二
（
弱
）

色
競
九
重
錦
い
ろ
く
〔
ら
〕
べ
こ
〔
こ
の
〕
え
〔
に
し
き
〕

文
久
元
１
八
（
Ⅲ
）

色
競
三
国
湊

明
治
十
五
’
二
（
剛
）

色
競
月
桂
雄
い
ろ
く
ら
べ
つ
き
の
か
つ
ら
お

文
政
三
九
（
蝿
）
八
’
七
（
印
）

色
競
続
絵
合
い
ろ
く
ら
べ
〔
つ
づ
〕
き
え
あ
わ
せ

天
保
十
一
，
一
（
理
）

色
競
続
箭
戦
い
ろ
く
ら
べ
の
ち
の
や
あ
わ
せ

天
保
四
’
三
（
皿
）

色
競
二
人
道
成
寺
〔
い
る
く
ら
べ
に
に
ん
ど
う
じ
ょ
う
じ
〕

明
治
三
‐
一
（
Ⅷ
）

色
盛
八
丈
鏡
い
る
ざ
か
り
は
ち
じ
よ
う
か
が
象

寛
政
六
１
八
（
巧
）

色
時
雨
浮
名
朧
夜
い
ろ
し
ぐ
れ
う
き
な
の
お
ぼ
ろ
ょ

天
保
二
’
八
（
鈴
）
六
’
七
（
、
）
嘉
永
三
’
八
（
川
）
明
治
十
五
’
七
（
皿
）

色
仕
込
今
織
上
布
い
〔
ろ
〕
じ
こ
ゑ
い
〔
ま
お
り
〕
じ
よ
う
〔
ふ
〕

安
政
一
一
，
五
（
Ⅲ
）

色
揃
稚
の
桜
い
ろ
そ
ろ
え
め
ば
え
の
さ
く
ら

天
保
八
１
九
（
”
）

椎
波
浮
乗
合
い
ろ
づ
く
な
象
う
い
た
の
り
あ
い

天
保
八
’
十
一
〔
剛
〕
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色
直
肩
毛
蟹
い
る
な
お
し
か
た
の
も
う
せ
ん

天
保
元
１
－
〔
脇
〕

其
扇
屋
浮
名
恋
風
い
る
に
お
う
ぎ
う
き
な
の
こ
い
か
ぜ

文
化
十
三
’
八
（
詔
）

色
世
界
情
写
真
鏡
い
る
の
せ
か
い
こ
こ
ろ
の
う
つ
し
え

明
治
一
一
，
三
（
蝿
）

い
ろ
は
歌
桜
秀
逸
い
ろ
は
う
た
は
な
の
し
ゅ
う
い
つ

文
化
九
‐
一
・
二
（
詔
）
文
政
十
’
十
一
（
弱
）
十
二
’
三
（
師
）
天
保
二
‐
十
（
“
）

安
政
三
‐
五
（
皿
）
・
十
一
（
蝿
）

い
ろ
は
歌
誉
桜
花
い
ろ
は
う
た
ほ
ま
れ
の
め
い
ぽ
く

文
化
三
‐
一
（
”
）
四
’
二
（
記
）
文
政
元
ｉ
九
（
⑱
）
六
’
五
（
鞭
）
十
二
五
（
銘
）

天
保
十
三
１
四
（
銘
）
文
久
元
’
三
（
Ⅲ
）

い
ろ
は
仮
名
随
筆
い
ろ
は
が
な
き
き
が
き
ぞ
う
し

文
政
二
－
八
（
皿
）
天
保
五
’
五
（
鍋
）

い
ろ
は
仮
名
四
十
七
訓
い
ろ
は
が
な
し
じ
ゅ
う
な
な
も
じ

寛
政
三
’
九
（
過
）
四
’
六
（
皿
）
六
’
六
（
巧
）
嘉
永
元
’
三
（
川
）

い
ろ
は
仮
名
四
谷
怪
談
い
ろ
は
が
な
よ
つ
や
か
い
だ
ん

文
政
九
，
一
（
団
）
九
（
詔
）
天
保
四
’
三
（
師
）
十
‐
五
（
別
）

い
ろ
は
蔵
三
組
盃
い
ろ
は
ぐ
ら
み
つ
ぐ
承
さ
か
ず
き

文
化
八
’
九
・
十
一
（
詔
）

い
ろ
は
文
字
読
切
講
釈
〔
い
ろ
は
も
じ
よ
ゑ
き
り
こ
う
し
ゃ
く
〕

慶
応
三
’
三
（
皿
）

い
ろ
は
物
語
〔
い
ろ
は
も
の
が
た
り
〕

明
治
十
四
’
七
（
剛
）

情
淡
累
物
謹

明
治
十
五
’
七
（
Ⅲ
）

紅
葉
一
世
寿
い
る
み
ぐ
さ
い
つ
せ
の
こ
と
ぶ
き

天
明
一
一
’
十
・
十
（
８
）

色
湊
初
薪
米
入
船
い
る
み
な
〔
と
〕
は
っ
〔
に
〕
の
い
り
ふ
れ

明
治
二
，
一
（
頤
）

色
楓
累
奇
談
い
る
も
ぷ
じ
か
さ
ね
も
の
が
た
り

文
化
十
’
七
（
弱
）

岩
井
入
舛
春
戯
場
い
わ
い
い
り
ま
す
は
る
の
か
お
桑
せ

寛
政
八
‐
一
（
Ⅳ
）

岩
井
歌
曽
我
対
面
い
わ
い
う
た
そ
が
の
か
お
象
せ

天
保
十
’
二
〔
師
〕

岩
井
寿
千
代
松
本
い
わ
い
こ
と
ぶ
き
ち
よ
の
ま
つ
も
と

文
政
三
’
十
・
十
（
蝿
）

石
井
城
女
名
和
張
い
わ
い
の
じ
よ
う
お
ん
な
〔
な
わ
ば
り
〕

安
政
七
’
十
二
（
６
）

岩
井
風
呂
い
わ
い
ぶ
ろ

天
保
一
一
，
六
（
粥
）

岩
井
風
呂
時
雨
傘
〔
い
わ
い
ぶ
ろ
し
ぐ
れ
の
か
ら
か
さ
〕

明
治
八
’
七
（
剛
）

岩
見
菫
太
郎
い
わ
承
じ
ゅ
う
た
ろ
う

嘉
永
四
’
三
（
川
）
安
政
二
‐
三
（
Ⅲ
）
四
’
五
（
蝿
）
明
治
十
六
，
一
（
岨
）

、
『
，
／

植
木
屋
文
蔵
廓
俄
※
う
え
き
や
ぶ
ん
ぞ
う
さ
と
の
い
る
い
と

文
化
十
四
’
七
（
調
）
文
政
元
’
八
（
⑱
）
三
’
九
（
媚
）
天
保
十
一
，
十
（
別
）

植
木
屋
文
蔵
遊
里
恋
風
う
え
き
や
ぶ
ん
ぞ
う
さ
と
の
こ
い
か
ぜ

寛
政
十
一
，
七
・
八
（
鋤
）

植
見
恋
咲
分
う
え
て
み
よ
こ
い
の
さ
き
わ
け

寛
政
二
’
五
（
咽
）

上
の
幕
明
霞
前
弾
ｌ
の
ま
く
あ
き
か
す
み
の
ま
え
ひ
き

文
政
十
二
’
十
一
〔
脇
〕
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狂
乱
恋
懸
罠
う
か
れ
ど
こ
ろ
ほ
だ
し
の
か
け
わ
な

文
政
十
一
‐
十
一
〔
皿
〕

浮
名
の
仇
浪
う
き
な
の
あ
だ
な
承

文
化
十
一
－
十
一
・
十
一
（
記
）

う
き
な
の
白
妙
う
き
な
の
〔
し
ろ
た
え
〕

安
永
七
’
四
（
６
）

浮
名
の
種
油
〔
う
き
な
の
た
れ
あ
ぶ
ら
〕

文
久
二
－
十
一
（
Ⅲ
）

浮
名
の
初
霞
〔
う
き
な
の
は
つ
が
す
み
〕

文
化
五
’
三
（
調
）

浮
名
の
春
雨
う
き
な
の
は
る
さ
〔
め
〕

弘
化
三
’
九
・
十
一
（
師
）
十
一
（
兜
）

色
読
阪
う
き
な
の
よ
み
う
り

文
政
四
’
十
二
（
妬
）
七
’
五
（
蝿
）
天
保
十
’
四
（
鉦
）
弘
化
四
’
三
（
兜
）
嘉
永

二
’
四
（
Ⅷ
）
安
政
五
‐
五
（
川
）

浮
世
画
筆
悌
う
き
よ
え
し
ふ
で
の
お
も
か
げ

天
保
七
，
二
（
、
）

浮
世
柄
比
翼
稲
妻
〔
う
き
よ
づ
か
ひ
よ
く
の
い
な
ず
ま
〕

明
治
元
’
七
（
鯉
）
十
三
’
六
（
蝿
）

浮
世
態
走
馬
燈
籠
〔
う
き
よ
の
さ
ま
ま
わ
り
ど
う
ろ
う
〕

明
治
十
八
’
八
（
Ⅷ
）

奉
掛
彩
の
絵
馬
堂
う
け
た
て
ま
つ
る
い
る
の
え
ま
ど
う

天
保
八
’
九
（
万
）

正
八
幡
再
来
佐
殿
凱
歌
う
じ
し
ん
さ
い
ら
い
す
け
ど
の
の
か
ち
ど
き

安
永
九
’
十
一
（
７
）

丑
天
神
血
染
宮
入
う
し
て
ん
じ
ん
あ
け
の
み
や
い
り

天
明
二
，
七
（
８
）

う
す
雪
物
語
〔
う
す
ゆ
き
も
の
が
た
り
〕

明
治
十
五
’
三
（
棚
）

歌
競
龍
王
滝
う
た
く
ら
べ
り
ゅ
う
お
う
が
た
き

安
永
八
’
七
（
６
）

歌
祭
文
妹
背
門
松

明
治
十
七
’
三
（
Ⅷ
）

詠
開
秋
七
種
う
た
ひ
ら
き
あ
き
の
な
な
ぐ
さ

文
化
四
’
九
（
調
）
天
保
四
‐
一
（
師
）

歌
枕
花
街
蛭
う
た
ま
く
ら
さ
と
の
か
わ
ず

天
明
七
’
三
（
幻
）

打
込
縁
十
徳
う
ち
こ
ん
だ
ゆ
か
り
の
じ
っ
と
く

天
保
七
’
九
（
私
）

打
出
の
子
宝
う
ち
で
の
こ
だ
か
ら

文
化
六
’
八
（
瓢
）

内
百
番
富
士
太
鼓
う
ち
ひ
や
く
ば
ん
ふ
じ
た
い
こ

寛
政
五
１
五
（
妬
）
文
化
十
三
‐
二
（
訂
）
天
保
三
’
四
（
錦
）
弘
化
三
‐
七

（
師
）
万
延
元
’
九
（
川
）

一
陽
扇
勝
関
う
ち
ま
ね
く
お
う
ぎ
の
か
ち
ど
き

文
化
元
‐
十
一
（
弱
）

移
離
仇
名
草
〔
う
つ
し
ま
が
き
あ
だ
な
ぐ
さ
〕

明
治
十
四
’
三
（
唖
）
二
十
一
‐
十
一
（
皿
）

宇
都
宮
前
後
紀
聞
※
う
つ
の
象
や
い
ち
に
の
ぎ
き
が
き

明
治
二
十
五
’
十
（
Ⅷ
）

宇
都
宮
釿
斧
手
始
〔
う
つ
の
み
や
ち
よ
ん
と
て
は
じ
め
〕

明
治
八
’
三
（
剛
）

宇
都
宮
錦
釣
夜
衾

明
治
十
二
’
四
（
剛
）
十
六
’
六
（
噸
）

靱
猿
う
つ
ぼ
ざ
る

文
政
八
－
三
・
三
（
⑲
）

靱
猿
邇
大
倉
誉
入
間
言

九
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明
治
十
六
，
一
（
咄
）

腕
誠
覚
靱
法
〔
う
で
だ
め
し
お
ぼ
え
の
け
ん
ぽ
う
〕

明
治
二
十
一
’
二
（
剛
）

午
歳
手
綱
神
祭
祀
う
ま
の
と
し
た
づ
な
の
し
ん
じ

明
治
十
五
’
一
（
醜
）

梅
幸
薫
伽
羅
う
〔
め
〕
さ
い
わ
い
か
お
り
〔
め
い
〕
ぼ
〔
く
〕

安
政
元
’
九
（
川
）

梅
咲
東
土
産
う
め
さ
く
や
あ
ず
ま
ぷ
や
げ

天
保
十
二
ｌ
閨
一
（
師
）
安
政
四
‐
二
の
替
り
（
噸
）

梅
魁
後
花
総
〔
う
め
の
さ
き
が
け
あ
と
の
は
な
ぶ
さ
〕

明
治
元
’
十
（
剛
）

梅
魁
天
神
利
生
記

明
治
十
四
’
二
（
剛
）
十
二
（
噸
）

梅
准
東
百
官
う
め
の
な
ぞ
ら
え
あ
ず
ま
ひ
や
つ
か
ん

安
永
七
’
十
一
（
６
）

梅
浪
華
早
咲
源
氏
う
め
の
な
に
わ
は
や
さ
き
げ
ん
じ

文
政
八
１
十
一
（
瓢
）
天
保
八
’
九
（
両
）

梅
初
春
五
十
三
駅
う
め
の
は
つ
は
る
ご
〔
じ
ゅ
〕
う
さ
ん
つ
ぎ

天
保
十
一
一
’
三
（
師
）

梅
の
由
兵
衛
〔
う
め
の
よ
し
く
え
〕

明
治
十
五
’
五
（
Ⅷ
）

梅
紅
葉
浪
花
丹
前
う
め
も
み
じ
な
に
わ
た
ん
ぜ
ん

天
明
七
’
九
（
ｍ
）
・

梅
紅
葉
浪
連
入
得
う
め
も
ゑ
じ
な
に
わ
の
い
り
え

安
永
六
’
十
（
６
）

裏
表
桜
彩
幕
う
ら
お
も
て
さ
く
ら
の
い
ろ
ま
く

天
保
八
’
三
〔
皿
〕

裏
表
千
本
桜
う
ら
お
も
て
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら

画
合
更
科
話
〔
え
あ
わ
せ
さ
ら
し
な
ぱ
な
し
〕

明
治
十
六
，
一
（
肥
）

絵
合
太
功
記
え
あ
わ
せ
た
い
こ
う
き

文
化
一
一
’
七
（
郡
）
文
政
八
’
三
（
⑲
）
天
保
十
三
’
十
・
十
（
的
）
弘
化
元
！
十

（
兜
）
三
ｌ
閨
五
・
十
（
ｗ
）
四
’
三
（
蛇
）
五
（
的
）
安
政
六
‐
十
一
（
畑
）

絵
合
都
名
所
〔
え
あ
わ
せ
み
や
こ
め
い
し
よ
〕

明
治
元
‐
十
一
（
剛
）

絵
合
桃
山
錦
え
あ
わ
せ
も
も
や
ま
に
し
き

天
保
十
二
’
五
〔
師
〕

裏
表
忠
臣
蔵
う
ら
お
も
て
ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

天
保
八
’
八
（
布
）

裏
表
獄
軍
記
〔
う
ら
お
も
て
ふ
た
ぱ
ぐ
ん
き
〕

慶
応
三
’
十
一
（
皿
）
明
治
十
六
’
八
（
蝿
）

裏
表
誠
忠
臣
講
釈

明
治
二
十
一
１
二
（
剛
）

捕
島
太
郎
玉
写
絵
う
ら
し
ま
た
ろ
う
た
〔
ま
の
う
つ
し
え
〕

嘉
永
五
‐
一
（
川
）

う
ら
み
の
恋
衣
う
ら
象
の
こ
い
ご
ろ
も

文
化
五
－
五
（
四
）
七
・
七
（
鋤
）

噂
有
東
土
産
う
〔
わ
〕
さ
あ
る
〔
お
〕
と
の
さ
い
じ
き

弘
化
二
－
八
（
妬
）

噂
聞
恋
定
紋

慶
応
三
１
九
（
皿
）

噂
大
塩
浪
花
紀
聞

明
治
十
五
’
八
（
Ⅲ
）

図
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天
保
八
’
九
（
方
）

英
傑
三
略
巻
え
い
け
つ
さ
ん
り
や
く
の
ま
き

嘉
永
三
’
十
一
（
川
）

恵
蔵
入
え
が
お
の
く
ら
い
り

寛
政
八
’
十
一
（
Ⅳ
）

絵
空
言
似
親
面
影
・
え
そ
ら
ご
と
に
せ
の
お
も
か
げ

寛
政
八
１
六
（
Ⅳ
）

越
後
縮
ミ
十
人
伐

明
治
十
五
’
九
（
岨
）

越
前
三
国
夫
婦
塚
え
ち
ぜ
ん
み
く
に
ふ
う
ふ
づ
か

文
化
十
四
’
十
一
（
鋤
）
文
政
七
’
三
（
蛤
）
嘉
永
二
’
九
（
川
）

越
海
扇
子
橋
え
ち
の
う
象
お
う
ぎ
の
は
し

明
和
七
’
九
（
４
）

江
戸
画
姿
え
ど
え
す
が
た

寛
政
七
‐
一
（
咽
）
八
ｉ
一
（
Ⅳ
）
文
化
六
’
五
（
釦
）
天
保
十
三
‐
一
（
ｗ
）

江
戸
桜
衆
袖
土
産
え
ど
ざ
く
ら
て
ご
と
の
い
え
づ
と

天
保
元
’
三
〔
鯛
〕

江
戸
仕
入
侠
安
売
え
ど
し
い
れ
い
き
じ
の
や
す
う
り

文
政
四
’
五
（
“
）
十
二
’
十
一
（
弱
）
安
政
元
’
十
一
（
川
）
五
’
三
（
眼
）

東
誰
恋
深
川
※
え
ど
な
ま
り
こ
い
の
ふ
か
が
わ

文
化
三
’
七
（
”
）
天
保
二
－
四
（
錨
）
十
三
’
三
（
蹄
）
嘉
永
元
’
十
（
皿
）
文
久

三
’
三
（
川
）
明
治
二
’
二
（
脳
）

江
戸
紫
男
道
成
寺
え
ど
む
ら
さ
き
お
と
こ
ど
う
じ
ょ
う
じ

天
保
十
四
’
十
一
〔
噸
〕
安
政
五
’
三
ノ
替
リ
（
皿
）

江
戸
紫
比
翼
鳫
金
〔
え
〕
ど
む
ら
さ
き
〔
ひ
よ
く
〕
の
〔
か
り
〕
が
ね

安
政
二
－
五
（
Ⅲ
）

江
戸
紫
娘
道
成
寺
え
ど
む
ら
さ
き
む
す
め
ど
う
じ
ょ
う
じ

文
化
二
－
一
（
妬
）
文
政
九
’
十
（
認
）

江
都
紫
由
縁
鉢
巻
え
ど
む
ら
さ
き
ゆ
か
り
の
は
ち
ま
き

文
化
十
三
’
八
（
詔
）

江
戸
料
理
幡
随
長
兵
衛
え
ど
り
ょ
う
り
ば
ん
ず
い
ち
ょ
う
く
え

文
政
三
’
六
（
“
）

恵
宝
大
功
記
え
ほ
う
た
い
こ
う
き

寛
政
十
二
－
十
一
・
十
二
（
”
）
文
政
四
－
一
（
“
）

絵
本
黄
烏
墳
え
ほ
ん
う
ぐ
い
す
づ
か

天
保
八
’
四
（
だ
）
明
治
元
’
九
（
脳
）

絵
本
善
知
鳥
物
語
え
ほ
ん
う
と
う
も
の
が
た
り

文
化
十
三
’
九
（
詔
）
天
保
元
’
十
一
（
田
）
十
一
（
館
）
七
’
十
一
（
別
）
文
久

二
’
八
（
Ⅷ
）

絵
本
合
法
術
え
ほ
ん
が
っ
ぽ
う
が
つ
じ

文
政
十
一
－
九
〔
唖
〕

絵
本
亀
山
噺

明
治
二
’
四
（
鰯
）

絵
本
巌
流
島
え
ほ
ん
が
ん
り
ゅ
う
じ
ま

文
政
十
’
十
一
（
弱
）

絵
本
木
曽
山
伝
記

文
化
十
三
’
七
（
釘
）

絵
本
里
見
八
犬
伝
え
ほ
ん
さ
と
象
は
っ
け
ん
で
ん

天
保
六
Ｉ
閨
七
（
、
）
弘
化
元
’
八
（
兜
）

絵
本
更
科
話
え
ほ
ん
さ
ら
し
な
ぱ
な
し

天
保
三
’
八
（
師
）

絵
本
先
代
葛
え
ほ
ん
せ
ん
だ
い
は
ぎ

天
保
四
’
三
・
三
（
師
）

絵
本
太
功
記
え
ほ
ん
た
い
こ
う
き

享
和
一
一
’
七
・
九
（
詔
）
文
政
元
’
八
（
知
）
九
’
三
（
副
）
天
保
六
－
一
（
的
）
十

三
‐
八
（
的
）
弘
化
二
ｉ
十
一
（
妬
）
四
－
八
・
九
（
川
）
嘉
永
一
一
‐
二
（
川
）
八
・
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八
（
肌
）
六
‐
十
一
（
川
）
安
政
二
’
三
（
川
）
五
，
二
（
皿
）
慶
応
三
’
四
（
皿
）

明
治
元
’
三
・
三
（
皿
）
四
（
鰯
）
一
一
’
九
（
Ⅷ
）
四
’
一
・
一
（
即
）
十
一
－
九
（
醜
）

十
三
’
六
（
剛
）
十
五
’
六
（
Ⅷ
）
十
六
１
四
（
噸
）
十
八
－
五
（
Ⅷ
）
二
十
一
（
Ⅷ
）

二
十
一
，
十
一
（
剛
）

絵
本
太
当
記
え
ほ
ん
た
い
と
う
き

弘
化
二
１
十
一
〔
剛
〕

絵
本
忠
臣
蔵
え
ほ
ん
ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

享
和
元
‐
四
（
理
）
二
’
六
（
詔
）
三
’
七
・
七
（
型
）
文
政
八
’
十
（
副
）

絵
本
筑
紫
識
え
ほ
ん
つ
く
し
の
つ
ま
ご
と

天
保
七
’
九
（
河
）
八
，
一
（
だ
）

絵
本
殿
下
茶
屋
聚
え
ほ
ん
て
ん
が
ち
や
や
む
ら

天
保
三
’
三
（
“
）
十
’
三
（
皿
）
十
一
，
五
（
鯛
）
弘
化
二
’
三
（
“
）
四
’
七
（
的
）

絵
馬
揃
四
季
筆
勢
え
ま
ぞ
ろ
え
し
き
の
ひ
つ
せ
い

天
明
元
‐
十
（
７
）

遠
州
中
山
染
え
ん
し
ゅ
う
な
か
や
ま
ぞ
め

寛
政
九
’
九
（
唾
）
慶
応
元
ｌ
十
二
（
伽
）

艶
色
穐
雨
話
え
ん
し
よ
く
あ
き
さ
め
も
の
が
た
り

文
化
元
’
九
（
妬
）

役
行
者
大
峰
桜
え
ん
の
ぎ
よ
う
じ
や
お
お
み
ね
ざ
く
ら

天
明
四
’
五
（
９
）

ゑ
ん
の
綱
誓
玉
取
え
ん
の
つ
な
ち
か
い
の
た
ま
と
り

寛
政
元
’
三
・
四
（
、
）

縁
を
結
び
し
四
人
同
道

寛
政
七
‐
二
（
略
）

扇
矢
数
四
十
七
本
因

お
う
ぎ
や
か
ず
し
じ
ゅ
う
し
ち
ほ
ん

寛
政
九
’
三
・
五
（
鴫
）
文
政
二
’
七
（
剣
）
天
保
四
’
七
（
船
）
慶
応
三
’
六
（
皿
）

明
治
三
’
三
（
皿
）

奥
州
安
達
原
お
う
し
ゅ
う
あ
だ
ち
が
は
ら

明
和
二
－
五
（
３
）
天
明
七
’
四
（
血
）
寛
政
元
ｌ
閨
六
（
、
）
文
化
八
ｌ
閨
二
（
詑
）

文
政
二
’
八
（
虹
）
十
１
十
二
（
弱
）
天
保
元
‐
一
（
弱
）
五
’
五
（
的
）
八
’
三
・

三
（
だ
）
九
（
方
）
十
三
’
八
・
九
（
閉
）
・
十
二
（
卯
）
弘
化
四
’
三
（
鮨
）
八

（
川
）
嘉
永
一
一
’
四
（
川
）
四
’
十
一
（
Ⅷ
）
安
政
三
’
五
（
皿
）
十
一
（
咽
）
万

延
元
’
九
（
川
）
文
久
一
一
’
十
一
（
叩
）
明
治
元
’
九
（
剛
）
六
’
五
（
剛
）
十
三
！

十
（
剛
）
＋
五
’
二
（
剛
）
五
（
剛
）
六
（
Ⅷ
）
二
十
六
１
八
（
皿
）

近
江
潟
八
の
森
鑑
お
う
象
が
た
や
つ
の
も
り
か
げ

文
化
十
三
’
八
（
調
）

近
江
源
氏
熔
講
釈
お
う
み
げ
ん
じ
し
か
た
こ
う
し
や
く

安
永
元
’
三
（
４
）
六
’
八
（
５
）

近
江
源
氏
先
陣
館
お
う
み
げ
ん
じ
せ
ん
じ
ん
や
か
た

天
明
二
－
九
（
８
）
寛
政
元
’
七
（
皿
）
’
’
’
九
（
哩
）
五
’
九
（
過
）
十
二
’
三
（
型
）

文
化
二
’
四
・
五
（
妬
）
三
’
八
（
”
）
七
’
四
（
犯
）
八
１
十
・
十
一
（
詔
）
十
‐

四
（
弘
）
閨
十
一
（
記
）
文
政
一
一
’
十
（
虹
）
三
’
三
（
蝿
）
五
’
三
（
妬
）
九
’
八

（
記
）
十
一
一
‐
九
（
記
）
天
保
一
一
’
十
一
（
“
）
三
’
四
（
師
）
四
’
五
（
師
）
十
三
‐

十
一
（
帥
）
弘
化
三
‐
九
（
ｗ
）
四
Ｉ
十
一
（
川
）
嘉
永
一
一
‐
一
（
皿
）
二
（
川
）

四
’
九
・
五
’
三
（
川
）
安
政
元
’
十
一
（
Ⅷ
）
三
‐
八
・
十
一
（
皿
）
万
延
元
’
五

（
川
）
文
久
一
一
‐
二
・
五
（
川
）
十
一
（
川
）
明
治
三
１
十
一
（
伽
）
六
’
九
（
剛
）

七
－
十
二
（
Ⅲ
）
十
一
一
’
三
（
脇
）
十
四
’
八
（
剛
）
十
五
’
四
（
剛
）
十
二
（
鵬
）

十
八
’
九
（
Ｗ
）
二
十
’
十
一
（
剛
）
二
十
一
‐
十
二
（
剛
）

東
画
本
似
顔
怪
談
お
え
ど
が
ほ
ん
ｌ
か
い
だ
ん

文
政
九
’
二
（
証
）

大
石
摺
桜
花
短
冊
お
お
い
し
ず
り
さ
く
ら
た
ん
ざ
く

文
政
五
’
三
・
三
（
蝿
）
天
保
八
’
九
（
”
）
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大
入
請
た
金
銀
盃
お
お
い
り
う
け
た
こ
が
ね
の
さ
か
ず
き

寛
政
二
’
十
一
（
昭
）

大
内
之
術
競

明
治
十
七
’
七
（
伽
）

大
江
山
源
家
剛
者
〔
お
お
え
や
ま
げ
ん
け
の
つ
わ
も
の
〕

明
治
十
六
’
十
（
蝿
）

大
江
山
酒
呑
童
子
お
お
え
や
ま
し
ゅ
て
ん
ど
う
じ

安
政
五
’
五
（
Ⅸ
）
文
久
三
’
八
（
咽
）
慶
応
三
’
五
（
皿
）

大
岡
仁
政
録
〔
お
お
お
か
じ
ん
せ
い
ろ
く
〕

明
治
十
三
’
十
（
剛
）
十
四
’
二
・
二
（
随
）
十
五
’
四
（
剛
）
五
（
Ⅷ
）
八
（
岨
）

十
八
－
四
・
五
（
Ⅲ
）
十
九
’
五
（
蝿
）

大
岡
誠
心
録

明
治
二
十
’
二
（
Ⅷ
）

大
岡
政
談
勧
懲
鑑
〔
お
お
お
か
せ
い
だ
ん
か
ん
ち
よ
う
か
が
象
〕

明
治
十
五
’
九
（
胆
）

大
踊
切
子
曙
お
お
お
ど
り
き
り
こ
の
あ
け
〔
ぼ
の
〕

天
保
十
二
’
八
（
師
）

大
踊
四
季
の
花
笠
〔
お
お
お
ど
り
し
き
の
は
な
が
さ
〕

文
化
三
’
七
（
”
）

大
賀
誠
心
録
〔
お
お
が
せ
い
し
ん
ろ
く
〕

慶
応
三
’
八
（
皿
）
明
治
元
’
七
（
鯛
）
三
’
八
・
閨
十
（
脇
）

大
久
保
昔
鐙
〔
お
お
く
ぼ
む
か
し
あ
ぶ
承
〕

明
治
三
’
九
（
皿
）
四
’
二
（
珊
）

大
倉
閨
陸
言
〔
お
お
く
ら
れ
や
の
む
つ
ご
と
〕

明
治
二
十
’
八
（
Ⅷ
）

大
坂
細
工
撲
木
像
ｌ
あ
ら
き
の
も
く
ぞ
う

安
永
元
’
十
一
（
５
）

大
坂
神
事
揃
お
お
さ
か
じ
ん
じ
ぞ
ろ
へ

享
和
三
‐
六
（
型
）

大
坂
好
穰
宝
お
お
さ
か
ず
き
あ
さ
ひ
の
ほ
う
ら
い

文
政
三
‐
十
二
（
詔
）

大
座
附
漣
脊
凱
歌
〔
お
お
ざ
つ
き
〕
し
ゆ
え
ん
の
か
ち
ど
き

寛
政
四
’
十
一
（
理
）

大
内
裏
大
友
真
烏
お
お
だ
い
り
お
お
と
も
の
ま
と
り

文
政
三
‐
五
（
哩
）

大
津
絵
お
お
つ
え

安
永
八
’
九
（
７
）
天
保
九
’
九
（
ね
）

大
津
絵
師
誉
筆
勢
〔
お
お
つ
え
し
ほ
ま
れ
の
ひ
つ
せ
い
〕

安
永
七
’
十
（
６
）

大
津
み
や
げ

安
政
三
‐
一
（
Ⅲ
）

大
塔
宮
朝
日
凱
歌
お
お
と
う
の
承
や
あ
さ
ひ
の
か
ち
ど
き

享
和
元
’
十
一
（
配
）

大
塔
宮
嶬
鎧
お
お
と
う
の
み
や
あ
さ
ひ
の
よ
ろ
い

天
明
六
，
一
・
七
’
八
（
、
）
寛
政
六
’
九
（
焔
）
十
’
三
・
四
（
四
）
享
和
三
’
五

（
型
）
文
化
四
’
十
一
（
酌
）
八
’
七
・
八
（
認
）
十
’
六
（
弱
）
文
政
元
’
五
（
㈹
）

三
‐
八
（
“
）
八
－
八
・
九
（
印
）
十
一
，
八
・
八
（
記
）
天
保
元
‐
四
（
帥
）
弘
化

二
－
五
（
閉
）
四
’
六
・
八
（
的
）
安
政
四
’
八
（
咽
）
五
’
三
（
皿
）
明
治
二
’
八

（
伽
）
三
’
八
（
伽
）
八
’
七
（
剛
）

大
中
富
幣
帛
白
旗
お
お
な
か
と
み
に
ぎ
て
の
し
ら
は
た

文
化
四
’
十
一
（
羽
）

大
湊
恋
憶
当
お
お
ふ
な
と
こ
〔
い
〕
の
し
ら
な
み

天
保
十
一
‐
八
（
別
）

大
門
ロ
鎧
襲
お
お
も
ん
ぐ
ち
よ
る
い
が
さ
ね

天
明
八
’
三
（
、
）
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大
社
夫
婦
最
眞
綱
お
お
や
し
ろ
え
ん
の
ひ
き
づ
な

文
化
二
’
十
一
（
”
）

小
笠
原
流
礼
忠
孝
お
が
さ
わ
ら
し
よ
れ
い
の
お
く
の
て

明
治
十
四
－
十
・
十
一
（
剛
）
十
六
－
十
二
（
噸
）
十
七
’
四
（
Ⅷ
）
二
十
一
‐
九

（
剛
）

置
土
産
今
織
上
布
お
き
承
や
げ
い
ま
お
り
じ
よ
う
ふ

寛
政
十
’
八
（
四
）
文
政
八
’
七
（
帥
）
天
保
三
’
五
（
開
）
四
’
八
（
銘
）
七
’
五

（
池
）
十
’
七
（
別
）
天
保
十
’
十
（
躯
）
弘
化
二
－
七
（
妬
）
嘉
永
元
’
四
（
川
）

明
治
十
五
’
七
・
七
（
Ⅲ
）
十
七
’
七
（
Ⅷ
）
二
十
’
七
（
Ⅷ
）
二
十
一
‐
七
（
剛
）

置
土
産
和
合
二
柱
お
き
み
や
げ
わ
ご
う
の
ふ
た
ぱ
し
ら

明
和
八
’
十
（
４
）

御
国
入
貢
調
お
く
に
い
り
み
つ
ぎ
の
ふ
な
う
た

天
保
十
二
’
八
〔
師
〕

御
国
名
物
花
菅
笠
お
く
に
め
い
ぶ
つ
は
な
の
す
げ
が
さ

寛
政
十
二
’
十
（
劃
）
文
化
三
‐
八
（
詔
）
九
‐
一
（
詔
）
天
保
三
‐
九
（
妬
）

小
栗
判
官
車
街
道
お
ぐ
り
は
ん
が
ん
く
る
ま
か
い
ど
う

安
永
七
’
四
（
６
）
文
政
二
－
八
〔
唾
〕
九
’
三
・
五
（
髭
）
十
’
三
（
別
）
十
一
‐

十
（
艶
）
天
保
十
一
，
十
一
（
弱
）
明
治
三
’
五
（
蝿
）

桶
狭
間
合
戦
お
〔
け
〕
は
ざ
〔
ま
〕
か
つ
〔
せ
〕
ん

文
政
十
一
，
八
（
弱
）

稚
軍
法
娘
袖
武
蔵
お
さ
な
ぐ
ん
ぽ
う
じ
ゅ
う
ろ
く
む
さ
し

天
保
十
四
ｌ
十
一
〔
師
〕

幼
稚
子
敵
討
お
さ
な
ど
の
か
た
き
う
ち

寛
政
四
’
八
（
皿
）
十
一
‐
五
（
鋤
）
十
二
（
皿
）
十
五
’
四
（
髄
）
文
政
五
’
三

（
妬
）
十
一
，
四
（
弱
）
天
保
二
‐
十
（
餡
）
八
‐
十
一
（
沼
）
十
一
，
八
（
弘
）
十

二
’
四
（
鯛
）
嘉
永
二
’
三
（
川
）
安
政
四
’
九
（
川
）
万
延
元
‐
五
（
川
）
文
久
三

，
四
（
叩
）
慶
応
三
’
九
（
皿
）

奉
納
救
入
浜
お
さ
め
た
て
ま
つ
る
こ
が
れ
の
く
ら
い
り

文
政
十
二
’
十
一
（
弱
）

奉
納
名
代
お
さ
め
た
て
ま
つ
る
め
い
が
の
ほ
ま
れ

文
政
四
‐
一
（
“
）

櫟
や
甥
袖
棲
お
し
な
べ
て
ひ
く
や
そ
で
つ
ま

天
明
七
’
十
一
（
、
）

遅
宇
治
淀
の
入
船
お
そ
う
じ
も
よ
ど
の
い
り
ふ
れ

安
永
五
‐
・
十
一
（
５
）

お
染
久
松
色
読
販
お
そ
め
ひ
さ
ま
つ
う
き
な
の
よ
み
う
り

文
政
三
’
十
・
十
（
鎧
）
天
保
三
‐
一
・
二
（
“
）
七
’
九
・
十
（
河
）
八
‐
八
（
沌
）

十
一
‐
五
（
鍋
）
安
政
六
’
八
（
噸
）
明
治
元
’
九
・
十
一
（
似
）
二
－
九
（
伽
）
十

三
’
十
（
剛
）
二
十
一
‐
五
（
剛
）

許
給
拙
振
袖
お
そ
れ
あ
り
お
に
も
じ
ゅ
う
は
ち

文
化
十
一
，
一
（
妬
）

伝
話
根
潤
美
幸
増
お
〔
で
ん
ぱ
な
し
ね
ず
〕
み
こ
う
〔
し
〕

安
政
五
‐
一
（
雌
）

御
伽
噺
箱
崎
文
庫
〔
お
と
ぎ
ぱ
な
し
は
こ
ざ
き
ぶ
ん
こ
〕

明
治
元
’
四
（
似
）

御
伽
話
諄
誉
高
橋
お
と
ぎ
ぱ
〔
な
し
ほ
ま
れ
〕
の
た
か
は
し

安
政
元
‐
閨
七
（
川
）

堂
島
救
入
浜
※
お
と
こ
い
つ
ぴ
き
す
く
い
の
た
て
ひ
き

文
政
六
－
三
（
灯
）
八
’
五
（
⑬
）
九
’
三
（
魂
）
十
’
七
（
製
）
天
保
元
’
二
（
弱
）

十
四
’
四
（
瓢
）
嘉
永
三
’
三
（
川
）
四
’
八
（
Ⅲ
）
安
政
二
‐
二
（
川
）
六
’
五
（
咽
）

文
久
二
‐
三
（
叩
）

男
競
三
国
湊
〔
お
と
こ
く
ら
べ
拳
く
に
の
み
な
と
〕

明
治
七
’
十
二
・
八
‐
一
（
剛
）
十
二
’
十
一
（
脇
）
十
五
ｉ
三
（
剛
）
九
（
皿
）

二
十
一
‐
十
一
（
剛
）

男
作
三
国
湊

明
治
十
七
’
三
（
Ⅷ
）
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男
作
五
鳫
金
※
お
と
こ
だ
て
い
つ
つ
か
り
が
ね

享
和
元
’
十
一
（
理
）
文
政
五
’
二
（
妬
）
八
’
三
（
蛸
）
九
－
十
一
（
詔
）
十
一
一
，

二
（
訂
）
天
保
二
’
三
（
砲
）
・
五
（
閉
）
七
１
八
（
門
）
十
’
六
（
釦
）
十
一
，
一

（
閉
）
六
・
七
（
型
）
十
（
鋸
）
十
一
一
’
四
・
四
（
師
）
弘
化
元
１
十
一
（
鯉
）
｜
｜
，

十
一
（
妬
）
四
’
九
（
Ⅷ
）
安
政
六
’
三
（
岨
）
万
延
元
‐
二
（
川
）
慶
応
一
一
’
三

（
伽
）
明
治
元
’
八
・
九
（
魁
）
十
一
－
十
二
（
咄
）
十
六
ｉ
十
二
（
蝿
）

男
立
恋
深
川
※
お
と
こ
だ
て
こ
い
の
ふ
か
が
わ

文
化
元
’
十
（
あ
）
文
政
二
‐
十
一
（
“
）
天
保
元
’
三
（
弱
）
三
‐
十
（
妬
）
七
－

八
（
だ
）

男
哉
女
鳴
神
お
と
こ
な
り
け
り
お
ん
な
な
る
か
承

寛
政
六
’
四
（
鴫
）
文
政
十
一
‐
八
（
卵
）

雄
山
百
羽
重
お
と
こ
や
ま
も
も
は
か
さ
ね

寛
政
五
’
八
（
妬
）

音
菊
東
土
産
お
と
に
き
く
あ
ず
ま
の
お
み
や
げ

天
保
十
一
‘
十
一
（
蹄
）

音
聞
韓
曲
者
お
と
に
き
〔
く
〕
い
こ
ぐ
の
く
せ
も
の

安
政
二
’
八
（
Ⅲ
）

音
間
殿
下
茶
店
聚
お
と
に
き
く
て
ん
が
ち
や
や
む
ら

嘉
永
元
’
四
〔
剛
〕

音
菊
浪
花
賑
「
お
と
に
き
く
な
に
わ
の
に
ぎ
わ
い
〕

明
治
三
’
八
（
Ⅷ
）

音
大
岡
公
天
一
防
実
記

明
治
十
五
’
四
（
剛
）

音
能
逐
種
蒔
お
と
〔
も
よ
し
す
ず
な
の
た
れ
ま
き
〕

文
久
二
’
十
二
（
川
）

を
ど
り
橋
明
治
二
十
六
’
八
（
剛
）

鬼
勝
鐘
埴
噺
お
に
に
か
っ
た
し
ょ
う
き
の
は
な
し

文
化
四
’
四
（
銘
）

鬼
若
名
残
髻
お
に
わ
か
な
ご
り
の
も
と
ど
り

文
政
十
一
一
‐
九
（
記
）
慶
応
三
’
九
（
皿
）

尾
上
岩
藤
後
日
話
お
の
え
い
〔
わ
ふ
じ
ご
じ
つ
の
は
な
〕
し

嘉
永
二
，
一
（
皿
）

小
野
お
通
七
段
譜
お
の
の
お
つ
う
し
ち
だ
ん
け
い
ず

天
明
四
’
三
（
９
）

小
野
小
町
詠
歌
誉

明
治
十
四
’
三
（
剛
）

小
野
道
風
青
柳
硯
お
の
の
と
う
ふ
う
あ
お
や
ぎ
す
ず
り

明
和
五
’
三
（
３
）
安
永
六
’
十
（
６
）
天
明
八
’
三
（
皿
）
寛
政
八
’
三
（
Ⅳ
）
九

‐
閨
七
（
お
）
文
化
六
’
十
一
（
鉦
）
十
‐
四
・
五
（
謎
）
十
一
（
記
）
十
二
’
五

（
釘
）
文
政
十
一
，
六
（
弱
）
天
保
三
’
七
（
妬
）
八
’
十
（
”
）
十
’
四
（
副
）
十

一
（
艶
）
十
一
’
六
（
型
）
十
二
’
四
（
稲
）
十
三
’
三
（
銘
）
弘
化
二
－
三
（
別
）

三
’
五
（
妬
）
四
’
九
（
川
）
嘉
永
元
Ｉ
七
（
Ⅲ
）
二
’
五
（
川
）
六
’
四
（
伽
）
安
政

四
１
十
一
（
皿
）
六
’
八
（
咽
）
明
治
六
’
四
（
剛
）
十
五
，
一
（
脇
）
十
六
’
三
（
蝿
）

帯
の
文
桂
川
水
お
び
の
あ
や
か
つ
ら
の
か
わ
み
ず

天
保
三
’
二
（
“
）

朧
月
現
玉
章
お
ぼ
ろ
づ
き
う
つ
つ
の
た
ま
ず
さ

天
明
二
ｉ
十
二
（
８
）

朧
月
桂
川
水
〔
お
ぼ
ろ
づ
き
か
つ
ら
の
か
わ
ゑ
ず
〕

文
久
三
’
八
（
川
）

朧
月
恋
の
柵

明
治
三
ｌ
閨
十
（
皿
）

朧
月
小
松
原
〔
お
ぼ
ろ
づ
き
こ
ま
つ
が
は
ら
〕

明
治
十
七
’
七
（
Ⅷ
）

朧
の
か
つ
ら
川
お
ぼ
ろ
の
か
つ
ら
が
わ

文
化
九
’
二
（
調
）
天
保
三
’
二
（
“
）
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厩
喜
三
太
橿
勝
関
お
う
ま
や
き
さ
ん
た
た
づ
な
の
か
ち
ど
き

文
化
六
’
十
一
（
瓠
）

思
深
川
お
も
い
の
ふ
か
が
わ

文
化
十
一
‐
六
（
弱
）

思
の
八
重
霞
お
も
い
の
や
え
が
す
み

文
政
四
’
三
（
“
）

悌
鐘
入
の
段
お
も
か
げ
か
ね
い
り
の
だ
ん

享
和
元
’
四
（
理
）
二
’
五
（
羽
）

面
影
色
見
艸
お
も
か
げ
い
ろ
み
ぐ
さ

寛
政
十
’
九
（
四
）

水
鏡
化
粧
姿
お
も
か
げ
う
つ
す
け
わ
い
す
が
た

安
永
三
’
三
（
５
）

悌
娘
道
成
寺
お
も
か
げ
む
す
め
ど
う
じ
ょ
う
じ

寛
政
十
二
－
四
（
副
）

面
頴
六
歌
仙
お
も
か
げ
〔
ろ
っ
〕
か
せ
ん

明
和
七
’
十
二
（
４
）

思
花
街
容
性
お
も
わ
く
く
る
わ
か
た
ぎ

天
明
四
’
八
（
９
）
享
和
三
‐
一
（
詔
）

未
熟
ち
ょ
っ
と
五
変
化
お
よ
ば
ず
な
が
ら
ち
ょ
っ
と
い
つ
ば
け

弘
化
三
，
一
（
妬
）

拙
業
浮
名
賑

明
治
十
五
’
六
（
Ⅲ
）

拙
業
菖
木
偶

明
治
十
五
ｉ
五
（
Ⅷ
）

鈍
業
綱
顔
鏡
お
よ
ば
ぬ
う
で
つ
な
の
か
お
み
せ

天
保
元
’
十
一
〔
剛
〕

拙
業
若
木
楓

明
治
二
十
一
‐
十
一
（
剛
）

及
成
駒
○
中
仲
お
よ
び
な
る
こ
ま
れ
も
な
か
な
か

天
保
十
’
二
（
師
）

織
合
安
栄
録
お
り
あ
わ
せ
あ
ん
え
い
ろ
く

文
化
八
－
二
（
犯
）
文
政
七
’
四
（
蝿
）
天
保
二
’
四
（
他
）
三
‐
四
（
鮪
）
十
一
一
，

一
（
蹄
）
安
政
二
’
五
（
Ⅲ
）

織
合
団
七
縞
お
り
あ
わ
せ
だ
〔
ん
〕
し
ち
じ
ま

弘
化
元
ｌ
盆
替
リ
（
兜
）

織
合
濫
櫻
錦
お
り
あ
わ
せ
つ
づ
れ
の
に
し
き

安
永
七
’
九
（
６
）
天
明
三
’
七
（
８
）
寛
政
二
’
十
（
⑫
）
六
’
十
（
猫
）
十
’
四

（
四
）
享
和
二
’
六
（
詔
）
三
’
九
（
型
）
文
化
七
’
六
（
認
）
十
’
十
（
銅
）
十
三
‐

閨
八
（
銘
）
文
政
四
１
－
（
“
）
五
’
七
（
妬
）
十
一
－
十
（
弱
）
十
一
一
’
十
（
銘
）

天
保
十
四
’
五
（
虹
）

小
割
伝
内
箱
根
噂
お
わ
り
で
ん
な
い
は
こ
れ
の
う
わ
さ

天
保
十
一
－
七
（
理
）

恩
愛
の
三
度
笠
〔
お
ん
あ
い
の
さ
ん
ど
が
さ
〕

文
化
六
’
三
（
鋤
）

恩
愛
の
不
動
坂
お
ん
あ
い
の
ふ
ど
う
ざ
か

寛
政
元
’
九
（
理
）

恩
愛
の
乱
菊
お
ん
あ
い
の
象
だ
れ
ぎ
く

文
政
七
’
五
（
婚
）
文
久
三
’
七
（
川
）

恩
愛
晴
関
守
お
ん
あ
い
ひ
と
め
の
せ
き
も
り

文
政
十
一
－
十
一
〔
唖
〕

御
誹
博
多
織
お
ん
あ
っ
ら
え
は
か
た
お
り

天
明
八
’
八
（
布
）

女
扇
目
差
鶴
お
ん
な
お
う
ぎ
め
ざ
し
の
つ
る

天
保
八
，
一
〔
剛
〕

女
鳫
金
廓
繍
お
ん
な
か
り
が
ね
く
る
わ
ぬ
い
も
の

文
化
二
－
八
（
妬
）

－17－



婦
女
教
訓
孝
子
誉

明
治
八
‐
十
一
（
剛
）

女
猿
曳
閏
調
お
ん
な
さ
る
ま
わ
し
か
ど
で
の
ひ
と
ふ
し

文
政
七
１
五
（
蛤
）
天
保
九
’
六
・
七
（
刃
）
十
一
（
帥
）

女
節
用
衣
紋
考
見
お
ん
な
せ
つ
ょ
う
え
も
ん
か
が
み

安
永
九
’
四
（
７
）

女
作
五
鳫
金
お
ん
な
だ
て
い
つ
つ
か
り
が
ね

文
政
九
’
十
一
・
十
二
（
詔
）

女
庭
訓
倭
詞
お
ん
な
て
い
き
ん
や
ま
と
こ
と
ば

文
化
四
’
三
（
詔
）

女
鉢
の
木
お
ん
な
は
ち
の
き

明
和
五
’
九
（
４
）
天
明
六
’
三
（
ｍ
）
寛
政
四
’
五
（
皿
）
享
和
三
‐
二
（
型
）
文

化
四
’
四
（
記
）
十
四
’
十
一
（
調
）
文
政
元
’
八
（
伽
）
｜
｜
－
六
（
狐
）
三
‐
‐
一
（
蝿
）

五
１
六
（
妬
）
九
’
三
（
証
）
十
一
－
六
（
弱
）
天
保
七
’
八
（
沼
）
十
四
’
二
（
卯
）

嘉
永
ニ
ー
ニ
（
Ⅷ
）
安
政
二
－
一
（
川
）

女
非
人
敵
討
お
ん
な
ひ
に
ん
か
た
き
う
ち

天
保
十
三
’
五
（
銘
）
弘
化
元
’
八
（
兜
）

媚
風
俗
文
選
お
ん
な
ふ
う
ぞ
く
も
ん
ぜ
ん

寛
政
元
’
三
・
四
（
、
）
文
化
元
’
三
・
四
（
閉
）

御
畠
眉
春
団
玉
翫
お
ん
め
ぐ
み
〔
は
る
〕
の
〔
た
ま
も
の
〕

嘉
永
六
－
一
（
Ⅷ
）

御
恵
月
景
清
お
ん
め
ぐ
承
つ
き
〔
の
〕
か
げ
き
〔
よ
〕

天
保
十
四
’
十
一
（
蛇
）
弘
化
二
’
十
（
卵
）

玉
牛
宝
蔵
入
か
い
う
ん
た
か
ら
の
く
ら
い
り

文
政
十
一
‐
十
一
（
町
）

囹

会
稽
信
田
雪
船
調
か
い
け
い
し
の
だ
ゑ
つ
ぎ
の
ふ
な
う
た

弘
化
二
’
十
一
〔
剛
〕

男
夏
鉢
の
木
か
い
け
い
な
め
は
ち
の
き

文
政
九
’
七
（
砲
）

会
稽
富
士
僕
か
い
げ
い
ふ
じ
の
ほ
ま
れ

寛
政
四
’
五
（
皿
）

会
稽
雪
鉢
木
か
い
け
い
ゆ
き
の
は
ち
の
き

天
保
八
’
九
（
両
）

凱
陣
桃
山
諏
〔
が
い
じ
ん
も
も
や
ま
も
の
が
た
り
〕

叫
治
十
五
－
三
（
剛
）

甲
斐
詣
七
面
身
延
か
い
ぞ
な
き
ひ
と
め
し
の
ぶ

天
保
元
’
六
〔
脇
〕

開
発
廓
歩
尺
か
い
は
つ
さ
と
の
け
ん
ざ
お

寛
政
三
’
四
（
過
）

替
唱
歌
糸
の
時
雨
か
え
し
ょ
う
か
い
と
の
し
ぐ
れ

寛
政
十
二
－
七
（
幻
）

復
咲
後
日
梅
〔
か
え
り
ざ
き
ご
に
ち
の
う
め
〕

明
治
十
六
’
三
（
岨
）
九
（
蝿
）

都
帰
花
染
分
手
綱
か
え
り
ぱ
な
そ
め
わ
け
た
づ
な

文
化
十
四
’
十
一
（
調
）

狂
華
法
手
向
か
え
り
ぱ
な
の
り
の
た
む
け

天
保
七
－
九
〔
皿
〕

粧
花
雪
吉
野
か
え
り
ぱ
な
ゆ
き
の
よ
し
の

文
化
八
’
七
（
詔
）

顔
見
世
寿
走

天
保
九
’
十
二
（
鋤
）

顔
見
世
浪
花
梅
魁
か
お
み
せ
む
ろ
の
は
や
ざ
き
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幟
叩
郵
鋤
幟
鍼
合

か
が
承
や
ま
こ
き
ょ
う
の
に
し
き

か
つ
ら
が
わ
れ
ん
り
の
し
が
ら
み
ぬ
い
い
れ

鏡
山
姿
写
絵

嘉
永
五
’
十
（
川
）

鏡
山
錦
柏
葉
。

天
保
元
’
一
（
弱
）

鏡
山
再
続
悌

天
保
十
三
’
三
（
鮨
）

加
賀
見
山
廓
写
本
、
：

天
明
七
’
十
（
、
）

加
賀
見
山
廓
写
画
〔
か
が
み
や
ま
く
る
わ
の
う
つ
し
え
〕

明
治
十
六
－
四
（
蝿
）

鏡
山
廓
写
本
※
か
が
承
や
ま
く
る
わ
の
き
き
が
き

安
永
九
’
九
（
７
）
天
明
七
’
十
二
（
、
）
寛
政
十
一
一
’
九
（
虹
）
文
化
十
一
‐
八

（
弱
）
文
政
元
‐
一
（
調
）
十
一
，
十
一
（
印
）
天
保
三
’
四
（
妬
）
七
’
十
（
私
）

十
二
－
一
（
閉
）
明
治
三
’
三
（
Ⅲ
）

鏡
山
故
郷
錦
か
が
み
や
ま
こ
き
ょ
う
の
に
し
き

天
保
元
’
二
（
弱
）
嘉
永
五
’
二
（
川
）
明
治
三
’
五
（
伽
）

鏡
山
旧
錦
絵
か
が
み
や
ま
こ
き
ょ
う
の
に
し
き
え

天
明
三
’
七
（
８
）
寛
政
九
’
七
（
喝
）
文
化
三
’
三
・
八
（
”
）
文
政
元
‐
一
（
調
）

四
’
十
一
・
十
二
（
輻
）
五
’
十
一
（
妬
）
十
一
・
六
－
五
・
九
（
“
）
十
二
’
三

・
四
（
師
）
・
五
（
記
）
天
保
七
’
五
（
池
）
九
，
一
（
犯
）
十
二
’
四
（
錦
）
弘
化

二
，
二
（
鯉
）
・
十
・
十
一
（
妬
）
十
一
（
妬
）
四
’
四
（
的
）
安
政
四
’
十
一
（
岨
）

文
久
元
’
三
（
Ⅲ
）
明
治
元
’
四
（
皿
）
二
‐
四
（
噸
）
五
’
三
（
Ⅷ
）
八
－
五
（
剛
）

十
四
’
七
（
剛
）
・
十
一
（
断
）
十
五
’
六
（
即
）
十
七
’
二
（
Ⅷ
）
十
八
，
一
（
Ⅷ
）

二
十
’
十
（
Ⅷ
）
二
十
二
，
一
（
皿
）

か
が
ゑ
や
ま
ご
に
ち
の
お
も
か
げ

安
政
二
，
一
（
Ⅷ
）

か
が
承
や
ま
さ
と
の
き
き
が
き
↓
か
が
み
や
ま
く

る
わ
の
き
き
が
き

か
が
み
や
ま
す
が
た
の
う
つ
し
え

〔
か
が
承
や
ま
に
し
き
の
も
み
じ
ぱ
〕

明
治
十
三
‐
一
（
鯛
）

加
為
見
山
花
媚
合
か
が
み
や
、
ま
は
な
の
え
あ
わ
せ

享
和
三
’
九
・
九
（
型
）

鏡
山
花
姿
絵
〔
か
が
象
や
ま
は
な
の
す
が
た
え
〕

慶
応
三
’
三
（
伽
）

神
楽
獅
子
真
猿
賑
か
ぐ
ら
ｌ
ま
さ
ｌ
に
ぎ
〔
わ
〕
い

嘉
永
四
’
十
一
（
川
）

不
負
江
戸
男
俎
板
か
け
ね
な
し
え
ど
っ
こ
り
よ
う
り

文
政
十
一
，
三
〔
唖
〕

傘
壱
本
足
天
保
二
－
六
（
錨
）

重
井
筒
か
さ
ね
い
づ
つ

寛
政
二
十
（
理
）
九
’
五
（
略
）
文
化
十
一
－
九
（
錨
）
十
四
’
五
（
鋤
）
文
政
一
一

，
十
一
（
狸
）
三
’
十
一
（
銅
）
五
‐
三
（
蝿
）
八
’
八
（
印
）
十
’
九
（
弱
）
十
二
‐

三
（
師
）
天
保
七
’
八
（
祠
）
十
’
十
（
銀
）
十
一
，
八
（
型
）
十
四
’
十
（
”
）
弘

化
二
－
三
（
鯉
）
四
１
九
（
川
）
嘉
永
二
’
十
一
・
三
，
一
（
川
）
安
政
二
’
十
一
（
Ⅲ
）

六
’
十
一
（
畑
）
明
治
元
’
八
（
皿
）
三
’
十
（
Ⅷ
）
十
一
－
十
二
（
鯛
）

重
扇
栄
松
朝
※
か
さ
ね
お
う
ぎ
さ
か
え
の
ま
つ
わ
か

天
保
八
’
九
（
”
）
九
１
五
（
ね
）
十
一
，
八
（
弘
）
安
政
元
’
二
（
川
）
八
（
川
）

重
扇
寿
松
若
か
さ
ね
お
う
ぎ
ち
よ
の
ま
つ
わ
か

天
保
十
二
－
五
〔
鰯
〕

重
扇
蘓
の
伊
達
染
か
さ
ね
お
う
ぎ
は
ぎ
の
〔
だ
〕
て
ぞ
め

天
保
十
二
’
五
（
師
）

か
さ
ね
が
淵
恋
柵
か
さ
ね
が
ふ
ち
こ
〔
い
の
〕
し
〔
が
ら
み
〕

弘
化
三
’
七
（
卯
）

重
棲
閨
の
小
夜
衣
か
さ
ね
づ
〔
ま
ね
や
〕
の
〔
さ
よ
〕
ぎ
ぬ

嘉
永
六
’
二
（
川
）

か
さ
ね
物
諄
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明
治
十
五
’
十
一
（
螺
）

笠
松
峠
女
賊
か
さ
ま
つ
と
う
げ
お
ん
な
と
〔
う
ぞ
く
〕

弘
化
四
’
九
（
川
）

傘
轆
轤
浮
名
濡
衣
〔
か
さ
の
ろ
く
ろ
う
き
な
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
〕

明
治
二
十
一
－
九
（
剛
）

梶
原
平
三
希
代
誠
※
か
じ
わ
ら
へ
い
ぞ
う
き
だ
い
の
い
し
き
り

文
政
五
’
十
一
（
妬
）
天
保
十
一
，
十
一
（
錨
）
弘
化
元
’
二
（
蛇
）
安
政
三
’
九

（
皿
）
万
延
元
’
十
一
（
Ⅳ
）
慶
応
三
’
十
一
（
皿
）

梶
原
平
三
希
代
誠
か
じ
わ
ら
へ
い
そ
う
き
だ
い
の
い
し
づ
〔
え
〕

‐
↓
か
じ
わ
ら
へ
い
ぞ
う
き
だ
い
の
い
し
き
り

梶
原
平
三
紅
梅
綱
か
じ
わ
ら
へ
い
ぞ
う
こ
う
ば
い
た
づ
な

文
政
四
’
三
・
三
（
“
）
天
保
八
’
九
（
方
）
九
ｌ
閏
四
（
ね
）
十
’
八
（
副
）
嘉
永

元
－
－
（
川
）
二
’
九
（
皿
）
安
政
四
１
－
（
肥
）
明
治
二
’
二
（
噸
）

風
そ
よ
ぐ
う
き
名
の
仇
な
承

文
政
六
’
三
（
々
）

歌
仙
六
玉
川
〔
か
せ
ん
む
た
ま
が
わ
〕

寛
政
十
一
－
一
（
卯
）

片
男
波
和
歌
湘
松
か
た
を
な
糸
わ
か
の
う
ら
ま
つ

明
治
二
十
五
’
十
（
皿
）

敵
討
天
橋
立
か
た
〔
き
〕
う
ち
あ
ま
は
し
た
て

明
治
九
，
一
（
皿
）

敵
討
安
栄
録
か
た
き
う
ち
あ
ん
え
い
ろ
く

寛
政
八
’
九
（
Ｕ
文
化
十
二
’
二
（
記
）
文
政
三
’
三
（
磐
七
‐
一
（
銘
）
天
保

元
’
三
（
帥
）
十
一
（
舵
）
三
‐
三
（
“
）
八
１
五
（
だ
）
弘
化
四
’
八
（
兜
）

敵
討
岩
見
重
太
郎
か
た
き
う
ち
い
わ
象
じ
ゅ
う
た
ろ
う

明
治
二
十
一
，
十
一
（
剛
）

敵
討
岩
見
認
〔
か
た
き
う
ち
い
わ
み
も
の
が
た
り
〕

明
治
十
六
，
一
（
鵬
）

敵
討
優
曇
華
亀
山
か
た
き
う
ち
う
き
き
の
か
め
や
ま

安
政
一
一
１
八
（
Ⅲ
）
文
久
元
’
三
・
四
（
Ｍ
）

敵
討
浦
朝
霧
か
た
き
う
ち
う
ら
の
あ
さ
ぎ
り

文
化
十
一
一
’
九
・
十
一
（
説
）
文
政
十
一
－
五
（
弱
）
十
二
‐
四
（
師
）
天
保
二
‐

四
（
“
）
七
’
九
（
私
）
九
’
九
（
”
）
十
１
九
（
副
）
十
一
（
鋤
）
十
三
’
九
（
的
）

十
四
’
三
（
帥
）
九
（
皿
）
弘
化
三
ｉ
十
一
（
ｗ
）
十
一
（
兜
）
四
’
十
一
（
川
）
安

政
二
’
四
（
Ⅲ
）
慶
応
三
’
九
（
皿
）
明
治
元
’
六
（
鯛
）

敵
討
兄
弟
標
か
た
き
う
ち
お
と
と
い
つ
か

享
和
三
１
九
（
型
）
文
化
元
’
八
（
痴
）
十
三
‐
閨
八
（
銘
）
文
政
十
１
口
（
製
）
天

保
十
三
’
九
（
鋤
）
弘
化
三
’
十
（
師
）
嘉
永
三
’
八
（
川
）

敵
討
御
未
刻
太
鼓
〔
か
た
き
う
ち
お
や
つ
の
た
い
こ
〕

明
治
十
六
’
十
一
（
噸
）

敵
討
女
非
人
か
た
き
う
ち
お
ん
な
ひ
に
ん

享
和
元
’
三
（
犯
）

敵
討
か
し
ぐ
の
郷
か
た
き
う
ち
か
し
ぐ
の
さ
と

寛
政
五
’
八
（
巧
）

敵
討
亀
山
噺
か
た
き
う
ち
か
め
や
ま
ぱ
な
し

天
保
八
’
九
（
方
）
十
一
‐
十
（
副
）
十
四
１
九
（
瓢
）
嘉
永
二
’
五
（
川
）
慶
応
三

‐
九
（
皿
）
明
治
二
‐
三
（
鰯
）
’
’
一
’
二
（
Ⅷ
）
十
四
‐
二
（
燗
）
十
五
’
十
二
（
蝿
）

敵
討
厳
流
島
か
た
き
う
ち
が
ん
り
ゅ
う
じ
ま

享
和
二
’
十
（
記
）
文
化
十
三
’
五
（
鈍
）
閨
八
（
銘
）
文
政
二
’
五
（
虹
）
三
’
五

（
哩
）
八
’
四
（
⑲
）
九
’
九
（
粥
）
天
保
二
’
九
（
“
）
三
‐
九
（
鯛
）
六
’
五
・
五

（
、
）
八
’
十
一
（
犯
）
十
一
‐
‐
十
（
鯛
）
十
二
Ｉ
閏
一
・
五
・
五
（
師
）
十
三
’
三

・
六
（
銘
）
十
四
’
三
（
卯
）
弘
化
元
’
二
（
”
）
三
’
十
一
（
ｗ
）
嘉
永
元
’
三

（
川
）
’
’
’
四
（
肥
）
九
・
十
一
（
叩
）
五
’
五
（
Ⅷ
）
安
政
一
一
’
十
一
（
Ⅲ
）
文
久

元
，
一
（
川
）
二
‐
二
（
畑
）
明
治
三
’
三
・
五
（
Ⅲ
）

敵
討
橋
下
の
富
士
か
た
き
う
ち
き
よ
う
か
の
ふ
じ

寛
政
十
一
－
一
（
釦
）
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復
髻
孝
子
誉

明
治
十
三
’
六
（
剛
）

敵
討
郡
山
染
か
た
き
う
ち
こ
お
り
や
ま
ぞ
め

寛
政
三
‐
十
（
咽
）
文
化
六
’
八
（
瓢
）
文
政
二
’
七
（
虹
）
天
保
三
ｉ
五
（
妬
）
十

一
（
“
）

敵
討
湖
水
曙
〔
か
た
き
う
ち
こ
す
い
の
あ
け
ぼ
の
〕

明
治
元
ｉ
二
（
皿
）
二
’
四
（
唖
）
十
五
－
十
二
（
蝿
）
二
十
一
‘
十
（
剛
）

敵
討
金
毘
羅
利
生
ｌ
こ
ん
ぴ
ら
ｌ

寛
政
六
’
六
（
亜
）

敵
討
勝
帷
子
か
た
き
う
ち
し
ょ
う
ぶ
か
た
び
ら

天
保
三
’
六
（
碗
）
四
’
七
（
船
）

敵
討
千
手
護
助
劔
か
た
き
う
ち
せ
ん
じ
ゅ
の
す
け
だ
ち

寛
政
一
一
１
八
（
⑫
）
三
’
三
・
三
（
週
）
四
’
八
（
Ｍ
）
十
‐
一
（
四
）
十
一
－
三
（
卯
）

文
化
元
’
五
（
妬
）
八
１
七
（
詔
）
九
’
八
・
十
（
型
）
十
一
，
十
（
記
）
文
政
八
，

九
・
九
（
卵
）
天
保
元
Ｉ
九
（
“
）
七
’
十
一
（
だ
）
十
一
！
六
（
別
）
嘉
永
六
’
五

（
川
）
安
政
三
’
四
（
皿
）

敵
討
崇
禅
寺
馬
場
か
た
き
う
ち
そ
う
ぜ
ん
じ
ぱ
ぱ

文
政
六
’
九
・
九
（
鞭
）
七
’
八
（
蛤
）
十
二
’
六
（
記
）
天
保
二
－
五
（
侭
）
三
‐

五
・
五
（
妬
）
・
閏
十
一
（
碗
）
七
’
三
・
五
（
池
）
七
（
沼
）
八
’
五
（
柘
）
十
一

（
犯
）
十
‐
九
（
別
）
十
二
’
八
（
飯
）
弘
化
元
’
四
（
蛇
）
三
’
五
（
％
）
嘉
永
ニ
ー

閏
四
（
川
）
安
政
四
’
九
（
川
）
明
治
二
’
九
（
剛
）

敵
討
高
砂
松
か
た
き
う
ち
た
か
さ
ど
の
ま
つ

文
政
十
二
’
六
（
詔
）
天
保
十
二
’
九
（
説
）
慶
応
元
’
八
（
伽
）
明
治
元
！
五
（
蝿
）

九
（
胆
）
二
，
二
・
三
・
五
（
噸
）
三
’
七
（
伽
）
十
四
’
十
（
剛
）

復
害
高
音
鼓
か
た
き
う
ち
た
か
れ
の
た
い
こ

文
化
五
’
八
・
十
一
（
鋤
）
十
二
’
九
（
訂
）
文
政
元
ｉ
九
・
十
一
（
⑩
）
天
保
元

ｌ
’
（
調
）
二
‐
十
一
（
齢
）
七
，
一
（
、
）
十
’
九
（
艶
）

敵
討
丹
波
噂
か
た
き
う
ち
た
ん
ば
の
う
わ
さ

文
化
元
‐
‐
三
・
三
（
閉
）
八
’
五
（
認
）

敵
討
義
恋
柵
か
た
き
う
ち
ち
か
い
の
し
が
ら
糸

文
化
九
’
九
・
十
一
（
型
）
文
政
十
二
’
十
（
詔
）
嘉
永
元
’
十
（
川
）
万
延
元
，

五
（
川
）

敵
討
濫
櫻
錦
か
た
き
う
ち
つ
づ
れ
の
に
し
き

文
化
六
’
八
・
九
（
瓢
）
天
保
六
’
四
（
、
）
嘉
永
元
’
二
（
血
）
’
’
’
四
（
柵
）
安

政
元
，
一
（
川
）
二
－
一
（
川
）
明
治
三
’
十
（
伽
）
十
七
－
二
（
Ⅷ
）

敵
討
殿
下
茶
屋
聚
か
た
き
う
ち
て
ん
が
ち
や
や
む
ら

天
保
三
’
八
（
師
）
五
’
三
（
的
）
六
’
六
（
、
）
七
’
七
・
八
・
九
（
祠
）
十
一

（
脚
）
十
四
’
二
（
帥
）
五
・
七
（
虹
）
弘
化
四
’
三
（
兜
）
嘉
永
元
’
九
（
皿
）

四
’
八
（
川
）
安
政
一
一
’
十
（
川
）
明
治
二
’
四
・
五
（
脳
）
五
’
八
（
伽
）
十
五
‐

五
（
Ⅷ
）

復
讐
二
島
英
勇
記
か
た
き
う
ち
に
と
う
え
い
ゆ
う
き

文
化
十
一
‐
三
・
三
（
調
）
文
政
四
‐
九
（
妬
）
天
保
十
’
十
（
理
）
明
治
八
‐
一

，
１
１
／

（
Ｂ
』

敵
討
魁
合
邦
か
た
き
う
ち
に
に
〔
ん
が
つ
ぼ
う
〕

安
政
三
’
九
（
皿
）

敵
討
乗
合
語
か
た
き
う
ち
の
り
あ
い
ぱ
な
し

文
政
六
’
三
（
鞭
）
天
保
八
’
七
（
布
）

仇
討
宝
永
祀
か
た
き
う
ち
ほ
う
え
い
ま
つ
り

天
保
二
’
九
（
錨
）

敵
討
誉
勝
山
か
た
き
う
ち
ほ
ま
れ
の
か
つ
や
ま

享
和
元
’
七
（
犯
）
文
政
八
’
三
（
⑬
）

敵
討
誉
陣
幕
か
た
き
う
ち
ほ
ｌ
ま
く

明
治
ニ
ー
ー
（
蝿
）

敵
討
会
稽
梅
〔
か
た
き
う
ち
ほ
ま
れ
の
め
い
ぽ
く
〕

明
治
二
十
二
’
十
一
（
皿
）

敵
討
御
堂
前
か
た
き
う
ち
み
ど
う
の
ま
え
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文
化
十
四
’
三
・
三
（
詔
）
文
政
十
－
七
（
弘
）
天
保
十
’
四
（
趾
）
十
二
’
十
（
師
）

十
四
’
四
（
卯
）
十
一
（
蛇
）
文
久
元
’
十
（
Ⅷ
）
三
’
九
（
Ⅷ
）
十
一
（
剛
）

筐
の
し
の
だ
ず
り

文
政
十
一
，
七
（
弱
）

形
見
の
信
夫
摺
〔
か
た
ゑ
の
し
の
ぶ
ず
り
〕

安
永
九
’
九
（
７
）
寛
政
六
’
九
（
巧
）
安
政
四
’
三
（
胴
）

片
大
和
路
轤
関
戸
か
た
や
ま
み
ち
か
ご
の
せ
き
の
と

天
保
元
’
十
一
〔
肌
〕

勝
相
撲
浮
名
花
触
一
か
ち
ず
も
う
う
き
な
の
は
な
ぶ
れ

文
政
四
’
六
（
“
）
嘉
永
元
’
五
（
Ⅲ
）

勝
関
恋
顔
触
か
ち
ど
き
こ
い
の
か
お
ぶ
れ

文
政
十
一
‐
十
一
〔
皿
〕

勝
関
黄
金
瓢
か
〔
ち
ど
き
〕
こ
が
れ
の
ひ
〔
さ
ご
〕

安
政
三
’
八
（
皿
）

勝
閏
芋
源
氏
※
か
ち
ど
き
承
ぱ
え
げ
ん
じ

文
化
十
三
’
八
（
犯
）
十
四
１
三
（
調
）
文
政
九
’
九
（
認
）
十
’
九
（
弱
）
天
保
元

，
五
（
帥
）
二
－
一
・
三
（
館
）
三
’
八
（
髄
）
六
’
十
一
（
、
）
七
－
四
（
池
）
八
，

十
・
十
（
”
）
十
‐
八
（
団
）
十
三
’
十
（
的
）
十
四
’
二
（
卯
）
弘
化
一
兀
’
十
（
兜
）

嘉
永
元
’
十
一
（
皿
）
五
‐
八
（
川
）
六
’
五
（
川
）
安
政
四
’
十
一
（
鵬
）
五
’
十

一
（
畑
）
明
治
元
’
八
・
九
（
皿
）
七
’
五
（
剛
）
十
四
’
三
（
噸
）

勝
閏
享
源
氏
か
ち
ど
き
め
ば
え
げ
ん
じ
↓
か
ち
ど
き
承
ぱ
え
げ

ん
じ

桂
川
二
世
柵
か
つ
ら
が
わ
に
せ
の
し
が
ら
象

天
保
十
二
‐
七
（
晩
）

桂
川
連
理
柵
か
つ
ら
が
わ
れ
ん
り
の
し
が
ら
み

天
明
四
‐
三
（
９
）
六
‐
二
・
七
１
八
（
ｍ
）
寛
政
元
ｌ
閨
六
（
、
）
九
’
五
・
七
（
喝
）

文
化
九
－
二
（
詔
）
十
一
，
十
一
・
十
一
（
記
）
十
三
’
二
（
師
）
文
政
二
－
六
（
狐
）

六
’
三
（
灯
）
八
１
八
（
列
）
十
一
－
一
（
弱
）
十
二
－
一
（
師
）
天
保
元
‐
一
・
一

（
弱
）
八
・
九
（
位
）
三
’
二
（
“
）
・
十
一
（
髄
）
四
‐
一
（
師
）
六
’
六
（
河
）
七

，
五
（
池
）
十
（
私
）
九
’
三
（
沼
）
十
！
五
（
副
）
・
十
二
（
魂
）
十
三
‐
二
（
銘
）

弘
化
四
’
二
・
三
（
兜
）
嘉
永
元
’
三
（
皿
）
二
’
九
・
九
・
三
，
一
（
川
）
・
十
一

（
川
）
安
政
三
’
二
（
皿
）
四
‐
八
（
咽
）
五
’
十
一
（
叩
）
文
久
元
’
十
一
（
畑
）

三
’
八
（
川
）
慶
応
三
’
五
（
皿
）
明
治
元
’
二
（
皿
）
二
‐
二
（
蝿
）
三
’
三
（
剛
）

閏
十
（
皿
）
七
’
五
（
剛
）
十
三
’
十
（
剛
）
十
四
‐
三
（
鮪
）
十
六
’
三
（
班
）
十

九
’
五
（
Ⅷ
）

門
出
祝
ふ
島
か
ど
い
で
い
わ
う
し
ま

安
永
八
’
九
（
６
）

閏
名
残
土
産
か
ど
い
で
よ
し
な
ご
り
の
い
え
づ
と

安
永
元
’
十
（
４
）

仮
名
写
安
土
問
答
か
な
う
つ
し
あ
ず
ち
も
ん
ど
う

寛
政
六
’
十
一
（
略
）

仮
名
害
忠
臣
講
釈
か
な
が
き
ち
ゅ
う
し
ん
こ
う
し
ゃ
く

文
政
十
一
，
五
〔
皿
〕

仮
名
艸
紙
女
大
学
か
な
ぞ
う
し
お
ん
な
だ
い
が
く

天
明
五
’
二
・
二
・
三
（
９
）

仮
名
草
紙
国
性
爺
実
録
か
な
ぞ
う
し
こ
く
せ
ん
や
じ
つ
ろ
く

天
明
八
’
九
・
十
（
、
）

仮
名
手
本
四
十
七
文
字
〔
か
な
で
ほ
ん
し
じ
ゅ
う
し
ち
も
じ
〕

明
治
二
－
三
（
鰯
）

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
か
な
で
ほ
ん
ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

明
和
三
’
八
・
五
’
三
（
３
）
天
明
二
’
三
・
三
‐
一
（
８
）
五
’
九
（
９
）
八
‐
九

（
、
）
寛
政
七
’
四
・
八
（
肥
）
九
’
十
一
（
胆
）
十
‐
四
・
十
一
（
岨
）
享
和
二
！

三
・
三
（
詔
）
文
化
元
’
三
（
距
）
二
’
三
（
記
）
七
’
三
（
犯
）
九
’
十
一
（
弘
）

十
’
十
一
（
弱
）
十
三
’
八
（
調
）
十
四
１
十
（
調
）
文
政
二
ｌ
閨
四
（
狸
）
四
１
四

（
“
）
八
（
妬
）
六
，
二
（
灯
）
七
’
三
（
妃
）
八
’
四
（
甥
）
十
（
瓠
）
九
，
一
（
証
）

五
・
七
（
認
）
十
（
認
）
十
一
一
‐
十
（
記
）
天
保
元
’
三
（
調
）
閨
三
・
四
（
帥
）
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四
〔
鯛
〕
五
（
帥
）
三
’
十
・
口
（
髄
）
七
’
八
・
九
（
だ
）
八
’
八
・
九
〔
肌
〕
十

二
・
九
－
一
・
一
・
三
（
犯
）
十
’
六
〔
鰯
〕
八
・
九
（
別
）
十
一
’
三
・
三
（
錦
）

九
（
“
）
十
（
弱
）
十
二
‐
五
（
師
）
八
（
餅
）
十
四
’
九
・
十
（
別
）
十
一
・
弘

化
元
’
三
（
蛇
）
五
（
兜
）
二
’
九
〔
剛
〕
九
（
妬
）
三
’
三
・
三
（
％
）
十
一
・
四

’
三
（
兜
）
嘉
永
元
’
二
・
三
・
四
（
皿
）
二
’
四
・
四
（
Ⅷ
）
九
（
眼
）
九
・
十

一
（
順
）
四
’
三
（
川
）
五
（
川
）
六
’
三
・
三
・
四
（
Ⅷ
）
十
一
（
Ⅷ
）
安
政
四

－
四
（
Ⅲ
）
五
十
一
（
川
）
万
延
元
’
三
・
閨
三
・
閏
三
（
川
）
文
久
三
’
三

（
川
）
元
治
元
’
九
（
Ⅷ
）
明
治
元
１
四
（
皿
）
二
‐
二
（
鰯
）
三
’
三
・
三
・
三

（
伽
）
十
一
（
伽
）
四
’
三
（
棚
）
十
‐
一
（
醜
）
十
三
‐
一
（
剛
）
十
四
’
七
（
剛
）

十
・
十
二
（
剛
）
十
五
’
五
（
剛
）
六
（
即
）
七
（
皿
）
十
（
蝋
）
十
六
’
三
（
肌
）

十
七
’
十
（
Ⅲ
）
十
八
’
十
一
（
Ⅷ
）

仮
名
手
本
聴
講
釈
か
な
で
ほ
ん
ち
ゅ
う
し
ん
こ
う
し
ゃ
く

文
政
十
’
四
・
四
（
型
）
天
保
三
’
六
（
師
）

鐘
鳴
今
朝
噂
か
ね
が
な
る
け
さ
の
う
わ
さ

文
政
一
一
’
七
・
八
（
狐
）
十
’
二
（
弱
）
天
保
元
’
三
（
弱
）
三
’
十
一
（
“
）
五
‐

九
（
的
）
七
’
八
・
八
（
沼
）
弘
化
三
’
九
・
十
一
（
卯
）
十
一
（
兜
）
嘉
永
六
，

十
一
（
Ⅷ
）
文
久
二
’
十
（
肌
）
明
治
三
‐
十
一
・
四
！
一
・
五
’
三
（
伽
）
十
五
，

七
（
胆
）
十
六
１
二
・
二
（
岨
）
十
八
－
一
（
Ｗ
）
’
’
十
一
’
一
（
剛
）

鐘
淵
夢
の
悌
か
ね
が
ふ
ち
ゆ
め
の
お
も
か
げ

‐
寛
政
三
’
二
（
過
）
十
’
三
（
蛆
）
享
和
二
’
八
（
鍋
）

鐘
恨
重
振
袖
か
ね
〔
に
う
ら
〕
み
を
か
さ
ね
ふ
り
そ
で

安
永
八
’
六
（
６
）
文
化
五
’
三
（
調
）

鐘
も
ろ
と
も
恨
鮫
鞘
か
ね
も
ろ
と
も
う
ら
ぷ
の
さ
め
ざ
や

天
保
十
一
，
七
（
鯉
）
明
治
十
五
’
七
（
岨
）
十
八
’
五
（
Ｗ
）
二
十
‐
八
（
Ⅷ
）

鐘
も
ろ
と
も
夢
鮫
鞘
※
か
ね
も
ろ
と
も
ゆ
め
の
さ
め
ざ
や

文
化
十
’
五
（
謎
）
六
（
弱
）
文
政
元
’
四
（
ぬ
）
二
‐
五
（
虹
）
三
’
八
（
“
）
六
，

七
（
灯
）
天
保
三
’
七
（
髄
）
八
’
六
（
布
）
弘
化
三
Ｉ
閏
五
（
ｗ
）
嘉
永
二
’
五

（
川
）
四
’
六
（
川
）
安
政
五
’
五
（
川
）
明
治
二
’
五
（
伽
）
十
七
’
八
（
Ｗ
）
二

十
’
九
（
Ⅷ
）

鐘
も
ろ
と
も
夢
鮫
鞘
か
ね
も
ろ
と
も
に
ゆ
め
の
さ
め
ざ
や
．
か
ね
も
ろ

と
も
に
ゆ
め
は
さ
め
ざ
や
↓
か
ね
も
ろ
と
も
ゆ
め

の
さ
め
ざ
や

彼
狂
夫
昼
集
か
の
ま
ぶ
と
ひ
る
も
す
ご
も
り

天
保
八
，
一
〔
剛
〕

戯
場
製
伊
達
東
裾
か
ぶ
き
じ
た
て
だ
て
の
え
ど
づ
ま

天
保
五
’
三
（
錦
）

戯
場
製
伊
達
篭
か
ぶ
き
じ
た
て
だ
て
の
か
さ
ね
ぎ

天
保
八
－
二
（
だ
）

戯
場
花
根
元
曽
我
か
ぶ
き
の
は
な
こ
ん
げ
ん
そ
が

天
保
八
－
一
〔
恥
〕

戯
場
春
賑
ひ
曽
我
か
〔
ぶ
き
〕
の
は
る
〔
に
ぎ
わ
〕
い
そ
が

万
延
元
，
一
（
川
）

釜
淵
双
級
巴
か
ま
が
ふ
ち
ふ
た
つ
ど
も
え

天
明
七
’
九
（
蛆
）
文
化
十
三
ｌ
閨
八
（
犯
）
文
政
五
’
九
・
九
（
妬
）
天
保
四
，

十
（
銘
）
七
’
十
一
（
皿
）
九
’
十
二
（
帥
）
十
一
‐
十
一
（
鋸
）
十
一
一
ｌ
閨
一
（
髄
）

十
四
‐
三
（
卯
）
明
治
三
‐
二
（
Ⅲ
）
六
’
九
（
剛
）
十
五
’
七
（
肌
）

鎌
倉
三
代
記
か
ま
く
ら
さ
ん
だ
い
き

寛
政
六
’
九
（
妬
）
文
化
元
’
十
（
弱
）
十
二
（
弱
）
三
‐
二
・
七
（
”
）
文
政
元
‐

三
（
調
）
六
’
四
（
“
）
七
’
十
一
・
八
－
三
（
⑬
）
十
一
，
七
（
記
）
天
保
一
一
’
六

（
“
）
三
’
一
（
“
）
四
’
九
（
錦
）
七
’
八
（
沼
）
十
（
私
）
九
’
七
（
”
）
十
’
六

（
副
）
十
一
，
八
（
鯉
）
十
（
弱
）
十
二
’
十
一
・
十
三
，
一
（
飯
）
十
四
’
六
・
閨

九
（
虹
）
嘉
永
二
ｉ
八
（
川
）
三
‐
一
（
川
）
安
政
元
！
閨
七
（
Ⅷ
）
文
久
元
’
十
一

（
川
）
三
１
五
（
Ⅲ
）
慶
応
三
’
五
（
皿
）
明
治
元
’
八
（
腿
）
十
三
’
二
（
齢
）
十

四
‐
一
・
四
（
伽
）
十
（
剛
）
十
五
’
九
（
皿
）
十
六
’
三
（
鵬
）
十
八
’
三
（
Ｍ
）

十
九
，
二
（
Ⅷ
）

盟
約
縁
長
夜
か
み
か
け
て
え
に
し
の
な
が
ょ
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天
保
八
’
九
〔
Ⅸ
〕

定
結
納
爪
櫛
か
ゑ
か
け
て
ち
か
い
の
つ
ま
ぐ
し

文
化
十
一
，
八
（
銅
）

紙
起
証
天
の
網
島
か
柔
き
し
ょ
う
て
ん
の
あ
み
じ
ま

文
政
四
１
七
（
坐
）
七
’
十
一
（
布
）

艶
書
衣
臘
月
か
み
こ
の
し
わ
す

寛
政
九
’
十
一
（
遇
）

雷
於
新
旭
梅
雨
晴
〔
か
象
な
り
お
し
ん
あ
さ
ひ
の
つ
ゆ
ば
れ
〕

明
治
二
十
二
－
五
・
六
（
Ⅲ
）

神
舎
噂
古
市
か
ゑ
や
ど
Ｉ

明
治
十
三
，
一
（
鯛
）

鴨
長
明
四
季
物
語
か
も
の
ち
よ
う
め
い
し
き
も
の
が
た
り

明
和
二
’
四
（
３
）

紅
楓
秋
葉
話
か
ら
に
し
き
あ
き
ば
も
の
が
た
り

寛
政
十
一
‐
九
（
鋤
）

紅
楓
桟
物
語
か
ら
に
し
き
き
そ
の
か
け
は
し

天
保
四
’
八
（
舵
）

韓
和
聞
書
帖
か
ら
や
ま
と
き
き
が
き
ぞ
う
し

文
化
六
’
七
・
八
（
瓢
）
七
’
三
（
認
）
天
保
十
四
’
九
（
虹
）

苅
萱
か
る
か
や

天
保
十
一
，
四
（
鯛
）

苅
萱
桑
門
筑
紫
鰈
※
か
る
か
や
ど
う
し
ん
つ
く
し
の
い
え
づ
と

寛
政
二
’
七
（
胆
）
文
化
三
’
十
（
詔
）
十
二
－
三
（
調
）
文
政
九
’
五
（
艶
）
十
二

－
四
（
師
）
天
保
三
’
二
（
“
）
八
（
髄
）
十
一
・
四
’
五
（
師
）
七
’
二
（
池
）
八

－
五
（
布
）
十
（
”
）
九
’
四
・
閏
四
（
門
）
十
二
（
帥
）
十
’
八
（
副
）
十
一
，
四

（
銅
）
十
四
‐
六
・
八
・
九
（
虹
）
弘
化
元
’
十
・
十
一
（
鯉
）
四
’
五
（
”
）
嘉

永
二
－
二
・
三
（
肥
）
九
・
十
一
（
川
）
四
’
八
（
川
）
安
政
五
’
五
（
皿
）
文
久

元
‐
一
（
Ⅷ
）
明
治
元
’
十
一
（
剛
）
三
’
三
（
Ⅷ
）
四
‐
一
（
剛
）
十
四
‐
一
（
鰯
）

七
・
七
（
剛
）
十
五
’
五
（
剛
）
六
（
肌
）
十
六
’
十
二
（
蝿
）

苅
萱
桑
門
築
紫
鰈
か
る
か
や
ど
う
し
ん
つ
く
し
の
い
し
づ
え
↓
か
る

か
や
ど
う
し
ん
つ
く
し
の
い
え
づ
と

通
客
雪
の
き
ぬ
人
、
か
よ
い
く
る
〔
わ
〕
ゆ
き
の
ぎ
ぬ
ぎ
ぬ

安
政
元
’
九
（
川
）

川
崎
踊
拍
子
か
わ
さ
き
お
ん
ど

寛
政
八
’
八
（
万
）

川
崎
音
頭
恋
寝
劔
か
わ
さ
き
お
ん
ど
こ
い
の
ね
た
ば

天
保
六
’
五
（
、
）

川
中
島
合
戦
〔
か
わ
な
か
じ
ま
が
っ
せ
ん
〕

明
治
十
八
’
十
一
（
Ⅷ
）

松
色
何
浦
島
か
わ
ら
ぬ
い
る
い
ず
こ
う
ら
し
ま

天
保
十
’
七
（
唖
）

官
上
神
楽
雄
か
ん
あ
が
り
か
ぐ
ら
お
の
こ

寛
政
三
’
九
（
過
）
四
’
六
（
皿
）

寒
紅
梅
箙
寿
か
ん
こ
う
ば
い
え
び
ら
の
こ
と
ぶ
き

寛
政
十
二
－
十
一
（
犯
）

漢
人
韓
文
手
管
始
か
ん
じ
ん
か
ん
も
ん
て
く
だ
は
じ
め

享
和
三
’
六
（
型
）

勧
進
帳
〔
か
ん
じ
ん
ち
よ
う
〕

明
治
十
七
’
三
（
Ⅷ
）

勧
善
懲
悪
四
天
王
顔
鑑
か
ん
ぜ
ん
ち
よ
う
あ
く
つ
わ
も
の
の
か
お
象
せ

天
保
八
’
十
一
〔
Ⅸ
〕

椰
郷
回
転
閨
白
浪

明
治
十
四
：
七
（
剛
）

郡
郷
の
円
木

文
化
元
’
九
（
お
）

鴫
文
月
船
越
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鬼
一
法
眼
三
略
巻
き
い
ち
ほ
う
が
ん
さ
ん
り
や
く
の
ま
き
↓
き
い
ち

ほ
う
げ
ん
さ
ん
り
や
く
の
ま
き

鬼
一
法
眼
三
略
巻
※
き
い
ち
ほ
う
げ
ん
さ
ん
り
や
く
の
ま
き

天
明
三
’
七
（
８
）
四
’
三
（
９
）
寛
政
七
‐
二
（
蝿
）
享
和
二
’
十
一
・
三
‐
一

（
羽
）
文
化
三
１
三
・
三
（
”
）
文
政
元
Ｉ
十
（
“
）
四
－
十
一
・
十
二
（
妬
）
五
，

九
（
妬
）
七
‐
一
（
妃
）
十
一
，
三
・
四
・
五
（
弱
）
五
（
師
）
天
保
六
’
三
（
、
）

八
’
九
・
九
（
万
）
九
’
九
〔
師
〕
十
三
‐
‐
九
（
的
）
十
四
’
五
（
虹
）
十
一
（
蛇
）

弘
化
三
’
十
（
ｗ
）
四
’
八
（
的
）
八
・
九
・
九
・
十
一
（
川
）
安
政
元
’
十
一
・

十
一
（
川
）
三
’
十
一
・
四
‐
五
（
咽
）
文
久
元
’
十
（
Ⅷ
）
慶
応
三
’
四
（
皿
）
九

（
似
）
明
治
元
’
九
（
皿
）
三
‐
五
（
伽
）
十
四
’
四
（
脇
）
五
・
七
（
剛
）
十
五
‐

四
（
剛
）
十
二
（
鵬
）
十
六
’
一
（
咄
）
十
八
’
十
一
（
Ⅲ
）

間
入
月
三
河
き
い
て
い
る
つ
き
は
も
の
か
わ

文
政
九
’
八
（
記
）
八
（
認
）

勢
源
氏
貢
扇
き
お
い
げ
ん
じ
み
つ
ぎ
の
た
ま
も
の

天
保
七
’
十
一
〔
剛
〕

祇
園
祭
礼
信
仰
記
ぎ
お
ん
さ
い
れ
い
し
ん
こ
う
き

明
和
四
’
十
一
（
３
）
安
永
八
’
九
（
７
）
天
明
八
‐
十
一
（
、
）
寛
政
四
’
十
一

（
皿
）
十
一
－
四
・
四
・
六
・
十
（
鋤
）
十
一
・
十
一
（
皿
）
享
和
三
‐
五
（
型
）

文
化
元
’
十
二
（
妬
）
六
，
二
（
鋤
）
九
’
八
・
八
（
漣
）
十
三
’
五
（
師
）
文
政
元

’
五
（
柵
）
九
’
四
（
認
）
十
一
（
認
）
十
二
－
十
一
（
調
）
天
保
元
’
六
（
帥
）
三

，
四
（
師
）
七
’
十
・
十
（
脚
）
十
一
！
六
（
謎
）
弘
化
元
ｌ
盆
替
り
（
兜
）
四
’
九

（
川
）
嘉
永
二
’
八
（
川
）
九
（
川
）
安
政
六
’
八
（
服
）
文
久
三
’
八
（
川
）
明
治

十
九
’
五
（
咄
）

祇
園
女
御
九
重
錦
ぎ
お
ん
に
ょ
う
ご
こ
こ
の
え
に
し
き

Ⅲ
治
十
’
九
（
醜
）

目

天
保
七
五
（
池
）
弘
化
元
’
五
（
兜
）
嘉
永
二
‐
八
（
肌
）
万
延
元
‐
五
（
川
）

治
元
’
三
（
皿
）
十
五
’
九
（
皿
）

祇
園
万
燈
九
重
錦

明
治
十
四
’
三
（
鰯
）

間
億
五
大
力
き
き
お
ぼ
え
ご
だ
い
り
き

文
化
元
’
三
（
弱
）
天
保
四
’
七
（
“
）

菊
慈
童
花
悌
き
く
じ
ど
う
は
な
の
お
も
か
げ

享
和
元
’
三
・
三
・
五
（
麩
）

菊
月
入
船
噺
き
く
つ
き
い
り
ふ
れ
も
の
が
た
り

文
政
三
’
七
・
七
（
妃
）

菊
新
形
嬬
子
帯
地
き
く
の
し
〔
ん
〕
が
た
し
〔
ゅ
〕
す
の
お
び
じ

天
保
十
三
’
八
（
認
）

菊
嬉
恋
乱
咲
き
く
も
う
れ
し
こ
い
の
承
だ
れ
ざ
き

安
政
元
Ｉ
八
（
川
）

菊
模
様
新
渡
花
皿
〔
き
く
も
よ
う
し
ん
と
の
は
な
ざ
ら
〕

明
治
十
六
’
十
（
噸
）

雪
月
花
き
〔
ご
と
の
は
〕
な
う
つ
つ
の
す
が
た
え

天
保
十
四
，
一
（
帥
）

岸
打
浪
阿
波
鳴
門
〔
き
し
う
つ
な
象
あ
わ
の
な
る
と
〕

明
治
四
’
八
（
伽
）

岸
姫
松
轡
鑑
〔
き
し
の
ひ
め
ま
つ
く
つ
わ
か
が
み
」

明
治
三
’
十
一
（
伽
）
十
五
’
十
一
・
十
一
（
鯛
）
十
七
‐
六
へ
Ⅷ
）

義
士
の
書
添
ぎ
し
の
か
き
そ
え

天
保
九
－
四
（
”
）

義
士
銘
々
伝
〔
ぎ
し
め
い
め
い
で
ん
」

明
治
十
六
’
三
（
蝿
）

義
臣
伝
〔
ぎ
し
ん
で
ん
〕

文
化
十
二
’
十
一
（
ｗ
）

ﾘI
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義
臣
伝
読
切
講
釈
ぎ
し
ん
で
ん
よ
み
き
り
こ
う
し
ゃ
く

文
化
元
Ｉ
十
一
（
妬
）
四
’
五
・
五
（
詔
）
文
政
九
’
十
（
認
）
天
保
元
’
二
（
弱
）

三
’
四
（
妬
）
十
一
（
鈴
）
四
’
二
・
三
（
印
）
八
’
八
（
だ
）
九
，
一
（
沼
）
十
一

（
帥
）
十
一
，
三
（
鯛
）
十
一
（
弱
）
十
四
’
九
・
閨
九
（
虹
）
弘
化
三
ｉ
四
（
妬
）

四
’
六
（
的
）
十
一
（
川
）
嘉
永
五
！
一
（
川
）
安
政
六
’
五
（
脳
）
万
延
元
’
五

（
川
）
文
久
元
’
三
（
Ⅲ
）
三
’
十
一
（
伽
）
明
治
元
ｌ
閏
四
・
七
（
脇
）
十
五
’
四

（
剛
）

北
陽
梅
金
沢
評
誌
き
た
の
う
め
か
な
ざ
わ
ひ
ょ
う
じ
よ
う

明
治
十
五
’
十
一
（
岨
）
十
六
’
二
（
蝋
）
二
十
一
，
一
（
Ⅷ
）

吉
例
曽
我
調
子
玉
き
ち
れ
い
そ
が
の
と
し
だ
ま

嘉
永
元
－
－
〔
剛
〕

狐
福
中
花
賑
き
つ
ね
ぶ
く
み
や
こ
の
に
ぎ
わ
い

寛
政
十
二
－
十
一
（
理
）

甲
子
一
座
の
大
黒

明
治
十
五
’
四
（
剛
）

甲
子
一
座
の
大
福
〔
き
の
え
ね
い
ち
ざ
の
お
お
ふ
く
〕

明
治
十
五
‐
十
二
（
蝋
）

木
下
蔭
狭
間
合
戦
き
の
し
た
か
げ
は
ざ
ま
が
っ
せ
ん
↓
こ
の
し
た
か

げ
は
ざ
ま
が
っ
せ
ん

客
競
出
入
湊
き
や
く
く
ら
べ
で
い
り
の
ぷ
な
と

弘
化
二
‐
九
（
妬
）

九
州
釣
鐘
岬
き
ゅ
う
し
ゅ
う
か
れ
が
み
さ
き

文
化
五
’
六
（
羽
）

九
州
苅
萱
関
き
ゅ
う
し
ゅ
う
か
る
か
や
が
せ
き

文
政
三
’
五
（
妃
）

京
鹿
子
娘
道
成
寺
き
ょ
う
が
の
こ
む
す
め
ど
う
じ
ょ
う
じ

寛
政
十
二
‐
四
（
別
）
文
化
四
’
三
（
詔
）
五
’
六
（
鋤
）
八
’
九
・
十
一
（
認
）
天

保
十
三
１
三
（
銘
）

京
紅
藍
杜
若
き
ょ
う
ど
う
か
そ
め
て
む
ら
さ
き

文
政
四
’
七
・
七
（
“
）
文
久
元
‐
一
（
Ⅲ
）

京
人
形
左
細
工
鏡
き
ょ
う
に
ん
ぎ
ょ
う
ひ
だ
り
さ
い
く
〔
か
が
承
〕

天
保
四
Ｉ
ニ
ノ
替
リ
（
鮨
）
八
’
十
（
方
）

京
羽
二
重
新
雛
形
※
き
ょ
う
は
ぶ
た
え
か
わ
り
ひ
な
が
た

享
和
二
’
五
（
泌
）
文
化
三
’
十
（
記
）
八
’
五
（
調
）
文
政
元
‐
九
（
ぬ
）
十
二
，

四
（
師
）
天
保
三
－
四
（
髄
）
七
’
三
（
池
）
十
一
，
八
（
型
）
弘
化
四
’
七
（
的
）

嘉
永
元
’
十
（
皿
）

京
羽
二
重
新
雛
形
き
ょ
う
は
ぶ
た
え
し
ん
ひ
な
が
た
↓
き
ょ
う
は
ぶ

た
え
か
わ
り
ひ
な
が
た

京
羽
二
重
娘
気
質
き
ょ
う
は
ぷ
た
え
む
す
め
か
た
ぎ

明
和
二
’
六
（
３
）

京
土
産
名
所
井
筒
き
ょ
う
み
や
げ
め
い
し
よ
い
づ
つ

寛
政
五
’
五
（
媚
）

狂
乱
娘
撫
子
き
ょ
う
ら
ん
む
す
め
な
で
し
こ

天
保
十
二
’
五
〔
師
〕

清
水
観
音
霊
験
記

明
治
十
五
’
五
（
剛
）

清
水
清
玄
庵
室
曙
き
よ
み
ず
せ
い
げ
ん
い
お
り
の
あ
け
ぼ
の

文
化
五
’
五
（
豹
）
天
保
六
－
二
（
、
）
九
’
十
一
（
帥
）
弘
化
一
一
’
八
（
開
）

清
水
清
玄
誓
約
桜
き
よ
み
ず
せ
い
げ
ん
ち
か
い
の
さ
く
ら

文
化
五
－
七
・
七
（
鋤
）

霧
間
恋
初
雁
き
り
が
く
れ
こ
い
の
は
つ
か
り

文
化
十
四
’
七
（
調
）

霧
太
郎
天
狗
酒
醗
き
り
た
ろ
う
て
ん
ぐ
の
さ
か
も
り

天
保
七
上
（
汀
）
十
二
－
八
（
説
）

霧
太
郎
魔
術
手
始
〔
き
り
た
ろ
う
ま
じ
ゅ
つ
の
て
は
じ
め
〕

明
治
二
－
九
（
畑
）
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草
紅
錦
絹
川

文
化
六
’
七
（
瓠
）

南
来
伝
授
軍
法
鑑

明
和
六
’
七
（
４
）

楠
正
行
軍
略
之
巻

明
和
四
九
（
３
）

楠
昔
噺

金
烏
玉
兎
倭
入
船
き
ん
う
ぎ
よ
く
と
わ
こ
ぐ
の
い
り
ふ
れ

嘉
永
五
’
十
・
十
一
（
川
）

金
華
山
陸
奥
名
所
〔
き
ん
か
ざ
ん
み
ち
の
お
く
め
い
し
よ
〕

明
治
十
五
’
五
（
剛
）

金
花
山
雪
曙
き
ん
か
ざ
ん
ゆ
き
の
あ
け
ぼ
の

寛
政
六
１
九
（
略
）
享
和
元
’
五
（
麺
）
天
保
六
‐
一
（
ぬ
）

近
世
葛
飾
新
説
話
〔
き
ん
せ
い
か
つ
し
か
ば
な
し
〕

明
治
十
三
’
五
（
剛
）

錦
帯
橋
〔
き
ん
た
い
ば
し
〕

天
保
八
ｌ
□
（
だ
）

金
幣
猿
島
郡
き
ん
の
ざ
い
さ
る
し
ま
だ
い
り

文
政
十
二
’
十
一
〔
蝿
〕

金
鐸
対
緒
環
き
ん
め
ぬ
き
つ
い
の
お
だ
ま
き

天
保
七
’
九
〔
肌
〕

金
門
五
山
桐
き
ん
も
ん
ご
さ
ん
の
き
り

安
永
七
’
四
（
６
）
寛
政
元
ｌ
閨
六
（
ｕ
）
十
一
‐
一
（
鋤
）
文
化
元
’
五
（
妬
）
六

‐
九
・
十
（
鉦
）
文
政
五
’
二
・
二
（
妬
）
四
（
妬
）
九
’
十
一
・
十
一
（
弱
）
天

保
十
一
，
一
・
四
（
記
）
十
三
－
三
（
銘
）
弘
化
元
，
一
（
蛇
）
嘉
永
三
’
九
（
川
）

□

く
す
の
き
で
ん
じ
ゅ
ぐ
ん
ぽ
う
か
が
承

く
す
の
き
ま
さ
つ
ら
ぐ
ん
り
や
く
の
ま
き

く
さ
も
ぶ
じ
に
し
き
の
き
ぬ
が
わ

く
す
の
き
む
か
し
ば
な
し

文
化
六
，
九
・
十
（
鉦
）
十
一
一
ｉ
四
・
五
（
師
）
嘉
永
元
！
一
（
川
）
明
治
六
’
十

（
剛
）

国
誰
撒
笈
摺
く
に
な
ま
り
ふ
た
ば
お
い
ず
る

文
化
五
１
七
（
”
）
六
１
五
（
鋤
）
七
’
六
（
鋤
）
文
政
三
’
五
（
媚
）
四
’
八
（
“
）

六
’
四
（
“
）
十
‐
四
（
塁
）
十
一
－
四
（
弱
）
天
保
九
－
四
（
沼
）
弘
化
四
ｉ
八
（
的
）

明
治
九
’
十
一
（
唖
）
十
三
‐
十
（
剛
）

名
物
東
錦
絵
く
に
象
や
げ
あ
ず
ま
に
し
〔
き
〕
え

安
政
四
’
十
一
（
Ⅸ
）

国
産
五
月
鯵
く
に
承
や
げ
さ
つ
き
か
た
び
ら

文
政
元
’
五
（
㈹
）

来
宵
蜘
蛛
線
く
べ
き
よ
い
く
も
の
い
と
す
じ

天
保
八
’
十
一
〔
唖
〕

熊
坂
物
見
松
〔
く
ま
さ
〕
か
も
の
み
〔
の
ま
つ
〕

天
保
八
’
二
（
布
）
弘
化
三
，
一
（
妬
）

熊
野
霊
験
小
栗
街
く
ま
の
れ
い
げ
ん
お
ぐ
り
か
い
ど
う

天
保
元
’
九
〔
剛
〕
明
治
十
九
’
三
（
咄
）

粂
仙
人
吉
野
桜
く
め
の
せ
ん
に
ん
よ
し
の
ざ
く
ら

明
和
四
ｌ
閨
九
（
３
）
安
永
三
’
九
（
５
）
八
’
六
（
６
）
天
明
四
’
四
（
９
）
寛
政

五
１
四
（
巧
）
九
’
九
（
喝
）
文
化
八
’
三
（
犯
）

雪
衛
士
白
張
く
も
い
の
は
な
え
じ
の
し
ら
は
り

弘
化
二
’
十
戸
剛
〕

雲
帯
千
丈
滝
く
も
の
お
び
せ
ん
じ
ょ
う
が
た
き

天
保
元
’
十
一
〔
剛
〕

蔵
開
幼
画
姿
く
ら
ぴ
ら
き
お
さ
な
え
す
が
た

寛
政
十
二
’
十
一
（
皿
）

比
手
葉
相
槌
く
ら
べ
う
た
て
に
は
の
あ
い
づ
ち

弘
化
四
‐
一
〔
剛
〕

鞍
馬
獅
子
其
影
形
く
ら
ま
じ
し
お
し
え
の
ひ
な
が
た
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天
保
七
’
十
一
〔
剛
〕

廓
九
日
小
袖
く
る
わ
く
に
ち
こ
そ
で

天
明
七
！
九
（
、
）

廓
獅
花
富
草
〔
く
る
わ
じ
し
は
な
の
と
み
く
さ
〕

天
保
十
二
’
七
（
師
）

廓
文
章
く
る
わ
ぶ
ん
し
よ
う

文
政
十
一
，
五
〔
皿
〕
・
十
二
（
師
）
天
保
四
’
三
（
師
）
八
’
九
（
ｗ
）
十
’
十
一

（
艶
）
十
四
’
十
（
蛇
）
弘
化
元
’
五
（
兜
）
嘉
永
一
一
’
三
（
Ⅷ
）
三
’
九
・
十
一

（
川
）
安
政
三
‐
五
（
皿
）
文
久
元
’
三
（
川
）
三
’
三
（
川
）
慶
応
三
‐
九
（
皿
）

明
治
元
’
十
（
肌
）
三
’
九
（
皿
）
五
‐
九
（
剛
）
十
五
’
三
（
剛
）
六
（
岨
）
十
六
‐

一
（
蝋
）
三
（
岨
）
二
十
’
三
・
十
一
（
Ⅷ
）

黒
船
出
入
湊
く
る
ふ
れ
で
い
り
の
み
な
と

明
和
五
’
八
（
４
）

桑
名
屋
徳
蔵
入
船
物
語
く
わ
の
や
と
く
そ
う
い
り
ふ
れ
も
の
が
た
り

明
和
七
’
十
二
（
４
）

薫
花
反
魂
香
ｌ
か
た
み
は
ん
Ｉ
こ
う

安
政
三
１
－
（
川
）

君
臣
船
浪
宇
和
島
く
ん
し
ん
せ
ん
な
み
の
う
わ
じ
ま

明
治
六
‐
十
（
剛
）
八
’
二
（
剛
）
十
二
，
二
（
蝿
）
十
五
‐
九
（
皿
）
十
八
！
八
（
伽
）

軍
法
川
中
島
合
戦
ぐ
ん
ぽ
う
か
わ
な
か
じ
ま
が
っ
せ
ん

天
保
十
’
十
一
（
鯉
）

軍
法
富
士
見
西
行
ぐ
ん
ぽ
う
ふ
じ
み
さ
い
ぎ
よ
う

文
化
六
’
九
・
九
（
劃
）
七
’
五
（
鉈
）
九
’
五
・
九
（
型
）
十
四
’
六
（
調
）
嘉
永

六
’
九
（
川
）
安
政
二
’
十
一
（
Ⅲ
）
明
治
十
六
１
九
（
蝿
）

景
事
七
役

園

〔
け
い
ご
と
な
な
や
く
〕

弘
化
元
‐
四
（
”
）

巽
風
艶
仲
町
げ
い
こ
む
す
び
は
で
な
な
か
ち
よ
う

天
保
元
ｌ
閨
三
（
帥
）

景
色
会
稽
山
け
い
し
ょ
く
か
い
け
い
ざ
ん
・
け
い
し
ょ
く
か
ま

く
ら
や
ま
↓
け
い
し
よ
く
ゆ
き
み
る
や
ま

景
色
会
稽
山
け
い
し
よ
く
ゆ
き
承
る
や
ま

文
化
六
－
十
一
・
十
一
・
十
一
（
瓠
）
文
政
十
‐
八
（
劃
）
天
保
七
’
九
（
脚
）
嘉

永
四
’
九
（
叩
）
安
政
五
’
十
一
（
、
）

け
い
せ
い
穐
雨
語
け
い
せ
い
あ
ｌ
も
の
が
た
り

文
政
十
一
一
－
一
（
師
）

け
い
せ
い
暁
の
鶏
け
い
せ
い
あ
け
の
と
り

寛
政
六
’
二
（
巧
）

傾
城
阿
古
屋
の
松
け
い
せ
い
あ
こ
や
の
ま
つ

文
化
三
’
五
（
”
）
文
久
元
’
十
一
（
川
）

け
い
せ
い
遊
山
桜
け
い
せ
い
あ
そ
や
ま
ざ
く
ら

寛
政
九
－
一
・
一
（
刀
）
文
政
十
一
・
一
（
認
）
三
（
型
）
十
一
，
十
一
（
印
）

契
情
東
亀
鑑
け
い
せ
い
あ
ず
ま
か
が
み

文
化
十
’
七
（
妬
）

け
い
せ
い
天
羽
衣
け
い
せ
い
あ
ま
の
は
ご
ろ
も

文
化
二
－
一
（
妬
）
文
久
二
ｌ
閨
八
（
Ⅷ
）

け
い
せ
い
天
橋
立
け
い
せ
い
あ
ま
の
は
し
だ
て

天
明
五
－
一
（
９
）

け
い
せ
い
都
吉
野
け
い
せ
い
あ
ら
し
や
ま

文
化
二
－
一
（
妬
）

傾
城
阿
波
の
鳴
門
け
い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と

明
和
七
’
九
（
４
）
天
明
三
‐
一
（
８
）
寛
政
五
’
十
一
（
妬
）
文
化
四
’
十
（
”
）

五
’
八
（
鋤
）
十
四
’
八
（
釣
）
文
政
二
’
十
（
虹
）
九
’
九
（
詔
）
十
’
八
（
別
）
十

二
’
四
（
印
）
十
（
弱
）
天
保
元
’
十
一
（
唾
）
六
‐
二
（
、
）
十
一
‐
十
（
鯛
）
十
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三
’
九
（
的
）
弘
化
四
’
十
一
（
川
）
嘉
永
一
一
－
三
（
咄
）
安
政
六
‐
五
（
噸
）

け
い
せ
い
石
川
染
け
い
せ
い
い
し
か
わ
ぞ
め

文
政
二
，
一
・
二
・
二
（
虹
）
三
１
十
（
蛤
）
弘
化
元
‐
一
（
蛇
）
十
一
・
十
一
・

十
一
（
鯉
）
嘉
永
元
’
一
（
川
）
二
’
一
（
皿
）
五
（
川
）
四
‐
十
一
・
五
’
一
（
川
）

安
政
五
’
三
ノ
替
り
（
鵬
）
万
延
元
－
－
（
川
）
明
治
元
ｌ
閨
四
（
脇
）

け
い
せ
い
潮
来
調
け
い
せ
い
い
た
こ
ぶ
し

文
化
六
，
一
（
釦
）

け
い
せ
い
輝
草
紙
け
い
せ
い
い
な
ず
ま
ぞ
う
し

文
化
五
－
一
（
”
）
天
保
元
’
二
（
弱
）
二
‐
一
（
舵
）
三
’
三
（
“
）
嘉
永
元
’
八

（
皿
）
安
政
一
一
－
二
（
川
）
明
治
十
五
’
三
（
剛
）
九
（
胆
）

け
い
せ
い
稲
葉
山
け
い
せ
い
い
な
〔
ぱ
〕
の
や
ま

天
明
六
‐
一
（
皿
）

け
い
せ
い
妹
背
鶇
け
い
せ
い
い
も
せ
の
お
し
ど
り

天
保
八
‐
一
（
石
）
弘
化
二
－
一
（
鯉
）
安
政
元
－
－
（
川
）

契
情
入
相
桜
〔
け
い
せ
い
い
り
あ
い
ざ
く
ら
〕

明
治
十
六
’
八
（
脳
）

け
い
せ
い
梅
凱
歌
け
い
せ
い
う
め
の
は
た
あ
げ

文
化
八
－
一
（
錘
）
天
保
六
’
三
（
、
）
十
一
，
九
（
鰹
）

け
い
せ
い
浦
朝
霧
け
い
せ
い
う
ら
の
あ
さ
ぎ
り

文
政
九
，
一
（
別
）

け
い
せ
い
駅
路
梅
け
い
せ
い
え
き
る
の
う
め

文
化
八
，
一
（
兜
）

け
い
せ
い
蝦
夷
錦
け
い
せ
い
え
ぞ
に
し
き

寛
政
一
兀
’
九
（
理
）

け
い
せ
い
大
江
岸
け
い
せ
い
お
お
え
の
き
し

明
和
八
‐
一
（
４
）

け
い
せ
い
大
江
山
け
い
せ
い
お
お
え
や
ま

天
保
十
三
’
八
（
調
）
慶
応
三
ｉ
二
（
伽
）
明
治
元
’
七
（
鯛
）
四
一
（
Ⅷ
）
十
五

，
十
一
（
皿
）

け
い
せ
い
大
門
口
け
い
せ
い
お
お
も
ん
ぐ
ち

文
政
十
‐
九
（
弱
）

け
い
せ
い
廓
大
門
※
け
い
せ
い
お
お
も
ん
ぐ
ち

文
政
六
，
一
・
一
（
鞭
）
十
’
四
（
謎
）
文
久
二
－
一
（
皿
）
十
一
（
Ⅷ
）

け
い
せ
い
阿
国
歌
舞
妓
け
い
せ
い
〔
お
く
に
〕
か
〔
ぶ
〕
き

安
政
六
１
－
（
噸
）

け
い
せ
い
小
倉
色
紙
け
い
せ
い
お
ぐ
ら
の
し
き
し

文
政
三
’
二
（
甥
）
十
’
二
（
認
）
天
保
二
’
四
（
鈴
）
三
’
五
・
七
（
師
）
七
’
九

（
池
）
八
－
一
（
布
）
＋
｜
，
二
（
錦
）
弘
化
元
’
十
一
（
鯉
）
嘉
永
四
’
十
一
（
川
）

万
延
元
ｉ
九
（
川
）

け
い
せ
い
お
し
烏
け
い
せ
い
お
し
ど
り

嘉
永
二
’
一
（
順
）

け
い
せ
い
尾
上
松
け
い
せ
い
お
の
え
の
ま
つ

明
和
七
’
九
（
４
）

け
い
せ
い
買
教
所
け
い
せ
い
か
い
し
な
ん
ど
こ
ろ

寛
政
九
’
二
・
十
一
（
鴫
）
文
化
七
’
九
・
八
，
一
（
型
）
文
政
八
‐
一
（
⑲
）
天

保
九
，
一
（
犯
）
十
－
一
（
鋤
）

け
い
せ
い
双
鏡
山
け
い
せ
い
か
が
み
や
ま

文
政
四
，
一
（
狸
）
九
’
八
（
砲
）
十
二
’
四
（
ｗ
）

け
い
せ
い
桟
物
語
け
い
せ
い
か
け
は
し
も
の
が
た
り

享
和
元
Ｉ
二
（
理
）
文
政
四
，
一
（
“
）
十
‐
五
（
型
）
十
一
‐
八
（
鼬
）

け
い
せ
い
倭
荘
子
け
い
せ
い
か
な
そ
う
じ
↓
け
い
せ
い
や
ま
と
ぞ
う

し

け
い
せ
い
釣
鐘
桜
け
い
せ
い
か
れ
の
な
る
き

文
化
十
一
，
一
（
部
）

傾
城
鎌
倉
鐸
〔
け
い
せ
い
か
ま
く
ら
だ
い
じ
ん
〕

明
治
二
十
‐
一
（
Ⅷ
）
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け
い
せ
い
通
千
鳥
け
い
せ
い
か
よ
う
ち
ど
り

明
和
七
’
一
（
４
）

け
い
せ
い
郡
螂
枕
け
い
せ
い
か
ん
た
ん
の
ま
く
ら

明
和
五
‐
一
（
３
）

け
い
せ
い
花
洛
詣
け
い
せ
い
き
よ
う
う
ち
も
う
で

天
明
二
－
三
（
８
）

け
い
せ
い
清
船
調
け
い
せ
い
き
〔
よ
う
か
の
〕
ふ
な
う
た

嘉
永
四
’
一
（
川
）

け
い
せ
い
錦
帯
橋
け
い
せ
い
〔
き
〕
ん
〔
た
〕
い
ば
し

弘
化
三
‐
一
（
％
）

け
い
せ
い
金
門
五
山
桐

安
永
九
‐
一
（
７
）

け
い
せ
い
廓
源
氏
け
い
せ
い
く
る
わ
げ
ん
じ

享
和
二
，
一
（
配
）
文
政
三
，
一
（
“
）
弘
化
四
‐
九
（
川
）

け
い
せ
い
廓
文
章
け
い
せ
い
く
〔
る
〕
わ
ぶ
ん
し
よ
う

弘
化
二
－
十
一
（
妬
）

け
い
せ
い
恋
石
川
〔
け
い
せ
い
こ
い
の
い
し
か
わ
〕

明
治
三
‐
一
（
Ⅲ
）

け
い
せ
い
恋
白
浪
〔
け
い
せ
い
こ
い
の
し
ら
な
み
〕

明
治
三
‐
一
（
Ⅵ
）

け
い
せ
い
恋
関
札
け
い
せ
い
こ
い
の
せ
き
ふ
だ

文
政
十
一
，
十
（
弱
）

け
い
せ
い
恋
登
船
け
い
せ
い
こ
い
の
ひ
き
ふ
れ

文
化
六
，
一
（
鋤
）
文
政
七
‐
一
（
蛤
）

傾
城
恋
飛
脚
け
い
せ
い
こ
い
の
ひ
き
や
く

寛
政
元
Ｉ
七
（
⑫
）
享
和
三
’
九
（
型
）
天
保
八
’
九
〔
Ⅸ
〕
十
二
‐
八
〔
節
〕

傾
城
恋
鳴
門
〔
け
い
せ
い
こ
い
の
な
る
と
〕

文
政
四
’
四
（
“
）

け
い
せ
い
黄
金
鰯
け
い
せ
い
こ
が
れ
の
し
ゃ
ち
ほ
こ

天
明
二
’
十
二
（
８
）
寛
政
元
‐
一
（
、
）
八
’
三
（
Ⅳ
）
文
化
九
，
一
・
二
（
調
）

文
政
二
－
四
・
四
（
虹
）
天
保
三
，
一
（
“
）
九
’
三
（
沼
）
十
二
－
一
（
配
）
明
治

十
五
’
五
（
Ⅷ
）

け
い
せ
い
北
国
曙
け
い
せ
い
こ
し
じ
の
あ
け
ぼ
の

寛
政
元
－
－
（
、
）
二
’
九
（
吃
）

け
い
せ
い
桜
花
島
け
い
せ
い
さ
く
ら
じ
ま

享
和
三
ｌ
閏
一
（
銅
）
文
化
三
１
四
（
”
）
天
保
十
四
Ｉ
閏
九
（
甑
）

け
い
せ
い
桜
城
砦
け
い
せ
い
さ
く
〔
ら
の
ほ
ん
じ
よ
う
〕

天
保
十
三
‐
一
（
師
）

け
い
せ
い
狭
妻
櫛
け
い
せ
い
さ
つ
ま
ぐ
し

寛
政
十
‐
一
・
一
（
蛆
）
天
保
七
‐
一
（
、
）
十
二
‐
九
・
十
三
－
一
（
師
）

契
情
廓
稲
妻
け
い
せ
い
〔
さ
と
〕
の
い
〔
な
〕
ず
ま

元
治
元
’
八
（
伽
）

け
い
せ
い
廓
大
門
け
い
せ
い
さ
と
の
お
お
も
ん
↓
け
い
せ
い
お
お
も

ん
ぐ
ち

け
い
せ
い
廓
苧
環
け
い
せ
い
さ
と
の
お
だ
ま
き

明
和
六
’
二
（
４
）
天
保
十
三
‐
一
（
配
）
安
政
六
’
八
（
岨
）

け
い
せ
い
廓
門
松

安
政
六
，
一
（
咽
）

け
い
せ
い
廓
島
台
け
い
せ
い
さ
と
の
し
ま
だ
い

文
政
四
－
一
（
“
）

傾
城
島
原
の
陣
立
け
い
せ
い
さ
と
の
じ
ん
だ
て

天
明
五
’
七
（
９
）

け
い
せ
い
廓
花
寄
け
い
せ
い
さ
と
の
は
な
よ
せ

明
和
一
一
－
二
（
３
）

け
い
せ
い
廓
船
調
け
い
せ
い
さ
と
の
ふ
な
う
た

文
化
七
，
一
・
一
（
鉦
）
九
－
八
（
鯉
）
文
政
八
’
八
（
卵
）
十
一
ｉ
二
（
弱
）
十
二
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‐
一
（
印
）
天
保
九
，
一
・
一
（
沼
）
十
’
十
一
（
配
）
十
二
’
七
（
師
）
十
三
，
二

（
銘
）
弘
化
二
’
八
（
妬
）
嘉
永
二
－
一
（
川
）
文
久
三
‐
七
（
Ⅷ
）
明
治
三
’
十
一

（
伽
）

傾
城
佐
野
の
船
橋
け
い
せ
い
さ
の
の
ふ
な
は
し

文
化
十
一
‐
九
・
九
（
妬
）
十
一
一
’
十
一
（
師
）
文
政
五
’
五
（
妬
）
天
保
九
’
三

（
沼
）

け
い
せ
い
三
度
笠
け
い
せ
い
さ
ん
ど
が
さ

文
化
十
一
，
九
（
調
）

け
い
せ
い
繁
夜
話
け
い
せ
い
し
げ
し
げ
や
わ

文
化
十
‐
一
（
鯉
）
天
保
三
’
五
（
妬
）
四
’
八
（
鮨
）
九
－
一
（
沼
）
十
’
九
（
理
）

十
二
，
一
（
蹄
）
五
（
師
）
十
三
’
九
（
鯛
）
弘
化
三
‐
一
（
妬
）
嘉
永
五
’
八
（
川
）

明
治
三
，
一
（
Ⅲ
）

け
い
せ
い
時
代
鏡
〔
け
い
せ
い
じ
だ
い
か
が
象
〕

明
治
九
’
三
（
剛
）

け
い
せ
い
実
語
教
け
い
せ
い
じ
つ
ご
き
ょ
う

天
明
二
－
四
（
８
）

傾
城
品
評
林
け
い
せ
い
し
な
さ
だ
め

文
化
五
‐
一
・
一
（
調
）
七
－
一
（
記
）
文
政
六
，
一
・
八
（
”
）
八
！
□
（
⑲
）

八
（
卵
）
天
保
元
’
九
（
田
）
五
’
九
（
的
）
七
’
二
（
刀
）
九
’
九
・
九
（
刃
）
十
‐

一
（
帥
）
十
二
－
四
（
師
）
十
三
’
八
（
配
）
十
四
－
一
（
帥
）
弘
化
元
ｌ
盆
替
り
・

九
（
兜
）
嘉
永
三
！
一
（
川
）
安
政
元
’
三
（
川
）
六
’
十
一
（
胴
）
明
治
十
三
，
二

（
鯛
）
十
五
－
四
（
剛
）
十
六
’
三
（
肌
）
＋
九
’
二
（
Ⅷ
）

け
い
せ
い
忍
術
池
け
い
せ
い
し
の
ば
ず
が
い
け

天
明
五
’
十
二
（
９
）
寛
政
三
’
十
一
（
喝
）
文
政
二
‐
四
（
虹
）
天
保
十
‐
七
（
副
）

十
三
１
－
（
銘
）
嘉
永
元
‐
一
（
Ⅷ
）

け
い
せ
い
児
雷
也
謹
話
け
い
せ
い
じ
ら
い
や
も
の
が
た
り

明
治
二
’
十
一
（
伽
）
三
，
一
（
Ⅷ
）
十
五
’
四
（
剛
）

け
い
せ
い
白
縫
謹
け
い
せ
い
し
ら
ぬ
い
も
の
〔
が
た
り
〕

・
安
政
三
，
一
（
Ⅲ
）

け
い
せ
い
素
抱
礎
け
い
せ
い
す
お
う
の
い
し
ず
え

明
治
三
，
一
（
、
）

け
い
せ
い
素
抱
達
け
い
せ
い
す
お
う
の
だ
い
り

安
永
六
’
十
二
（
６
）
文
政
十
一
！
一
（
弱
）

け
い
せ
い
雪
月
花
け
い
せ
い
せ
つ
げ
つ
か

天
保
元
，
一
・
一
（
弱
）
十
一
－
一
（
配
）
安
政
五
－
一
（
皿
）
明
治
三
‐
二
（
噸
）

十
一
，
十
二
（
鯛
）
十
六
’
七
（
岬
）

け
い
せ
い
節
用
集
け
い
せ
い
せ
つ
よ
う
し
ゅ
う

明
和
五
，
一
（
３
）

け
い
せ
い
千
貫
樋
け
い
せ
い
せ
ん
か
ん
ｌ

安
政
三
‐
一
（
川
）

け
い
せ
い
樹
下
瓢

天
保
二
’
四
（
卵
）

傾
城
曽
我
鎌
倉
蝶
け
い
せ
い
そ
が
〔
か
〕
ま
く
ら
だ
い
じ
ん

嘉
永
元
’
一
（
川
）
慶
応
二
’
四
（
即
）
明
治
十
五
－
一
（
剛
）

景
清
曽
我
賑
不
尽
け
い
せ
い
そ
が
〔
は
る
の
〕
ふ
し
が
ね

嘉
永
六
，
一
（
川
）

け
い
せ
い
曽
我
諄
け
い
せ
い
そ
が
も
の
が
た
り

嘉
永
ニ
ー
ニ
（
肥
）
六
’
五
（
Ⅷ
）
安
政
三
‐
二
（
Ⅲ
）
十
一
（
肥
）
慶
応
元
’
二

（
伽
）
三
’
十
一
（
皿
）
明
治
三
‐
三
（
Ⅷ
）
十
四
’
四
（
剛
）
十
五
’
七
（
皿
）

傾
城
染
分
総
け
い
せ
い
そ
め
わ
け
た
づ
な

文
政
五
－
一
（
銅
）
天
保
四
’
七
（
鮨
）
五
‐
九
（
的
）
九
‐
一
（
沼
）
十
一
‐
二
（
銘
）

十
三
‐
三
・
三
（
銘
）
弘
化
元
’
三
（
兜
）
三
‐
八
（
師
）
安
政
元
１
－
（
川
）
四
‐

十
一
（
皿
）
万
延
元
‐
三
（
川
）
文
久
三
１
－
（
川
）
明
治
三
’
十
一
（
伽
）
八
’
十

‐
一
（
皿
）
十
八
‐
一
（
Ⅷ
）
十
二
（
咄
）

け
い
せ
い
高
砂
松
け
い
せ
い
た
か
さ
ご
の
ま
つ

文
化
四
－
一
（
詔
）
五
ｌ
閨
六
（
四
）
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傾
城
達
花
染
け
い
せ
い
だ
て
の
い
ろ
〔
ぞ
〕
め

文
政
九
’
二
（
田
）

け
い
せ
い
達
抄
本
け
い
せ
い
だ
て
の
き
〔
き
〕
が
き

文
政
九
‐
一
（
別
）

け
い
せ
い
当
玉
兎
け
い
せ
い
た
ま
う
さ
ぎ

安
政
二
－
一
（
川
）

け
い
せ
い
玉
手
綱
け
い
せ
い
た
ま
た
づ
な

天
保
八
，
二
（
だ
）
弘
化
一
一
‐
一
（
弧
）
明
治
元
’
四
（
蝿
）

け
い
せ
い
玉
手
箱
〔
け
い
せ
い
た
ま
て
ば
こ
〕

明
治
四
‐
一
（
伽
）

け
い
せ
い
誰
伏
水
け
い
せ
い
た
れ
と
ふ
し
朶

寛
政
三
‐
一
（
画
）

け
い
せ
い
千
種
乱
咲

天
保
十
三
’
六
（
錦
）

け
い
せ
い
稚
児
淵
け
い
せ
い
ち
ご
が
ふ
ち

天
明
二
－
一
（
７
）
寛
政
元
’
十
一
（
理
）
文
化
十
四
！
一
（
鵠
）
文
政
六
－
十
一

（
奴
）
天
保
三
，
一
（
“
）
六
’
五
（
、
）
七
‐
十
一
（
拠
）
弘
化
一
一
’
九
（
妬
）
嘉

永
五
’
三
・
五
（
川
）

景
清
銘
茶
殿
け
い
せ
い
ち
や
の
ゆ
の
し
こ
ろ

弘
化
四
’
五
（
的
）

け
い
せ
い
長
者
艦
け
い
せ
い
ち
ょ
う
じ
や
ｌ
る

安
政
四
，
一
（
肥
）

け
い
せ
い
対
彩
梅
け
い
せ
い
つ
〔
い
の
い
ろ
う
め
〕

明
治
二
－
一
（
頤
）

け
い
せ
い
筑
紫
識
け
い
せ
い
つ
く
し
の
つ
ま
ご
と

文
化
十
一
－
一
・
四
（
弱
）
十
二
’
四
（
妬
）
文
政
七
，
一
・
一
・
三
（
蛤
）
十
‐

一
（
詔
）
十
一
，
四
（
弱
）
天
保
元
’
四
（
帥
）
四
’
一
（
師
）
十
一
・
五
‐
一
（
銘
）

六
’
四
（
、
）
七
’
三
（
池
）
八
’
十
一
（
万
）
十
三
’
一
（
師
）
五
（
銘
）
八
（
鉛
）

弘
化
元
’
九
（
兜
）
二
‐
一
（
鯉
）
三
’
三
（
妬
）
四
，
一
（
兜
）
嘉
永
二
’
十
一
（
川
）

明
治
七
’
五
（
剛
）

け
い
せ
い
善
佳
節
け
い
せ
い
な
ず
な
の
せ
つ
く

文
化
三
‐
一
（
”
）
弘
化
元
－
－
（
蛇
）

け
い
せ
い
七
草
駒
け
い
せ
い
な
な
く
さ
ご
ま

嘉
永
元
’
八
（
皿
）

け
い
せ
い
二
度
の
萩
咲
け
い
せ
い
に
ど
の
は
ぎ
さ
き

天
保
九
－
二
（
沼
）

け
い
せ
い
布
引
山
け
い
せ
い
ぬ
の
び
き
や
ま

安
永
六
，
一
（
５
）

け
い
せ
い
閨
物
語
け
い
せ
い
ね
〔
や
〕
も
の
が
た
り

天
明
元
，
一
（
７
）

け
い
せ
い
博
多
織
け
い
せ
い
は
か
た
お
り

天
明
二
－
十
・
’
’
’
’
七
（
８
）
寛
政
九
’
八
・
九
（
喝
）
天
保
九
ｌ
閨
四
（
刃
）

け
い
せ
い
筥
伝
授
け
い
せ
い
は
こ
で
ん
じ
ゅ

文
化
元
‐
一
（
型
）
天
保
元
’
三
（
調
）
四
‐
一
（
師
）
六
ｉ
一
（
的
）
三
（
、
）
慶

応
三
’
九
（
Ⅲ
）
明
治
四
‐
‐
八
（
伽
）

け
い
せ
い
八
文
字
け
い
せ
い
は
ち
も
ん
じ

文
久
ニ
ー
ニ
（
Ⅲ
）

笑
花
八
総
美
け
い
せ
い
は
つ
け
ん
し

天
保
七
’
八
（
祠
）

け
い
せ
い
八
花
魁
け
い
せ
い
〔
や
〕
つ
の
は
〔
な
〕
ぶ
〔
さ
〕

安
政
四
，
一
（
咄
）

契
情
花
発
船
け
い
せ
い
は
な
い
か
だ

享
和
二
－
八
（
詔
）
天
保
六
，
一
（
的
）
十
四
’
八
（
瓢
）
嘉
永
三
－
一
（
川
）

契
情
花
絵
合
け
い
せ
い
は
な
の
え
あ
わ
せ

安
永
ニ
ー
ニ
（
５
）
安
政
二
’
十
（
皿
）
明
治
四
’
二
（
即
）

け
い
せ
い
花
大
湊
け
い
せ
い
は
な
の
お
お
ゑ
な
と

－32－



寛
政
八
‐
一
（
〃
）
天
保
三
‐
二
（
“
）

け
い
せ
い
桜
大
紋
日
け
い
せ
い
は
な
の
お
お
も
ん
び

寛
政
十
１
－
（
四
）

契
情
花
追
僅
け
い
せ
い
は
な
の
お
お
よ
せ

天
保
十
一
，
一
（
顕
）

け
い
せ
い
桜
花
雌
け
い
せ
い
は
な
の
き
た
や
ま

寛
政
十
‐
一
（
⑲
）

傾
城
花
五
十
三
駅
け
い
せ
い
は
な
の
ご
じ
ゅ
う
〔
さ
ん
つ
ぎ
〕

安
政
二
，
一
（
川
）
明
治
二
’
八
（
伽
）

け
い
せ
い
花
恋
柵

明
治
二
，
一
（
晒
）

け
い
せ
い
花
大
樹
け
い
せ
い
は
な
の
こ
の
し
た

文
政
三
，
一
・
一
（
盤
）
九
，
一
（
副
）
天
保
六
’
三
（
、
）
九
’
五
（
”
）
十
二
－

四
（
師
）
弘
化
四
’
九
（
川
）

け
い
せ
い
花
白
浪
け
い
せ
い
は
な
の
し
ら
な
承

文
久
元
‐
一
（
Ⅷ
）
慶
応
三
’
七
（
皿
）
明
治
二
－
一
（
噸
）

け
い
せ
い
花
膓
盛
け
い
せ
い
は
な
ｌ
も
ｌ

明
治
二
－
三
（
蝿
）

け
い
せ
い
花
八
英
〔
け
い
せ
い
は
な
の
や
つ
ぶ
さ
〕

明
治
三
，
一
（
Ⅸ
）

け
い
せ
い
花
山
崎
け
い
せ
い
は
な
の
や
ま
ざ
き

寛
政
十
二
，
一
（
幻
）

け
い
せ
い
英
草
紙
け
い
せ
い
は
な
ぶ
さ
ぞ
う
し

文
化
四
－
一
（
記
）
天
保
八
‐
一
（
だ
）
五
（
布
）
弘
化
二
‐
一
（
“
）
安
政
元
，
一

（
Ⅷ
）
五
‐
一
（
皿
）
明
治
十
六
’
六
（
伽
）

け
い
せ
い
浜
真
砂
け
い
せ
い
ば
ま
の
ま
さ
ご

天
保
十
‐
一
（
帥
）
十
一
，
一
（
艶
）
弘
化
二
’
三
（
里
）
三
‐
一
（
妬
）
四
－
四
（
的
）

明
治
十
六
’
六
（
蝿
）

け
い
せ
い
青
陽
鶏
け
い
せ
い
は
る
の
と
り

寛
政
六
１
－
（
妬
）
九
’
七
（
昭
）
文
政
二
‐
一
・
一
（
⑱
）
十
二
‐
一
（
師
）
天
保

七
‐
一
・
二
（
、
）
＋
｜
，
一
・
一
（
艶
）
十
一
（
蹄
）
嘉
永
一
一
‐
一
（
皿
）
五
（
皿
）

三
１
－
（
叩
）
安
政
三
’
十
一
・
十
一
（
皿
）
明
治
元
’
九
（
脳
）
十
四
‐
四
（
随
）

十
五
’
四
（
剛
）

傾
城
反
魂
香
け
い
せ
い
は
ん
ど
ん
こ
う

寛
政
四
‐
二
（
昭
）
文
化
元
１
八
（
妬
）
九
’
十
一
（
謎
）
十
’
十
一
（
記
）
文
政
三

‐
九
（
妃
）
九
’
五
（
艶
）
十
一
，
六
（
弱
）
十
二
－
九
（
記
）
十
一
（
弱
）
天
保
元
‐

四
・
六
（
帥
）
二
’
三
（
舵
）
三
’
九
（
髄
）
七
’
七
（
沼
）
十
一
（
布
）
九
’
九
（
ね
）

十
一
－
一
（
躯
）
二
（
縄
）
十
四
’
三
（
卯
）
弘
化
四
’
八
（
的
）
明
治
三
’
三
（
Ⅲ
）

け
い
せ
い
鄙
源
氏
け
い
せ
い
〔
ひ
〕
な
の
げ
ん
じ

嘉
永
六
１
－
（
川
）

け
い
せ
い
鄙
島
原
け
い
せ
い
ひ
な
の
し
ま
ば
ら

寛
政
十
一
，
一
（
卯
）

け
い
せ
い
飛
馬
始
け
い
せ
い
ひ
め
は
じ
め

寛
政
元
－
－
（
ｕ
）
文
化
元
’
二
（
型
）
天
保
元
Ｉ
五
（
帥
）
四
！
一
（
師
）
弘
化
四

‐
一
（
肥
）
慶
応
三
’
十
一
（
皿
）

傾
城
百
万
国
け
い
せ
い
ひ
や
く
ま
ん
ご
く

文
政
八
，
一
・
一
・
五
（
⑲
）
天
保
十
二
ｌ
七
（
師
）
元
治
元
－
－
（
伽
）

契
情
強
恋
塚
け
い
せ
い
ひ
よ
く
づ
か

文
政
九
’
二
（
副
）
十
一
ｉ
六
（
記
）
天
保
六
ｌ
閨
七
（
、
）
十
四
’
五
（
別
）
弘
化

四
’
四
（
的
）
安
政
五
’
三
ノ
替
り
（
鵬
）

け
い
せ
い
韻
島
台
け
い
せ
い
ふ
う
き
し
ま
だ
い

天
保
元
－
－
（
弱
）
二
‐
一
（
鑓
）

け
い
せ
い
忍
逢
淵
け
い
せ
い
ふ
か
ま
が
ふ
ち

享
和
元
‐
一
・
五
（
理
）
天
保
三
’
九
（
“
）
十
‐
一
（
帥
）
弘
化
元
‐
十
（
”
）

け
い
せ
い
蕗
島
台
け
い
せ
い
ふ
き
の
し
ま
だ
い

寛
政
ニ
ー
ニ
（
理
）
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け
い
せ
い
含
箇
条
け
い
せ
い
ふ
く
み
じ
よ
う

天
明
八
’
三
（
皿
）
三
（
ｕ
）

け
い
せ
い
総
神
事
け
い
せ
い
’
の
’
し

文
久
三
，
一
（
川
）

け
い
せ
い
誉
両
刀
〔
け
い
せ
い
ぼ
ま
れ
の
す
け
だ
ち
〕

嘉
永
三
，
一
（
叩
）
五
‐
一
（
川
）
万
延
元
’
八
（
Ⅷ
）

け
い
せ
い
真
砂
賊
け
い
せ
い
ま
〔
さ
ご
の
し
ら
な
み
〕

明
治
元
’
三
（
鯉
）

け
い
せ
い
巳
入
盛
曽
我
〔
け
い
せ
い
み
い
り
そ
が
〕

明
治
二
－
一
・
二
（
鰯
）

け
い
せ
い
美
烏
林
け
い
せ
い
み
ど
り
の
は
や
し

享
和
一
一
，
一
（
躯
）
一
（
詔
）

傾
城
革
源
氏
※
け
い
せ
い
承
ぱ
え
げ
ん
じ

安
政
二
’
十
一
・
十
一
（
Ⅲ
）
四
１
五
（
畑
）
六
’
十
一
・
万
延
元
’
三
（
川
）
文

久
元
’
五
（
Ⅷ
）
慶
応
三
ｉ
十
一
（
皿
）
明
治
元
’
九
（
皿
）
一
一
’
七
（
伽
）

け
い
せ
い
都
浜
荻
け
い
せ
い
糸
や
こ
の
は
ま
お
ぎ

天
明
元
，
一
（
７
）

け
い
せ
い
花
都
遊
け
い
せ
い
ゑ
や
こ
め
ぐ
り

文
政
二
，
一
（
⑱
）

け
い
せ
い
陸
月
賑
け
い
せ
い
む
つ
き
の
お
お
よ
せ

天
保
五
‐
二
（
昭
）

傾
城
正
月
の
陣
立
け
い
せ
い
む
つ
き
の
じ
ん
だ
て

天
明
五
‐
一
（
９
）

け
い
せ
い
睦
玉
川
け
い
せ
い
む
つ
の
た
ま
が
わ

寛
政
五
’
二
（
且
）
文
政
九
‐
六
〔
醜
〕
天
保
三
’
八
（
師
）
八
’
十
二
（
沼
）
弘
化

元
’
四
（
兜
）

け
い
せ
い
和
布
苅
神
事
け
い
せ
い
め
か
り
の
し
ん
じ

天
保
十
三
！
一
（
碗
）

傾
城
苧
源
氏
け
い
せ
い
め
ば
え
げ
ん
じ
↓
け
い
せ
い
象
ぱ
え
げ

ん
じ

け
い
せ
い
百
千
烏
け
い
せ
い
も
も
ち
ど
り

万
延
元
，
一
（
川
）

け
い
せ
い
桃
山
錦
け
い
せ
い
も
も
や
ま
に
し
き

明
和
五
’
二
（
３
）
弘
化
四
‐
一
（
兜
）

傾
城
矢
数
誉
〔
け
い
〕
せ
〔
い
〕
や
か
ず
の
ほ
ま
れ

天
保
九
’
八
（
刃
）

け
い
せ
い
楊
柳
桜
け
い
せ
い
や
な
ぎ
さ
く
ら

寛
政
五
‐
一
（
皿
）
九
（
巧
）
享
和
二
‐
一
・
三
（
魂
）
文
化
十
一
‐
二
（
弱
）
文

政
十
一
一
‐
三
・
四
（
釘
）
天
保
七
’
二
（
、
）
四
（
池
）
九
’
四
（
沼
）
十
二
‐
一

（
妬
）
弘
化
三
’
八
（
卯
）
嘉
永
元
’
二
（
川
）

傾
城
柳
桜
黄
金
鶏

明
治
十
五
’
三
（
剛
）

傾
城
大
和
往
来
け
い
せ
い
や
ま
と
〔
お
〕
う
ら
い

嘉
永
二
－
九
（
Ⅷ
）

け
い
せ
い
倭
荘
子
け
い
せ
い
や
ま
と
ぞ
う
し

天
明
四
ｉ
閏
一
（
９
）
寛
政
五
’
十
二
（
晦
）
文
化
六
’
三
（
釦
）
九
‐
一
・
一
（
詔
）

天
保
三
’
五
（
妬
）
九
’
十
一
（
帥
）
十
二
’
十
一
（
師
）

け
い
せ
い
会
稽
山
け
い
せ
い
ゆ
き
み
る
や
ま

寛
政
十
一
‐
一
・
四
・
七
（
鋤
）
文
政
十
‐
閨
六
（
型
）
天
保
一
一
－
一
（
唾
）
七
‐

十
（
私
）
弘
化
二
－
十
一
（
妬
）

け
い
せ
い
吉
岡
染
け
い
せ
い
よ
し
お
か
ぞ
め

天
保
四
，
一
（
師
）

け
い
せ
い
若
菜
功
け
い
せ
い
わ
か
な
の
い
さ
お
し

文
化
十
二
‐
一
（
妬
）

粧
水
絹
川
堤
け
わ
い
ゑ
ず
き
ぬ
が
わ
づ
つ
み

文
政
八
’
八
（
卵
）
十
一
－
八
（
記
）
天
保
三
’
七
（
妬
）
弘
化
元
’
四
（
蛇
）
三
‐
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九
（
師
）
嘉
永
元
’
四
（
皿
）
二
’
三
（
川
）

粧
水
恋
絹
川

文
化
十
二
ｉ
四
（
記
）

化
粧
六
歌
仙
け
わ
い
ろ
つ
か
せ
ん

文
政
元
’
五
（
蛆
）
天
保
十
四
ｌ
閨
九
（
虹
）

源
氏
模
様
娘
雛
形
げ
ん
じ
も
よ
う
ふ
り
そ
で
ひ
な
が
た

嘉
永
四
’
九
〔
剛
〕

見
真
大
師
御
法
恩
伝
記
〔
け
ん
し
ん
だ
い
し
ご
ほ
う
お
ん
き
〕

明
治
十
七
’
十
一
（
噸
）

初
冠
曽
我
皐
月
富
士
根
げ
ん
ぶ
く
そ
が
さ
つ
き
の
ふ
じ
が
ね

天
保
十
一
一
’
五
〔
師
〕

源
平
劇
場
年
代
記
げ
ん
ぺ
い
か
ぶ
き
ね
ん
だ
い
き

天
保
元
’
十
一
〔
剛
〕

源
平
腰
越
状
げ
ん
。
へ
い
こ
し
ご
え
じ
よ
う

天
保
八
’
十
（
”
）

源
平
魁
騨
閏
〔
げ
ん
ぺ
い
さ
き
が
け
つ
つ
じ
〕

明
治
十
五
’
六
（
岨
）

源
平
布
引
滝
げ
ん
・
へ
い
ぬ
の
び
き
の
た
き

安
永
四
’
八
（
５
）
天
明
三
’
七
（
８
）
・
寛
政
四
ｌ
閨
二
（
過
）
・
六
・
六
（
皿
）
九

‘
閨
七
（
喝
）
享
和
二
，
二
（
露
）
文
化
四
１
－
（
羽
）
十
’
七
（
妬
）
文
政
二
’
四
．

閨
四
・
六
（
狸
）
四
’
六
（
“
）
五
’
六
（
妬
）
八
’
二
（
⑲
）
九
（
印
）
九
’
二
（
副
）

十
二
（
認
）
十
’
九
（
弱
）
十
二
－
七
（
昭
）
天
保
二
－
十
（
錦
）
四
’
五
（
師
）
十
‐

十
（
躯
）
十
一
，
十
（
蹄
）
弘
化
元
’
四
（
蛇
）
六
（
兜
）
二
－
九
（
妬
）
三
’
十
二

（
兜
）
安
政
ニ
ー
ニ
（
叩
）
四
－
十
一
（
皿
）
文
久
三
’
十
一
（
剛
）
明
治
元
’
二

（
鯉
）
二
－
五
（
噸
）
十
四
－
三
（
節
）
七
・
七
（
剛
）
十
一
（
剛
）
十
五
’
三
（
剛
）

六
（
Ⅲ
）

源
平
柱
礎
暦
げ
ん
ぺ
い
は
し
ら
ご
よ
み

寛
政
十
一
‐
三
（
鋤
）
弘
化
元
‐
七
（
鯛
）

恋
衣
う
ら
ゑ
の
ふ
た
面

文
化
九
’
八
（
鯉
）

恋
衣
花
写
絵

天
保
三
’
四
（
鮪
）

恋
裳
花
の
錦

文
政
四
，
一
・
五
（
“
）

恋
す
て
ふ
論
旨
璋

、
安
永
四
－
一
（
５
）

恋
路
三
度
笠

文
政
五
’
九
（
妬
）

恋
路
の
関
守

：
文
化
四
，
一
（
魂
）

木
挽
花
色
顔
見
勢

文
政
十
一
，
十
一
〔
腕
〕

恋
路
の
花
坂

拳
揮
廓
大
通
け
ん
ま
わ
し
く
る
わ
の
だ
い
つ
う
↓
け
ん
ま
わ
し

さ
と
の
だ
い
つ
う

拳
揮
廊
大
通
※
け
ん
ま
わ
し
さ
と
の
だ
い
つ
う

享
和
二
－
二
・
十
（
詔
）
文
化
二
’
三
（
妬
）
七
１
九
（
犯
）
十
三
Ｉ
□
・
八
（
銘
）

文
政
四
’
四
（
坐
）
六
’
九
（
“
）
七
’
十
（
⑲
）
十
‐
二
（
弱
）
四
（
弘
）
天
保
一
一
－

七
・
十
（
“
）
三
’
三
（
碗
）
十
一
（
“
）
四
’
二
（
師
）
七
（
鮨
）
五
’
七
（
的
）

六
’
四
（
、
）
七
’
五
（
池
）
六
・
七
（
祠
）
十
’
六
（
副
）
十
一
－
十
一
（
蹄
）
弘

化
二
，
一
・
四
（
鯉
）
四
’
五
（
的
）
嘉
永
元
’
八
（
皿
）
安
政
元
’
十
（
叩
）
四
，

閨
五
（
畑
）
文
久
一
一
’
十
（
川
）
十
一
（
川
）
慶
応
三
’
十
一
（
塊
）
明
治
三
‐
三

（
Ⅲ
）
十
四
’
三
（
燗
）

,回

こ
い
じ
の
は
な
こ
こ
に
か
お
み
せ

Ｊ
Ｊ

こ
い
・
じ
の
は
な
さ
か

こ
い
ご
ろ
も
は
な
の
に
し
き

こ
い
じ
の
せ
き
も
り

こ
い
す
ち
よ
う
り
ん
し
の
ぬ
れ
ふ
桑

こ
い
ご
ろ
も
は
な
の
う
つ
し
え

こ
い
ご
ろ
も
う
ら
み
の
ふ
た
お
も
て
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寛
政
元
’
九
（
哩
）

恋
伝
授
文
武
陣
立
こ
い
で
ん
じ
ゅ
ぶ
ん
ぶ
の
じ
ん
だ
て

文
政
一
一
１
六
（
“
）
安
政
一
一
‐
五
（
Ⅲ
）
慶
応
三
’
九
（
皿
）

恋
女
房
染
分
手
綱
こ
い
に
ょ
う
ぼ
う
そ
め
わ
け
た
づ
な

明
和
元
’
九
（
３
）
安
永
九
’
三
（
７
）
天
明
五
１
九
（
９
）
寛
政
五
‐
四
（
且
）
五

（
巧
）
七
‐
八
（
唾
）
十
一
－
八
（
”
）
十
一
一
’
十
（
幻
）
享
和
三
‐
五
（
型
）
文
化

元
’
四
（
弱
）
五
’
九
・
十
一
（
鋤
）
十
一
－
八
（
調
）
文
政
五
’
八
（
妬
）
七
‐
五

（
媚
）
九
・
十
一
（
⑬
）
十
’
十
一
（
弱
）
天
保
元
Ｉ
閏
三
（
帥
）
・
八
（
虹
）
三
！

一
（
“
）
六
’
五
（
、
）
七
’
十
一
（
両
）
九
’
十
（
帥
）
十
一
一
，
一
（
開
）
九
・
十
一

（
師
）
十
四
ｌ
閨
九
（
瓢
）
弘
化
一
一
’
五
（
妬
）
三
’
九
・
十
一
（
ｗ
）
四
’
三
（
的
）

嘉
永
四
’
六
（
川
）
万
延
元
’
十
一
・
文
久
元
’
四
（
川
）
元
治
元
Ｉ
二
（
伽
）
慶

応
三
’
四
（
皿
）
明
治
二
’
九
（
伽
）
十
四
’
六
・
七
・
八
（
剛
）
十
五
’
五
（
剛
）

七
（
岨
）
十
一
（
肥
）
十
六
’
三
（
蝋
）
十
七
１
三
（
剛
）
二
十
一
，
十
一
（
皿
）

花
結
豊
春
詠
こ
い
ね
が
い
た
る
こ
き
〔
よ
〕
う
の
に
〔
し
〕
き

安
政
元
‐
一
（
Ⅷ
）

晶
眞
願
杜
若
東
染
こ
い
ね
が
う
ゆ
か
り
の
い
ろ
あ
げ

文
政
三
’
十
（
妃
）

恋
誤
東
抜
首

明
治
十
四
’
九
（
剛
）

恋
綾
瀬
流
派
こ
い
の
あ
や
せ
な
が
れ
の
み
つ
ま
た

弘
化
二
！
一
〔
師
〕

恋
の
お
だ
巻
こ
い
の
お
だ
ま
き

天
明
二
’
七
（
８
）
文
化
十
二
’
十
一
（
師
）
弘
化
元
’
八
（
兜
）

恋
の
さ
よ
風
こ
い
の
さ
よ
か
ぜ

明
和
二
’
六
（
３
）

恋
の
柵文
化
十
三
’
二
（
釘
）

恋
関
喧
埖
土
俵
入
こ
い
の
せ
き
け
ん
か
の
ど
ひ
よ
う
い
り

天
明
元
１
七
（
７
）
文
政
十
二
’
七
（
記
）

恋
の
角
文
字
．
こ
い
の
つ
の
も
じ

寛
政
八
１
四
（
Ⅳ
）

恋
玉
章
使
禰
七
艸
こ
い
の
な
か
だ
ち
あ
〔
き
の
な
な
〕
く
さ

文
政
十
一
－
九
（
髄
）

恋
灘
根
曳
蹟
こ
い
の
な
だ
ね
び
き
の
と
も
づ
な

天
保
九
’
八
〔
蝿
〕

恋
の
春
雨
寛
政
五
－
一
（
皿
）

恋
陸
奥
媚
峨
こ
い
の
ゑ
ち
の
く
お
ん
な
と
う
ぞ
く

文
政
六
ｉ
七
・
七
（
灯
）
天
保
九
１
閨
四
（
刃
）

●

恋
の
四
街
こ
い
の
よ
つ
つ
じ

文
化
六
’
六
（
証
）

恋
読
売
〔
こ
い
の
よ
ゑ
う
り
〕

明
治
十
五
’
十
一
（
岨
）

恋
飛
脚
廓
の
立
引

明
治
一
兀
Ｉ
七
（
鯛
）

恋
飛
脚
大
和
往
来
こ
い
び
き
や
く
や
ま
と
お
う
ら
い

寛
政
四
Ｉ
閨
二
（
喝
）
八
’
三
・
六
（
Ⅳ
）
十
’
九
（
⑲
）
文
化
九
’
四
（
詔
）
九

（
型
）
十
三
－
一
（
”
）
十
四
’
十
（
調
）
文
政
五
’
九
（
妬
）
七
１
五
（
媚
）
十
一

（
⑲
）
八
’
九
（
卵
）
十
（
副
）
十
一
，
三
（
弱
）
十
二
－
四
（
師
）
・
十
一
（
的
）
天

保
二
－
十
（
“
）
三
’
四
（
鮨
）
・
九
（
髄
）
四
’
十
（
錦
）
六
’
十
一
（
汀
）
七
’
十

一
（
私
）
十
四
’
十
一
（
蛇
）
弘
化
一
一
’
五
（
妬
）
嘉
永
元
’
二
（
皿
）
九
（
皿
）
四

’
十
一
（
川
）
安
政
四
’
九
（
鵬
）
文
久
元
’
十
一
・
一
一
’
十
（
川
）
慶
応
元
’
十
二

（
伽
）
三
’
十
一
（
皿
）
明
治
元
’
九
（
皿
）
二
－
十
（
畑
）
三
’
九
・
九
（
伽
）
六
－

四
（
剛
）
十
四
’
六
（
剛
）
十
五
’
六
・
六
（
Ⅷ
）
七
・
七
（
Ⅲ
）
十
二
（
咄
）
十

九
，
二
（
咄
）
二
十
’
九
（
Ⅷ
）

恋
湊
博
多
調
こ
〔
い
〕
み
な
〔
と
〕
は
〔
か
〕
た
〔
の
ひ
と
〕
ふ
し
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弘
化
二
’
九
（
妬
）

恋
娘
錦
画
姿
こ
い
む
す
め
に
し
き
え
す
が
た

慶
応
三
’
三
・
八
（
皿
）
明
治
元
Ｉ
二
（
皿
）
十
五
’
五
（
剛
）
十
八
’
十
一
（
咄
）

恋
娘
昔
八
丈
こ
い
む
す
め
む
か
し
は
ち
じ
よ
う

明
治
七
’
九
（
剛
）
十
ニ
ー
ニ
（
鯛
）
十
四
’
八
（
剛
）
十
五
‐
七
（
岨
）
十
七
’
十

（
Ⅷ
）

恋
詣
清
水
桜
こ
い
も
う
で
き
よ
み
ず
ざ
く
ら

文
化
一
一
，
一
（
妬
）
天
保
八
’
五
（
布
）
九
’
九
（
酒
）
明
治
十
六
’
四
（
蝿
）

紅
楓
い
ろ
は
文
庫
こ
い
も
〔
象
〕
じ
い
ろ
は
ぶ
ん
〔
こ
〕

天
保
十
三
’
八
（
開
）
弘
化
二
’
十
（
蝿
）

濃
紅
葉
小
倉
色
紙
こ
い
も
ゑ
じ
お
ぐ
ら
し
き
し

文
化
十
三
’
九
（
犯
）
天
保
三
’
九
（
髄
）
六
’
三
（
加
）
八
’
九
（
”
）
・
十
二
（
沼
）

十
三
’
九
（
的
）
弘
化
元
’
八
（
兜
）
四
’
八
（
的
）
嘉
永
元
’
十
一
（
皿
）
万
延
元

，
五
（
Ⅷ
）
明
治
元
’
七
（
職
）
十
三
－
十
二
（
剛
）

恋
渡
ゑ
に
し
の
石
橋
こ
い
わ
た
る
え
に
し
の
し
や
つ
き
よ
う

天
明
四
’
九
（
９
）

甲
越
川
中
島
合
戦

明
治
一
一
十
一
‐
九
（
剛
）

高
恩
形
見
悌
こ
う
お
ん
か
た
桑
の
お
も
か
げ

明
治
元
’
十
一
（
腿
）

〔
口
上
〕文
政
七
’
九
（
⑲
）
天
保
元
，
一
（
弱
）
明
治
十
九
’
十
一
（
Ⅷ
）

弘
法
大
師
御
伝
記
〔
こ
う
ぼ
う
だ
い
し
ご
で
ん
き
〕

明
治
十
六
’
六
（
噸
）

弘
法
大
師
の
御
一
代
記
〔
こ
う
ぼ
う
だ
い
し
の
ご
い
ち
だ
い
き
〕

明
治
十
五
’
十
二
（
咽
）

黄
門
記
八
幡
大
籔
〔
こ
う
も
ん
き
や
は
た
の
お
お
や
ぶ
〕

明
治
十
一
－
十
二
（
鯛
）

金
花
咲
富
貴
蔵
入
こ
が
れ
は
な
さ
く
ふ
う
き
の
く
ら
い
り

寛
政
一
一
，
二
（
哩
）

濃
錦
彩
色
花
大
寄
こ
き
ま
ぜ
て
は
な
の
お
お
よ
せ

明
治
二
１
十
（
伽
）

極
彩
色
恋
証
ご
く
さ
い
し
き
こ
い
の
ば
ん
し
よ
う

天
保
八
’
九
（
両
）

極
彩
色
浪
花
新
板
ど
く
さ
い
し
き
〔
な
に
〕
わ
し
ん
〔
ぱ
〕
ん

安
政
元
Ｉ
閨
七
（
川
）

極
彩
色
娘
扇
ご
く
さ
い
し
き
む
す
め
お
う
ぎ

安
永
二
－
七
（
５
）
寛
政
二
‐
七
（
狸
）
享
和
二
’
五
（
詔
）
文
化
六
‐
六
（
瓢
）
文

政
九
’
七
・
七
・
八
（
記
）
十
一
，
六
（
髄
）
天
保
元
‐
五
（
釦
）
三
’
八
・
十
（
妬
）

六
’
四
（
、
）
七
’
五
（
池
）
八
’
五
（
布
）
九
’
八
（
刃
）
十
二
’
七
（
師
）
弘
化
元

Ｉ
七
（
兜
）
安
政
二
‐
二
（
川
）
三
’
八
（
皿
）
六
’
五
（
咽
）
明
治
元
’
七
（
皿
）
十

五
’
六
（
Ⅷ
）
八
（
皿
）

極
彩
色
倭
絵
艸
紙
ご
く
ざ
い
し
き
や
ま
と
え
ぞ
う
〔
し
〕

寛
政
七
‐
一
（
略
）

国
性
爺
合
戦
こ
く
せ
ん
や
か
つ
せ
ん

寛
政
四
ｌ
閨
二
（
咽
）
八
’
七
（
Ⅳ
）
十
‐
六
・
八
・
八
（
四
）
文
化
三
’
三
（
”
）

文
政
七
ｉ
九
（
妃
）
九
・
十
一
（
鉛
）
天
保
七
’
三
（
犯
）
十
二
－
七
・
十
三
，
一

（
師
）
弘
化
元
‐
一
（
蛇
）
三
’
七
・
十
一
（
師
）
四
’
五
（
的
）
嘉
永
一
一
－
三
（
胴
）

安
政
元
’
二
（
川
）
・
八
（
伽
）
二
’
十
一
（
Ⅲ
）
六
‐
一
・
一
（
咽
）
元
治
元
’
八

・
慶
応
元
’
二
（
伽
）
明
治
元
‐
二
（
皿
）
二
’
五
（
脳
）
三
１
－
（
、
）
十
三
’
四

（
剛
）

誰
国
婦
女
太
平
記
〔
ご
こ
ぐ
お
ん
な
た
い
へ
い
き
〕

明
治
九
’
九
（
剛
）
二
十
一
’
一
（
Ⅷ
）

髪
奥
野
記
念
狩
衣
こ
こ
に
お
く
の
か
た
桑
の
か
り
ぎ
ぬ

天
保
元
，
一
〔
剛
〕

脳
極
後
陣
備
こ
こ
に
き
わ
ま
る
ご
じ
ん
の
そ
な
え
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天
明
七
’
十
一
（
、
）

姜
双
吾
妻
菊
こ
こ
に
ふ
た
つ
わ
が
つ
ま
ぎ
く

天
保
九
’
九
（
酒
）

髪
に
ま
た
比
翼
樫

文
政
十
一
‐
九
（
砧
）

斯
将
優
曲
者
こ
こ
に
ま
た
み
ば
え
の
く
せ
も
の

文
政
十
二
’
八
（
昭
）

心
謎
解
色
糸
〔
こ
こ
ろ
の
な
ぞ
と
け
る
い
る
い
と
〕

明
治
十
二
，
二
（
剛
）

五
三
桐
桔
梗
染
揚

明
治
十
五
’
二
・
三
（
剛
）

越
路
の
旅
は
壁
き
こ
し
じ
の
た
び
は
ぱ
き

享
和
元
’
二
（
配
）

燈
な
が
ら
真
似
七
変
化
ｌ
な
が
ら
ま
ね
て
な
な
ば
け

文
政
九
，
一
（
団
）

御
所
桜
堀
川
夜
討
ご
し
ょ
ざ
く
ら
ほ
り
か
わ
よ
う
ち

安
永
三
’
三
（
５
）
寛
政
九
’
五
（
喝
）
文
化
六
’
五
（
鋤
）
六
（
瓢
）
十
三
‐
十
一

（
犯
）
文
政
十
一
‐
十
（
弱
）
天
保
二
‐
十
（
“
）
三
‐
一
（
“
）
七
’
十
（
私
）
八
‐

六
（
布
）
弘
化
一
一
’
四
（
妬
）
嘉
永
元
’
九
（
皿
）
二
－
五
・
八
（
肌
）
三
’
一
（
川
）

四
’
十
一
（
川
）
安
政
四
’
四
（
鯛
）
万
延
元
’
九
（
川
）
明
治
二
－
十
（
伽
）
十
四

’
五
（
剛
）
二
十
一
‐
三
（
剛
）
二
十
五
’
十
（
皿
）

内
裡
模
様
源
氏
紫
ご
し
よ
も
よ
う
げ
ん
じ
の
え
ど
ぞ
め

天
保
九
’
三
〔
噸
〕

湖
水
の
浮
船

天
明
元
，
一
（
７
）

湖
水
の
錦
画
〔
こ
す
い
の
に
し
き
え
〕

明
治
元
’
三
（
皿
）

五
説
経
末
広
景
図
ご
せ
つ
き
よ
う
す
え
ひ
ろ
け
い
ず

天
明
二
’
十
一
（
８
）

饗
偲
侭
こ
せ
ん
あ
や
つ
り

文
政
六
’
十
一
（
蝿
）

古
戦
場
鐘
懸
の
松
こ
せ
ん
じ
ょ
う
か
ね
か
け
の
ま
つ

天
保
二
，
一
（
“
）

小
袖
物
狂
ひ
〔
こ
そ
で
も
の
ぐ
る
い
〕

安
永
八
’
七
（
６
）

小
袖
模
様
薊
糸
縫
〔
こ
そ
で
も
よ
う
あ
ざ
み
の
い
ろ
ぬ
い
〕

明
治
十
四
’
四
（
剛
）

御
ぞ
ん
じ
五
大
力
〔
ご
〕
ぞ
ん
じ
ご
だ
い
り
き

文
政
九
’
六
〔
腕
〕

碁
太
平
記
菊
水
巻
ご
た
い
へ
い
き
き
く
す
い
の
ま
き

天
保
元
’
十
（
田
）

碁
太
平
記
白
石
噺
ご
た
い
へ
い
き
し
ら
い
し
ぱ
な
し

文
化
二
－
九
・
十
一
（
妬
）
六
’
十
（
鉦
）
文
政
九
‐
十
（
弱
）
十
二
’
五
・
五
（
印
）

七
・
七
（
昭
）
天
保
元
’
十
（
鉦
）
十
一
（
舵
）
二
’
六
・
十
（
侭
）
八
’
八
（
花
）

十
’
六
（
副
）
十
一
‘
十
一
（
錨
）
十
四
’
十
一
（
蛇
）
嘉
永
元
’
八
・
十
一
（
皿
）

二
－
四
（
Ⅷ
）
五
（
川
）
五
‐
十
一
（
川
）
安
政
四
’
五
（
脇
）
六
’
五
・
八
（
川
）

明
治
元
ｌ
閨
四
（
鯛
）
四
’
二
（
伽
）
六
’
九
（
剛
）
十
四
’
十
（
剛
）

五
大
力
妓
鑑
〔
ご
だ
い
り
き
〕
げ
い
こ
か
が
承

寛
政
八
’
七
（
Ⅳ
）

五
大
力
恋
蝉
ご
だ
い
り
き
こ
い
の
か
な
ぶ
承

天
保
八
’
五
（
花
）

五
大
力
恋
柵

明
治
十
五
’
十
二
（
鵬
）

五
大
力
恋
剣
〔
ご
だ
い
り
き
こ
い
の
ね
た
ぱ
〕

文
政
九
ｉ
三
（
団
）

五
大
力
恋
鍼
※
ご
だ
い
り
き
こ
い
の
ふ
う
じ
め

寛
政
六
’
五
（
鴫
）
十
’
六
（
四
）
十
一
－
十
（
鋤
）
文
化
元
’
四
（
鋸
）
三
‐
五
（
”
）
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文
政
五
‐
一
（
妬
）
九
’
四
・
七
（
記
）
九
・
十
（
認
）
十
ｌ
閨
六
（
別
）
十
二
’
六

（
記
）
天
保
元
ｌ
閨
三
・
四
（
釦
）
三
’
十
一
（
髄
）
四
’
七
・
五
’
三
（
錦
）
六
－

閨
七
（
、
）
七
’
五
（
池
）
八
’
八
（
だ
）
十
一
（
万
）
九
’
四
（
ね
）
十
一
，
五

（
錦
）
十
三
－
八
（
的
）
十
四
’
九
（
虹
）
弘
化
元
’
四
（
兜
）
二
’
八
（
妬
）
三
’
八

（
ｗ
）
嘉
永
二
‐
閨
四
（
川
）
・
五
（
肌
）
四
’
八
（
川
）
安
政
元
’
五
（
Ⅷ
）
三
‐
五

（
皿
）
文
久
元
’
八
（
Ⅲ
）
慶
応
三
’
四
・
六
（
皿
）
明
治
元
’
五
（
鯛
）
二
’
七

（
伽
）
十
二
’
九
（
醜
）
十
五
’
七
（
皿
）
二
十
’
三
・
六
（
蝿
）

五
大
力
恋
の
文
章
ご
だ
い
り
き
こ
い
の
ぶ
ん
し
よ
う
↓
ご
だ
い
り
き

こ
い
の
ふ
う
じ
め

こ
た
ま
の
は
な
ふ
蛍
き

明
和
五
‐
二
（
３
）

御
注
文
妹
背
組
帯
ご
ち
ゆ
う
も
ん
い
も
せ
の
く
ぷ
お
び

弘
化
一
一
’
十
一
〔
剛
〕

胡
蝶
夢
栄
花
王
枕
〔
こ
ち
よ
う
の
ゆ
め
え
い
が
の
た
ま
く
ら
〕

明
治
十
五
ｌ
十
一
（
岨
）

国
花
万
葉
傾
城
桜
こ
つ
か
ま
ん
よ
う
け
い
せ
い
ざ
く
ら

安
永
六
－
一
（
５
）

五
天
竺
ご
て
ん
じ
く

天
保
十
三
，
二
（
銘
）
明
治
二
’
七
・
七
・
九
（
珈
）

桙
豊
歳
撤
賑

文
久
元
’
八
（
Ⅲ
）

恋
こ
と
ば
の
い
と
そ
の
し
た
ご
こ
る

寛
政
七
’
二
（
略
）

寿
操
三
番
更
〔
こ
と
ぶ
き
あ
や
つ
り
さ
ん
ぱ
そ
う
〕

明
治
三
’
九
（
Ⅷ
）
十
四
’
八
（
剛
）

寿
今
様
〔
こ
と
ぶ
き
い
ま
よ
う
〕

安
政
三
’
五
（
皿
）

寿
祝
雪
月
花
こ
と
ぶ
き
い
わ
う
あ
し
た
の
よ
そ
お
い

天
保
十
四
‐
九
（
釦
）

寿
祝
三
番
更

文
政
八
’
十
（
副
）

寿
勧
進
帳
安
政
四
‐
一
（
鯛
）

寿
三
番
更
こ
と
ぶ
き
さ
ん
ぱ
そ
う

天
明
七
’
十
（
、
）
明
治
十
五
’
四
（
剛
）

寿
式
三
こ
と
ぶ
き
し
き
さ
ん

文
政
七
’
十
一
（
⑬
）
八
’
三
（
⑲
）
六
（
卵
）
十
一
（
田
）
九
’
十
一
・
十
一
（
露
）

十
’
十
一
・
十
一
（
弱
）
十
一
，
十
一
・
十
一
（
印
）
十
二
－
十
一
（
記
）
天
保
元

‐
十
一
（
鯉
）
二
‐
十
一
（
“
）
三
ｌ
閨
十
一
（
師
）
四
’
十
一
（
錦
）
五
’
十
二
（
的
）

七
’
十
一
・
十
一
・
十
一
（
私
）
八
’
十
一
・
十
一
（
”
）
九
十
一
・
十
一
・

十
二
（
帥
）
十
’
十
一
・
十
一
（
鯉
）
十
一
‐
十
一
・
十
一
（
妬
）
十
二
’
十
一
・

十
一
（
〃
）
十
四
’
三
（
帥
）
六
（
別
）
十
一
（
蛇
）
弘
化
元
’
十
（
兜
）
十
一
・

十
一
（
鯉
）
二
’
十
一
・
十
一
（
妬
）
三
ｌ
閨
五
・
十
一
・
十
一
（
ｗ
）
四
’
十
一

（
川
）
嘉
永
元
’
十
一
・
十
一
（
皿
）
二
’
十
一
・
十
一
（
価
）
三
’
十
一
・
十
一

・
四
’
三
（
川
）
十
一
（
Ⅷ
）
五
１
十
一
（
川
）
六
’
十
一
（
川
）
安
政
元
’
十
一

（
川
）
二
‐
十
一
・
十
一
（
川
）
三
’
十
一
（
皿
）
十
一
（
畑
）
四
’
十
一
・
十
一
・

五
’
十
（
皿
）
十
一
・
十
一
（
咽
）
六
，
一
・
十
一
・
十
一
（
畑
）
万
延
元
’
十
一

・
十
一
（
Ⅷ
）
文
久
元
‐
十
一
・
十
一
・
二
’
十
一
（
皿
）
十
一
・
三
’
十
一
（
Ⅷ
）

慶
応
元
‐
十
二
・
二
’
四
（
伽
）
三
’
四
（
皿
）
十
一
・
十
一
・
明
治
元
‐
二
（
皿
）

十
一
・
十
一
（
皿
）
三
’
十
一
（
伽
）
九
’
九
・
十
一
（
醜
）
十
七
‐
一
（
Ⅷ
）

寿
式
三
番
更
〔
こ
と
ぶ
き
し
き
さ
ん
ぱ
そ
う
〕

天
保
十
四
‐
七
（
瓢
）
嘉
永
五
１
十
・
十
一
（
川
）
明
治
五
’
六
（
棚
）
二
十
一
‐

二
（
剛
）

寿
四
季
七
種

天
保
三
Ｉ
□
（
髄
）

寿
新
舞
台
鈴
菜
種
蒔

明
治
十
五
’
五
（
Ⅷ
）
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寿
関
寺
小
町
こ
と
ぶ
き
せ
き
で
ら
こ
ま
ち

文
化
二
’
四
・
五
（
妬
）

寿
白
鶴
登
勢
こ
と
ぶ
き
つ
る
の
い
き
〔
お
〕
い

文
化
五
’
十
一
（
釦
）

寿
年
中
行
事
こ
と
ぶ
き
ね
ん
じ
ゅ
う
ぎ
よ
う
じ

寛
政
十
二
’
九
（
班
）

寿
花
鞍
こ
と
ぶ
き
は
な
の
う
つ
ぼ

文
化
八
’
十
一
（
詔
）

祝
詞
宝
来
山
こ
と
ぶ
き
ほ
う
ら
い
さ
ん

文
政
四
’
十
一
（
妬
）

寿
連
冠
こ
と
ぶ
き
れ
ん
か
ん

寛
政
十
二
ｌ
閨
四
（
幻
）
文
政
二
’
五
（
虹
）

諺
倍
福
茶
釜
由
来
こ
と
わ
ざ
ぶ
ん
ぶ
く
ち
や
が
ま
の
ゆ
ら
い

明
和
四
’
七
（
３
）

後
日
の
文
章
ご
に
ち
の
ぶ
ん
し
よ
う

天
保
十
三
’
二
（
錦
）

五
人
男
東
白
波

明
治
十
五
’
六
（
Ⅷ
）

五
人
揃
東
京
綿
絵
〔
ご
に
ん
お
と
こ
あ
ず
ま
の
に
し
き
え
〕

明
治
九
‐
一
（
剛
）

五
人
男
容
気
白
波
〔
ご
に
ん
お
と
こ
き
だ
て
し
ら
な
象
〕

明
治
三
‐
一
（
Ⅷ
）

木
下
蔭
狭
間
合
戦
※
こ
の
し
た
か
げ
は
ざ
ま
が
っ
せ
ん

寛
政
元
’
五
（
、
）
・
九
（
翅
）
十
二
’
十
（
劃
）
享
和
三
’
九
（
型
）
文
化
五
’
五

（
調
）
文
政
四
’
九
（
妬
）
九
’
七
・
七
（
砲
）
十
一
－
九
（
師
）
天
保
元
‐
十
（
団
）

四
’
二
ノ
か
わ
り
（
錦
）
七
’
七
（
だ
）
十
’
十
一
（
艶
）
十
三
’
十
一
（
卯
）
十
四
‐

五
（
虹
）
弘
化
四
‐
二
（
兜
）
嘉
永
元
’
八
（
川
）
五
ｉ
二
（
川
）
安
政
三
’
九
（
皿
）

文
久
二
’
十
二
（
川
）
元
治
元
’
八
（
伽
）
慶
応
三
’
八
（
皿
）
・
十
一
（
皿
）
明
治

四
‐
一
（
伽
）
十
四
’
二
（
師
）
・
十
一
（
剛
）
十
五
，
二
（
剛
）
四
・
五
（
剛
）
十

八
’
四
（
Ⅷ
）

小
幡
五
平
治
造
化
謹
こ
は
た
の
ど
へ
い
じ
い
に
し
え
ぱ
な
し

天
保
十
’
七
（
瓢
）

御
摂
手
向
花
川
戸
ご
ひ
い
き
た
む
け
の
は
な
か
わ
ど

天
保
九
’
八
〔
噸
〕

御
摂
恵
景
清
ど
ひ
い
〔
き
〕
め
ぐ
象
の
か
げ
〔
き
よ
〕

嘉
永
四
’
三
（
川
）

御
摂
曳
綱
坂
ご
ひ
い
き
を
ひ
く
や
つ
な
ざ
か

天
保
十
‐
十
〔
師
〕

摂
松
風
汐
馴
腰
簔
ご
ひ
い
き
を
ま
つ
か
ぜ
し
お
な
れ
ご
ろ
も

文
政
三
’
四
・
五
（
盤
）

摂
松
鵺
恵
粒
ご
ひ
い
き
を
ま
つ
に
つ
る
め
ぐ
ぷ
の
お
い
た
ち

天
保
七
’
十
（
池
）

御
文
章
石
山
軍
記
〔
ご
ぷ
ん
し
よ
う
い
し
ゃ
ま
ぐ
ん
き
〕

明
治
十
四
’
三
（
師
）
十
五
’
七
（
岨
）

五
枚
続
東
京
錦
絵

明
治
十
一
，
六
（
醜
）
十
三
’
九
・
十
（
剛
）

小
室
調
道
中
双
六
こ
む
ろ
ぶ
し
ど
う
ち
ゅ
う
す
ご
ろ
く

寛
政
十
二
’
四
（
幻
）

躯
山
姥
こ
も
ち
や
ま
う
ば

寛
政
七
１
三
・
八
（
略
）
十
（
喝
）
十
’
八
・
十
（
⑱
）
十
一
－
四
（
卯
）
享
和
三
‐

十
（
型
）
文
化
元
’
十
（
弱
）
四
‐
一
・
五
・
五
（
詔
）
六
’
八
（
釦
）
八
１
十
二

（
詔
）
十
二
’
三
（
記
）
十
三
ｌ
閨
八
（
詔
）
文
政
三
’
五
（
妃
）
四
’
九
・
九
（
媚
）

七
’
十
二
（
⑬
）
八
’
六
・
八
（
犯
）
十
一
，
三
〔
醜
〕
天
保
元
’
三
（
弱
）
六
（
帥
）

二
’
十
一
（
錨
）
三
‐
一
（
“
）
五
’
九
（
的
）
七
’
三
（
池
）
八
（
庵
）
八
ｉ
十
一
・

十
二
（
沌
）
九
’
十
一
（
帥
）
十
一
’
十
（
部
）
十
三
，
一
（
飯
）
十
四
’
三
・
三

（
帥
）
十
一
（
蛇
）
弘
化
三
，
一
・
五
（
妬
）
七
（
ｗ
）
四
’
六
（
的
）
嘉
永
二
’
四
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彩
色
七
枚
絵
草
紙

明
和
二
，
二
（
３
）

彩
色
拍
子
倭
画
姿

（
川
）
四
’
九
（
川
）
万
延
元
ｌ
閨
三
（
川
）
明
治
元
ｌ
閨
四
・
閏
四
・
五
（
蝿
）
二
ｉ

九
（
伽
）
三
’
四
（
脚
）
五
（
伽
）
六
’
九
（
剛
）
十
三
‐
六
（
剛
）
二
十
一
‐
五
（
剛
）

躯
山
姥
五
百
機
錦
こ
も
ち
や
ま
う
ぱ
い
お
は
た
に
し
き

安
永
五
’
五
（
５
）
弘
化
元
Ｉ
九
（
兜
）
安
政
五
’
十
（
伽
）

躯
山
姥
廓
咄
シ

明
治
十
六
’
三
・
三
（
Ⅷ
）

子
ゆ
へ
の
迷
ひ
道

寛
政
元
’
七
（
哩
）

五
葉
松
鶴
の
羽
重
ご
よ
う
の
ま
つ
つ
る
の
は
が
さ
ね

天
保
三
－
九
（
髄
）

惟
喬
親
王
魔
術
冠
こ
れ
た
か
し
ん
の
う
ま
じ
ゅ
つ
の
か
ん
む
り

明
和
三
’
三
（
３
）

権
三
権
八
噺
吉
原
ご
〔
ん
〕
ざ
〔
ど
ん
ば
ち
う
わ
さ
の
よ
し
わ
ら
〕

安
政
二
’
三
（
Ⅲ
）

今
昔
相
宿
噺

明
治
五
’
九
（
剛
）
十
八
，
二
（
Ⅲ
）

時
当
長
崎
寄
合
噺
こ
ん
ど
な
が
さ
き
よ
り
あ
い
ぱ
な
し

寛
政
元
’
十
二
（
哩
）

金
毘
羅
御
利
生
記
〔
こ
ん
ぴ
ら
ご
り
し
よ
う
き
〕

明
治
十
四
’
三
（
噸
）
十
五
’
十
二
（
鵬
）
十
八
’
十
一
（
Ⅷ
）
二
十
一
‐
十
一
（
剛
）

金
毘
羅
御
利
生
誓
礎

明
治
十
五
’
十
一
（
咄
）

目

さ
い
し
き
び
ょ
う
し
や
ま
と
え
す
が
た

さ
い
し
き
し
ち
ま
い
え
ぞ
う
し

天
明
三
’
四
（
８
）

紛
色
松
水
勢
〔
さ
い
し
き
ま
つ
の
象
ず
あ
げ
〕

嘉
永
三
’
八
（
川
）

彩
色
都
宝
積
さ
い
し
き
み
や
こ
の
い
え
づ
と

文
化
一
一
’
十
一
（
”
）

彩
色
六
花
形
さ
い
し
き
む
つ
の
は
な
が
た

文
化
二
－
九
（
郡
）

斎
藤
太
郎
左
衛
門
さ
い
と
う
た
ろ
う
ざ
え
も
ん

弘
化
四
－
七
〔
Ⅷ
〕

福
在
原
景
図
※
さ
い
わ
い
あ
り
わ
ら
け
い
ず

天
明
二
‐
九
（
８
）
八
’
十
（
皿
）
寛
政
十
一
‐
十
一
（
副
）
享
和
二
’
三
・
五
（
鍋
）

文
化
六
’
十
二
（
制
）
天
保
十
’
三
（
副
）
九
（
顕
）
十
二
－
一
（
蹄
）
十
四
’
八

（
瓢
）
弘
化
二
－
三
（
“
）
明
治
元
’
十
一
（
皿
）
十
七
’
六
（
Ⅷ
）

福
大
黒
頓
作
頭
巾
さ
い
わ
い
だ
い
こ
ぐ
と
ん
さ
く
ず
き
ん

安
永
六
’
八
（
５
）

福
在
原
系
図
さ
い
わ
い
な
る
か
な
あ
り
わ
ら
け
い
ず
↓
さ
い
わ

い
あ
り
わ
ら
け
い
ず

福
哉
色
弓
取
さ
い
わ
い
な
る
か
な
い
ろ
の
ゆ
み
と
り

享
和
三
’
十
二
（
型
）
文
化
元
’
十
一
・
十
一
（
妬
）

棹
歌
木
津
川
八
景
さ
お
の
う
た
き
ず
が
わ
は
っ
け
い

安
永
七
１
七
（
６
）
天
明
七
’
五
（
血
）
文
政
十
二
－
七
・
七
（
記
）
天
保
四
’
七

（
錦
）
嘉
永
二
’
八
（
川
）
文
久
一
一
‐
八
（
Ⅷ
）

棹
歌
恋
の
漣
さ
お
の
う
た
こ
い
の
さ
ざ
な
み

寛
政
十
一
‐
一
（
、
）

堺
開
帳
三
升
花
衣
さ
か
い
ち
ょ
う
ぷ
ま
す
の
は
な
ど
ろ
も

天
保
十
一
一
’
五
〔
節
〕

酒
騨
調
恋
酌
さ
か
や
う
た
こ
い
の
な
か
く
み

文
化
四
‐
八
（
鯛
）
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魁
源
氏
騎
士
さ
き
が
け
げ
ん
じ
の
き
ば
む
し
や

文
政
十
一
，
十
一
〔
皿
〕

魁
源
平
郷
踊
さ
き
が
け
げ
ん
・
へ
い
つ
つ
じ

弘
化
元
’
三
（
蛇
）
嘉
永
元
，
一
（
川
）

魁
難
波
戦
記
〔
さ
き
が
け
な
に
わ
せ
ん
き
〕

明
治
九
，
一
（
剛
）

梅
八
島
勝
鯨
さ
き
が
け
や
し
ま
の
か
ち
ど
き

明
和
七
’
十
一
（
４
）

咲
揃
ふ
六
つ
の
花
び
ら

文
政
元
’
十
（
⑭
）

誹
改
五
滅
賑
さ
き
わ
け
る
い
つ
つ
の
は
な
び
ら

天
保
八
－
五
（
柘
）

さ
く
ま
ぶ
し
五
人
切
子

天
明
八
’
九
（
、
）

咲
哉
此
む
つ
の
龍
さ
く
や
〔
こ
の
〕
む
つ
の
は
な
び
ら

寛
政
十
二
，
一
（
副
）

桜
清
水
清
玄
さ
く
ら
さ
く
ら
き
よ
み
ず
せ
い
げ
ん

天
保
元
’
三
〔
脇
〕

桜
舞
台
近
江
八
景
さ
く
ら
ぶ
〔
た
〕
い
お
〔
う
〕
み
〔
は
っ
〕
け
い

嘉
永
二
’
三
（
川
）

花
王
舞
台
園
薄
雪

明
治
十
五
’
三
（
剛
）

桜
紅
葉
近
江
八
景
〔
さ
く
ら
も
み
じ
お
う
み
は
つ
け
い
〕

安
政
四
’
八
（
脳
）
慶
応
三
’
三
（
伽
）

巌
幾
代
寿
舞
さ
ざ
れ
い
し
ょ
つ
ぎ
の
こ
と
ぶ
き

天
保
元
’
九
〔
脇
〕

五
月
廿
八
日
さ
つ
き
に
じ
ゅ
う
は
ち
に
ち

文
政
七
’
五
（
妃
）
十
二
－
十
一
（
弱
）

入
梅
路
朝
日
新
聞
〔
さ
つ
き
ば
れ
あ
さ
ひ
し
ん
ぶ
ん
〕

明
治
十
四
’
七
（
剛
）

薩
摩
風
俗
五
大
力

明
治
十
一
，
六
（
剛
）

廓
粧
濡
稲
妻
さ
と
げ
し
き
ぬ
れ
て
い
な
ず
ま

天
保
元
’
四
・
四
（
帥
）

廓
色
揚
さ
と
の
い
ろ
あ
げ

文
政
三
’
三
（
蛇
）
天
保
八
’
五
（
だ
）
十
三
ｉ
四
（
配
）
弘
化
四
’
八
（
的
）
安
政

一
一
’
三
（
Ⅲ
）
文
久
元
‐
・
三
（
Ⅷ
）
明
治
八
’
四
（
剛
）

廓
春
情
恋
の
種
蒔
さ
と
の
は
る
こ
い
の
た
れ
ま
き

天
保
八
，
一
〔
剛
〕

里
見
八
犬
伝
さ
と
み
は
ち
け
ん
で
ん

天
保
七
’
六
（
汚
）
明
治
十
五
’
三
（
剛
）

花
街
模
様
劇
稲
妻
さ
と
も
よ
う
か
ぶ
き
の
い
な
ず
ま

嘉
永
三
’
九
・
十
一
（
川
）
明
治
一
一
十
一
’
十
（
剛
）

廓
模
様
比
翼
稲
妻
さ
と
も
よ
う
ひ
よ
く
の
い
な
ず
ま

弘
化
三
‐
一
〔
剛
〕

讃
岐
梅
朝
日
新
聞
説

明
治
十
四
’
七
（
剛
）

佐
野
鹿
蔵
複
響
諄

明
治
十
六
’
二
（
岨
）

覚
て
あ
ふ
羽
翼
衾
さ
め
て
あ
う
つ
ば
さ
の
ふ
す
ま

文
化
三
‐
一
（
”
）

猿
曳
門
出
調
さ
る
ま
わ
し
か
ど
で
う
た
↓
さ
る
ま
わ
し
か
ど
で

の
ひ
と
ふ
し

猿
曳
門
出
調
※
さ
る
ま
わ
し
か
ど
で
の
ひ
と
ふ
し

寛
政
十
’
七
・
七
・
十
一
（
岨
）
十
一
‐
四
・
四
（
釦
）
享
和
三
’
四
（
型
）
文
化
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四
’
四
（
詔
）
七
’
七
（
鉈
）
十
一
‐
八
（
銅
）
九
（
鉛
）
十
三
’
十
二
・
十
四
－
三

（
犯
）
文
政
三
’
六
（
盤
）
七
’
三
（
蛆
）
十
１
十
一
・
十
一
－
三
（
弱
）
十
二
’
四

（
研
）
天
保
三
’
九
（
髄
）
四
’
二
（
師
）
七
ｌ
□
（
門
）
八
’
八
（
両
）
十
一
，
三

（
鍋
）
十
二
’
四
（
妬
）
十
三
’
三
（
錦
）
十
四
，
一
（
帥
）
弘
化
元
’
四
（
躯
）
二
，

十
（
弱
）
十
一
（
％
）
四
’
十
一
（
川
）
嘉
永
元
’
十
一
（
皿
）
二
－
四
（
川
）
万
延

元
’
五
（
川
）
明
治
三
’
十
（
皿
）

沢
紫
色
水
上
〔
さ
わ
む
ら
さ
き
い
る
の
承
な
か
承
〕

文
政
十
二
－
三
〔
咄
〕

沢
紫
初
七
反
さ
わ
む
ら
さ
き
そ
め
て
し
ち
た
ん

文
化
十
’
十
一
（
銅
）

沢
紫
染
て
由
兵
術
〔
さ
〕
わ
む
ら
さ
き
そ
め
て
よ
し
べ
え

安
政
三
，
一
（
Ⅲ
）
文
久
元
’
四
（
Ⅲ
）

三
勝
櫛
赤
根
色
指
さ
ん
か
づ
ぐ
し
あ
か
ね
の
い
る
ざ
し

天
保
三
’
三
（
“
）
文
久
三
’
十
（
川
）

大
都
会
見
取
曽
我
※
さ
ん
が
の
つ
み
ど
り
そ
が

天
明
七
’
十
二
（
、
）
嘉
永
元
１
十
一
（
皿
）

三
国
一
廓
の
錦
絵
さ
ん
〔
ご
く
〕
い
ち
〔
く
る
わ
〕
の
に
し
〔
き
〕
え

安
政
六
‐
一
（
順
）

三
国
一
裾
野
紋
日
さ
ん
ご
く
い
ち
す
そ
の
の
も
ん
び

寛
政
三
’
八
（
蝿
）

三
国
一
曽
我
物
語
〔
さ
〕
ん
〔
ご
く
〕
い
ち
〔
そ
〕
が
も
〔
の
〕
が
〔
た
り
〕

弘
化
二
－
十
一
（
％
）

三
国
大
市
川
対
恋
さ
ん
ご
く
い
ち
〔
つ
い
の
く
る
も
の
〕

嘉
永
元
’
八
（
Ⅲ
）

三
国
一
富
士
田
曙

明
和
十
四
’
六
（
剛
）

三
国
伝
来
玉
藻
前

明
治
十
四
，
一
（
繩
）

三
国
渡
海
嶬
錦
袖
〔
さ
ん
ご
く
と
か
い
あ
さ
ひ
の
た
も
と
〕

明
治
十
’
二
（
唖
）

三
国
無
双
奴
請
状
さ
ん
ご
く
ぶ
そ
う
や
っ
こ
の
う
け
じ
よ
う

文
化
四
’
四
（
詔
）
七
’
五
・
十
一
（
鑓
）
十
四
’
七
（
調
）
天
保
九
’
十
（
帥
）
嘉

永
三
‐
一
（
川
）
安
政
四
’
十
一
（
川
）

三
七
信
孝
明
治
十
八
’
二
（
Ⅷ
）

三
十
石
艫
始
さ
ん
じ
っ
こ
ぐ
よ
ふ
ね
の
は
じ
ま
り

明
和
八
’
十
二
（
４
）
安
永
六
’
十
（
６
）
天
明
三
’
十
・
十
二
（
８
）
寛
政
七
‐

九
（
猫
）
八
１
十
一
（
万
）
文
化
八
’
九
・
十
一
（
詔
）
文
政
四
’
十
一
・
十
一
（
蝿
）

天
保
十
’
九
（
副
）

三
社
文
化
五
’
十
一
（
鋤
）
天
保
九
’
十
一
（
帥
）

三
社
大
津
画

寛
政
八
’
十
一
（
刀
）

州
三
間
堂
棟
由
来
さ
ん
じ
ゅ
う
さ
ん
げ
ん
ど
う
む
な
ぎ
の
ゆ
ら
い

文
政
五
’
四
（
妬
）
天
保
五
ｉ
九
（
的
）
弘
化
四
‐
九
（
川
）
明
治
二
十
－
三
（
伽
）

三
拾
三
所
霊
験
記

明
治
十
四
’
十
一
（
Ⅲ
）
十
五
’
五
（
Ⅷ
）

三
升
枡
勝
関
帳
貫
さ
ん
じ
よ
う
ま
す
み
い
り
の
ち
ょ
う
じ
め

弘
化
三
’
十
一
〔
剛
〕

三
朝
和
合
剣
さ
ん
ち
よ
う
わ
ご
う
の
つ
る
ぎ

寛
政
三
’
十
一
（
昭
）

三
度
笠
さ
ん
ど
が
さ

寛
政
八
’
六
（
Ⅳ
）

三
度
笠
恋
の
乗
掛
さ
ん
ど
が
さ
こ
い
の
の
り
か
け

寛
政
十
一
‐
十
一
（
劃
）
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四
海
泰
平
菊
水
巻
〔
し
か
い
た
い
へ
い
き
く
す
い
の
ま
き
〕

明
治
九
’
十
一
・
十
一
’
九
（
唖
）
十
九
’
五
（
蝋
）

籍
講
釈
し
か
た
こ
う
し
ゃ
く

文
化
四
’
八
（
”
）

飾
間
宅
兵
衛
し
か
ま
た
ぐ
べ
え

明
治
十
八
’
二
（
Ⅷ
）

真
写
い
ろ
は
日
記
し
き
う
つ
し
い
ろ
は
に
つ
き

天
保
元
Ｉ
四
〔
鯛
〕

敷
写
大
浪
花
八
景
し
き
う
つ
し
な
に
わ
は
つ
け
い

文
政
十
一
－
八
（
髄
）
天
保
二
－
五
（
粥
）

式
三
享
和
三
’
七
（
型
）
文
化
五
‐
十
一
（
鋤
）
文
政
二
’
十
一
（
盤
）
天
保
元
’
十
一

三
人
吉
三
廓
初
会
〔
さ
ん
に
ん
き
ち
ざ
く
る
わ
の
は
つ
か
い
〕

明
治
十
四
’
十
一
（
剛
）
十
五
’
四
（
剛
）
二
十
‐
一
（
Ⅷ
）
二
十
一
‐
二
（
剛
）

三
羽
鶴
中
吉
田
屋
さ
ん
ぱ
づ
る
な
か
の
よ
し
だ
や

嘉
永
五
’
十
一
〔
耐
〕

三
幅
対
和
歌
姿
画
〔
さ
ん
ぷ
く
つ
い
う
た
の
す
が
た
え
〕

天
保
九
’
三
〔
師
〕

三
幅
対
錦
絵

寛
政
八
’
十
一
（
〃
）

楼
門
五
山
桐
さ
ん
も
ん
ご
さ
ん
の
き
り

文
政
十
一
－
三
・
三
〔
皿
〕

楼
門
詠
千
本
さ
ん
も
ん
ひ
と
め
せ
ん
ぼ
ん

天
保
九
’
三
〔
師
〕

胆

（
鑓
）
四
’
十
（
錦
）
十
三
’
十
一
・
十
一
（
的
）

式
三
番
〔
し
き
さ
ん
ぱ
〕

寛
政
十
’
十
一
（
四
）
文
化
十
一
－
十
一
（
調
）
文
政
元
‐
十
一
（
⑱
）

式
三
番
更
文
化
二
’
十
二
・
三
’
四
（
”
）
明
治
十
五
’
三
（
剛
）
十
（
皿
）

式
三
番
更
引
抜

明
治
十
五
’
十
二
（
鵬
）

四
季
の
な
が
め
〔
し
き
〕
の
な
が
め

寛
政
六
－
一
（
妬
）

四
季
詠
＠
歳
し
き
の
な
が
め
ま
る
に
い
の
と
し

天
保
十
’
三
〔
鯛
〕

四
季
花
人
気
入
船

明
治
二
十
’
十
（
蝿
）

四
季
花
人
気
酉
歳
〔
し
き
の
は
な
に
ん
き
と
り
ど
し
〕

明
治
十
八
，
二
（
Ⅷ
）

四
季
模
様
白
縫
謹
〔
し
き
も
よ
う
し
ら
ぬ
い
ぱ
な
し
〕

明
治
七
’
十
一
（
剛
）
二
十
’
十
一
（
剛
）

四
十
八
手
恋
諸
訳
〔
し
じ
ゅ
う
は
っ
て
〕
こ
い
の
し
よ
わ
け

天
明
八
’
十
一
（
、
）

時
代
識
室
町
錦
繍
じ
だ
い
お
り
む
ろ
〔
ま
ち
に
し
〕
き

嘉
永
二
’
五
（
肌
）

七
五
三
橘
松
玉
鉾

明
治
九
’
十
一
（
醜
）

棚
花
街
文
章
じ
つ
く
ら
べ
く
る
わ
ぶ
ん
し
よ
う

天
保
八
’
三
〔
雌
〕

実
説
佐
野
武
勇
伝

明
治
二
十
’
九
（
剛
）
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七
宝
紋
日
彩

明
治
八
’
三
（
皿
）

七
宝
浜
真
砂
し
っ
ぽ
う
は
ま
の
ま
さ
ご

天
明
五
’
十
一
・
十
一
（
９
）
寛
政
九
‐
三
（
喝
）

四
天
王
寺
伽
藍
鑑
し
て
ん
の
う
じ
が
ら
ん
か
が
承

天
明
五
’
九
（
９
）
寛
政
十
二
－
七
（
幻
）
嘉
永
二
’
三
（
川
）
十
一
（
川
）

四
天
王
寺
浪
花
噂

明
治
十
五
’
五
（
Ⅷ
）

晶
影
猿
人
真
似
〔
し
〕
の
か
げ
さ
る
の
ひ
と
ま
ね

弘
化
四
’
八
（
的
）

回
影
猿
七
尺
〔
し
〕
の
か
げ
さ
る
も
し
ち
し
や
〔
く
〕

弘
化
三
’
七
（
ｗ
）

信
田
妻
し
の
だ
づ
ま

天
保
九
－
十
（
帥
）

信
田
妻
大
内
裏
鑑
し
の
だ
づ
ま
お
お
う
ち
か
が
象

天
保
六
‐
十
（
、
）

し
の
だ
の
ふ
た
り
妻
し
の
だ
の
ふ
た
り
づ
ま

寛
政
六
’
三
（
妬
）
十
二
’
八
（
瓢
）

信
田
森
弥
生
葛
葉
し
の
だ
の
も
り
〔
や
よ
い
〕
く
ず
の
〔
は
〕

弘
化
元
’
三
（
蛇
）

扶
売
三
つ
の
草
籠
し
の
ぶ
う
り
み
つ
の
く
さ
か
ご

弘
化
元
’
十
（
鯉
）

忍
艸
形
見
の
写
絵
し
の
ぶ
ぐ
さ
か
た
み
の
う
つ
し
え

文
化
十
二
‐
二
（
調
）

垣
衣
恋
写
絵
し
の
ぶ
ぐ
さ
こ
い
の
う
つ
し
え

天
明
七
１
十
二
（
、
）
文
化
五
，
一
（
調
）
天
保
十
二
’
五
（
部
）

支
本
盛
生
糸
商
法

明
治
二
十
一
，
九
（
Ⅷ
）

島
衞
月
白
浪
〔
し
ま
ち
ど
り
つ
き
の
し
ら
な
糸
〕

明
治
二
十
二
’
三
（
剛
）

島
原
染
七
種
模
様
〔
し
ま
〕
ば
ら
ぞ
め
な
な
く
〔
さ
も
よ
う
〕

天
保
十
’
八
（
鉦
）

島
廻
戯
聞
書
し
ま
め
ぐ
り
う
さ
の
き
き
が
き

寛
政
六
’
二
（
晦
）

島
廻
月
弓
張
し
ま
め
ぐ
り
つ
き
の
ゆ
み
は
り

文
化
五
‐
十
一
（
鋤
）
弘
化
四
’
二
（
兜
）

下
総
国
累
説
し
も
お
さ
の
く
に
か
さ
ね
も
の
が
た
り

天
明
元
’
七
（
７
）
寛
政
五
ｉ
九
（
蝿
）

霜
夜
鐘
十
字
辻
籏
〔
し
も
よ
の
か
ね
じ
ゅ
う
じ
の
つ
じ
う
ら
〕

明
治
十
四
‐
七
（
剛
）
十
六
，
一
（
蝿
）

釈
迦
一
代
記
〔
し
や
か
い
ち
だ
い
き
〕

明
治
十
三
－
四
（
剛
）

釈
迦
八
相
倭
文
庫
〔
し
ゃ
か
は
っ
そ
う
や
ま
と
ぶ
ん
こ
〕

明
治
十
’
二
（
醜
）

邪
乱
締
五
月
腹
帯
し
や
ら
ど
け
さ
つ
き
の
は
ら
お
び

天
明
六
ｌ
閨
十
（
、
）

寿
永
春
誉
の
景
清

肌
治
十
六
，
一
（
蝿
）

十
帖
源
氏
物
ぐ
さ
太
郎
じ
ゆ
う
じ
ょ
う
げ
ん
じ
も
の
ぐ
さ
た
ろ
う

天
保
三
‐
二
（
“
）

十
二
時
義
士
廻
文
じ
ゅ
う
に
と
き
ぎ
し
の
か
い
ぶ
ん

明
治
十
二
’
十
（
鯛
）

出
世
太
功
記
し
〔
ゅ
つ
せ
〕
た
〔
い
〕
こ
う
き

文
久
元
’
五
（
Ⅳ
）
明
治
一
一
十
二
‐
一
（
皿
）

出
世
太
功
記
娠
状

明
治
十
六
’
三
（
班
）
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出
世
太
平
記
〔
し
ゅ
っ
せ
た
い
へ
い
き
〕

明
治
十
ニ
ー
ニ
（
鯛
）

出
世
山
姥
旭
面
影
し
ゅ
つ
せ
や
ま
う
ぱ
〔
あ
さ
ひ
の
お
も
か
〕
げ

天
明
八
’
三
（
ｕ
）

春
興
恵
方
曙
〔
し
ゅ
ん
き
ょ
う
え
ほ
う
の
あ
け
ぼ
の
〕

嘉
永
元
’
一
（
川
）

春
色
梅
開
暦
〔
し
ゅ
ん
し
ょ
く
う
め
ご
よ
み
〕

慶
応
二
－
三
（
伽
）
明
治
十
三
’
十
二
（
剛
）
十
四
’
十
一
（
剛
）
十
五
，
一
（
期
）

六
（
Ⅲ
）
八
・
十
一
（
脱
）
十
九
’
五
（
咄
）
二
十
’
三
（
Ⅷ
）
二
十
二
’
三
（
皿
）

潤
色
女
雁
金
〔
じ
ゆ
ん
〕
し
ょ
く
お
ん
な
〔
か
り
〕
が
〔
ね
〕

弘
化
二
－
十
一
（
妬
）

生
写
朝
顔
話
．
し
よ
う
う
つ
し
あ
〔
さ
〕
が
お
ば
な
〔
し
〕

嘉
永
元
’
五
（
Ⅲ
）
明
治
三
’
四
（
Ⅷ
）
八
－
九
（
剛
）
十
七
’
十
（
Ⅷ
）
二
十
’
三

（
伽
）

生
写
廓
八
景
し
よ
う
う
つ
し
く
る
わ
は
っ
け
い

天
保
四
’
二
（
碗
）
九
（
昭
）

小
学
開
化
誉

明
治
九
’
六
（
剛
）

娼
妓
誠
開
化
夜
桜

明
治
十
四
’
十
一
（
断
）
＋
五
’
五
（
剛
）
十
一
（
脇
）
十
六
’
十
二
（
噸
）
十
七
，

一
（
Ⅷ
）

将
軍
太
郎
季
文
談
し
よ
う
ぐ
ん
た
ろ
う
承
ぱ
え
ぶ
ん
だ
ん

天
保
八
’
七
（
布
）

松
竹
梅
〔
し
よ
う
ち
く
ぱ
い
〕

寛
政
二
‐
二
（
狸
）

松
竹
梅
体
綜
し
よ
う
ち
く
ぱ
い
す
が
た
の
い
ろ
ど
り

安
政
三
’
十
一
（
皿
）

侠
競
黒
船
噺
し
よ
う
ね
く
ら
べ
く
る
ふ
れ
ぱ
な
し

天
保
五
’
五
（
ぬ
）

勝
武
革
奴
道
成
礎
し
ょ
う
ぶ
か
わ
や
つ
こ
ど
う
じ
ょ
う
じ

寛
政
五
－
一
（
皿
）

所
作
事
〔
し
よ
さ
ご
と
〕

安
政
六
’
十
一
（
咽
）
明
治
八
’
十
一
（
皿
）
十
三
’
十
二
（
腿
）

所
作
事
五
変
化

明
治
十
四
’
八
（
駅
）

諸
新
聞
道
化

明
治
一
一
十
六
－
八
（
Ⅷ
）

白
井
権
八
吉
原
通
し
ら
い
ど
ん
ぱ
ち
よ
し
わ
ら
が
よ
い

文
政
十
二
’
六
（
記
）

児
雷
也
豪
傑
謹
話
じ
ら
い
や
ご
〔
う
〕
け
〔
つ
も
の
〕
が
た
り

安
政
元
’
八
（
Ⅷ
）

新
薄
雪
物
語
し
ん
う
す
ゆ
き
も
の
が
た
り

安
永
元
’
十
二
（
５
）
寛
政
二
－
十
一
（
超
）
十
二
－
十
一
（
型
）
文
化
四
’
十
一

（
”
）
文
政
十
二
，
一
・
三
（
師
）
天
保
三
，
一
（
鯉
）
五
（
錨
）
十
一
‐
一
（
艶
）

十
二
ｌ
閨
一
（
師
）
十
三
’
十
一
・
十
一
（
的
）
十
一
（
卯
）
弘
化
二
－
五
（
妬
）

嘉
永
元
，
一
（
Ⅲ
）
’
’
’
十
一
（
価
）
六
’
二
（
川
）
安
政
二
’
十
一
・
十
一
（
皿
）

五
’
十
（
川
）
文
久
二
－
十
一
（
皿
）
明
治
元
‐
二
（
皿
）
四
‐
一
（
即
）
十
一
一
‐
二

（
蝿
）
十
三
’
十
（
剛
）
二
十
一
‐
二
（
Ⅷ
）

新
靱
八
百
屋
献
立

明
治
九
’
六
（
剛
）

新
織
入
帯
屋
注
文
し
ん
お
り
〔
い
り
〕
お
び
や
の
ち
ゆ
う
も
ん

天
保
元
’
八
・
九
〔
噸
〕

新
曲
高
尾
の
俄
悔
し
ん
き
よ
く
た
か
お
の
ざ
ん
げ

寛
政
十
二
’
三
（
皿
）

匿
気
楼
恋
悌
し
ん
き
ろ
う
こ
い
の
お
も
か
〔
げ
〕
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天
明
三
’
一
（
８
）

新
作
三
番
更

明
治
二
十
六
’
八
（
皿
）

真
実
伝
し
ん
じ
つ
で
ん

明
治
十
四
’
十
一
（
断
）
十
五
’
五
（
Ⅷ
）

信
州
於
六
櫛
し
ん
し
ゅ
う
お
ろ
く
ぐ
し

天
保
八
’
三
・
三
（
布
）
弘
化
三
’
五
（
ｗ
）
四
’
四
（
的
）
安
政
三
’
十
一
（
鯛
）

文
久
三
’
三
（
川
）
明
治
二
－
五
（
伽
）
十
四
’
十
二
（
剛
）
十
五
’
十
一
（
蝿
）

信
州
川
中
島
し
ん
し
ゅ
う
か
わ
な
か
じ
ま

文
化
九
’
八
（
鈍
）
天
保
八
１
九
（
”
）
十
四
－
二
（
卯
）
文
久
三
’
七
（
畑
）
明
治

十
五
’
九
（
皿
）

信
州
川
中
島
合
戦
し
ん
し
ゅ
う
か
わ
な
か
じ
ま
が
っ
せ
ん

文
化
二
’
十
一
・
十
二
（
”
）
五
’
七
（
調
）
十
四
’
九
（
調
）
文
政
九
’
三
（
銘
）

天
保
九
‐
一
（
沼
）
十
‐
九
（
瓢
）
嘉
永
二
－
五
（
川
）
四
’
八
（
川
）
安
政
元
’
十

（
川
）
万
延
元
’
四
（
川
）
明
治
二
’
十
一
（
伽
）
三
’
十
（
伽
）

心
中
翌
の
噂
し
ん
じ
ゅ
う
あ
す
の
う
わ
さ

文
政
三
’
十
・
十
（
蝿
）
四
’
十
二
（
妬
）
天
保
七
’
九
（
私
）
八
ｉ
八
（
布
）
十
‐

四
（
副
）
十
一
，
五
（
配
）
嘉
永
二
－
四
（
川
）

心
中
天
綱
島
し
ん
じ
ゅ
う
て
ん
の
あ
み
じ
ま

嘉
永
二
’
十
（
川
）
明
治
元
’
十
二
（
噸
）
十
一
－
十
（
醜
）
十
五
’
十
一
（
咄
）
二

十
‐
一
（
咄
）
二
十
一
‐
十
（
Ⅷ
）

心
中
の
べ
の
書
置

天
保
六
，
一
（
胡
）

神
通
矢
の
根
五
郎
し
ん
ず
う
や
の
ね
ご
ろ
う

寛
政
四
’
五
（
皿
）

仁
誠
誉
聞
書
〔
じ
ん
せ
い
ほ
ま
れ
の
き
き
が
き
〕

明
治
元
’
四
（
皿
）
十
（
皿
）

新
造
黒
船
説
し
ん
ぞ
う
ぐ
ろ
ふ
ね
ぱ
な
し

文
化
ニ
ー
閨
八
（
記
）

新
種
園
朝
顔
〔
し
ん
だ
れ
そ
の
の
あ
さ
が
お
〕

明
治
十
六
’
十
一
（
蝿
）

新
勅
嫁
入
小
鍛
治
し
ん
ち
よ
く
よ
め
い
り
こ
か
じ

文
化
十
’
五
（
謎
）
天
保
八
’
四
（
だ
）

新
版
歌
祭
文
し
ん
ば
ん
う
た
ざ
い
も
ん

文
化
元
’
八
（
弱
）
五
’
三
（
豹
）
七
（
釦
）
天
保
四
’
二
（
師
）
六
’
四
（
、
）
十

（
、
）
九
’
八
（
ね
）
弘
化
三
’
三
（
妬
）
明
治
十
’
二
・
十
一
，
九
（
剛
）
十
四
－

四
（
噸
）
十
五
‐
四
（
剛
）
五
（
即
）
九
（
皿
）
十
六
’
二
・
二
（
鵬
）
十
八
’
十
一

（
咄
）

新
板
越
白
浪
し
ん
ば
ん
こ
し
の
し
ら
な
み

嘉
永
四
‐
九
〔
剛
〕

新
改
版
道
中
双
六
し
ん
ば
ん
ど
う
ち
ゅ
う
す
ご
ろ
く

寛
政
七
’
十
一
（
略
）

新
板
天
網
島
し
ん
ば
ん
て
ん
の
あ
ぶ
じ
ま

寛
政
十
一
‐
六
（
鋤
）

新
聞
雀
興
音
羽
噂

明
治
一
一
十
’
二
（
Ⅷ
）

新
編
三
枝
諄
〔
し
ん
ぺ
ん
さ
い
ぐ
さ
も
の
が
た
り
〕

明
治
一
一
十
二
’
三
（
皿
）

新
模
様
御
誹
網
島
〔
し
ん
も
よ
う
こ
の
み
の
あ
み
じ
ま
〕

明
治
十
七
’
三
（
Ⅷ
）

新
吉
原
瀬
川
復
讐
し
ん
よ
し
わ
ら
せ
が
わ
の
あ
だ
う
ち

文
化
八
’
四
（
詔
）

神
霊
菅
原
道
実
記
〔
し
ん
れ
い
す
が
わ
ら
承
ち
ざ
ね
き
〕

明
治
十
三
‐
二
（
剛
）
十
七
‐
一
（
噸
）

神
霊
矢
口
渡
し
ん
れ
い
や
ぐ
ち
の
わ
た
し
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好
タ
同
士
川
添
柳
す
い
た
ど
し
か
わ
そ
う
や
な
ぎ

天
保
三
’
三
（
“
）

酔
菩
提
浪
花
達
引

明
治
二
十
上
（
咽
）

素
抱
地
す
お
う
の
だ
い
り

天
保
八
，
一
（
だ
）

容
競
出
入
湊
す
が
た
く
ら
べ
で
い
り
の
ゑ
な
と

天
明
八
－
八
（
ｕ
）
寛
政
四
’
十
（
皿
）
六
ｌ
九
（
お
）
八
’
八
（
刀
）
十
’
三
（
四
）

十
一
‘
九
（
鋤
）
享
和
一
一
，
一
・
二
（
詔
）
文
化
四
’
十
（
羽
）
六
’
六
（
釦
）
八
－

閏
二
（
記
）
十
二
－
三
（
記
）
文
政
四
’
十
二
（
妬
）
天
保
三
’
三
（
妬
）
七
’
十
・

十
一
（
河
）
九
’
十
一
（
帥
）
十
三
’
十
（
鯛
）
十
四
’
三
（
卯
）
嘉
永
二
’
四
（
川
）

安
政
六
’
八
（
岨
）
明
治
四
’
三
（
剛
）

姿
花
梅
の
由
兵
衛
す
が
〔
た
〕
の
は
な
う
〔
め
〕
の
よ
し
〔
く
え
〕

慶
応
三
’
四
（
皿
）

容
艶
花
娘
道
成
寺
す
が
た
の
は
な
む
す
め
ど
う
じ
ょ
う
じ

文
化
元
‐
一
（
型
）
三
（
鋸
）
四
’
三
（
詔
）
文
政
十
一
一
，
一
（
”
）
嘉
永
元
‐
一

（
川
）

姿
花
病
綿
絵
す
が
た
の
は
な
や
よ
い
の
に
し
き
え

享
和
二
－
五
（
魂
）
文
政
三
’
七
（
蝿
）
天
保
六
，
一
（
的
）
九
’
六
（
”
）
十
二
‐

五
〔
師
〕
弘
化
二
’
十
（
妬
）
三
’
十
一
（
ｗ
）
四
，
一
・
二
（
兜
）
六
（
的
）
嘉
永

六
’
五
・
九
・
安
政
元
ｌ
閨
七
（
Ⅷ
）
万
延
元
’
五
（
川
）
十
一
（
川
）
文
久
三
，

三
（
川
）
慶
応
二
－
一
（
Ⅷ
）
三
１
四
（
皿
）
明
治
元
’
十
二
（
噸
）
十
五
’
二
（
剛
）

四
（
剛
）
十
一
（
皿
）
十
六
，
一
（
肌
）
十
七
’
五
（
Ⅷ
）

新
暦
開
化
当
的
矢

明
治
十
五
’
十
（
皿
）
二
十
一
‐
一
（
Ⅷ
）

'団

文
政
十
二
－
三
〔
畑
〕

菅
原
伝
授
手
習
鑑
す
が
わ
ら
で
ん
じ
ゅ
て
な
ら
い
か
が
み

明
和
六
’
四
（
４
）
安
永
四
’
八
（
５
）
七
’
十
（
６
）
九
１
九
（
７
）
天
明
四
’
十

一
・
五
’
十
一
（
９
）
寛
政
元
Ｉ
八
（
理
）
六
’
四
（
妬
）
七
’
三
（
蝿
）
八
’
九

（
ｒ
）
九
’
九
（
肥
）
十
一
，
五
（
鋤
）
享
和
三
‐
二
（
認
）
十
・
十
二
（
型
）
文
化

元
’
十
一
（
お
）
四
’
四
（
記
）
六
’
五
・
六
（
劃
）
十
’
九
・
九
（
妬
）
十
一
一
’
八

（
Ｗ
）
文
政
元
，
一
（
調
）
五
‐
一
・
一
（
妬
）
十
一
（
妬
）
十
一
・
六
－
三
・
三

（
灯
）
八
’
四
（
蛆
）
九
，
二
・
三
（
副
）
十
一
，
五
〔
醜
〕
十
一
一
’
七
・
十
一
（
串
）

天
保
元
’
三
（
的
）
十
一
・
十
一
（
館
）
三
’
五
・
七
（
髄
）
五
’
五
（
的
）
六
’
四

（
、
）
七
’
三
・
三
（
池
）
八
（
祠
）
八
，
二
（
布
）
九
’
二
（
沼
）
十
！
十
二
（
艶
）

十
二
－
八
（
師
）
十
三
’
九
（
的
）
十
四
’
十
一
（
蛇
）
弘
化
元
’
三
（
蛇
）
十
一

（
“
）
二
－
十
一
（
％
）
四
‐
‐
八
（
的
）
嘉
永
元
’
四
（
Ⅲ
）
九
・
十
・
十
一
（
皿
）

三
’
十
一
（
川
）
四
’
九
（
川
）
安
政
二
’
十
二
（
Ⅲ
）
六
ｉ
三
・
五
（
咽
）
文
久
元

，
十
一
（
皿
）
慶
応
三
’
八
（
Ⅲ
）
明
治
元
’
十
二
（
噸
）
三
’
五
（
伽
）
十
三
’
十

（
剛
）
十
四
’
十
（
剛
）
十
五
‐
五
（
剛
）
十
六
’
十
二
（
蝿
）
十
八
－
十
一
（
咄
）

助
六
由
縁
江
戸
桜
す
け
ろ
く
ゆ
か
り
の
え
ど
ざ
く
ら

文
政
十
一
，
三
〔
皿
〕
天
保
元
’
三
（
弱
）
弘
化
三
‐
一
（
妬
）
安
政
元
－
－
（
川
）

四
’
八
（
咽
）

雀
模
様
風
当
世
形
〔
す
ず
め
も
よ
う
ね
ず
み
の
し
ん
が
た
〕

明
治
十
五
’
九
（
皿
）

隅
田
春
妓
女
容
性
す
だ
の
は
る
げ
い
こ
か
た
ぎ

寛
政
十
一
－
三
（
鋤
）
文
政
元
‐
五
・
八
・
十
一
（
知
）
八
１
八
（
卵
）
九
‐
一
（
副
）

十
一
，
五
・
八
・
九
・
九
（
砧
）
天
保
元
’
六
（
帥
）
二
‐
一
・
二
（
“
）
・
七
（
錨
）

三
’
三
（
“
）
七
（
妬
）
十
一
（
“
）
五
‐
一
（
肥
）
六
’
三
（
加
）
七
’
三
（
池
）
九

，
九
（
沌
）
弘
化
元
’
四
（
蛇
）
二
’
四
（
的
）
三
‐
一
（
％
）
・
十
一
（
蛇
）
四
’
六

（
的
）
嘉
永
元
’
二
（
川
）
’
’
’
八
（
川
）
四
’
三
（
川
）
安
政
四
’
十
一
（
皿
）
万

延
元
’
九
（
川
）
・
九
（
Ⅲ
）
元
治
元
’
八
（
Ⅷ
）
慶
応
三
’
九
（
皿
）
明
治
元
’
五

（
脇
）
明
治
十
五
’
六
（
Ⅲ
）
十
九
’
五
（
咄
）
’
’
十
’
八
（
Ⅷ
）
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須
磨
浦
源
平
郷
濁

明
治
十
五
’
七
（
Ⅲ
）

須
磨
都
源
平
蹴
畷
す
ま
の
象
や
こ
げ
ん
ぺ
い
つ
つ
じ

文
政
元
’
五
（
鉛
）
二
’
五
（
虹
）
三
’
五
（
妃
）
天
保
三
’
六
（
師
）
・
□
（
髄
）
八

，
七
（
布
）
九
’
七
（
ね
）
十
二
（
帥
）
十
一
，
二
（
銘
）
六
・
八
（
艶
）
十
（
弱
）

弘
化
元
’
五
・
八
（
兜
）
十
一
（
鯉
）
四
’
八
（
的
）
嘉
永
二
１
－
（
川
）
九
・
九

（
川
）
三
’
九
（
川
）
安
政
二
’
十
二
（
Ⅲ
）
文
久
元
Ｉ
十
一
・
二
’
十
（
川
）
慶
応

三
’
八
（
皿
）
・
十
一
（
皿
）
明
治
元
’
八
（
皿
）
三
’
三
（
、
）
五
‐
九
（
Ⅷ
）
十
三

－
十
（
剛
）
十
五
’
五
（
剛
）
十
六
’
十
二
（
蝿
）
十
八
’
十
一
（
Ⅷ
）

隅
田
川
恨
悌
す
み
だ
が
わ
う
ら
み
の
お
も
か
げ

天
保
七
１
八
（
沼
）

隅
田
川
恋
悌

明
治
十
四
’
十
一
（
剛
）

隅
田
川
続
悌
※
す
象
だ
が
わ
ご
に
ち
の
お
も
か
げ

寛
政
十
二
’
十
（
虹
）
文
化
五
‐
一
（
羽
）
十
ニ
ー
ニ
（
髄
）
文
政
三
’
三
（
妃
）
九

‐
二
（
皿
）
十
１
－
（
認
）
四
・
五
（
別
）
十
一
，
七
（
弱
）
天
保
元
’
四
・
五
（
帥
）

六
（
団
）
二
－
一
（
“
）
三
’
四
・
四
・
五
・
五
（
錨
）
六
’
三
（
、
）
七
’
五
・
五

（
池
）
九
’
七
（
刃
）
十
’
九
（
躯
）
十
一
‐
八
（
“
）
十
二
’
一
（
蹄
）
閨
一
・
五

（
師
）
七
（
師
）
十
三
，
一
（
銘
）
十
四
ｉ
二
（
帥
）
・
八
（
虹
）
弘
化
二
’
三
（
“
）

四
－
一
（
兜
）
九
・
十
一
（
川
）
安
政
二
－
五
（
Ⅲ
）
明
治
元
’
五
・
七
（
鯛
）
二
－

八
（
酬
）
三
‐
一
（
剛
）
九
’
五
（
剛
）
十
三
‐
十
（
剛
）
十
四
‐
四
（
噸
）
十
五
’
十

一
・
十
一
（
蝋
）

隅
田
川
須
田
の
賑
す
み
だ
が
わ
す
だ
の
に
ぎ
わ
い

天
保
五
’
五
（
的
）

隅
田
川
対
悌
す
ゑ
だ
が
わ
つ
い
の
お
も
か
げ

文
政
四
’
十
（
鍋
）

隅
田
川
続
悌
す
み
だ
が
わ
っ
づ
く
お
も
か
げ
↓
す
承
だ
が
わ
ご

に
ち
の
お
も
か
げ

隅
田
川
月
悌

明
治
二
十
‐
五
（
Ⅷ
）

隅
田
川
後
悌
す
象
だ
が
わ
の
ち
の
お
も
か
げ
↓
す
み
だ
が
わ
ご

に
ち
の
お
も
か
げ

隅
田
川
花
御
所
染
す
承
だ
が
わ
は
な
の
ご
し
ょ
ぞ
め

文
政
三
－
八
（
妃
）
四
’
三
・
三
（
“
）
弘
化
元
’
九
（
兜
）
明
治
三
，
一
・
五
（
Ⅷ
）

明
治
二
十
‐
一
（
咄
）

隅
田
川
花
の
綿
絵
す
〔
み
だ
〕
が
わ
は
な
の
に
し
き
え

明
治
元
’
五
（
畑
）

隅
田
川
都
鳥
一
群

明
治
六
’
四
（
剛
）

隅
田
川
紫
悌
す
み
だ
が
わ
ゆ
か
り
の
お
も
か
げ

文
化
九
’
八
（
謎
）

隅
田
春
妓
女
容
性
す
ゑ
だ
の
は
る
げ
い
こ
か
た
ぎ
↓
す
だ
の
は
る
げ

い
こ
か
た
ぎ

住
の
江
八
景
す
ゑ
の
え
は
っ
け
い

文
化
七
’
八
（
犯
）

住
吉
物
狂
ひ
す
ゑ
よ
し
も
の
ぐ
る
い

天
明
元
’
十
（
７
）

勢
州
阿
漕
浦
せ
い
し
ゅ
う
あ
こ
ぎ
が
う
ら

明
和
二
－
七
（
３
）
天
保
元
’
八
（
団
）
十
一
（
鯉
）
四
’
十
一
（
銘
）
八
’
八
（
だ
）

十
二
‐
一
（
開
）
弘
化
二
－
三
（
処
）
三
’
八
（
功
）
嘉
永
四
’
九
・
十
一
（
川
）
文

久
三
’
四
（
川
）

誠
忠
義
士
元
録
歌
舞
妓
〔
せ
い
ち
ゅ
う
ぎ
し
げ
ん
ろ
く
か
ぶ
き
〕

明
治
十
五
’
三
（
剛
）

囹
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誠
忠
義
士
伝
〔
せ
い
ち
ゅ
う
ぎ
し
で
ん
〕

明
治
十
四
‐
一
（
鯛
）

誠
忠
義
臣
伝

明
治
十
一
‐
二
（
剛
）

誠
忠
誉
強
勇
〔
せ
い
ち
ゅ
う
ほ
ま
れ
の
つ
わ
も
の
〕

明
治
六
’
二
（
剛
）

西
南
夢
物
語
〔
せ
い
な
ん
ゆ
め
も
の
が
た
り
〕

明
治
十
一
，
三
（
醜
）

清
和
源
氏
十
五
段
せ
い
わ
げ
ん
じ
じ
ゅ
う
ご
だ
ん

文
政
五
１
九
（
妬
）

世
界
平
氏
梅
顔
競
せ
か
い
は
た
い
ら
う
め
の
か
お
み
せ

天
保
八
’
十
一
〔
剛
〕

瀬
川
の
仇
浪
せ
が
わ
の
あ
だ
な
み

享
和
三
‐
五
（
型
）

関
取
千
両
幟
・
せ
き
と
り
せ
ん
り
ょ
う
の
ぼ
り

安
永
四
’
八
（
５
）
文
化
六
’
七
・
八
（
劃
）
七
’
五
・
十
一
（
躯
）
八
’
四
（
詔
）

文
政
三
’
五
（
妃
）
六
（
“
）
四
’
十
（
妬
）
五
‐
三
（
妬
）
六
’
五
・
七
（
鞭
）
九
‐

五
・
六
（
顕
）
十
‐
一
（
弱
）
十
一
一
’
九
（
昭
）
天
保
元
‐
一
（
弱
）
三
，
一
（
“
）

八
（
髄
）
七
’
三
（
”
）
九
・
九
（
沼
）
九
（
私
）
八
’
九
（
”
）
九
－
八
（
刃
）
十
‐

十
一
（
配
）
十
一
，
四
（
配
）
七
（
“
）
十
三
’
十
二
（
帥
）
弘
化
三
’
五
（
％
）
四

，
十
（
川
）
嘉
永
元
’
十
一
（
皿
）
二
’
五
・
八
（
皿
）
安
政
三
’
十
一
（
皿
）
六
－

三
（
噸
）
文
久
元
１
十
一
（
肌
）
二
‐
十
二
（
川
）
明
治
元
’
十
（
皿
）
十
四
‐
十

（
剛
）
十
五
’
六
・
七
（
Ⅷ
）
十
六
’
二
（
岨
）
十
二
（
噸
）
十
八
’
二
（
伽
）
十
一

（
Ⅷ
）

関
取
二
代
鑑
せ
き
と
り
に
だ
い
か
が
承

安
永
五
ｉ
六
（
５
）
文
政
一
一
’
四
・
四
（
虹
）
天
保
七
‐
一
（
、
）
弘
化
四
‐
三
（
兜
）

安
政
三
’
九
（
皿
）
慶
応
三
’
十
一
（
皿
）
明
治
二
’
七
・
八
（
Ⅲ
）

関
取
二
代
勝
負
附
せ
き
と
り
に
だ
い
の
し
ょ
う
ぶ
づ
け

寛
政
四
’
七
（
皿
）
文
政
十
二
’
三
・
天
保
元
’
九
・
十
一
‐
十
（
“
）

関
の
戸
〔
せ
き
の
と
〕

明
治
十
四
－
四
（
噸
）

雪
月
花
〔
せ
つ
げ
つ
か
〕

文
化
十
四
’
十
一
（
調
）
文
政
元
’
十
一
（
犯
）

雪
月
花
寿
式
三
せ
つ
げ
つ
か
ｌ

文
政
元
’
四
（
調
）

摂
州
合
邦
辻
せ
つ
し
ゅ
う
が
つ
ぼ
う
が
つ
じ

天
保
七
’
十
一
（
だ
）
十
‐
三
（
副
）
十
一
‐
五
（
錦
）
文
久
二
‐
五
（
川
）
明
治
十

四
‐
八
（
剛
）
十
七
，
一
・
一
（
Ⅷ
）
十
八
‐
十
一
（
咄
）

摂
州
渡
辺
橋
供
養
〔
せ
つ
〕
し
〔
ゅ
う
〕
わ
た
な
く
は
し
く
よ
う

文
久
元
Ｉ
八
（
川
）
十
一
（
叩
）
明
治
十
一
，
十
（
唖
）

世
話
料
理
八
百
屋
献
立
せ
わ
り
ょ
う
り
や
お
や
こ
ん
だ
て

天
明
八
’
三
・
五
（
ｕ
）
寛
政
六
‐
三
（
鴫
）
九
‐
七
（
肥
）
文
化
四
－
一
（
躯
）
六

！
二
・
五
（
鋤
）
十
八
（
調
）
十
一
‘
九
（
調
）
十
三
‐
十
一
（
犯
）
文
政
元
’
四

（
鍋
）
二
‐
十
（
虹
）
五
’
五
（
妬
）
七
’
十
（
⑱
）
十
‐
五
（
型
）
天
保
五
’
五
・
六

‐
一
（
的
）
五
（
、
）
七
’
九
（
河
）
十
‐
八
（
別
）
弘
化
三
’
七
・
九
（
ｗ
）
嘉
永

二
’
九
（
伽
）
万
延
元
’
四
（
川
）
明
治
七
‐
十
（
剛
）
十
五
’
四
（
剛
）

善
悪
草
流
行
新
形

明
治
十
七
’
十
一
（
Ｗ
）

千
石
積
湊
大
入
船
せ
ん
ご
く
づ
み
〔
み
な
と
の
い
り
ふ
れ
〕

明
治
七
’
九
（
剛
）
十
二
（
剛
）

泉
水
月
写
悌

明
治
十
三
‐
十
（
剛
）
十
九
‐
一
（
Ⅷ
）
二
十
Ｉ
六
（
Ⅷ
）
’
’
十
一
‐
十
一
（
皿
）

全
盛
陸
奥
山
ぜ
ん
せ
い
こ
が
れ
の
は
な

天
保
元
‐
三
〔
脇
〕

全
盛
雪
長
柄
ぜ
ん
せ
い
ゆ
き
の
だ
て
が
さ

文
政
三
‐
十
一
（
“
）
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早
学
文明
治
十
五
’
五
（
即
）

増
補
阿
漕
浦

明
治
十
五
’
十
一
（
鵬
）

増
補
黄
烏
墳
ぞ
う
ほ
う
ぐ
い
す
づ
か

天
保
八
’
九
〔
Ⅸ
〕

増
補
薄
雪
物
語
ぞ
う
ほ
う
す
ゆ
き
も
の
が
た
り

寛
政
八
‐
一
・
四
（
ｗ
）
文
化
二
－
八
（
妬
）
天
保
元
’
三
（
弱
）
十
三
‐
二
（
錫
）

増
補
艶
色
賊
ぞ
う
ほ
こ
い
の
し
ら
な
み

文
政
二
‐
十
一
（
盤
）
安
政
元
‐
十
一
（
川
）

増
補
雪
月
花
ぞ
う
ほ
せ
つ
げ
つ
か

先
代
蘓
実
記

明
治
二
十
‐
十
一
（
Ⅷ
）

先
代
萩
実
録

明
治
十
四
’
四
（
鮪
）

先
代
萩
伊
達
実
録

明
治
十
六
’
三
（
腿
）

先
陣
藤
戸
誉

文
化
十
四
’
七
（
鍋
）

賎
別
画
工
誉

安
永
八
’
九
（
６
）

饒
別
筥
孤
形

安
永
六
’
十
（
６
）

千
金
手
綱
恋
染
込

安
政
四
’
八
（
肥
）

囹

〔
せ
ん
だ
い
は
ぎ
じ
つ
る
ノ
、
〕

せ
ん
じ
ん
ふ
じ
〔
ど
〕
の
〔
ほ
ま
れ
〕

せ
ん
べ
つ
が
こ
う
の
ほ
ま
れ

〔
せ
ん
べ
つ
は
こ
い
り
に
ん
ぎ
よ
う
〕

せ
ん
り
ょ
う
〔
た
づ
な
こ
い
の
〕
そ
〔
め
こ
象
〕

天
保
九
’
九
（
ね
）
明
治
十
’
三
（
醜
）
十
五
‐
九
（
蝿
）
十
二
（
蝿
）

増
補
天
網
島
ぞ
う
ほ
て
ん
の
あ
み
じ
ま

嘉
永
二
！
十
一
（
川
）
安
政
元
－
－
（
川
）
十
一
（
川
）
文
久
一
－
１
十
二
（
川
）

増
補
浪
花
鑑
ぞ
う
ほ
な
に
わ
か
が
象

明
和
六
’
七
（
４
）

増
補
北
条
時
頼
記
ぞ
う
ほ
ほ
う
じ
ょ
う
じ
ら
い
き

天
保
元
’
三
（
弱
）
十
一
・
十
一
（
“
）
三
’
五
（
鮪
）
弘
化
元
’
三
（
蛇
）

増
補
八
百
屋
献
立

明
治
二
十
’
二
（
Ⅷ
）

相
馬
太
郎
色
旗
上
〔
そ
う
ま
た
ろ
う
い
ろ
の
は
た
あ
げ
〕

明
治
二
’
七
（
Ⅷ
）

相
馬
太
郎
箏
文
談
そ
う
ま
た
ろ
う
承
ぱ
え
ぶ
ん
だ
ん

天
明
六
’
三
（
皿
）
明
治
四
’
七
（
伽
）
二
十
‐
九
（
Ⅷ
）

曽
我
評
判
比
翼
男
そ
が
ひ
ょ
う
ば
ん
ひ
よ
く
お
と
こ

天
保
元
，
一
〔
鯛
〕

曽
我
風
流
家
春
駒
そ
が
ふ
う
り
ゅ
う
か
れ
い
の
は
る
ご
ま

弘
化
二
－
一
〔
剛
〕

曽
我
物
語
〔
そ
が
も
の
が
た
り
〕

明
治
十
四
’
十
二
（
剛
）

曽
我
物
語
裾
野
誉

明
治
十
一
，
二
・
九
（
腿
）

曽
我
蝶
衞
比
翼
結
そ
が
も
よ
う
ひ
よ
く
の
と
も
ぐ
象

天
保
八
，
一
〔
剛
〕

袖
懐
紙
金
沢
日
記
〔
そ
で
か
い
し
か
な
ざ
わ
に
つ
き
〕

明
治
十
’
十
一
（
剛
）

袖
硯
伊
賀
越
日
記
そ
で
す
ず
り
い
が
ご
え
に
つ
き

弘
化
二
’
三
（
“
）

袖
硯
故
郷
錦
そ
で
す
〔
ず
〕
り
こ
き
ょ
う
の
に
〔
し
き
〕
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嘉
永
六
’
五
（
川
）

袖
簿
播
州
廻
そ
で
に
つ
き
ば
ん
し
ゅ
う
め
ぐ
り

安
永
八
’
三
（
６
）

袖
浦
古
郷
錦
そ
〔
で
〕
の
う
ら
こ
き
ょ
う
〔
の
〕
に
し
〔
き
〕

万
延
元
Ｉ
九
（
川
）
明
治
十
八
’
三
（
伽
）

曽
根
崎
村
噂
そ
れ
ざ
き
む
ら
の
う
わ
さ

文
化
十
二
’
五
（
幻
）
弘
化
一
一
’
九
（
妬
）

其
悌
浅
間
獄
そ
の
お
も
か
げ
あ
さ
ま
が
だ
け

文
化
元
’
八
（
弱
）

其
悌
東
錦
絵
そ
の
お
も
か
げ
あ
ず
ま
の
に
し
き
え

文
政
八
’
十
（
副
）

第
二
番
目
九
変
化
そ
の
こ
う
へ
ん
は
な
の
こ
こ
の
え

天
保
元
’
三
〔
鯛
〕

其
九
絵
彩
四
季
桜
そ
の
こ
こ
の
え
さ
い
し
き
さ
く
ら

文
化
十
三
’
三
（
諏
）

其
姿
感
功
桜
そ
の
す
が
た
か
ん
こ
う
ざ
く
ら

文
化
十
二
－
一
（
記
）

其
常
盤
津
仇
兼
言
そ
の
と
き
わ
ず
あ
だ
な
か
ね
ご
と

文
政
四
’
七
（
“
）

雪
月
花
洛
曙
そ
の
な
が
め
み
や
こ
の
あ
け
ぼ
の

天
保
二
，
二
（
舵
）

園
雪
恋
組
題
そ
の
の
ゆ
き
こ
い
の
く
み
だ
い

文
化
十
三
’
二
・
二
（
ｗ
）
天
保
十
二
’
三
（
髄
）

薗
生
の
旅
衣
そ
の
ふ
の
た
び
ご
ろ
も

寛
政
十
二
－
四
（
瓢
）

其
儘
浅
間
嶽
そ
の
ま
ま
に
あ
さ
ま
が
だ
け

天
保
七
’
九
〔
皿
〕

其
儘
古
服
帷
そ
の
ま
ま
ふ
る
て
か
た
び
ら

寛
政
八
’
六
（
Ⅳ
）

其
往
昔
恋
江
戸
染
そ
の
む
か
し
こ
い
の
え
ど
ぞ
め

文
政
三
’
四
・
五
（
狸
）

其
昔
恋
緋
纈
そ
の
む
か
し
こ
い
の
ひ
が
の
こ

文
政
四
’
九
（
妬
）

其
昔
往
四
谷
怪
談
そ
の
〔
む
か
し
よ
つ
〕
や
〔
か
い
だ
ん
〕

嘉
永
二
‐
十
一
（
川
）

染
模
様
妹
背
門
松
そ
め
も
よ
う
い
も
せ
の
か
ど
ま
つ

寛
政
八
’
五
（
Ⅳ
）
九
ｌ
閨
七
（
班
）
享
和
元
’
三
（
型
）
文
化
四
’
六
（
魂
）
文
政

三
’
二
・
五
（
⑫
）
十
’
七
（
理
）
十
二
－
二
（
師
）
十
（
記
）
天
保
元
’
八
・
九
・

九
（
田
）
七
’
十
（
私
）
九
，
一
（
沼
）
十
’
三
（
鉦
）
九
（
躯
）
十
一
‐
十
（
妬
）
十

三
’
五
（
銘
）
弘
化
三
１
十
（
ｗ
）
四
’
三
（
兜
）
嘉
永
元
’
三
・
四
（
皿
）
｜
｜
‐
二

（
肥
）
安
政
二
’
十
一
（
Ⅲ
）
四
’
四
（
畑
）
文
久
一
一
’
十
一
（
Ⅷ
）
慶
応
二
’
十
二

（
Ⅷ
）
明
治
二
－
九
（
伽
）
十
一
，
六
（
醜
）
十
一
一
，
二
（
鯛
）
十
四
’
十
一
（
剛
）

二
十
’
三
（
Ⅷ
）

染
模
様
難
波
土
産
そ
め
も
よ
う
な
に
わ
み
や
げ

文
政
四
’
三
（
“
）

染
わ
け
手
綱
そ
め
わ
け
た
づ
な

享
和
元
’
七
（
配
）

抑
妓
芸
濫
鵤
そ
も
そ
も
か
ぶ
き
の
ゆ
ら
い

文
化
十
四
’
十
一
（
調
）

台
頭
縁
色
幕
※
だ
い
が
し
ら
え
ん
の
い
ろ
ま
く

安
永
七
’
四
（
６
）
天
保
七
－
十
一
（
私
）

台
頭
霞
色
幕
だ
い
が
し
ら
か
す
み
の
い
ろ
ま
く

天
保
九
’
三
（
沼
）

園』
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台
頭
緑
色
幕
だ
い
が
し
ら
承
ど
り
の
い
ろ
ま
く

天
保
五
’
八
（
的
）
八
’
九
（
両
）
十
四
’
四
（
卯
）
弘
化
元
’
九
（
卵
）
安
政
三
‐

八
（
皿
）

台
頭
縁
色
幕
だ
い
が
し
ら
ゆ
か
り
の
そ
め
ま
く
↓
だ
い
が
し
ら

え
ん
の
い
ろ
ま
く

台
柏
縁
色
幕
だ
い
が
し
わ
ゆ
か
り
の
そ
め
ま
く

文
化
十
三
’
九
（
詔
）

大
柏
茜
色
幕

明
治
十
四
－
一
（
鮪
）

大
願
成
就
誓
神
通
た
い
が
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ
ち
か
い
の
じ
ん
つ
う

文
化
八
’
十
二
（
詔
）

大
経
師
昔
暦
だ
い
き
ょ
う
じ
む
か
し
ご
よ
承

文
化
九
’
三
（
詔
）
十
二
’
五
（
説
）
文
政
七
’
四
（
妃
）
十
一
－
十
（
記
）
天
保
二

’
十
（
“
）
八
’
九
・
十
一
（
両
）
十
一
，
四
（
記
）
十
二
－
十
一
（
飯
）
弘
化
二
，

九
（
妬
）
嘉
永
元
’
九
（
皿
）
二
’
三
（
川
）
安
政
元
’
三
（
川
）
十
一
（
川
）
万
延

元
’
五
（
川
）
文
久
三
’
五
（
川
）
慶
応
元
’
八
（
Ⅷ
）
明
治
二
‐
二
（
脳
）
三
‐
一
・

三
（
Ⅷ
）
九
’
六
（
剛
）
十
五
’
十
一
・
十
二
（
噸
）
十
六
’
二
（
蝿
）
十
八
－
十
一

（
蝿
）
二
十
一
－
十
一
（
皿
）

太
功
艶
書
合
た
い
こ
う
え
ん
し
よ
あ
わ
せ

天
保
元
Ｉ
閨
三
（
㈹
）

大
剛
気
西
戎
征
罰
だ
い
こ
う
き
い
こ
ぐ
せ
い
ば
ち

寛
政
二
’
十
（
理
）

太
功
出
世
染
〔
た
い
〕
こ
う
〔
し
ゅ
っ
〕
せ
ぞ
〔
め
〕

弘
化
四
！
三
（
兜
）
安
政
三
’
五
（
皿
）

大
功
真
顕
記
た
い
こ
う
し
ん
げ
ん
き

天
明
七
－
三
・
八
（
皿
）

大
黒
天
だ
い
こ
ぐ
で
ん

明
和
四
’
十
一
（
３
）

大
師
河
原
利
桾
櫛
だ
い
し
が
わ
ら
り
し
よ
う
の
つ
ま
ぐ
し

天
保
十
’
七
〔
噸
〕

大
西
洋
夢
路
渡
海
た
い
せ
い
よ
う
ゆ
め
じ
の
と
う
か
い

明
治
六
’
四
（
剛
）

大
内
裏
大
友
真
烏
だ
い
だ
い
り
お
お
と
も
の
ま
と
り

天
明
二
－
七
（
８
）
天
保
元
’
九
（
団
）
嘉
永
二
’
五
（
川
）

怠
惰
勉
強
心
組
織
〔
た
い
だ
く
ん
き
ょ
う
こ
こ
ろ
の
く
ぷ
お
り
〕

明
治
二
十
’
十
一
（
蝿
）

大
都
会
見
取
曽
我
だ
い
と
か
い
桑
と
り
そ
が
↓
さ
ん
が
の
つ
み
ど
り

そ
が

太
平
記
嶬
鎧
た
い
へ
い
き
あ
さ
ひ
の
よ
ろ
い

天
明
五
’
八
（
９
）
寛
政
二
－
五
（
吃
）
十
二
’
八
（
幻
）

太
平
記
兜
競
た
い
へ
い
き
か
ぶ
と
く
ら
べ

天
保
七
’
六
（
池
）

太
平
記
菊
水
之
巻
た
い
へ
い
き
き
く
す
い
の
ま
き

寛
政
五
‐
九
・
六
’
八
（
妬
）
享
和
元
’
九
（
理
）
文
化
十
一
－
九
・
九
（
妬
）
文

政
四
’
九
（
妬
）
天
保
十
三
’
八
（
的
）

太
平
記
忠
臣
講
釈
た
い
へ
い
き
ち
ゅ
う
し
ん
こ
う
し
や
く

安
永
三
’
十
二
（
５
）
寛
政
二
’
六
（
狸
）
十
一
（
過
）
五
’
八
（
巧
）
七
１
八
（
恥
）

十
－
八
（
⑲
）
十
二
Ｉ
閨
四
（
虹
）
享
和
二
’
九
（
詔
）
文
化
元
’
十
一
（
班
）
十
二

－
十
一
（
訂
）
十
三
’
十
二
（
記
）
文
政
元
’
五
（
幻
）
四
’
五
（
狸
）
十
一
（
妬
）

五
’
十
一
・
六
’
五
（
々
）
七
，
一
（
妃
）
八
’
八
・
八
（
卵
）
十
一
（
瓢
）
天
保
七

‐
一
（
両
）
十
ｉ
八
（
釦
）
嘉
永
五
’
十
一
（
咄
）
安
政
四
’
五
（
肥
）
文
久
元
‐
十

一
（
畑
）
明
治
三
’
十
一
（
伽
）
二
十
一
，
十
一
（
皿
）

太
平
記
読
切
講
釈
た
い
へ
い
き
よ
み
き
り
こ
う
し
や
く

天
保
十
三
’
十
一
（
的
）

平
惟
茂
凱
陣
紅
葉
た
い
ら
の
こ
れ
も
ち
が
い
じ
ん
も
象
じ

安
永
六
’
八
（
５
）
天
明
六
’
二
（
加
）
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蝉
柳
江
口
渉
た
お
や
な
ぎ
え
ぐ
ち
の
わ
た
し

寛
政
六
’
二
（
巧
）

高
台
橋
謬
勝
負
附
た
か
き
や
ぱ
し
け
ん
か
の
し
ょ
う
ぶ
づ
け

天
明
八
’
五
・
六
（
、
）
寛
政
十
二
－
六
（
虹
）

高
瀬
川
恋
絞
た
か
せ
が
わ
こ
い
の
ひ
き
づ
な

文
化
二
’
五
（
虹
）

高
根
雪
伊
達
実
記
〔
た
か
ね
の
ゆ
き
だ
て
じ
つ
き
〕

明
治
十
五
’
五
（
Ⅷ
）
十
六
’
四
（
蝿
）

高
橋
於
伝
毒
婦
説

明
治
十
四
’
六
（
剛
）

高
蒔
画
色
蔦
島
台
〔
た
か
ま
き
え
い
る
の
し
ま
だ
い
〕

明
治
七
’
十
一
（
剛
）

竹
秋
吉
原
雀
た
け
の
あ
き
よ
し
わ
ら
す
ず
め

寛
政
四
Ｉ
閏
二
（
昭
）
五
（
皿
）

田
ご
と
の
に
し
き
か
す
ふ
の
あ
や
お
り

寛
政
元
－
－
（
、
）

太
刀
作
武
蔵
折
物
た
ち
づ
く
り
む
さ
し
が
わ
ざ
も
の

天
保
元
’
六
〔
畑
〕

龍
城
縁
珠
取
た
つ
の
承
や
こ
え
に
し
の
た
ま
と
り

文
化
元
’
三
・
四
（
弱
）

晶
眉
多
金
大
入
盃
た
っ
ぷ
り
う
け
た
こ
が
れ
の
さ
か
ず
き

天
保
元
’
十
一
（
“
）

伊
達
櫓
菊
彩
だ
て
い
〔
と
〕
う
き
く
の
い
ろ
ど
り

文
政
九
’
九
（
詔
）

髻
真
烏
日
記
た
て
が
拳
ま
と
り
に
つ
き

文
政
九
’
八
（
認
）

達
競
桐
檜
扇

文
政
十
ｌ
□
（
型
）

伊
達
競
阿
国
戯
場
だ
て
く
ら
べ
お
く
に
か
ぶ
き

文
政
十
二
－
三
〔
齢
〕
八
・
九
（
記
）
天
保
十
’
十
（
銘
）
明
治
二
－
三
（
鰯
）

競
か
し
ぐ
の
紅
翅
だ
て
く
ら
べ
か
し
ぐ
の
尋
へ
に
が
き

文
化
五
’
五
（
四
）
天
保
四
’
四
（
師
）

侠
競
廓
日
記
だ
て
く
ら
べ
く
る
わ
に
つ
き

寛
政
十
二
’
九
（
幻
）

伊
達
競
曽
我
日
記
だ
て
く
ら
べ
そ
が
に
つ
き

明
和
二
－
五
（
３
）

侠
競
浪
花
男
だ
て
く
ら
べ
な
に
わ
お
と
こ

明
和
八
’
五
（
４
）

達
競
花
川
戸
〔
だ
て
〕
く
〔
ら
べ
は
な
〕
か
〔
わ
〕
ど

天
保
十
二
’
七
（
師
）

伊
達
姿
吾
妻
写
絵
だ
て
す
が
た
あ
ず
ま
の
う
つ
し
え

文
化
十
一
－
十
二
（
記
）
天
保
七
’
七
（
沼
）

伊
達
姿
萩
燕
都
桾
だ
て
す
が
た
は
ぎ
の
え
ど
づ
ま

寛
政
十
‐
九
（
四
）
文
政
十
’
五
（
型
）
天
保
六
’
三
（
、
）
弘
化
元
’
九
（
兜
）

伊
達
染
契
情
容
儀
だ
て
ぞ
め
け
い
せ
い
か
た
ぎ

寛
政
十
二
’
三
（
幻
）

再
興
義
士
礎
た
て
と
お
す
ぎ
し
の
い
し
ず
え

寛
政
十
一
‐
十
一
（
幻
）

た
て
の
い
せ
さ
ん
ぐ
う

明
和
元
’
九
（
３
）

棚
恋
湊
※
た
て
ひ
き
こ
い
の
承
な
と

文
政
九
’
十
一
（
認
）
天
保
三
’
八
（
“
）
五
’
九
（
的
）
六
’
五
（
、
）
十
一
（
江
）

七
’
十
（
私
）
九
‐
二
（
沼
）
十
’
九
（
団
）
十
一
‐
九
（
弘
）
弘
化
一
一
’
四
（
鯉
）

十
（
妬
）
四
’
四
（
鯛
）
安
政
ニ
ー
ニ
（
Ⅲ
）

侠
詞
花
川
戸
た
て
ひ
き
こ
と
ば
は
な
か
わ
ど

文
政
四
’
九
（
妬
）
十
二
Ｉ
八
・
十
（
昭
）
天
保
元
Ｉ
八
（
印
）
三
ｌ
閨
十
一
（
師
）

九
’
六
（
刃
）
弘
化
元
’
十
（
“
）
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達
飛
脚
花
街
往
来
だ
て
ひ
き
や
く
く
る
わ
お
う
ら
い

文
化
三
’
二
（
”
）

館
結
花
行
烈
た
て
む
す
び
は
な
の
ぎ
よ
う
れ
つ

天
保
九
，
一
（
沼
）

伊
達
娘
恋
緋
鹿
子
だ
て
む
す
め
こ
い
の
ひ
が
の
こ

天
保
四
’
六
（
師
）
八
‐
九
・
九
（
方
）
十
－
九
（
副
）
十
一
（
雛
）
十
一
－
九
（
鼬
）

十
二
’
三
（
妬
）
文
久
元
’
八
（
Ⅲ
）
明
治
二
’
五
（
噸
）
十
五
’
七
（
岨
）

達
模
様
楓
桧
だ
て
も
よ
う
も
み
じ
の
う
ち
か
け

寛
政
四
ｌ
閨
二
・
五
（
皿
）

准
源
氏
大
内
言
葉
た
と
え
げ
ん
じ
お
お
う
ち
こ
と
ぱ

安
永
九
’
二
（
７
）

頼
上
増
故
郷
新
登
た
の
承
あ
げ
ま
す
か
え
り
し
ん
ざ
ん

天
明
五
’
三
（
９
）

旅
路
の
花
聟
た
び
じ
の
は
な
む
こ

天
保
八
’
八
（
妬
）
弘
化
三
’
三
（
％
）

旅
路
の
嫁
入
た
び
じ
の
ょ
め
い
り

明
和
三
’
八
（
３
）
文
政
七
’
三
（
妃
）
八
’
十
（
副
）
天
保
元
Ｉ
四
〔
鯛
〕
四
（
帥
）

玉
靱
再
大
蔵

明
治
十
四
’
八
（
剛
）

玉
櫛
笥
箱
崎
文
庫
〔
た
ま
く
し
げ
は
こ
ざ
き
ぶ
ん
こ
〕

明
治
十
‐
九
（
唖
）
十
五
’
五
（
Ⅷ
）
十
二
（
螺
）
十
八
’
十
一
（
蝿
）
二
十
’
三

（
剛
）
二
十
一
，
七
（
剛
）

玉
子
酒
恋
曙
た
ま
ご
ざ
け
こ
い
の
あ
け
ぼ
の

天
保
三
’
四
（
“
）

玉
翫
椿
源
平
曽
我
た
ま
つ
ぱ
き
げ
ん
ぺ
い
そ
が

弘
化
二
－
一
〔
剛
〕

玉
手
箱
た
〔
ま
〕
て
ぱ
こ

万
延
元
’
九
（
川
）

玉
藻
前
礒
快
た
ま
も
の
ま
え
あ
さ
ひ
の
た
も
と

文
政
五
’
九
（
妬
）
九
’
四
（
顕
）
天
保
二
‐
六
（
“
）
八
’
六
（
だ
）
十
四
’
四
（
卯
）

嘉
永
元
’
二
（
皿
）
三
‐
一
（
川
）
安
政
三
’
八
（
皿
）

玉
藻
前
雲
井
曠
単

明
治
二
－
八
（
Ⅷ
）

手
向
穐
七
種
の
高
教
た
む
け
ぐ
さ
の
り
の
ひ
と
ふ
し

明
治
十
一
，
十
二
（
鯛
）

手
向
草
芽
出
鉢
植
た
〔
む
〕
け
〔
ぐ
〕
さ
〔
め
〕
だ
し
の
〔
は
ち
う
え
〕

明
治
二
－
三
（
鰯
）

手
向
の
花
曇
た
む
け
の
は
な
く
も
り

文
政
三
’
四
・
五
（
姪
）
四
’
九
（
妬
）

手
向
梅
桜
道
成
寺
た
む
け
の
は
な
に
に
ん
ど
う
じ
ょ
う
じ

嘉
永
六
’
三
・
三
（
川
）

田
村
麿
鈴
鹿
合
戦
た
む
ら
ま
ろ
す
ず
か
が
っ
せ
ん

文
政
九
’
九
（
弱
）

快
白
絞
た
も
と
の
し
ら
し
ぼ
り

天
明
元
’
四
（
７
）
文
政
五
’
十
一
（
妬
）

誰
根
岸
君
が
手
枕
た
れ
と
ね
ぎ
し
き
み
が
た
ま
く
ら

文
政
十
二
ｌ
言
皿
〕

誰
伏
見
だ
れ
と
ふ
し
み

天
保
元
－
－
（
弱
）

丹
州
爺
打
栗
た
ん
し
ゅ
う
て
て
う
ち
ぐ
り

文
化
七
‐
九
（
犯
）

檀
浦
兜
軍
記
だ
ん
の
う
ら
か
ぶ
と
ぐ
ん
き

寛
政
八
’
十
（
Ⅳ
）
文
化
五
’
九
・
十
一
（
鋤
）
十
‐
九
（
弱
）
十
一
－
十
（
妬
）
文

政
二
，
一
（
⑭
）
五
１
四
（
妬
）
六
１
十
一
（
唖
）
七
，
一
（
妃
）
九
’
五
（
顕
）
十
‐

六
（
邸
）
十
二
－
十
（
記
）
天
保
三
’
四
（
髄
）
四
ｉ
五
（
師
）
九
‐
一
（
犯
）
十
（
帥
）

十
三
，
一
（
銘
）
十
四
’
二
（
卯
）
弘
化
三
’
七
・
九
（
卯
）
四
’
八
（
的
）
嘉
永
三
‐
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近
頃
河
原
の
立
引
ち
か
ご
ろ
か
わ
ら
の
た
て
ひ
き

寛
政
九
ｌ
閨
七
（
肥
）
天
保
元
’
九
〔
脇
〕

ち
く
さ
の
快
ち
ぐ
さ
の
た
も
と

文
化
十
二
’
八
・
八
（
師
）

千
種
野
恋
の
両
道
ち
ぐ
さ
の
べ
こ
い
の
ふ
た
み
ち

弘
化
元
‐
七
〔
剛
〕

千
種
の
乱
咲
ち
ぐ
さ
の
み
だ
れ
ざ
き

文
政
六
，
一
・
一
（
灯
）
七
’
七
（
蛤
）
十
’
四
（
別
）
天
保
二
‐
一
（
鎚
）
四
’
十

（
錦
）
七
’
八
（
門
）
十
（
私
）
十
’
十
（
配
）
十
二
－
十
一
（
師
）
十
三
－
八
（
的
）

弘
化
四
’
三
（
的
）
十
（
川
）
嘉
永
元
’
十
（
皿
）
二
’
七
（
皿
）
九
・
十
一
（
川
）

三
’
九
（
川
）
文
久
二
’
十
一
（
Ⅷ
）
明
治
元
’
十
一
（
皿
）
十
七
‐
五
（
噸
）

児
淵
恋
白
浪
ち
ご
〔
が
ふ
ち
〕
こ
〔
い
の
〕
し
ら
〔
な
承
〕

嘉
永
三
’
八
（
川
）

児
淵
花
白
波
ち
ご
が
ふ
ち
は
な
の
し
ら
な
み

文
化
十
四
，
一
（
錫
）

知
仁
勇
姜
頼
三
津
ち
じ
ん
ゆ
う
こ
こ
に
よ
り
み
つ

文
政
十
二
－
十
一
〔
鯛
〕

茶
湯
景
清
大
当
仏
供
養
〔
ち
〕
や
の
ゆ
か
げ
き
よ
だ
い
ぶ
つ
く
よ
う

安
政
四
’
五
（
鯛
）

忠
孝
義
士
由
良
意
ち
ゅ
う
こ
う
ぎ
し
の
ゆ
ら
い

天
保
十
‐
七
〔
師
〕

忠
孝
恵
賜
讓
ち
ゅ
う
こ
う
て
ん
〔
の
〕
た
ま
も
の

安
政
三
’
八
（
皿
）

一
（
川
）
安
政
元
ｌ
閨
七
（
川
）
八
（
川
）
四
‐
一
・
五
（
畑
）
明
治
十
三
’
六
（
剛
）

十
五
’
十
一
（
鯛
）
十
八
’
二
（
Ⅷ
）
二
十
’
三
（
Ⅷ
）

圖

忠
孝
浪
花
噂

明
治
十
四
’
十
（
剛
）
二
十
一
‐
十
（
剛
）

忠
孝
誉
高
輪
ち
ゅ
う
こ
う
ほ
〔
ま
れ
〕
の
た
か
な
〔
わ
〕

安
政
三
’
五
（
皿
）
文
久
元
’
三
（
Ⅲ
）

忠
孝
誉
二
街
ち
ゅ
う
こ
う
ほ
ま
れ
の
ふ
た
み
ち

寛
政
四
’
九
（
皿
）
文
化
十
二
’
四
（
調
）
文
政
十
二
－
九
（
記
）
天
保
五
’
八
・
六

－
二
（
的
）
十
四
’
二
（
帥
）
嘉
永
元
‐
十
一
（
皿
）

忠
孝
両
国
織
ち
ゅ
う
こ
う
り
ょ
う
ご
く
お
り

天
保
九
’
四
（
刃
）

中
将
姫
〔
ち
ゅ
う
じ
よ
う
ひ
め
〕

明
治
十
二
，
二
（
鯛
）

中
将
姫
古
跡
の
松
〔
ち
ゆ
う
じ
ょ
う
ひ
め
こ
せ
き
の
ま
ａ

明
治
十
五
’
十
一
（
鯛
）
十
六
’
二
（
咄
）

忠
臣
い
ろ
は
実
記
ち
ゅ
う
し
ん
い
ろ
は
じ
つ
き

慶
応
三
’
三
（
皿
）

忠
臣
い
ろ
は
節
用
〔
ち
ゅ
う
し
ん
い
ろ
は
せ
つ
よ
う
〕

明
治
十
七
‐
五
（
Ⅷ
）

忠
臣
い
ろ
は
文
章
〔
ち
ゅ
う
し
ん
い
ろ
は
ぶ
ん
し
よ
う
〕

明
治
七
‐
五
（
剛
）

忠
臣
義
士
仮
名
書

明
治
十
六
’
四
（
噸
）

忠
臣
蔵
〔
ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら
〕

明
治
二
十
六
’
八
（
皿
）

忠
臣
蔵
五
十
三
駅
ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら
ご
じ
ゅ
う
さ
ん
つ
ぎ

明
治
元
ｌ
閨
四
・
五
（
鯛
）

忠
臣
蔵
続
礎
ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら
ｌ
い
し
ｌ

安
政
三
‐
一
（
Ⅲ
）

忠
臣
蔵
年
中
行
事

「一戸
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明
治
十
九
’
三
（
咄
）

忠
臣
二
代
操
ち
ゅ
う
し
ん
に
だ
い
の
象
さ
お

天
保
三
’
三
（
“
）

忠
臣
二
度
清
書
〔
ち
ゅ
う
し
ん
に
ど
の
き
よ
が
き
〕

明
治
六
’
四
（
Ⅷ
）
二
十
’
十
（
Ⅷ
）

忠
臣
は
た
揃
〔
ち
ゅ
う
し
ん
は
た
ぞ
ろ
え
〕

寛
政
元
’
九
（
狸
）

忠
臣
花
桜
木
ち
ゅ
う
し
ん
は
な
は
さ
く
ら
ぎ

寛
政
八
’
十
（
万
）

忠
臣
双
葉
蔵
ち
ゅ
う
し
ん
ふ
た
ぱ
ぐ
ら

寛
政
三
’
九
（
過
）
四
’
十
一
（
皿
）
嘉
永
二
’
十
一
（
川
）

忠
臣
名
誉
伝
〔
ち
ゅ
う
し
ん
め
い
よ
で
ん
〕

慶
応
三
‐
五
（
Ⅲ
）

忠
臣
連
理
の
鉢
植
〔
ち
ゅ
う
し
ん
れ
ん
り
の
は
ち
う
え
一

明
治
二
－
四
（
噸
）

男
女
帯
縁
締
ち
ゅ
う
や
お
び
え
に
し
の
む
す
び
め

天
保
元
‐
一
（
弱
）

千
代
寿
祝
新
舞
台
ち
よ
う
け
て
い
わ
う
し
ま
だ
い

嘉
永
五
’
十
（
川
）

彫
刻
左
小
刀
※
ち
よ
う
こ
く
ひ
だ
り
こ
が
た
な

天
保
元
’
九
（
釦
）
五
‐
四
（
的
）
六
’
四
（
、
）
安
政
六
’
十
一
（
咽
）
文
久
元
！

十
一
（
皿
）
慶
応
三
’
七
（
皿
）
明
治
元
’
十
二
（
噸
）
’
’
十
一
，
一
（
剛
）

蝶
衞
悌
曽
我
〔
ち
よ
う
ち
ど
り
お
も
か
げ
そ
が
〕

明
治
元
’
三
（
皿
）

蝶
千
鳥
狩
場
曠
裳
〔
ち
よ
う
ち
ど
り
か
り
ば
の
あ
け
ぼ
の
〕

明
治
十
五
’
九
（
皿
）

蝶
千
鳥
曽
我
実
録
〔
ち
よ
う
ち
ど
り
そ
が
の
じ
つ
ろ
く
〕

明
治
十
二
’
三
・
五
（
鯛
）
二
十
’
四
（
Ⅷ
）

蝶
千
鳥
曽
我
春
駒
〔
ち
よ
う
ち
ど
り
そ
が
の
は
る
こ
ま
〕

明
治
十
五
’
十
一
（
蝿
）

喋
術
眠
覚
一
富
士
ち
よ
う
ち
ど
り
ゆ
ら
の
い
ち
ふ
じ

安
永
六
１
十
（
６
）

春
色
道
成
寺
ち
よ
う
は
な
が
た
か
ね
が
ゑ
さ
き

文
政
五
，
一
・
一
（
妬
）

蝶
花
形
名
歌
島
台
〔
ち
よ
う
は
な
が
た
め
い
か
の
し
ま
だ
い
〕

弘
化
四
’
六
（
的
）

一
寸
傘
指
蓋
ち
ょ
っ
と
か
さ
さ
す
や
さ
か
ず
き

天
保
八
’
十
一
〔
蝿
〕

先
代
萩
若
栄
ち
よ
の
は
る
は
ぎ
の
わ
か
ば
え

天
保
十
‐
一
（
帥
）
弘
化
元
’
四
（
蛇
）

散
書
仇
名
か
し
ぐ
ち
ら
し
が
き
あ
だ
な
か
し
ぐ

文
化
十
一
－
六
（
調
）

ち
ら
し
書
か
し
ぐ
紅
筆
ち
ら
し
が
き
か
し
ぐ
〔
ベ
に
ふ
で
〕

明
治
二
’
四
（
脳
）

ち
ら
し
書
廓
文
章
ち
ら
し
が
き
く
る
わ
ぶ
ん
し
よ
う

文
化
十
三
’
五
（
訴
）
文
政
四
’
三
（
“
）
九
（
妬
）
天
保
元
’
六
（
㈹
）
弘
化
四
‐

六
（
卵
）

ち
ら
し
書
恋
文
章
※
ち
ら
し
が
き
こ
い
の
た
ま
ず
さ

天
保
元
’
五
（
帥
）
九
（
例
）
十
一
（
鯉
）
三
‐
一
（
“
）
五
’
九
（
的
）
九
’
十
（
帥
）

明
治
二
’
八
（
剛
）
六
’
九
（
剛
）

ち
ら
し
書
恋
文
章
ち
ら
し
が
き
こ
い
の
ぶ
ん
し
よ
う
↓
ち
ら
し
が
き

こ
い
の
た
ま
ず
さ

鎮
西
八
郎
誉
弓
勢
ち
ん
ぜ
い
は
ち
ろ
う
ほ
ま
れ
の
ゆ
ん
ぜ
い

天
保
元
’
八
（
“
）
二
’
七
（
“
）

鎮
西
八
郎
弓
張
月

天
保
六
‐
一
（
的
）
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追
福
い
ろ
は
実
記
つ
い
ぜ
ん
い
ろ
は
じ
つ
き

弘
化
元
’
七
〔
剛
〕

対
の
花
か
ひ
ら
ぎ
つ
い
の
は
な
か
い
ら
ぎ

寛
政
六
’
十
（
略
）
文
化
六
’
八
（
証
）

対
雛
形文
化
十
‐
十
一
（
調
）

翻
蝶
潤
粉
色
つ
が
い
〔
ち
よ
う
そ
め
て
〕
い
ろ
ど
り

嘉
永
五
’
三
（
川
）

双
蝶
情
洩
窓
つ
が
い
ち
ょ
う
な
さ
け
の
ひ
き
ま
ど

文
化
七
，
一
（
鑓
）

諺
言
吾
妻
世
話
事
つ
が
も
な
い
あ
ず
ま
の
せ
わ
ご
と

寛
政
三
‐
二
（
喝
）
十
‐
一
・
三
・
四
（
四
）
享
和
二
’
八
（
記
）
文
政
四
’
十
（
妬
）

天
保
元
’
十
（
ａ
）

東
詞
廓
色
柄
つ
が
も
な
い
さ
と
の
い
ろ
づ
か

文
化
六
’
九
（
皿
）

接
合
駅
路
梅
つ
ぎ
あ
わ
せ
え
き
る
の
う
め

文
化
十
一
‐
十
一
（
銘
）
文
政
十
二
’
十
一
（
鉛
）
天
保
元
’
六
（
帥
）
四
’
四
（
師
）

十
三
，
一
（
師
）

接
合
北
国
梅
※
つ
ぎ
あ
わ
せ
こ
し
じ
の
め
い
ぼ
く

享
和
元
，
一
（
配
）
文
化
八
Ｉ
□
（
犯
）
嘉
永
五
１
十
一
（
川
）
元
治
元
‐
一
（
剛
）

接
合
北
国
梅
つ
ぎ
あ
わ
せ
ほ
っ
こ
ぐ
の
う
め
↓
つ
ぎ
あ
わ
せ
こ

し
じ
の
め
い
ぼ
く

接
木
根
岸
礎
〔
つ
ぎ
き
ね
ぎ
し
の
い
し
ず
え
〕

明
治
七
１
十
（
剛
）
十
四
’
六
・
七
（
剛
）
十
五
’
二
・
三
（
剛
）
十
八
’
二
（
Ｗ
）

十
九
‐
‐
五
（
肌
） 回

月
雪
花
関
扉
つ
き
と
ゆ
き
は
な
の
せ
き
の
と

天
保
元
’
八
〔
耐
〕

月
花
雪
振
袖
つ
き
に
は
な
ゆ
き
の
ふ
り
そ
で

天
明
元
，
一
（
７
）

月
友
桂
川
波
つ
き
の
と
も
か
つ
ら
の
か
わ
な
象

天
保
元
’
八
・
九
〔
剛
〕

月
光
氏
販
磨
初
雁
つ
き
ぶ
つ
う
じ
す
ま
の
は
つ
か
り

嘉
永
四
’
九
〔
剛
〕

月
雪
花
東
の
錦
絵
つ
き
ゆ
き
は
な
あ
ず
ま
の
に
し
き
え

文
政
四
－
十
一
（
妬
）
十
’
九
（
弱
）

月
雪
花
校
顔
つ
き
ゆ
き
は
な
の
か
お
ぷ
せ

寛
政
十
‐
十
一
（
⑬
）

蔦
紅
葉
宇
都
の
谷
峠
〔
つ
た
も
み
じ
う
つ
の
や
と
う
げ
〕

明
治
二
十
‐
十
一
（
剛
）

蔦
鐺
恋
横
櫛
〔
つ
た
も
よ
う
こ
い
の
よ
こ
ぐ
し
〕

明
治
三
’
十
（
蝿
）

津
国
長
柄
の
人
柱
つ
の
く
に
な
が
ら
の
ひ
と
ば
し
ら

安
永
七
’
十
（
６
）
嘉
永
元
’
十
一
（
皿
）

棲
重
浮
名
の
鮫
鞘
〔
つ
ま
が
さ
ね
う
き
な
の
さ
め
ざ
や
〕

明
治
元
’
三
（
鯉
）
四
（
鯛
）

棲
重
恨
鮫
鞘
つ
ま
が
さ
ね
う
ら
ぷ
の
さ
め
ざ
や

天
保
七
－
五
（
池
）
八
’
七
（
だ
）
明
治
三
‐
三
（
Ⅷ
）

棲
重
縁
橋
本

明
治
二
－
三
（
鰯
）

棲
重
勘
助
縞
つ
ま
が
さ
ね
か
ん
す
け
じ
ま

寛
政
九
ｌ
閨
七
・
閨
七
・
十
（
昭
）

棲
累
解
脱
の
絹
川
〔
つ
哀
が
さ
ね
げ
だ
つ
の
き
ぬ
が
わ
〕

明
治
十
五
’
十
一
（
噸
）
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棲
重
恋
橋
本

明
治
十
四
’
十
一
（
剛
）

棲
重
累
萩
伊
達
染
〔
つ
ま
が
さ
ね
は
ぎ
の
だ
て
ぞ
め
〕

慶
応
三
’
八
（
皿
）

棲
重
縁
色
揚
つ
〔
ま
〕
が
〔
さ
ね
ゆ
か
〕
り
〔
の
〕
い
〔
ろ
あ
げ
〕

安
政
二
－
八
（
川
）

妻
乞
鹿
浮
佐
野
響
〔
つ
ま
こ
う
し
か
さ
の
の
あ
だ
う
ち
〕

明
治
八
’
十
（
皿
）

指
絞
鮮
血
染
野
晒
つ
ま
〔
み
し
〕
ぽ
り
〔
ち
ぞ
め
の
の
〕
ざ
ら
〔
し
〕

明
治
十
四
’
三
（
脳
）
十
（
剛
）
十
五
’
四
（
剛
）
十
七
’
四
（
Ⅷ
）
十
八
’
十
一

（
咄
）

妻
結
鄙
の
膳

寛
政
元
－
－
（
ｕ
）

積
高
黄
金
山
富
貴
つ
承
か
さ
ね
た
る
こ
が
れ
の
や
ま
ぶ
き

天
保
二
’
十
一
（
“
）

積
恋
雪
関
扉
つ
も
る
こ
い
ゆ
き
の
せ
き
の
と

寛
政
十
二
－
閨
四
（
型
）
文
化
十
’
七
（
妬
）
天
保
九
Ｉ
閨
四
（
ね
）
弘
化
三
’
十

一
〔
剛
〕
嘉
永
二
ｉ
十
（
叩
）
六
，
一
（
川
）
十
一
（
川
）
慶
応
三
’
四
（
皿
）
明
治

十
五
－
四
（
剛
）
九
（
皿
）

積
情
雪
乳
貰
〔
つ
も
る
こ
い
ゆ
き
の
ち
も
ら
い
〕

明
治
十
’
十
一
（
醜
）

会
稽
雪
後
日
鉢
木
※
つ
も
る
ゆ
き
の
〔
ち
の
は
ち
の
き
〕

天
保
八
’
九
（
方
）
安
政
三
’
九
（
皿
）
明
治
十
一
‐
三
（
醜
）

露
窪
曽
根
崎
心
中
つ
ゆ
し
ぐ
れ
そ
れ
ざ
き
し
ん
じ
ゅ
う

天
保
七
’
九
〔
剛
〕

露
蝶
廓
名
月
つ
ゆ
の
ち
ょ
う
く
る
わ
め
い
げ
つ

享
和
三
’
七
（
型
）
文
政
五
’
二
（
妬
）

釣
狐
罠
環
菊
つ
り
ぎ
つ
ね
わ
な
の
か
ん
ぎ
く

定
家
卿
小
倉
色
紙
て
い
か
き
ょ
う
お
ぐ
ら
の
し
き
し

天
保
十
二
’
七
（
晩
）

貞
操
新
宿
噺

明
治
十
六
’
九
（
蝿
）

傲
花
傾
城
道
成
寺
て
く
だ
の
は
な
け
い
せ
い
ど
う
じ
〔
よ
う
〕
じ

天
保
十
三
，
一
（
師
）
三
（
銘
）
弘
化
元
’
四
（
兜
）
二
－
一
（
“
）

手
管
の
罠
狐
釣
髭

明
治
十
六
’
三
（
鵬
）

寺
小
屋
女
鑑
て
ら
こ
や
お
ん
な
か
が
象

文
政
二
’
六
（
虹
）

天
一
坊
実
録

明
治
十
五
’
十
一
（
蝿
）

天
下
一
大
岡
政
談
〔
て
ん
か
い
ち
め
い
よ
の
せ
い
だ
ん
〕

明
治
十
五
’
十
一
（
皿
）

殿
下
茶
屋
聚
て
ん
が
ち
や
や
む
ら

文
化
五
’
三
（
調
）
九
’
六
（
鍵
）
文
政
元
‐
十
一
（
鋤
）
天
保
三
’
七
（
妬
）
十
一

’
七
（
艶
）

殿
下
茶
屋
村
敵
討
て
ん
が
ち
や
や
む
ら
の
か
た
き
う
ち

文
化
七
’
九
（
犯
）

天
竺
徳
兵
衛
韓
噺
※
て
ん
じ
く
と
く
べ
え
い
こ
く
ぱ
な
し

嘉
永
元
－
－
〔
剛
〕

鶴
ノ
巣
籠
寛
政
九
’
十
一
（
昭
）

連
吉
野
初
音
旅
路

文
政
十
一
，
七
〔
皿
〕

覇

つ
れ
も
よ
し
の
は
つ
れ
の
た
び
じ
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文
政
九
１
六
（
砲
）
天
保
四
１
七
（
能
）
弘
化
四
’
八
（
川
）

天
竺
徳
兵
衛
漢
の
入
船
て
ん
じ
く
と
く
今
へ
え
い
こ
ぐ
の
い
り
ふ
れ

天
保
六
’
七
（
、
）

天
竺
徳
兵
衛
韓
噺
て
ん
じ
く
と
く
く
え
か
ら
ご
と
ば
な
し
↓
て
ん
じ

く
と
く
べ
え
い
こ
く
ぱ
な
し

天
竺
徳
兵
衛
聞
書
往
来
て
ん
じ
く
と
く
べ
え
き
き
が
き
〔
お
う
ら
い
〕

寛
政
七
’
九
（
略
）

天
竺
徳
兵
衛
万
里
入
船
て
ん
じ
く
と
く
く
え
ば
ん
り
の
い
り
ふ
れ

天
保
十
二
’
七
〔
師
〕

天
赦
万
義
経
最
眉
て
ん
し
ゃ
よ
る
ず
ょ
し
つ
ね
び
い
き

天
明
元
’
十
一
（
７
）

天
正
月
劇
場
門
松
て
ん
〔
し
ょ
う
が
つ
〕
し
ぱ
い
の
か
ど
ま
つ

文
政
十
一
一
’
十
一
〔
脇
〕

天
網
島
て
ん
の
あ
み
じ
ま

文
政
元
’
三
（
調
）
嘉
永
ニ
ー
ニ
（
肥
）

天
網
島
操
競
〔
て
ん
の
あ
み
じ
ま
象
さ
お
く
ら
べ
〕

明
治
十
‐
一
（
唖
）

天
満
宮
愛
梅
桜
松
て
ん
ま
ん
ぐ
う
あ
い
じ
ゅ
の
め
い
ぼ
く

文
政
十
一
－
一
（
弱
）
八
（
記
）
天
保
十
二
’
五
（
師
）
弘
化
一
一
’
五
（
鮪
）
四
‐
一

（
兜
）
嘉
永
四
’
五
（
叩
）
安
政
元
１
－
（
川
）
六
’
五
（
噸
）
肌
治
三
‐
一
（
Ⅲ
）

四
’
一
（
伽
）
十
七
，
一
・
一
（
Ⅷ
）
二
十
一
，
二
（
剛
）

天
満
宮
菜
種
御
供
て
ん
ま
ん
ぐ
う
な
た
れ
の
ご
く
う

安
永
六
’
四
（
５
）
天
明
元
Ｉ
十
一
（
７
）
文
政
十
一
‐
三
（
弱
）
天
保
十
二
’
四

（
師
）
七
（
説
）
十
三
’
三
（
銘
）
弘
化
三
’
七
（
ｗ
）
安
政
六
’
三
（
脳
）
慶
応
三

，
一
（
伽
）
明
治
六
’
二
（
剛
）
十
四
’
九
（
剛
）
十
五
’
六
（
Ⅲ
）
十
六
－
一
（
肌
）

二
十
二
，
三
（
皿
）

天
満
利
益
左
門
の
一
代

明
治
十
六
’
九
（
噸
）

東
海
道
宇
都
谷
峠
と
う
か
い
ど
う
う
つ
〔
の
〕
や
〔
と
う
げ
〕

安
政
四
’
三
・
四
（
咽
）

東
海
道
汽
車
先
引
〔
と
う
か
い
ど
う
き
し
や
の
さ
き
び
き
〕

明
治
二
十
’
十
一
（
Ⅷ
）

東
海
道
恋
の
関
札
と
う
か
い
ど
う
こ
い
の
せ
き
ふ
だ

寛
政
五
’
四
（
皿
）
享
和
元
’
七
（
犯
）
天
保
九
‐
十
一
（
帥
）
弘
化
四
’
十
（
川
）

東
海
道
五
十
三
駅
〔
と
う
か
い
ど
う
ご
じ
ゅ
う
さ
ん
つ
ぎ
〕

明
治
二
，
五
（
剛
）

東
海
道
七
里
の
渉
と
う
か
い
ど
う
し
ち
り
の
わ
た
し

天
保
十
一
，
八
（
鰹
）

東
海
道
茶
屋
の
娘
と
う
か
い
ど
う
ち
や
〔
や
〕
の
む
す
め
↓
あ
ず
ま
か

い
ど
う
ち
や
や
の
む
す
め

東
海
道
四
谷
怪
談
と
う
か
い
ど
う
よ
つ
や
か
い
だ
ん

天
保
六
’
十
（
、
）
七
’
五
（
池
）
十
二
（
だ
）
十
四
’
十
（
蛇
）
嘉
永
二
－
七
（
Ⅷ
）

九
（
川
）
明
治
三
’
八
（
肌
）
八
’
九
（
剛
）
十
四
’
三
（
鯛
）
十
五
’
八
（
蝿
）
十

六
１
八
（
噸
）

東
京
土
産
伊
達
横
櫛

明
治
十
四
’
十
二
（
剛
）

東
京
土
産
よ
た
か
煙
艸

明
治
十
六
’
四
（
蝿
）

堂
島
救
入
浜
ど
う
じ
ま
す
く
い
の
た
て
ひ
き
↓
お
と
こ
い
つ
ぴ

き
す
く
い
の
た
て
ひ
き

道
成
寺
思
恋
曲
者
ど
う
じ
ょ
う
じ
こ
い
の
く
せ
も
の

文
政
十
二
－
十
一
〔
脇
〕

道
成
寺
現
在
蛇
鱗
〔
ど
う
じ
よ
う
じ
げ
ん
ざ
い
う
ろ
こ
〕

|図
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明
治
十
四
’
二
（
鯛
）

当
世
寄
族
撰
と
う
せ
い
き
ぞ
く
せ
ん

寛
政
六
‐
閨
十
一
（
略
）

当
世
梅
松
春
新
形
と
う
せ
い
ご
の
み
は
る
の
し
ん
が
た

明
治
十
五
‐
二
（
剛
）

当
世
書
生
賢
気
質

明
治
二
十
一
‐
五
（
Ⅷ
）

当
世
八
文
字
と
う
せ
〔
い
〕
は
ち
〔
も
ん
じ
〕

嘉
永
四
－
一
（
川
）
明
治
十
四
’
三
（
噸
）

当
盛
威
茜
染
〔
と
う
せ
い
ば
や
り
あ
か
ね
ぞ
め
〕

明
治
十
六
‐
一
（
蝿
）

道
中
亀
山
噺
ど
う
ち
ゅ
う
か
め
や
ま
ぱ
な
し

文
化
三
’
三
（
”
）
天
保
元
’
七
・
八
（
ａ
）

唐
土
日
本
往
古
図
と
う
ど
に
っ
ぼ
ん
お
う
こ
の
ず

安
永
八
‐
一
（
６
）

遠
江
潟
恋
賊
と
お
と
う
拳
が
た
こ
い
の
し
ら
な
み

文
政
二
－
九
（
虹
）
嘉
永
五
’
八
（
川
）

大
通
幡
随
長
兵
衛
と
お
り
も
の
ば
ん
ず
い
ち
ょ
う
く
え

天
明
八
１
十
一
（
、
）

関
源
氏
再
来

安
永
六
‐
十
（
６
）

時
逢
阪
増
井
達
引

明
治
十
五
’
九
（
脱
）

時
再
興
在
原
系
図
と
き
に
さ
い
こ
う
あ
り
わ
ら
〔
け
い
ず
〕

文
政
三
’
九
（
“
）
文
久
一
一
’
十
（
Ⅲ
）

則
幸
桜
色
菌
と
き
に
さ
い
わ
い
さ
く
ら
の
い
る
ど
き

天
保
十
’
三
〔
師
〕

扇
源
平
郷
閏
と
き
に
ひ
ら
く
げ
ん
・
へ
い
つ
つ
じ

天
保
八
’
六
（
布
）

時
文
月
恨
魚
交
鞘

明
治
十
五
’
八
（
Ⅲ
）

京
陽
気
源
顔
見
世
と
き
は
い
ち
よ
う
げ
ん
じ
の
か
ん
ぱ
せ

天
明
八
１
十
一
（
皿
）

春
駒
成
桔
梗
旗
上
と
き
は
い
ま
き
き
ょ
う
の
は
た
あ
げ

文
政
三
’
五
（
蛇
）
天
保
十
二
‐
一
（
妬
）

時
桔
梗
出
世
請
状
と
〔
き
も
き
き
ょ
う
し
ゅ
つ
せ
の
〕
う
〔
け
じ
よ
う
〕

嘉
永
六
’
五
（
川
）

橘
松
花
草
摺
と
こ
よ
の
は
な
ち
と
せ
の
く
さ
ず
り

弘
化
二
‐
言
酬
〕

南
詠
恋
抄
書
と
こ
ろ
ぱ
い
か
い
こ
い
の
き
き
が
き
↓
と
こ
ろ
ぱ

い
か
い
こ
い
の
ぬ
き
が
き

南
詠
恋
抜
粋
※
と
こ
ろ
ぱ
い
か
い
こ
い
の
ぬ
き
が
き

安
永
九
’
七
（
７
）
天
保
八
’
五
（
布
）
十
（
万
）
十
三
’
九
（
的
）
明
治
一
一
一
’
三

（
Ⅲ
）
八
（
伽
）
十
四
’
十
一
（
剛
）
十
五
’
六
（
Ⅷ
）

南
詠
廓
抜
粋

明
治
十
五
’
三
（
剛
）

綴
合
大
賀
功
と
〔
じ
〕
あ
わ
せ
お
お
が
の
い
さ
〔
お
〕
し

明
治
元
八
（
剛
）

同
計
略
花
芳
野
山
と
ば
か
り
は
な
の
よ
し
の
や
ま

寛
政
四
’
九
・
十
一
（
巴
六
’
八
（
Ｅ
文
化
五
’
八
（
鋤
）
六
’
八
（
剋
文
政

八
’
八
（
調
）
天
保
一
一
’
九
（
粥
）
七
’
四
（
掴
）
九
（
両
）
八
’
十
一
（
沼
）
九
！
一

（
沼
）
十
一
’
一
（
鯛
）
嘉
永
元
’
四
（
川
）
四
’
五
（
川
）
文
久
元
’
十
（
Ⅲ
）
明

治
元
’
二
（
皿
）
三
’
三
（
Ⅲ
）
十
三
’
九
（
剛
）
十
五
’
五
・
六
（
Ⅷ
）
十
一
（
咄
）

十
六
’
一
（
蝿
）
二
十
－
二
（
Ⅷ
）

鳥
羽
の
恋
塚
〔
と
ぱ
の
こ
い
づ
か
〕

明
治
十
二
－
十
一
（
鯛
）
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中
当
金
蔵
入
な
か
に
あ
た
っ
て
こ
が
れ
の
く
〔
ら
〕
い
り

文
化
六
’
十
一
（
蝿
）

中
山
夢
物
語
〔
な
か
や
ま
ゆ
め
も
の
が
た
り
〕

明
治
十
二
’
十
一
（
咄
）

長
柄
長
者
黄
烏
墳
な
が
ら
ち
ょ
う
じ
や
う
ぐ
い
す
づ
か

文
政
四
’
十
（
妬
）
八
’
十
・
十
（
瓢
）
九
’
九
（
認
）
天
保
二
’
十
（
鈴
）
三
‐
二

（
“
）
四
’
二
（
師
）
五
’
二
（
錦
）
六
’
六
（
沁
）
八
’
八
（
”
）
弘
化
二
’
八
（
坊
）

四
’
六
（
的
）
嘉
永
元
’
九
（
皿
）
明
治
元
’
二
（
皿
）
五
（
蝿
）
十
四
’
八
（
剛
）

な
か
れ
の
友
鳥

と
ぶ
端
の
道
化

明
治
二
十
六
’
八
（
皿
）

友
千
鳥
恋
の
下
道
と
も
ち
ど
り
こ
い
の
し
た
象
ち

安
永
九
－
一
（
７
）
寛
政
元
‐
‐
閨
六
（
、
）
文
化
元
’
五
（
妬
）

豊
臣
世
千
鳥
間
害

明
治
十
八
’
二
（
脚
）

虎
石
想
曽
我
と
ら
が
い
し
ね
ん
り
き
そ
が

天
保
元
，
一
〔
脇
〕

鳥
追
於
松
海
上
話
〔
と
り
お
い
お
ま
つ
み
の
う
え
ぱ
な
し
〕

明
治
十
五
’
十
一
（
岨
）
十
六
，
一
（
岨
）

鶏
鳴
吾
妻
世
話
事
と
り
が
な
く
あ
ず
ま
の
せ
わ
ご
と

天
明
七
’
十
二
（
皿
）

鳥
兜
岸
姫
松
と
り
か
ぶ
と
〔
き
〕
し
の
ひ
め
ま
つ

寛
政
七
ｉ
九
（
肥
）

天
の
川
世
帯
と
わ
た
る
せ
た
い

寛
政
六
ｌ
閨
十
一
（
妬
）

因

安
永
六
’
十
二
（
６
）

名
護
屋
帯
雲
稲
妻
な
ど
や
お
び
く
も
に
い
な
ず
ま

天
保
七
’
九
〔
肌
〕
安
政
四
’
三
（
岨
）

情
の
掛
あ
ん
ど
う

安
永
九
’
七
（
７
）

な
さ
け
の
乗
か
け
な
さ
け
の
の
り
か
け

安
永
九
’
三
（
７
）

那
須
与
市
西
海
硯
な
す
の
よ
い
ち
さ
い
か
い
す
ず
り

安
永
五
’
六
（
５
）
明
治
十
四
’
十
（
剛
）
十
五
‐
四
・
四
（
剛
）
十
七
‐
三
（
咄
）

倣
花
雪
菊
水
な
〔
ぞ
ら
え
て
ふ
ぶ
き
の
き
く
〕
す
〔
い
〕

文
久
元
’
八
（
Ⅷ
）

菜
種
の
花
盛
〔
な
た
れ
の
は
な
ざ
か
り
〕

文
久
元
’
五
（
Ⅲ
）

菜
種
の
乱
咲
な
た
れ
の
ゑ
だ
れ
さ
き

天
明
一
一
’
五
（
８
）
寛
政
九
’
四
（
肥
）
享
和
一
一
’
十
一
（
認
）
文
化
四
’
三
（
聖
）

九
－
四
（
認
）
天
保
元
ｌ
閨
三
（
㈹
）
十
一
‐
二
（
記
）

菜
種
の
群
袖
な
た
れ
の
む
れ
そ
で

明
和
八
，
一
（
４
）

菜
種
裳
な
た
れ
の
も
す
そ

寛
政
十
一
－
六
（
釦
）

夏
衣
裳
か
し
ぐ
反
古
染

叫
治
十
七
’
七
（
Ⅷ
）

夏
衣
装
鳫
金
小
紋
な
つ
い
し
よ
う
か
り
が
ね
こ
も
ん

文
化
六
’
六
（
瓢
）

夏
衣
裳
雁
染
な
つ
い
し
よ
う
か
り
が
ね
ぞ
め

寛
政
五
’
六
（
喝
）

夏
神
楽
花
街
八
景
な
つ
か
ぐ
ら
く
る
わ
は
っ
け
い

安
永
六
－
七
（
５
）
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夏
祭
浪
花
鑑
な
つ
ま
つ
り
な
に
わ
か
が
み

安
永
五
’
五
・
六
’
五
（
５
）
九
’
五
（
７
）
寛
政
三
’
七
（
週
）
八
’
五
（
Ⅳ
）
九
‐

六
（
略
）
十
’
五
（
蛆
）
享
和
三
’
六
（
型
）
文
化
十
三
’
六
（
師
）
文
政
六
’
四

・
五
（
灯
）
七
’
七
（
妃
）
十
一
，
五
（
弱
）
十
二
－
五
（
印
）
天
保
元
’
六
〔
鯛
〕

二
’
五
（
鯛
）
三
－
五
・
五
・
五
・
六
（
髄
）
四
’
五
・
五
・
五
（
師
）
七
’
五
（
”
）

九
’
六
・
六
・
七
（
ね
）
十
一
－
六
（
錦
）
十
二
－
五
・
六
（
師
）
十
四
’
六
（
虹
）

弘
化
元
’
五
（
卵
）
三
ｌ
閨
五
・
六
（
ｗ
）
四
’
五
・
五
（
的
）
嘉
永
二
’
七
（
川
）

三
‐
五
（
川
）
安
政
四
ｌ
閨
五
（
鯛
）
明
治
二
’
五
（
蝿
）
五
（
伽
）
三
’
五
（
伽
）

五
’
六
（
Ⅷ
）
十
四
’
八
（
剛
）
十
五
’
七
（
皿
）

陽
気
風
勝
負
帷
子
な
つ
も
よ
う
し
ょ
う
ぶ
か
た
び
ら

寛
政
七
’
六
（
略
）

夏
浴
衣
清
十
郎
染
な
つ
ゆ
か
た
せ
い
じ
ゅ
う
ろ
う
ぞ
め

天
明
四
’
四
（
９
）

七
重
絹
吾
妻
雛
形
な
な
え
ぎ
ぬ
あ
ず
ま
ひ
な
が
た

寛
政
八
－
一
（
Ⅳ
）

七
重
八
重
咲
分
桜
〔
な
な
え
や
え
さ
き
わ
け
ざ
く
ら
〕

文
政
十
二
－
三
〔
脇
〕

七
艸
若
菜
切
な
な
く
さ
わ
か
な
き
り

安
政
三
’
九
（
皿
）

七
変
化
〔
な
な
ば
け
〕

弘
化
三
’
九
（
ｗ
）
嘉
永
三
‐
一
（
Ⅲ
）

七
変
化
所
作
事
〔
な
な
ぱ
け
し
よ
さ
ご
と
〕

天
保
四
’
七
（
鴎
）

七
変
化
七
艸
拍
子
な
な
ば
け
な
な
く
さ
ひ
ょ
う
し

天
明
五
，
一
・
七
（
９
）

音
大
岡
公
裁
実
録
な
に
お
う
〔
お
お
お
か
こ
う
〕
さ
ば
き
ほ
ん
せ
つ

明
治
十
‐
三
（
剛
）
十
五
－
八
（
岨
）
・
□
（
肥
）
二
十
’
十
（
Ⅷ
）

名
夕
貝
雨
の
旧
寺
な
に
ゆ
う
が
お
あ
め
の
ふ
る
で
ら

嘉
永
四
１
九
〔
剛
〕

浪
花
潟
三
津
汐
汲
な
に
わ
が
た
み
つ
の
し
お
く
み

文
化
八
’
九
（
詔
）
天
保
十
二
‐
一
（
妬
）
嘉
永
元
’
二
（
Ⅲ
）
明
治
十
五
士
一
（
剛
）

浪
花
合
戦
誉
強
勇
〔
な
に
わ
が
っ
せ
ん
ほ
ま
れ
の
つ
わ
も
の
〕

明
治
五
’
十
一
（
剛
）

浪
花
繰
和
鏡
な
に
わ
く
る
わ
か
が
承

天
保
十
二
’
四
（
師
）

浪
花
染
門
出
大
紋
な
に
わ
ぞ
め
か
ど
で
だ
い
も
ん

安
永
六
’
十
（
６
）

浪
花
棲
血
汐
色
潤
な
に
わ
つ
ま
ち
し
お
の
い
ろ
あ
げ

文
化
六
’
四
（
鋤
）

尾
上
梅
和
市
曽
我
な
に
わ
の
や
わ
ら
そ
が

天
保
十
一
’
一
（
艶
）

浪
花
春
梅
子
間
書

明
治
二
十
一
，
十
（
剛
）

浪
花
名
物
鳫
金
染
な
に
わ
め
い
ぶ
つ
か
り
が
ね
ぞ
め

寛
政
四
’
九
（
型
）
弘
化
元
’
八
（
肥
）

浪
花
名
物
侠
客
鑑
な
に
わ
め
い
ぶ
つ
ｌ
か
が
み

天
保
四
’
七
（
錦
）

嘩
萩
大
坂
顔
見
世
な
び
く
は
ぎ
な
に
わ
の
か
お
ゑ
せ

安
永
六
‐
八
（
５
）

鍋
祀
貞
婦
競
な
べ
ま
つ
り
て
い
じ
ょ
く
ら
べ

安
永
六
’
七
（
５
）
天
明
元
’
八
（
７
）

柵
恋
湊
な
ま
め
か
し
こ
い
の
ふ
な
つ
き
・
な
ま
め
き
し
こ

い
の
ふ
な
つ
き
↓
た
て
ひ
き
こ
い
の
み
な
と

浪
乗
曽
我
花
景
清
な
〔
象
の
り
そ
〕
が
〔
は
な
〕
の
〔
け
〕
い
せ
〔
い
〕

安
政
三
，
一
（
Ⅲ
）
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新
館
富
貴
礎

天
明
元
’
十
一
（
７
）

二
王
門
端
歌
雑
緑

浪
を
花
雪
の
さ
ら
し
女
な
み
を
は
な
ゆ
き
の
さ
ら
し
め

文
化
六
，
一
（
鋤
）

盛
名
橘
北
国
奇
談
〔
な
も
た
ち
ば
な
ほ
っ
こ
く
き
だ
ん
〕

明
治
十
五
’
九
・
十
一
（
皿
）
二
十
一
，
三
（
Ⅷ
）

双
紋
廓
綿
絵
ｌ
も
ん
く
ｌ
に
し
ｌ

弘
化
二
－
五
（
弱
）

双
紋
恋
錦
絵

明
治
元
‐
閨
四
（
鯛
）

成
田
山
木
札
由
来

明
治
四
’
八
（
剛
）

鳴
響
丑
刻
鐘

明
治
十
七
’
七
（
Ⅷ
）

業
平
織
明
治
新
形

明
治
十
四
’
十
一
（
剛
）

鳴
渡
浪
花
噂
〔
な
り
〕
わ
た
る
〔
な
〕
に
わ
の
う
〔
わ
さ
〕

明
治
元
’
五
（
脇
）
十
七
’
六
（
Ⅷ
）

雷
神
不
動
北
山
桜
な
る
か
み
ふ
ど
う
き
た
や
ま
ざ
く
ら

寛
政
八
’
十
（
Ⅳ
）
文
化
九
’
五
（
弘
）

鳴
尾
潟
婦
女
白
浪
な
る
お
が
た
お
〔
ん
な
〕
し
ら
な
〔
み
〕

明
治
十
二
－
十
（
脇
）

楠
雪
都
な
ん
ぼ
ん
ゆ
き
の
象
や
こ

寛
政
九
’
十
一
（
鴫
）

囮

に
い
や
か
た
ふ
う
き
の
い
し
ず
え

に
お
Ｒ
ノ
も
ん
は
う
た
の
ら
ノ
、
が
き

天
明
二
’
四
（
８
）
寛
政
十
‐
九
（
四
）

鳰
湖
月
名
所
に
お
の
う
承
つ
き
の
な
ど
こ
ろ

文
化
一
一
’
九
（
邪
）

鳰
湖
名
勝
渡
に
お
の
う
み
ゆ
う
し
や
の
い
さ
お
し

天
保
五
’
八
（
的
）

錦
画
見
歌
戯
山
崎
に
し
き
え
で
桑
た
か
ぶ
き
の
〔
や
ま
〕
ざ
き

文
化
十
一
，
六
（
妬
）

錦
の
蔦
か
づ
ら
に
し
き
の
っ
た
か
ず
ら

文
政
二
，
一
・
一
（
知
）
五
（
狸
）
天
保
七
‐
一
（
、
）

西
入
暁
の
金
〔
に
し
に
い
る
あ
か
つ
き
の
か
ね
〕

天
保
十
三
’
九
（
的
）

重
扇
写
松
画
に
じ
り
が
き
す
ゑ
え
の
ひ
と
ふ
で

天
保
六
’
三
（
刊
）

拙
筆
力
七
以
呂
波
に
じ
り
が
き
な
な
つ
い
ろ
は

文
政
十
一
－
三
〔
皿
〕

会
稽
雪
後
日
鉢
木
に
せ
て
ゆ
き
の
ち
〔
の
〕
は
ち
の
き
↓
「
つ
も
る
ゆ

き
の
ち
の
は
ち
の
き
、
」

二
世
の
縁
花
の
台
に
せ
の
え
ん
は
な
の
う
て
な

文
化
九
’
一
・
一
（
詔
）
天
保
三
’
五
（
錦
）

二
世
紫
吾
妻
内
裡
〔
に
せ
む
ら
さ
き
あ
ず
ま
の
だ
い
り
〕

安
政
ニ
ー
ニ
（
川
）

日
蓮
聖
人
法
海
記

明
治
九
’
六
（
剛
）

日
蓮
上
人
御
法
海
に
ち
れ
ん
し
よ
う
に
ん
象
の
り
の
う
み

嘉
永
二
’
十
（
川
）
安
政
四
’
十
一
（
Ⅲ
）
明
治
十
三
’
九
（
剛
）
十
四
‐
四
（
噸
）

日
蓮
大
菩
薩
真
実
伝
〔
に
ち
れ
ん
だ
い
ぼ
さ
っ
し
ん
じ
つ
で
ん
〕

明
治
十
五
，
一
（
剛
）

新
田
一
統
志
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願
絲
恋
苧
環
〔
ね
〕
が
い
の
い
と
こ
〔
い
の
〕
お
だ
ま
き

天
保
八
’
七
（
だ
）

鼠
小
紋
吾
妻
新
形
〔
ね
ず
ぷ
こ
も
ん
あ
ず
ま
の
し
ん
が
た
〕

明
治
十
三
，
二
（
剛
）
十
五
’
五
（
剛
）
十
八
’
三
（
川
）

鼠
小
紋
稲
葉
新
形

明
治
十
五
‐
五
（
Ⅷ
）

鼠
小
紋
春
の
新
形
ね
ず
ゑ
こ
も
ん
は
る
の
し
ん
〔
が
〕
た

明
治
十
五
’
四
（
剛
）

ぬ
け
参
牛
の
角
娃

明
和
八
’
五
（
４
）

ぬ
し
様
に
思
参
ら
せ
候

文
化
十
一
－
十
二
（
拓
）

布
ひ
い
き
滝
色
糸

文
政
八
’
十
一
（
団
）

布
引
滝安
永
元
‐
十
（
４
）

明
治
元
’
七
（
肥
）

日
本
第
一
和
布
苅
神
事
に
つ
ぼ
ん
だ
い
い
ち
め
か
り
の
じ
ん
じ

天
保
元
’
八
（
田
）
七
－
一
（
刑
）
八
１
口
（
だ
）
弘
化
元
’
十
（
艶
）
四
’
十
（
川
）

嘉
永
二
’
七
（
皿
）
明
治
四
‐
一
（
剛
）
十
二
’
九
（
鯛
）

弐
人
獅
子
四
枚
扇

明
治
二
十
一
－
十
一
（
皿
）

回 回

〔
ぬ
の
び
き
の
た
き
〕

〔
ぬ
し
さ
ま
に
お
も
い
ま
い
ら
せ
そ
う
ろ
う
〕

ぬ
の
び
い
き
た
き
の
い
る
い
と

ぬ
け
ま
い
り
う
し
の
つ
の
も
じ

博
多
小
女
郎

天
保
八
，
一
〔
肌
〕

博
多
小
女
郎
操
競

明
治
十
一
，
一
（
醜
）

穐
花
先
代
名
松
本

文
政
四
！
七
・
七
（
“
）

白
梅
源
氏
鼠
義
始

寛
政
三
’
十
一
（
超
）

野
路
梅
春
雨
文
庫

明
治
十
一
，
三
（
唖
）

后
の
月
酒
宴
島
台
の
ち
の
つ
き
し
ゆ
え
ん
の
し
ま
だ
い

文
政
十
一
，
九
〔
剛
〕

の
べ
の
書
残
の
べ
の
か
き
お
き

安
永
三
四
（
５
）
天
明
八
’
十
（
皿
）
寛
政
六
ｌ
閨
十
一
（
略
）
享
和
三
’
七
（
型
）

文
化
三
’
三
・
三
・
五
（
幻
）
八
’
四
（
詔
）
文
政
二
’
八
（
虹
）
八
’
十
一
（
副
）

天
保
八
１
十
（
万
）
十
二
－
十
（
師
）
嘉
永
一
一
１
十
一
（
川
）

乗
掛
合
羽
伊
賀
駅
〔
の
り
か
け
が
っ
ぱ
い
が
の
う
ま
や
〕

明
治
十
五
‐
十
一
（
皿
）
十
六
－
一
（
咄
）

飾
駒
曽
我
通
双
六
の
り
か
け
そ
が
ど
う
ち
ゅ
う
す
ご
ろ
く

弘
化
四
，
一
〔
剛
〕

閨
の
扇
廓
宝
恵
駕
〔
ね
や
の
お
う
ぎ
く
る
わ
の
ほ
え
か
ご
〕

明
治
十
三
‐
二
（
肌
）

回 回’

は
ぎ
は
せ
ん
だ
い
な
は
ま
つ
も
と

は
か
た
こ
じ
ょ
ろ
う

は
く
ぱ
い
げ
ん
じ
ち
ゆ
う
ぎ
の
て
は
じ
め
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葉
越
迺
月
女
熊
阪
ｌ
こ
’
つ
き
お
ん
な
く
ま
さ
か

天
保
十
’
五
（
副
）

箱
根
霊
験
電
仇
討
は
こ
ね
れ
い
げ
ん
い
ざ
り
の
あ
だ
う
ち

享
和
元
’
九
（
理
）
三
’
七
（
型
）
文
化
七
’
八
・
十
一
（
蛇
）
文
政
元
’
四
（
調
）

五
’
九
（
妬
）
九
’
九
（
詔
）
十
’
八
（
型
）
十
一
‐
十
二
（
ｗ
）
天
保
元
’
三
（
弱
）

九
（
副
）
四
’
十
（
能
）
十
’
四
・
七
（
鉦
）
弘
化
二
－
九
（
妬
）
三
’
九
（
ｗ
）
四
‐

九
（
川
）
嘉
永
五
’
二
（
Ⅷ
）
文
久
二
’
五
（
Ⅲ
）
慶
応
二
－
十
二
（
伽
）
三
‐
四

（
皿
）
明
治
二
－
五
（
伽
）
三
’
十
（
伽
）
七
－
九
（
剛
）

橋
弁
慶
は
し
べ
ん
け
い

安
政
六
’
五
（
咽
）
文
久
三
’
九
（
Ⅷ
）
慶
応
三
’
十
一
（
皿
）
明
治
元
’
五
（
蝿
）

二
’
五
（
咽
）

始
開
南
芝
英
は
じ
め
て
ひ
ら
く
な
ん
し
の
は
な
ぶ
さ

寛
政
七
’
十
一
（
略
）

場
所
〈
清
水
相
撲
立
引
ぱ
し
ょ
は
き
よ
み
ず
す
も
う
の
た
て
ひ
き

寛
政
四
’
五
（
皿
）
天
保
八
’
二
（
だ
）

拙
松
の
俳
優
は
ず
か
し
き
ま
つ
の
ふ
り
ご
と

文
政
三
’
十
（
蝿
）

八
犬
伝
花
魁
は
ち
け
ん
で
〔
ん
〕
は
な
の
さ
〔
き
〕
が
け

天
保
十
二
’
四
（
師
）

八
丈
島
道
化

明
治
二
十
六
’
八
（
皿
）

八
陳
守
護
城
は
ち
じ
ん
し
ゆ
ご
の
ほ
ん
じ
よ
う

文
化
五
’
三
（
羽
）
九
（
釦
）
十
三
’
八
（
銘
）
文
政
元
’
八
（
鋤
）
二
’
五
・
六
（
虹
）

三
’
九
・
九
・
十
一
（
妃
）
九
’
八
（
艶
）
天
保
三
’
十
（
髄
）
五
’
十
二
（
的
）
七

’
五
（
池
）
十
一
（
私
）
八
’
十
一
〔
蝿
〕
十
二
，
一
（
妬
）
・
十
一
（
碑
）
十
三
’
三

（
配
）
十
四
’
九
（
例
）
弘
化
三
‐
三
（
妬
）
九
（
師
）
嘉
永
元
‐
一
（
皿
）
二
’
七

（
川
）
安
政
元
１
五
（
川
）
三
’
九
（
、
）

八
幡
祭
獅
子
花
画
〔
は
ち
ま
ん
ま
つ
り
し
し
の
だ
ん
じ
り
〕

明
治
十
五
’
十
一
（
脱
）

八
幡
祭
礼
宵
宮
賑

明
治
十
一
，
九
（
剛
）
十
五
’
九
（
脱
）

初
戎
福
徳
歌
は
つ
え
び
す
ふ
く
や
と
く
わ
か

嘉
永
四
‐
一
（
Ⅷ
）

葉
月
の
水
烏

寛
政
九
ｌ
閨
七
（
喝
）

立
春
姫
小
松
は
つ
〔
が
す
〕
み
ひ
〔
め
〕
や
ち
と
せ
↓
り
っ
し
ゅ
ん

ひ
め
こ
ま
つ

八
犬
伝
評
判
楼
閣
は
っ
け
ん
で
ん
う
わ
さ
の
た
か
ど
の

天
保
七
’
四
〔
剛
〕

初
信
廓
文
章
〔
は
つ
だ
よ
り
く
る
わ
ぶ
ん
し
よ
う
〕

明
治
十
五
’
四
（
剛
）

新
聞
詞
錦
絵
〔
は
つ
だ
よ
り
こ
と
ば
の
に
し
き
え
〕

明
治
八
‐
七
（
剛
）

初
音
旅
は
つ
ね
の
た
び

文
化
一
一
’
十
一
（
”
）
四
’
七
（
調
）

初
音
旅
梅
喬
は
つ
ね
の
た
び
う
め
の
あ
い
や
ど

天
保
九
’
三
〔
剛
〕

初
音
の
旅
路
は
つ
ね
の
た
び
じ

文
政
四
’
十
（
妬
）
天
保
一
一
’
十
二
（
“
）
弘
化
四
’
五
（
的
）

初
翠
緑
尾
上
岩
藤
〔
は
っ
ぷ
ど
り
お
の
え
の
い
わ
ふ
じ
〕

安
政
四
，
一
（
肥
）

初
櫓
金
慢
幕
は
つ
や
ぐ
ら
こ
が
ね
の
ま
ん
ま
く

享
和
三
‐
十
一
（
型
）

初
櫓
豊
歳
三
番
史
は
つ
や
ぐ
ら
た
ね
ま
き
さ
ん
ぱ
そ
う

嘉
永
五
－
八
（
川
）
明
治
三
’
十
一
（
伽
）

初
櫓
雪
振
袖
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明
治
十
六
，
一
（
脳
）

艶
競
石
川
染
は
で
く
ら
べ
い
し
か
わ
ぞ
め

寛
政
八
’
四
・
五
・
六
（
Ⅳ
）
天
保
一
一
’
四
（
閉
）
十
四
‐
十
一
（
躯
）

競
伊
勢
物
語
※
は
で
く
ら
べ
い
せ
も
の
が
た
り

安
永
四
‐
四
（
５
）
九
’
三
（
７
）
天
明
三
’
四
（
８
）
寛
政
三
’
十
二
（
喝
）
五
‐

三
（
皿
）
四
（
妬
）
十
’
十
（
過
）
十
二
’
四
（
虹
）
文
化
元
’
八
（
妬
）
文
政
七
－

八
（
妃
）
九
’
十
一
・
十
二
（
認
）
十
’
三
（
理
）
十
二
’
三
（
印
）
天
保
四
’
七
・

七
・
七
（
鈴
）
五
’
九
（
的
）
七
’
三
（
”
）
七
（
ね
）
十
二
’
四
（
郡
）
弘
化
三
－

五
（
％
）
四
’
四
（
的
）
嘉
永
二
’
五
・
八
（
皿
）
四
’
二
（
川
）
明
治
三
’
十
（
伽
）

十
五
’
四
（
剛
）

容
競
恋
抜
粋
は
で
く
〔
ら
べ
こ
〕
い
の
い
ろ
〔
ざ
し
〕

安
政
元
‐
一
（
Ⅷ
）

艶
競
恋
関
札
は
で
く
ら
べ
こ
い
の
せ
き
ふ
だ

天
保
六
ｌ
閨
七
（
刀
）

艶
競
恋
の
湊
は
で
く
ら
べ
こ
い
の
み
な
と

天
保
十
四
’
三
・
三
（
卯
）
弘
化
四
’
十
（
川
）

競
曽
我
入
船

明
治
十
四
’
三
（
蝿
）

艶
双
蝶
紋
日
は
で
く
ら
べ
ち
ょ
う
の
も
ん
ぴ

文
化
十
四
’
三
（
調
）
文
政
八
’
九
（
卵
）
十
（
団
）
十
‐
一
（
弱
）
十
二
－
八
（
記
）

天
保
三
’
九
（
髄
）
五
’
七
（
的
）
八
’
五
（
花
）
九
’
九
（
ね
）
十
’
三
（
副
）
十
一

‐
六
（
艶
）

艶
通
当
世
姿
は
で
く
ら
べ
と
う
せ
い
す
が
た

文
政
五
’
七
（
妬
）
天
保
元
’
六
（
帥
）

艶
競
奴
無
間
は
で
く
ら
べ
や
っ
こ
む
げ
ん

文
政
ニ
ー
ニ
（
虹
）

艶
競
若
葉
英
は
で
く
ら
べ
わ
か
ぱ
の
は
な
ぶ
さ

天
保
七
‐
十
一
（
私
）

容
艶
姿
娘
道
成
寺
は
で
す
が
た
む
す
め
ど
う
じ
ょ
う
じ

文
化
二
’
八
（
妬
）

当
世
模
様
優
然
染
は
で
も
よ
う
ゆ
う
ぜ
ん
ぞ
め

文
化
六
’
十
一
（
虹
）

花
菖
い
ろ
は
連
歌
は
な
あ
や
め
い
ろ
は
れ
ん
が

天
保
十
二
－
五
〔
節
〕

花
筏
厳
流
島
は
な
い
か
だ
が
ん
り
ゅ
う
じ
ま

文
化
二
ｌ
閨
八
（
妬
）

花
筏
情
水
棹
は
な
い
か
だ
な
さ
け
の
み
〔
ず
〕
さ
お

文
化
七
－
一
（
認
）
安
政
元
’
十
・
十
一
（
川
）
慶
応
三
’
十
一
（
、
）

花
艫
淀
川
語
は
な
い
か
だ
よ
ど
が
わ
ぱ
な
し

寛
政
十
二
‐
一
（
虹
）

花
茨
胡
蝶
廼
粉
色
〔
は
な
い
ば
ら
こ
ち
よ
う
の
い
ろ
ど
り
〕

明
治
十
八
，
一
（
Ⅷ
）

花
扇
錦
絵
競
は
な
お
う
ぎ
に
〔
し
〕
き
〔
え
〕
く
ら
べ

天
保
十
三
’
四
（
躯
）
嘉
永
二
‐
一
（
肥
）

花
霞
名
盛
扇
は
な
が
す
み
な
と
り
の
お
う
ぎ

享
和
元
’
三
・
三
（
犯
）
天
保
元
’
八
（
鉦
）

花
筐
因
幡
松
は
な
が
た
承
い
な
ぱ
の
ま
つ

安
永
六
’
十
（
６
）

花
筐
双
葉
悌
・
は
な
が
た
み
ふ
た
ぱ
の
お
も
か
げ

天
明
五
’
二
・
二
・
三
（
９
）

花
形
見
娘
道
成
寺
は
な
が
た
み
む
す
め
ど
う
じ
ょ
う
じ

天
明
八
’
三
（
、
）
三
（
、
）
天
保
十
’
三
〔
噸
〕

花
兜
四
季
の
写
絵
は
な
か
ぶ
と
し
き
の
う
つ
し
え

寛
政
四
’
十
（
狸
）

花
川
戸
身
替
の
段
は
な
か
わ
ど
み
が
わ
り
の
だ
ん

弘
化
二
’
九
〔
剛
〕
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鏡
伊
勢
物
語
は
な
く
ら
べ
い
せ
も
の
が
た
り
↓
は
で
く
ら
べ
い

せ
も
の
が
た
り

花
競
廓
姿
絵
は
な
く
ら
べ
さ
と
の
す
が
た
え

文
化
ニ
ー
ー
（
郡
）

花
競
四
季
寿
は
な
く
ら
べ
し
き
の
こ
と
ぶ
き

寛
政
六
１
四
（
媚
）

花
競
十
二
月
〔
は
な
く
ら
べ
じ
ゅ
う
に
つ
き
〕

文
化
十
四
，
一
（
犯
）

花
車
淀
暁
鐘

明
治
十
二
’
十
一
（
蝿
）

花
暦
春
陽
賑
〔
は
な
ど
よ
み
〕
は
る
の
〔
に
ぎ
わ
い
〕

安
政
六
，
一
（
岨
）

花
さ
そ
ふ
縁
の
乗
合
舟
〔
は
な
〕
さ
そ
う
〔
え
ん
〕
の
の
り
あ
い

文
化
五
，
一
（
”
）

花
菖
蒲
浮
木
亀
山
〔
は
な
し
ょ
う
ぶ
う
き
き
の
か
め
や
ま
〕

明
治
十
’
六
（
醜
）

花
勝
負
甲
陽
軍
記

明
治
二
十
’
五
（
Ⅷ
）

花
相
撲
蝶
禽
紋
日
は
な
ず
も
う
ち
よ
う
ち
ょ
う
の
も
ん
び

天
保
ニ
ー
ニ
（
舵
）
弘
化
元
ｌ
盆
替
り
・
九
（
兜
）
嘉
永
四
’
三
（
川
）

花
相
撲
武
勇
勝
関
は
な
ず
も
う
ぶ
ゆ
う
の
か
ち
ど
き

天
Ⅲ
六
’
五
（
、
）

花
澤
会
稽
掲
布
染
は
な
だ
す
き
か
い
け
い
か
ち
ん
ぞ
め

天
保
七
’
二
（
、
）
弘
化
一
一
’
十
（
弱
）
嘉
永
元
’
七
（
皿
）
明
治
元
’
九
（
皿
）

花
澤
亀
山
噺
は
な
だ
す
き
か
め
や
ま
ば
な
し

天
明
四
’
二
（
９
）

花
三
升
恋
い
の
字
は
な
と
み
ま
す
い
と
し
い
の
も
じ

天
保
十
’
十
〔
師
〕

花
魁
答
八
総
は
な
の
あ
に
つ
ぼ
み
の
や
つ
ふ
さ

天
保
七
’
一
・
二
（
九
）
三
（
池
）
十
三
’
八
（
的
）
弘
化
四
‐
一
・
一
（
兜
）
嘉
永

元
Ｉ
五
（
川
）
安
政
四
１
九
（
川
）
五
’
十
一
（
咽
）
慶
応
一
一
－
一
（
伽
）
三
’
八
（
Ⅲ
）

明
治
元
’
十
（
脳
）

花
上
野
幼
稚
文
談
〔
は
な
の
う
え
の
お
さ
な
ぶ
ん
だ
ん
〕

明
治
十
六
’
十
一
（
噸
）

花
上
野
誉
の
石
碑
〔
は
な
の
う
え
の
ほ
ま
れ
の
い
し
ぶ
み
〕

明
治
一
一
’
五
（
剛
）
十
五
’
一
（
剛
）

花
写
絵
は
な
の
う
つ
し
え

寛
政
十
一
‐
一
（
卯
）

花
雲
輝
双
紙
〔
は
な
の
く
も
い
な
ず
ま
そ
う
し
〕

明
治
三
’
三
（
Ⅷ
）

花
雲
鐘
入
月
は
な
の
く
も
か
ね
に
い
る
つ
き

天
保
八
’
三
〔
肌
〕

花
雲
鐘
浅
草
〔
は
な
の
く
も
か
ね
は
あ
さ
く
さ
〕

弘
化
二
’
三
（
“
）

花
雲
佐
倉
曙
は
な
の
く
も
さ
く
ら
の
あ
け
ぼ
の

嘉
永
五
’
三
・
五
（
Ⅲ
）
六
’
九
（
川
）
明
治
三
’
九
（
伽
）
十
四
‐
十
（
剛
）
十
五

’
五
（
剛
）
七
（
剛
）

花
雲
撞
鐘
頭
は
な
の
く
も
つ
き
が
ね
か
し
ら

文
化
元
’
三
（
妬
）
四
１
三
（
魂
）

桜
花
雲
鳴
神
不
動
は
な
の
く
も
な
る
か
み
ふ
ど
う

文
化
十
三
’
九
（
錫
）

花
蓋
大
江
山
は
な
の
さ
か
ず
き
お
お
え
や
ま

弘
化
二
’
十
一
〔
剛
〕

花
魁
曽
我
謹

明
治
十
四
－
八
（
剛
）

花
競
俄
曲
突
は
な
の
ほ
か
に
わ
か
の
き
よ
く
つ
き

弘
化
ニ
ー
ー
〔
剛
〕
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花
洛
西
名
所

明
治
十
四
’
五
（
剛
）

花
洛
矢
数
誉
は
な
の
み
や
こ
や
か
ず
の
〔
ほ
〕
ま
れ

天
保
十
三
’
三
（
錦
）
嘉
永
元
’
八
（
皿
）
文
久
三
’
八
（
川
）
明
治
十
五
！
十
一

（
肥
）

花
街
吉
原
通
〔
は
な
の
象
や
こ
よ
し
わ
ら
が
よ
い
〕

明
治
十
六
‐
一
（
剛
）

花
の
裳
は
な
の
も
す
そ

寛
政
十
二
‐
一
（
幻
）
文
化
六
‐
一
（
鋤
）

日
本
花
赤
城
塩
竈
は
な
は
さ
く
ら
ぎ
あ
こ
の
し
お
が
ま

安
永
六
’
十
二
（
６
）
天
明
元
‐
三
（
７
）
寛
政
四
’
九
（
皿
）
九
’
三
（
鳩
）
文
政

十
’
六
（
副
）
十
一
‐
九
（
師
）
天
保
十
二
’
五
（
師
）
十
四
’
三
・
三
（
帥
）
弘
化

元
’
十
一
（
聖
）
四
１
十
一
（
川
）

開
花
春
東
京
新
聞

明
治
八
’
三
（
剛
）
十
五
’
三
（
剛
）

花
英
筐
石
橋
は
な
ぶ
さ
か
た
み
の
し
や
つ
き
よ
う

享
和
二
－
九
（
羽
）

英
執
着
獅
子
は
な
〔
ぶ
〕
さ
し
ゅ
う
ち
や
く
じ
し

天
保
十
一
‐
一
（
蛇
）

花
雪
歌
清
水
は
な
ふ
ぶ
き
う
た
の
き
〔
よ
〕
み
ず
↓
は
な
ふ
ぶ
き

う
た
の
な
ど
こ
ろ

花
雪
歌
清
水
※
は
な
ふ
ぶ
き
う
た
の
な
ど
こ
ろ

文
政
十
二
１
一
・
二
（
釘
）
天
保
十
四
‐
一
（
帥
）
弘
化
三
！
一
（
卵
）
嘉
永
ニ
ー

ー
（
皿
）
安
政
二
‐
一
（
川
）

花
雪
恋
手
鑑

明
治
三
’
十
一
（
伽
）

桜
田
雪
盛
忠
美
談
は
な
ふ
ぶ
き
〔
せ
い
〕
ち
ゅ
う
〔
び
だ
〕
ん

明
治
六
’
二
（
剛
）

花
雪
箱
根
曙
は
な
ふ
ぶ
き
は
こ
〔
ね
の
あ
け
ぼ
の
〕

文
久
二
’
三
（
肌
）

花
幕
瓢
箪
蓋
は
な
ま
く
ひ
〔
さ
〕
ご
の
さ
か
ず
〔
き
〕

文
久
三
’
三
（
川
）

花
実
時
佐
賀
妖
猫
〔
は
な
み
ど
き
さ
が
の
よ
う
承
よ
う
〕

明
治
十
五
’
五
（
剛
）

花
当
所
目
見
得
所
作
事

川
治
十
六
，
一
（
肌
）

花
娘
昔
八
丈

明
治
四
－
一
・
一
（
剛
）

紅
筆
恋
取
組
は
な
め
ず
ら
し
き
こ
〔
い
の
〕
と
り
く
み

天
保
九
－
八
（
刃
）
明
治
二
’
七
（
伽
）

花
楓
い
ろ
は
評
判
は
な
も
み
〔
じ
〕
い
ろ
は
〔
ひ
ょ
う
〕
ば
ん

天
保
十
一
，
十
（
鼬
）

花
楓
小
倉
の
色
紙
は
〔
な
も
み
じ
お
ぐ
ら
〕
の
し
き
し

嘉
永
五
’
三
（
川
）

花
楓
浪
速
詠
は
な
も
み
じ
な
に
わ
の
な
が
め

文
化
七
’
八
（
兜
）
天
保
元
’
八
・
八
（
田
）
文
久
元
’
八
（
Ⅲ
）

花
楓
都
模
様
〔
は
な
も
ぷ
じ
承
や
こ
も
よ
う
〕

明
治
十
八
’
十
一
（
Ⅷ
）

花
櫓
恋
堰
取
は
な
や
ぐ
ら
こ
い
の
せ
き
と
り

文
化
五
’
六
（
調
）
十
三
’
七
（
”
）

契
比
翼
額
棲
は
な
れ
ぬ
な
か
ひ
よ
く
の
が
く
む
く

天
保
八
’
九
〔
肌
〕

花
和
讃
新
羅
伝
記
は
な
わ
さ
ん
し
ん
ら
ご
で
ん
き

嘉
永
五
’
十
一
〔
剛
〕

浜
砂
伝
石
川
は
ま
の
ま
さ
ご
つ
き
ぬ
い
し
か
わ

文
化
元
’
九
・
十
（
弱
）
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早
教
訓
開
化
節
用
〔
は
や
が
く
も
ん
か
い
か
ご
よ
ゑ
〕

明
治
十
五
’
五
（
剛
）
五
（
Ⅷ
）

は
や
り
歌
恋
抄
書
は
や
り
う
た
こ
い
の
ぬ
き
が
き

天
明
五
’
八
（
９
）

新
歌
街
紅
摺
は
や
り
う
た
さ
と
の
べ
に
ず
り

文
化
十
‐
八
（
弱
）

時
花
服
嫁
入
模
様
は
や
り
こ
そ
で
ょ
め
い
り
も
よ
う

明
和
五
’
五
（
３
）
安
永
五
’
十
（
５
）
文
政
元
’
八
（
⑩
）

張
強
月
吉
原
は
り
つ
よ
き
つ
き
の
よ
し
わ
ら

天
明
七
１
四
（
、
）

播
磨
潟
雪
曙

明
治
七
－
三
（
剛
）
十
五
’
五
（
Ⅷ
）

春
霞
女
猿
曳
〔
は
る
が
す
み
お
ん
な
さ
る
ま
わ
し
〕

安
政
三
’
三
（
皿
）

春
霞
住
の
江
八
景
は
る
が
す
ぷ
す
ゑ
の
え
は
っ
け
い

文
政
六
１
－
（
灯
）

春
霞
鳰
湖
面
は
る
が
す
み
に
お
の
う
ぷ
づ
ら

享
和
二
，
一
（
配
）
文
政
三
，
一
（
蛇
）

春
霞
花
石
橋
は
る
が
す
み
は
〔
な
〕
さ
つ
き
よ
う

慶
応
三
’
二
（
肌
）
五
（
皿
）
明
治
二
’
三
（
蝿
）

春
霞
花
都
錦

明
治
二
’
十
一
（
Ⅷ
）

春
霞
都
室
咲

明
治
十
六
’
十
二
（
蝿
）

春
霞
富
士
粧
は
る
が
す
ゑ
や
ま
の
よ
そ
お
い

文
化
十
‐
一
（
認
）

春
景
隅
田
川

明
治
十
三
’
十
（
剛
）

東
山
殿
女
狩

文
政
七
’
十
一
（
⑲
）

御
晶
眉
錦
車

青
陽
詠
梅
桜
色
競
は
る
げ
し
き
は
な
の
す
が
た
ｌ

天
保
四
－
一
（
師
）

春
景
色
和
歌
の
浦
波

文
化
十
二
‐
一
（
妬
）

春
駒
成
桔
梗
旗
上
は
る
ご
ま
な
る
き
〔
き
ょ
う
〕
の
は
〔
た
あ
げ
〕

弘
化
二
－
一
（
弧
）

春
相
撲
御
摂
顔
触
は
る
ず
も
う
ひ
い
き
の
か
お
ぶ
れ

天
保
十
’
三
〔
噸
〕

春
鬼
卿
小
栗
外
伝
〔
は
る
の
こ
ま
お
ぐ
り
が
い
で
ん
〕

明
治
十
四
，
一
・
三
（
鯛
）
十
七
，
一
（
Ⅷ
）

春
鬼
訓
小
栗
実
録

明
治
十
八
－
五
（
Ⅷ
）

春
富
士
扇
面
張
交
〔
は
る
の
ふ
じ
お
う
ぎ
の
は
り
ま
ぜ
〕

明
治
十
五
’
五
（
剛
）

春
菊
初
旅
芝
は
る
も
き
ぐ
は
つ
れ
の
わ
か
し
ぱ

文
政
十
二
’
三
〔
皿
〕

万
国
宝
交
易
ば
ん
こ
く
た
か
ら
の
こ
う
え
き

明
治
二
－
一
（
脳
）

播
州
皿
屋
敷
ば
ん
し
ゅ
う
さ
ら
や
し
き

文
化
十
三
’
六
（
師
）
文
政
七
’
九
（
⑱
）
天
保
七
’
八
（
だ
）
嘉
永
元
‐
八
（
Ⅲ
）

十
一
（
皿
）
万
延
元
’
五
（
川
）
慶
応
三
’
八
（
皿
）
十
一
（
唖
）
明
治
五
’
八
（
剛
）

十
二
，
二
（
鯛
）
十
四
’
三
（
鰯
）

回

ひ
が
し
や
ま
ど
の
お
ん
な
ま
き
か
り

ひ
け
や
ひ
け
に
し
き
ぐ
る
ま
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文
化
四
’
十
一
（
調
）

最
曳
花
鐘
入
ひ
け
や
ひ
け
や
は
な
の
か
ね
い
り

文
化
七
’
七
（
狸
）

彦
山
権
現
誓
助
釦
ひ
こ
さ
ん
ど
ん
げ
ん
ち
か
い
の
す
け
だ
ち

天
明
七
’
五
（
、
）
寛
政
九
’
十
一
（
喝
）
文
化
元
’
十
（
弱
）
十
二
（
坊
）
七
’
九

（
認
）
八
’
三
・
三
（
鉛
）
九
’
二
（
瓢
）
十
’
五
（
型
）
十
一
，
三
（
弱
）
天
保
元
－

八
・
八
（
例
）
三
’
八
（
髄
）
六
’
五
（
沁
）
七
’
十
一
（
狸
）
九
’
三
（
沼
）
十
二

（
帥
）
十
一
，
二
・
六
（
縄
）
弘
化
元
’
五
（
蛇
）
嘉
永
元
’
五
・
五
（
Ⅲ
）
九
（
皿
）

二
’
九
（
川
）
安
政
元
’
十
（
川
）
四
’
三
・
四
・
五
（
鵬
）
文
久
元
’
五
（
川
）
明

治
三
’
五
（
Ⅷ
）
九
’
六
（
皿
）
十
三
’
九
（
剛
）
十
五
’
八
（
皿
）
十
六
－
一
（
蝿
）

十
八
’
四
（
岬
）
二
十
’
七
（
Ⅷ
）

日
高
川
入
相
花
王
ひ
だ
か
が
わ
い
り
あ
い
ざ
く
ら

明
和
八
’
十
（
４
）
文
久
元
’
四
（
Ⅲ
）
明
治
十
六
’
四
（
蝿
）

日
高
川
恋
の
蛇
籠
〔
ひ
だ
か
が
わ
こ
い
の
じ
ゃ
か
ご
〕

明
治
五
’
十
一
（
剛
）

一
筆
書
墨
田
初
鳫
ひ
と
ふ
で
が
き
す
だ
の
は
つ
か
り

弘
化
四
’
七
〔
剛
〕

雛
春
東
錦
絵
〔
ひ
な
の
は
る
あ
ず
ま
に
し
き
え
〕

安
政
三
，
一
（
Ⅲ
）

南
朝
嫁
入
始
ひ
な
の
象
や
こ
よ
め
い
り
の
て
な
ら
い

安
永
三
’
十
一
（
５
）

ひ
な
の
裳
裾
ひ
な
の
も
す
そ

寛
政
五
’
三
（
皿
）
四
（
妬
）

雛
祭
志
賀
の
古
里

明
治
十
八
’
五
（
Ⅷ
）

旭
丸
源
氏
鑑
ひ
の
ま
る
げ
ん
じ
か
が
承

明
和
六
’
十
一
（
４
）

雲
雀
山
中
将
姫

明
治
十
四
’
十
二
（
Ⅷ
）

鴎
山
姫
捨
松
〔
ひ
ば
り
や
ま
ひ
め
す
て
の
ま
つ
〕

明
治
十
一
，
十
二
（
脇
）

響
灘
入
船
噺
ひ
び
き
な
だ
い
り
ふ
ね
ぱ
な
し

寛
政
三
’
八
（
蝿
）

姫
鏡
双
葉
絵
草
紙
ひ
め
か
が
み
ふ
た
ぱ
え
ぞ
う
し

寛
政
四
ｌ
閨
二
（
過
）

姫
競
蒻
檜
扇
ひ
め
く
ら
べ
か
ざ
し
の
ひ
お
う
ぎ

文
化
三
’
十
一
（
記
）
天
保
三
’
九
（
髄
）
六
’
九
・
九
（
、
）
十
一
，
二
（
鯛
）
十

四
’
十
一
（
蛇
）
弘
化
三
’
五
（
％
）
万
延
元
’
二
（
川
）

姫
競
双
葉
絵
草
紙
ひ
め
く
ら
べ
ふ
た
ぱ
え
ぞ
う
し

文
化
六
’
五
（
灯
）
天
保
六
’
七
（
、
）
十
（
、
）
八
’
八
（
万
）
十
一
，
一
（
銘
）

八
（
型
）
十
二
‐
一
（
妬
）
弘
化
元
‐
一
（
蛇
）
二
’
七
（
妬
）
三
，
一
（
妬
）
嘉
永

四
－
一
（
川
）
文
久
二
‐
二
（
川
）
慶
応
三
‐
一
（
伽
）
明
治
元
’
十
一
（
皿
）
三
－

八
（
伽
）
十
三
’
九
（
剛
）
十
五
’
三
（
剛
）
十
八
’
九
（
Ⅷ
）
二
十
一
，
十
二
（
皿
）

姫
小
松
子
日
の
遊
ひ
め
こ
ま
つ
ね
の
ひ
の
あ
そ
び

明
和
七
’
十
一
（
４
）
天
明
七
’
九
（
、
）
文
化
元
’
二
（
記
）
十
一
（
記
）
文
政

二
，
二
（
狸
）
四
’
五
（
“
）
八
’
三
（
鉛
）
九
’
二
（
副
）
五
（
粥
）
天
保
元
‐
六

（
紅
）
三
’
九
（
髄
）
九
’
十
一
・
十
二
（
帥
）
十
三
’
十
（
的
）
十
一
（
卯
）
十
四

‘
十
一
〔
師
〕
弘
化
四
’
四
（
的
）

飛
始
馬
名
画
揚
誉

明
治
十
五
，
一
（
剛
）

姫
松
住
の
江
八
景

寛
政
十
‐
三
（
四
）

日
向
島明
治
十
ニ
ー
ニ
（
剛
）

兵
庫
岬
栄
花
船
調
ひ
ょ
う
〔
ご
み
さ
〕
き
え
〔
い
〕
が
〔
の
ふ
な
う
〕
た
．

安
政
六
’
八
（
噸
）

重
扇
栄
松
朝
ひ
よ
く
も
ｌ
の
ｌ
↓
か
さ
ね
お
う
ぎ
さ
か

え
の
ま
つ
わ
か
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中
村
笄
ひ
よ
く
か
ん
ざ
し

文
政
十
’
七
（
型
）

翼
蝶
恋
山
崎
〔
ひ
よ
く
ち
よ
う
こ
い
の
や
ま
ざ
き
〕

明
治
十
四
’
十
（
剛
）

比
翼
墳
ひ
よ
く
づ
か

天
保
三
‐
一
（
“
）

ひ
よ
く
の
て
ま
り
売
ひ
よ
く
の
て
ま
り
う
り

明
治
ニ
ー
ニ
（
３
）

比
翼
烏
部
山
ひ
よ
く
の
と
り
べ
や
ま

寛
政
四
’
六
（
皿
）
文
化
四
’
四
（
詔
）
天
保
十
三
’
十
（
的
）
明
治
元
’
六
（
鯛
）

八
（
剛
）
明
治
十
四
－
一
（
剛
）
十
五
’
四
（
剛
）
五
・
六
（
Ⅷ
）

比
翼
紋
曲
輪
色
取
ひ
よ
〔
く
〕
も
ん
く
る
わ
〔
の
〕
い
ろ
ど
り

明
治
二
’
七
（
剛
）

双
紋
廓
錦
絵
ひ
よ
く
も
ん
く
る
わ
の
に
し
き
え
↓
ひ
よ
く
も
ん

さ
と
の
に
し
き
え

双
紋
廓
錦
絵
※
ひ
よ
く
も
ん
さ
と
の
に
し
き
え

文
化
二
’
九
（
坊
）
三
‐
十
一
（
羽
）
文
政
十
一
‐
九
（
弱
）
天
保
六
‐
十
一
（
、
）

七
’
六
（
沼
）
弘
化
四
’
十
一
（
川
）
明
治
十
六
（
脱
）

比
翼
紋
蝶
灸
色
指
〔
ひ
よ
く
も
ん
ち
よ
う
ち
よ
の
い
る
ざ
し
〕

明
治
三
’
三
（
剛
）

比
翼
紋
名
所
井
筒
ひ
よ
く
も
ん
め
い
し
よ
い
づ
つ
↓
ふ
た
つ
も
ん
め

い
し
よ
い
づ
つ

日
吉
丸
稚
桜
ひ
よ
し
ま
る
お
さ
な
ざ
く
ら
↓
ひ
よ
し
ま
る
わ
か

ぎ
の
さ
く
ら

日
吉
丸
稚
桜
※
ひ
よ
し
ま
る
わ
か
ぎ
の
さ
く
ら

享
和
三
’
三
（
型
）
文
化
十
二
’
七
（
釘
）
天
保
七
’
四
（
泥
）
十
一
‐
十
（
艶
）
十

二
－
九
（
師
）
弘
化
元
１
四
（
蛇
）
六
（
兜
）
三
‐
五
（
妬
）
明
治
元
’
十
一
（
皿
）

平
井
権
八
曲
輪
通
ひ
ら
い
ど
ん
ば
ち
く
る
わ
が
よ
い

天
保
二
－
一
（
砲
）

平
井
権
八
吉
原
街
ひ
ら
い
ど
ん
ぱ
ち
よ
し
わ
ら
が
よ
い

寛
政
五
‐
三
（
皿
）
文
政
九
‐
一
（
田
）
天
保
六
’
二
（
知
）
十
・
□
（
、
）
七
’
五

（
”
）
十
一
（
私
）
八
１
三
（
布
）
七
（
布
）
天
保
九
，
一
（
沼
）
十
‐
一
（
帥
）
十

一
・
十
一
（
塊
）
十
一
，
四
（
閉
）
十
四
’
二
（
帥
）
弘
化
元
’
三
（
蛇
）
二
‐
二

（
“
）
三
‐
十
二
（
兜
）
四
‐
九
（
川
）
嘉
永
一
一
－
二
・
四
（
叩
）
五
（
川
）
安
政
二
１

十
（
Ⅲ
）
元
治
元
’
八
（
伽
）
明
治
三
’
五
・
八
（
伽
）

比
良
嶽
雪
見
陣
立
ひ
ら
が
だ
け
ゆ
き
み
の
じ
ん
だ
て

寛
政
一
一
’
四
・
五
（
⑫
）
七
’
一
一
一
（
略
）
文
化
十
一
－
八
・
八
（
妬
）
天
保
八
，
二
（
布
）

ひ
ら
か
な
盛
衰
記
ひ
ら
が
な
せ
い
す
い
き

明
和
五
１
六
（
４
）
天
明
元
’
九
（
７
）
三
’
十
二
（
８
）
寛
政
十
一
‐
九
（
、
）
享

和
三
‐
一
（
羽
）
七
（
型
）
文
化
四
’
五
（
羽
）
六
’
十
二
（
証
）
十
’
八
・
八
（
弱
）

十
一
，
九
（
錨
）
十
四
’
八
（
調
）
文
政
一
一
’
八
・
八
（
虹
）
四
－
四
（
“
）
七
’
三

（
妃
）
九
，
二
（
副
）
三
（
艶
）
十
‐
七
（
弘
）
十
一
，
四
（
弱
）
四
〔
皿
〕
六
（
弱
）

九
（
弱
）
十
一
一
‐
五
（
師
）
十
（
詔
）
天
保
元
’
三
（
弱
）
・
閨
三
・
六
（
帥
）
二
‐

四
（
他
）
三
ｌ
□
（
髄
）
四
’
五
（
師
）
五
’
三
（
鮨
）
七
’
十
（
私
）
十
二
（
布
）
八

，
六
（
だ
）
九
１
八
（
”
）
十
・
十
一
（
帥
）
十
‐
五
・
九
（
釦
）
十
一
（
躯
）
十
一

－
五
（
閉
）
十
一
（
開
）
十
二
‐
十
一
（
師
）
弘
化
二
’
五
月
替
り
・
六
（
妬
）
三
‐

六
（
ｗ
）
四
‐
二
（
肥
）
嘉
永
元
’
五
（
皿
）
ニ
ー
ニ
（
順
）
七
・
八
（
肌
）
三
’
十

一
（
川
）
四
’
八
（
川
）
文
久
二
’
十
一
（
Ⅷ
）
元
治
元
‐
二
（
即
）
明
治
三
’
八

（
伽
）
六
’
五
（
剛
）
九
，
一
（
剛
）
十
五
Ｉ
五
（
Ⅷ
）
十
六
’
七
（
蝿
）
十
七
‐
七

（
蝿
）

翻
蝶
潤
粉
色
ｌ
い
Ｉ
と
り
ｌ

嘉
永
五
’
五
（
川
）

風
流
飴
白
狐

囚
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安
政
四
’
五
（
燗
）

風
流
糸
の
調
ふ
う
り
ゅ
う
い
と
の
し
ら
べ

寛
政
ニ
ー
四
・
五
・
五
（
⑫
）

雅
栄
花
大
尽
ふ
う
り
ゅ
う
え
い
が
だ
い
じ
ん

天
保
元
‐
一
〔
脇
〕

風
流
大
江
山
ふ
う
り
ゅ
う
お
お
え
や
ま

寛
政
三
’
十
一
（
過
）

風
流
大
お
ど
り
ふ
う
り
ゅ
う
お
お
お
ど
り

安
永
六
’
七
（
５
）
文
化
十
三
’
七
（
評
）

風
流
形
見
信
夫
摺
ふ
う
り
ゅ
う
か
た
象
の
し
の
ぶ
ず
り

安
永
六
’
十
（
６
）
享
和
元
’
八
（
型
）

風
流
国
姓
爺
ふ
う
り
ゅ
う
こ
く
せ
ん
や

享
和
二
’
十
一
（
詔
）

風
流
七
だ
ん
獅
子
ふ
う
り
ゅ
う
し
ち
だ
ん
じ
し

寛
政
四
１
二
（
画
）

風
流
つ
り
狐
ふ
う
り
ゅ
う
つ
り
ぎ
つ
ね

文
化
元
’
二
（
妬
）

風
流
三
人
形
ふ
う
り
ゅ
う
み
つ
に
ん
ぎ
よ
う

寛
政
九
’
八
（
喝
）

風
流
都
大
お
ど
り
ふ
う
り
ゅ
う
み
や
こ
お
お
お
ど
り

明
和
一
一
－
七
（
３
）
六
’
七
（
４
）
安
永
九
’
七
（
７
）
天
明
一
一
’
七
（
８
）
享
和
三

，
七
（
型
）
文
化
三
’
七
（
幻
）
四
’
七
（
調
）

風
流
連
管
三
番
三
ふ
う
り
ゅ
う
れ
ん
か
ん
の
さ
ん
ぱ
そ
う

天
明
二
’
十
（
８
）

封
文
娘
緋
鹿
の
子

明
治
十
六
’
九
（
噸
）

吹
自
慢
忠
左

明
治
二
十
六
’
八
（
皿
）

福
寿
艸
植
込
島
台
〔
ふ
く
じ
ゅ
そ
う
う
え
こ
み
し
ま
だ
い
〕

文
政
元
’
十
（
ぬ
）

福
人
宝
入
船
〔
ふ
く
の
か
み
た
か
ら
の
い
り
ふ
れ
〕

明
治
四
－
二
（
即
）

福
大
人
遊
鯉
の
寿
ふ
く
だ
い
じ
ん
ゆ
う
り
の
こ
と
ぶ
き

天
保
十
’
十
一
（
唖
）

稲
荷
祭
甲
冑
縁
記
ふ
じ
の
も
り
か
ぶ
と
え
ん
ぎ

天
保
元
’
十
一
〔
剛
〕

寓
土
額
男
女
繁
山
〔
ふ
じ
び
た
い
つ
く
ば
の
し
げ
や
ま
〕

明
治
十
五
，
一
（
剛
）
十
六
’
十
一
（
蝿
）
十
七
’
六
（
咄
）

富
士
屏
風
霞
巻
帯
ふ
じ
を
び
ょ
う
ぶ
か
す
み
の
ま
き
お
び

天
保
十
‐
二
〔
師
〕

伏
見
街
道
噂
暁
月
ふ
し
み
か
い
ど
う
う
わ
さ
の
あ
か
つ
き

文
政
七
’
八
（
妃
）

ふ
ぢ
見
月
通
者
墳
ふ
じ
桑
づ
き
す
い
ほ
う
づ
か

天
明
三
’
四
（
８
）

両
顔
恋
写
絵
ふ
た
お
も
て
こ
い
の
う
つ
し
え

天
保
五
’
五
（
的
）
七
’
五
（
池
）

二
面
信
夫
の
恋
艸
ふ
た
お
も
て
し
の
ぶ
の
こ
い
ぐ
さ

寛
政
十
‐
一
（
均
）

両
顔
月
詠
歌
ふ
た
お
も
て
つ
き
の
こ
と
の
は

弘
化
四
’
七
〔
剛
〕

両
顔
月
姿
絵
ふ
た
お
も
て
つ
き
〔
の
す
が
た
え
〕

天
保
十
四
－
二
（
卯
）
明
治
二
－
八
（
剛
）
十
四
’
九
（
剛
）

二
筋
道
曲
輪
三
暮
〔
ふ
た
す
じ
み
ち
く
る
わ
の
さ
ん
ぼ
〕

明
治
十
九
’
一
（
咄
）

再
開
婚
船
橋
ふ
た
た
び
ひ
ら
く
あ
ん
ど
の
ふ
な
ぱ
し

天
保
三
’
十
一
（
船
）

●
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双
櫛
蓮
紋
日
ふ
た
つ
く
し
は
ち
す
の
も
ん
ひ

天
保
十
三
’
五
（
銘
）

双
蝶
を
曲
輪
日
記
ふ
た
つ
ち
よ
う
ち
ょ
う
く
る
わ
に
つ
き

安
永
四
‐
三
（
５
）
天
明
二
’
五
・
五
（
８
）
四
’
四
（
９
）
寛
政
二
‐
四
（
勉
）
八

－
十
二
（
Ⅳ
）
九
’
四
（
喝
）
享
和
一
一
’
十
一
（
詔
）
文
化
四
’
三
（
お
）
九
’
四
（
詔
）

文
政
二
’
十
一
（
“
）
六
’
十
一
（
幻
）
九
’
十
（
詔
）
十
’
七
・
七
（
型
）
天
保
元

‐
閏
三
（
㈹
）
’
八
〔
鯛
〕
十
（
田
）
二
１
七
・
十
一
（
銘
）
三
’
三
（
“
）
六
’
三
（
加
）

七
’
三
（
池
）
八
－
五
（
布
）
九
’
四
（
門
）
十
一
，
二
・
三
（
鯛
）
十
二
，
一
（
妬
）

十
四
：
二
（
帥
）
弘
化
二
‐
十
一
（
妬
）
四
，
一
（
兜
）
嘉
永
元
’
九
（
皿
）
二
ｌ
閨

四
（
畑
）
十
一
（
川
）
三
１
二
（
川
）
安
政
三
’
三
（
皿
）
明
治
元
’
五
（
鰯
）
八
１

四
（
剛
）
十
五
ｉ
十
一
（
脇
）
二
十
一
一
’
十
一
（
剛
）

双
紋
廓
錦
画
ふ
た
つ
も
ん
く
る
わ
の
に
し
き
え
↓
ひ
よ
く
も
ん

さ
と
の
に
し
き
え

比
翼
紋
名
所
井
筒
※
ふ
た
つ
も
ん
め
い
し
よ
い
づ
つ

享
和
元
’
五
（
翠
）
文
化
二
’
七
（
坊
）

二
見
の
色
貝
ふ
た
み
の
い
る
が
い

文
化
三
’
八
（
”
）

二
見
姿
ふ
た
み
の
す
が
た

寛
政
四
’
六
（
皿
）

二
昔
恋
椿
駒
ふ
た
む
か
し
こ
い
の
き
き
が
き

天
保
十
二
‐
一
（
蹄
）

双
女
夫
布
洗
雛
形
ふ
た
め
お
と
さ
ら
し
ひ
な
が
た

文
化
四
‐
一
（
調
）
五
ｌ
閨
六
（
期
）

筆
遊
朧
夜
す
が
た
ふ
で
ず
さ
ぷ
お
ぼ
ろ
よ
す
が
た

寛
政
七
‐
一
（
略
）

船
越
鳫
文
月

明
治
十
八
１
九
（
Ⅷ
）

文
月
恨
切
子
ふ
み
づ
き
う
ら
ふ
の
き
り
こ

天
明
四
‐
五
（
９
）
寛
政
十
’
七
（
四
）
文
政
十
一
‐
七
（
調
）
天
保
十
四
’
八
（
虹
）

明
治
十
五
１
九
（
脱
）

文
月
千
種
の
夕
映
ふ
象
づ
き
ち
ぐ
さ
の
ゆ
う
ば
〔
え
〕

天
保
五
’
七
（
的
）

冬
籠
室
早
咲
ふ
ゆ
ご
も
り
む
ろ
の
は
や
ざ
き

天
保
七
’
十
一
（
布
）

振
合
都
袖
笠
ふ
り
あ
わ
せ
は
な
の
そ
で
か
さ

天
明
七
ｉ
四
（
皿
）

振
袖
酒
呑
児
ふ
り
そ
で
し
ゅ
て
ん
ど
う
じ

寛
政
三
’
十
一
（
⑬
）

振
袖
誕
生
梅
ふ
り
そ
で
た
ん
じ
よ
う
の
う
め

明
和
六
－
四
（
４
）

振
袖
天
神
記
ふ
り
そ
で
て
ん
じ
ん
き

明
和
六
’
四
（
４
）
文
化
七
’
八
（
鑓
）

振
袖
轍
鳴
神
ふ
り
そ
で
ふ
た
ぱ
な
る
か
み

享
和
元
ｉ
七
（
認
）

振
袖
桜
菅
笠
ふ
り
そ
で
や
よ
い
の
す
げ
が
さ

文
化
四
’
三
（
魂
）

姿
分
可
見
髻
毫
戯
ふ
り
わ
け
が
ぷ
う
な
い
こ
あ
そ
び

安
永
九
’
三
（
７
）

振
分
髪
真
烏
実
記
ふ
り
わ
け
が
み
ま
と
り
じ
つ
き

文
化
十
二
’
四
・
五
（
ｗ
）

故
参
新
年
顔
見
世
ふ
る
き
を
も
っ
て
あ
ら
た
ま
の
か
お
象
せ

享
和
元
’
十
一
（
配
）

昔
慕
や
は
り
七
化
ふ
る
め
か
し
け
れ
ど
や
は
り
な
な
ば
け

天
保
九
，
一
（
沼
）

粉
色
誉
筆
勢

安
永
九
’
三
（
７
）
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法
恩
日
蓮
記
〔
ほ
う
お
ん
に
ち
れ
ん
き
〕

明
治
二
’
十
（
伽
）
十
四
’
六
（
剛
）
十
九
’
五
（
蝿
）

防
州
苗
打
松
ぽ
う
し
ゅ
う
な
え
う
ち
ま
つ

安
永
九
’
七
（
７
）
文
化
二
－
三
（
妬
）

北
条
時
頼
記
ほ
う
じ
ょ
う
じ
ら
い
き

平
家
女
護
島
へ
い
け
に
よ
ど
の
し
ま

享
和
二
１
三
・
五
（
認
）
三
’
五
（
型
）
文
化
五
‐
十
一
（
鋤
）
十
四
’
三
（
調
）
文

政
一
一
’
五
（
虹
）
七
’
九
（
蛸
）
十
一
－
九
（
弱
）
天
保
三
二
（
“
）
十
一
，
三
・

六
（
鯛
）
十
一
（
蹄
）
十
四
ｌ
閨
九
（
虹
）
弘
化
四
’
五
（
的
）
嘉
永
元
’
二
（
Ⅲ
）

安
政
三
‐
二
（
皿
）

紅
色
桔
梗
女
団
七
べ
に
き
き
ょ
う
お
ん
な
だ
ん
し
ち

天
保
七
’
七
（
沼
）
十
’
四
（
別
）

紅
彩
色
京
暦
べ
に
さ
い
し
き
み
や
〔
こ
〕
ご
ょ
承

文
化
八
’
三
（
詔
）

紅
紫
大
坂
潤
べ
に
む
ら
さ
き
あ
い
で
そ
め
あ
げ

文
化
十
三
ｌ
閨
八
・
閏
八
（
犯
）

文
福
茶
釜
の
由
来

明
治
十
五
’
七
（
Ⅲ
）

文
武
陣
立
明
治
十
二
，
二
（
咄
）

文
武
蔵
両
刀
扇
讐

天
保
九
ｌ
閨
四
〔
価
〕

回 日

ぶ
ん
ぶ
り
ょ
う
と
う
お
お
ぎ
の
あ
だ
う
ち

明
和
五
１
九
（
４
）
天
明
元
’
七
（
７
）
五
‐
十
一
（
９
）
寛
政
十
’
二
（
四
）
文
化

十
’
四
（
鍵
）
十
一
，
十
一
・
十
一
（
調
）
十
三
’
十
一
（
犯
）
天
保
八
‐
一
（
だ
）

九
’
三
（
沼
）
十
三
‐
九
・
十
（
的
）
嘉
永
二
‐
九
（
川
）
安
政
三
１
十
一
（
肥
）

奉
納
左
彫
刻
ほ
う
の
う
め
い
よ
の
ほ
り
も
の

文
化
九
’
五
（
鈍
）

北
雪
美
談
時
代
鑑
〔
ほ
く
せ
つ
び
だ
ん
じ
だ
い
か
が
み
〕

明
治
十
六
’
三
（
胆
）

郭
公
相
宿
話
ほ
と
と
ぎ
す
あ
い
や
ど
ぱ
な
し

文
政
三
’
六
（
婚
）

郭
公
雨
夜
紅
ほ
と
と
ぎ
す
あ
ま
よ
の
く
れ
な
い

天
明
七
’
四
（
⑩
）

ほ
と
上
ぎ
す
面
白
草
紙

明
治
十
七
’
三
（
Ⅷ
）

暁
朗
浦
朝
霧
〔
ほ
の
ぼ
の
と
う
ら
の
あ
さ
ぎ
り
〕

明
治
十
二
’
十
一
（
鯛
）

誉
石
碑天
保
十
四
ｌ
閨
九
（
瓢
）

彫
刻
左
小
刀
ほ
り
き
ざ
み
ひ
だ
り
こ
が
た
な
↓
ち
よ
う
こ
く
ひ

だ
り
こ
が
た
な

惚
慕
浮
名
移
ほ
れ
た
ど
う
し
う
き
な
の
や
う
つ
り

弘
化
三
’
十
一
〔
剛
〕

惚
同
士
二
世
朧
夜
ほ
れ
た
ど
し
に
せ
の
お
ぼ
ろ
ょ

天
保
八
’
三
〔
Ⅸ
〕

本
朝
糸
の
し
ら
べ
ほ
ん
ち
よ
う
い
と
の
し
ら
べ

文
政
十
二
ｌ
十
一
（
調
）

本
朝
糸
屋
娘
ほ
ん
ち
よ
う
い
と
や
む
す
め

文
政
十
一
’
四
（
一
四
天
保
五
’
四
（
的
）
六
’
七
（
、
）
九
（
刀
）
嘉
永
一
一
’
八

（
川
）
安
政
五
’
二
（
皿
）

庁rー
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舞
扇
南
河
話
ま
い
お
う
ぎ
な
ん
か
の
は
な
し

文
化
五
’
九
（
鋤
）
七
’
三
（
兜
）
十
一
‘
九
・
九
（
詑
）
文
政
八
－
九
・
九
（
卵
）

九
’
三
・
七
（
砲
）
十
一
，
三
（
弱
）
九
（
弱
）
天
保
二
’
六
（
“
）
十
一
（
“
）
四

ｌ
六
・
二
ノ
か
わ
り
（
鈴
）
天
保
七
’
九
（
両
）
十
・
十
（
私
）
十
一
（
布
）
十
‐

九
（
団
）
十
二
－
四
（
師
）
十
三
’
三
（
銘
）
弘
化
四
’
二
（
兜
）

舞
扇
閨
の
筐
ま
い
お
う
ぎ
ね
や
の
か
た
象

寛
政
元
‐
一
（
、
）
文
政
十
二
’
三
（
”
）

迷
子
札
戴
断
柱
礎
〔
ま
い
ご
ふ
だ
さ
ば
き
の
い
し
ず
え
〕

明
治
十
三
’
四
（
剛
）

通
俗
妓
容
三
国
志
ま
い
ら
せ
そ
ろ
く
る
わ
さ
ん
ご
く
し

天
保
元
，
一
〔
齢
〕

参
ら
せ
候
廓
の
初
文
〔
ま
い
ら
せ
そ
う
ろ
う
〕
さ
と
の
は
っ
ぶ
承

文
政
十
二
－
一
〔
皿
〕

本
朝
難
波
戦
実
記

明
治
十
七
‐
一
（
蝿
）

本
朝
廿
四
孝
ほ
ん
ち
よ
う
に
じ
ゅ
う
し
こ
う

安
永
六
’
十
（
６
）
寛
政
ニ
ー
ニ
（
皿
）
九
‐
一
（
ｒ
）
十
二
‐
十
二
（
型
）
享
和
二

，
二
（
羽
）
文
化
六
’
八
・
十
一
（
瓢
）
七
’
六
（
犯
）
十
’
十
（
弱
）
十
三
’
十
二

（
銘
）
十
四
’
五
・
文
政
元
’
三
（
調
）
八
’
六
・
九
（
卵
）
天
保
四
‐
一
（
師
）
九

，
三
〔
節
〕
十
’
十
一
（
艶
）
十
一
，
十
一
（
錨
）
十
三
’
十
二
（
帥
）
弘
化
元
’
五

（
兜
）
二
’
十
（
弱
）
四
’
三
・
三
（
兜
）
嘉
永
二
‐
二
（
川
）
五
’
十
一
（
川
）
安

政
元
’
九
（
川
）
六
’
十
一
（
咽
）
文
久
元
’
十
一
（
肌
）
慶
応
元
’
十
二
（
伽
）
三

，
五
（
皿
）
明
治
元
’
八
（
皿
）
三
’
十
（
皿
）
十
一
（
剛
）
九
’
五
（
剛
）
十
三
１
十

（
剛
）
十
四
’
十
一
（
剛
）
十
五
’
五
（
Ⅷ
）
十
六
’
二
・
三
（
蝋
）
十
一
（
咽
）
十

七
’
三
（
Ⅷ
）
十
八
’
九
（
Ⅷ
）

因

真
菰
隠
鶇
思
ひ
羽
ま
こ
も
〔
が
〕
く
れ
お
し
の
お
も
い
ば

安
政
元
，
一
（
川
）

申
瓢
黄
菊
月
ま
さ
る
ひ
さ
ご
こ
が
れ
の
き
ぐ
づ
き

明
治
五
’
九
（
剛
）

真
猿
祝
詞
姿
名
残
ま
さ
る
め
で
た
き
す
が
た
の
な
ご
り

文
化
十
‐
九
（
弱
）

未
い
ろ
は
楓
棲
紅
ま
だ
い
ろ
は
も
み
じ
の
つ
ま
べ
に

嘉
永
四
’
九
〔
剛
〕

莫
怪
踊
化
姿
ま
た
か
い
な
じ
ゅ
う
に
ば
け

文
化
十
四
’
三
（
銘
）
三
（
調
）

再
梅
鉢
金
沢
評
誌
〔
ま
た
の
う
め
ば
ち
か
な
ざ
わ
ひ
ょ
う
じ
よ
う
〕

明
治
十
三
’
五
（
咄
）

再
大
蔵
閨
の
睦
言
〔
ま
た
の
お
お
く
ら
れ
や
の
む
つ
ご
と
〕

明
治
二
’
三
（
鰯
）
十
四
’
七
（
剛
）

再
大
蔵
都
花
粉
色

明
治
四
’
二
（
伽
）

再
忠
臣
赤
穂
実
伝
〔
ま
た
の
ち
ゅ
う
し
ん
あ
か
ほ
じ
っ
き
〕

明
治
二
十
’
十
一
（
Ⅷ
）

再
忠
臣
赤
穂
実
録
〔
ま
た
の
ち
ゅ
う
し
ん
あ
こ
う
じ
つ
ろ
く
〕

明
治
十
八
，
一
（
Ⅷ
）

松
錺
祝
富
久
寿
草

明
治
十
一
，
一
（
皿
）

松
下
嘉
平
治
連
歌
評
判
ま
つ
し
た
か
へ
い
じ
れ
ん
が
の
ひ
ょ
う
ば
ん

寛
政
七
’
五
（
略
）
文
政
十
二
’
九
・
十
一
・
十
一
（
記
）
明
治
三
’
十
（
剛
）

松
朝
霞
粉
色
ま
つ
の
あ
さ
か
す
み
の
い
ろ
と
り

弘
化
二
，
一
（
“
）

松
の
寿
ま
つ
の
こ
と
ぶ
き

文
化
二
－
十
一
（
”
）
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真
似
五
斗
当
彫
物

明
治
二
十
一
，
六
（
剛
）

真
似
三
筋
拙
猿
智

明
治
十
三
’
九
（
剛
）

万
歳
艸
妹
背
振
袖

寛
政
元
’
九
（
哩
）

実
入
稲
黄
金
駒
曳
〔
み
い
り
の
あ
き
こ
が
れ
の
こ
ま
び
き
〕

明
治
十
二
’
九
（
鯛
）

三
枝
の
寄
木
み
え
の
や
ど
り
ぎ

明
和
七
‐
一
（
４
）

澪
標
浪
花
眺
み
お
つ
く
し
な
に
わ
な
が
め

寛
政
十
一
‐
六
（
釦
）
文
化
十
二
’
八
・
八
（
師
）

松
須
磨
一
絃

文
化
二
－
一
（
妬
）

松
一
本
花
真
砂
路

文
政
三
‐
四
（
妃
）

万
調
飛
馬
始

寛
政
六
’
十
（
略
）

松
男
操
高
砂

文
政
三
’
十
一
（
“
）

待
宵
庚
申
八
百
屋
献
立

明
治
十
六
’
三
（
鵬
）

翻
恋
湊

囚

ま
ん
ね
ん
ぐ
さ
い
も
せ
の
ふ
り
そ
で

ま
ぶ
と
き
や
く
こ
い
の
ふ
か
が
わ
↓
た
て
ひ
き
こ

い
の
み
な
と

〔
ま
ね
る
ご
と
う
あ
た
る
ほ
り
も
の
〕

ま
つ
ひ
と
き
は
な
の
ま
さ
ど
じ

ま
つ
の
す
ま
ご
と

ま
つ
も
ろ
と
も
承
さ
お
の
た
か
さ
ご

ま
ず
ひ
め
は
じ
め

身
替
月
姿
見

明
和
六
’
九
（
４
）

身
替
花
舞
楽

明
和
六
’
九
（
４
）

身
替
雪
錦
木

明
和
六
１
九
（
４
）

星
猿
挺
玉
踊

嘉
永
二
－
七
（
肌
）

貞
操
競
文
武
陣
立

明
治
十
二
，
四
（
剛
）

貞
操
花
鳥
羽
恋
塚

文
政
四
’
五
（
“
）

短
夜
夢
朝
日
手
枕

明
治
十
六
’
十
一
（
蝿
）

三
島
於
仙
媚
陣
取

天
保
八
’
八
（
花
）

水
伝
授
入
船
物
語

天
保
二
’
八
（
侭
）

乱
菊
露
仇
枕

安
政
三
’
八
（
皿
）

乱
咲
恋
三
面

天
保
六
ｌ
□
（
、
）

乱
咲
姿
若
艸

文
久
二
，
一
（
畑
）

栞
恋
大
和
全

文
政
十
一
－
十
一
〔
皿
〕

道
行
翌
の
噂

〔
み
じ
か
よ
の
ゆ
め
あ
さ
ひ
の
た
ま
く
ら
〕

〔
み
ち
ゆ
き
あ
す
の
う
わ
さ
〕

み
ち
し
る
べ
こ
い
の
や
ま
や
ま

承
だ
〔
れ
ざ
き
す
が
た
〕
の
〔
わ
か
く
さ
〕

〔
み
だ
れ
ぎ
く
つ
ゆ
の
あ
だ
ま
く
ら
〕

ゑ
ず
で
ん
じ
ゅ
い
り
ふ
れ
ぱ
な
し

承
し
ま
お
せ
ん
て
く
だ
の
じ
ん
と
り

み
さ
お
の
は
な
と
ぱ
の
こ
い
づ
か

〔
み
が
わ
り
〕
ゆ
き
の
に
し
き
ぎ

〔
み
が
わ
り
〕
は
な
の
ぶ
が
／
、

み
ぎ
り
の
え
ん
’
な
Ｉ

み
が
わ
り
つ
き
の
す
が
た
詮
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慶
応
二
－
十
二
（
伽
）

道
行
朧
の
桂
川
象
ち
ゆ
き
お
ぼ
ろ
の
か
つ
ら
が
わ

天
明
四
’
三
（
９
）
天
保
元
－
－
（
的
）

道
行
恋
近
江
八
景
〔
み
ち
ゆ
き
こ
い
の
お
う
象
は
つ
け
い
〕

安
政
二
－
三
（
Ⅲ
）

道
行
思
案
余
み
ち
ゆ
き
し
あ
ん
の
ほ
か

弘
化
二
－
十
一
〔
剛
〕

道
行
旅
癖
三
度
笠
み
ち
ゆ
き
た
び
ね
の
さ
ん
ど
が
さ

文
化
九
’
九
（
弘
）

道
行
快
白
絞
み
ち
ゆ
き
た
〔
も
〕
と
の
し
ら
し
ぼ
り

明
治
元
’
十
一
（
皿
）

道
行
情
の
三
度
笠
み
ち
ゆ
き
な
さ
け
の
さ
ん
ど
が
さ

天
保
八
’
九
〔
剛
〕
十
二
’
八
〔
噸
〕

道
行
初
音
旅
象
ち
ゆ
き
は
つ
れ
の
た
び

天
保
十
‐
三
・
十
二
－
五
〔
噸
〕
安
政
五
’
十
一
（
伽
）

道
行
初
音
の
旅
路
み
ち
ゆ
き
は
つ
れ
の
た
び
じ

天
保
元
’
十
一
（
鑓
）

三
津
重
桐
の
島
台
ぶ
つ
が
さ
れ
き
り
の
し
ま
だ
い

天
保
元
’
八
（
田
）

貢
士
雪
源
氏
晶
貝
み
つ
ぎ
の
ゆ
き
げ
ん
じ
び
い
き

文
政
十
一
‘
十
一
〔
腕
〕

三
組
誉
景
清
承
つ
ぐ
み
ほ
ま
れ
か
げ
き
ょ

寛
政
七
’
十
一
（
略
）
天
保
元
ｌ
閨
三
（
帥
）

三
紅
恋
乱
菊
象
つ
く
れ
な
い
こ
い
の
ら
ん
ぎ
く

文
化
十
一
－
六
（
弱
）

三
瀬
河
比
翼
思
羽
み
つ
せ
が
わ
ひ
よ
く
の
お
も
い
ば

文
化
四
’
九
（
調
）

三
人
形
買
出
来
合
ぶ
つ
に
ん
ぎ
よ
う
ほ
ん
の
で
き
あ
い

文
政
三
’
六
（
⑬
）

三
津
農
潮
汲
桑
つ
の
し
お
く
み

寛
政
五
‐
九
（
Ｅ
）
享
和
二
‐
一
（
詔
）

三
春
翫
雀
躍
み
つ
〔
の
は
る
か
ん
じ
や
く
お
ど
り
〕

嘉
永
三
‐
一
（
叩
）

故
衣
濫
櫻
錦
象
つ
も
の
つ
づ
れ
の
に
し
き

天
保
元
’
九
〔
脇
〕

三
寄
姿
粉
色
〔
み
つ
よ
せ
て
す
が
た
の
い
ろ
ど
り
〕

明
治
四
’
八
（
伽
）

御
堂
前
未
刻
太
鼓
象
ど
う
の
ま
え
お
〔
や
つ
〕
の
た
〔
い
〕
こ

嘉
永
元
’
五
（
皿
）
明
治
十
四
’
七
（
剛
）

御
堂
前
菖
蒲
帷
子
〔
み
ど
う
の
ま
え
し
ょ
う
ぶ
か
た
び
ら
〕

慶
応
三
‐
五
（
皿
）

御
堂
前
し
ょ
う
ぶ
の
救
劔
承
ど
う
の
ま
え
し
ょ
う
ぶ
の
す
け
だ
ち

文
化
七
’
四
・
五
（
犯
）

慣
ち
ょ
っ
と
七
化
み
な
ろ
う
て
ち
ょ
っ
と
な
な
ば
け

文
化
十
‐
一
（
謎
）
五
（
弱
）
天
保
二
－
十
（
鈴
）
八
’
五
（
だ
）

花
橘
新
古
置
土
産
み
な
ろ
う
て
と
り
あ
わ
せ
た
る
お
き
承
や
げ

嘉
永
五
’
十
・
十
（
川
）

班
や
つ
と
七
変
化
拳
〔
な
る
う
て
〕
や
っ
と
な
な
ば
け

嘉
永
六
’
五
（
川
）

慣
や
は
り
七
変
化
み
な
ろ
う
て
や
は
り
な
な
ば
け

文
化
十
’
三
（
鈍
）

巳
歳
始
堀
江
幸
福
象
に
な
る
か
な
と
ち
の
に
ぎ
わ
い

文
化
五
’
十
一
（
鋤
）

美
濃
近
江
恋
関
守
み
の
お
う
み
〔
こ
い
の
せ
〕
き
も
り

文
政
十
’
四
（
製
）

豊
樋
月
景
清
〔
み
の
り
の
あ
き
つ
き
の
か
げ
き
ょ
〕
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明
治
十
五
’
九
（
皿
）

当
歳
牛
負
稲
承
の
り
よ
し
か
ね
の
な
る
き

文
化
一
兀
’
十
一
（
弱
）
十
一
（
妬
）

挙
源
氏
出
世
山
姥
象
ぱ
え
げ
ん
じ
し
ゅ
つ
せ
や
ま
う
ぱ

天
明
八
’
九
・
十
（
、
）

都
大
お
ど
り
象
や
こ
お
お
お
ど
り

明
和
四
‐
七
（
３
）
六
’
七
（
４
）
寛
政
三
’
七
（
過
）
享
和
三
’
七
（
型
）
文
政
六

’
七
（
“
）

都
清
水
恋
廼
縁
記
み
や
こ
ぎ
よ
み
ず
こ
い
の
え
ん
ぎ

天
保
十
二
－
九
（
所
）

花
洛
清
水
夜
開
帳
み
や
こ
き
よ
み
ず
よ
か
い
ち
よ
う

文
政
八
’
七
（
卵
）
嘉
永
一
一
’
四
（
川
）
閨
四
（
川
）
三
’
九
（
川
）
五
’
五
（
川
）

洛
陽
見
物
左
衛
門
象
や
こ
け
ん
ぶ
つ
ざ
え
も
ん

天
明
四
’
九
（
９
）

都
鳥
色
夜
伽

明
治
二
十
一
‐
十
（
剛
）

都
鳥
廓
白
浪
み
や
こ
ど
り
く
る
わ
の
し
ら
な
み

明
治
十
五
’
四
（
剛
）

都
鳥
頃
夜
桜
み
や
こ
ど
り
こ
〔
ろ
〕
も
よ
ざ
く
ら

慶
応
三
’
三
（
皿
）

都
鳥
名
所
渡
み
や
こ
ど
り
め
い
し
よ
の
わ
た
し

文
政
三
’
八
（
“
）
四
’
三
（
“
）
明
治
三
‐
一
・
五
（
Ⅷ
）

都
風
流
大
踊
み
や
こ
ふ
う
り
ゅ
う
お
お
お
ど
り

安
永
四
’
八
・
六
’
七
（
５
）
天
明
二
－
七
・
三
’
七
（
８
）
寛
政
元
’
七
（
⑫
）
十

一
，
七
・
八
（
鋤
）
享
和
二
’
七
（
謁
）
文
化
九
’
八
（
弘
）
文
政
元
Ｉ
八
（
鉛
）

都
名
所
源
氏
絵
合
〔
承
や
こ
め
い
し
ょ
げ
ん
じ
え
あ
わ
せ
〕

文
久
三
’
九
（
川
）

宮
雀
川
崎
踊
み
や
す
ず
め
か
わ
さ
き
お
ん
ど

昔
鐙
大
父
母
日
記
む
か
し
あ
〔
ぶ
〕
象
お
お
ふ
ぽ
に
っ
〔
き
〕

安
政
四
’
五
（
畑
）

昔
鐙
文
武
功
む
か
し
あ
ぶ
み
ぶ
ん
ぷ
の
い
さ
〔
お
〕
し

安
政
三
「
三
（
叩
）
明
治
二
’
八
（
Ⅷ
）
七
’
三
（
剛
）
十
五
－
一
（
剛
）
五
（
剛
）

昔
八
丈
白
木
実
諄

明
治
二
十
’
三
（
Ⅷ
）

往
古
雛
怪
謹

明
治
十
七
‐
一
（
噸
）

昔
尾
岩
怪
談
む
か
し
む
か
し
お
い
わ
か
い
だ
〔
ん
〕

嘉
永
二
’
四
（
叩
）

王
代
浪
花
入
江
始
む
か
し
む
か
し
お
お
さ
か
の
は
じ
ま
り

寛
政
十
一
‐
七
（
卯
）

文
化
二
’
八
・
八
（
お
）

厳
島
の
う
つ
し
ゑ

寛
政
十
‐
一
（
四
）

宮
本
左
門
之
助
一
代
記

明
治
十
八
’
九
（
即
）

御
行
松
高
名
旧
跡

明
治
十
八
’
十
一
（
咄
）

豊
春
花
洛
賑

嘉
永
五
’
二
（
川
）

南
爾
寄
来
妙
法
経

天
保
元
’
六
〔
脇
〕

江
南
魁
曽
我

文
政
十
二
，
一
〔
呪
〕

回

み
ん
な
み
に
さ
き
が
け
そ
が

み
ん
な
み
に
く
り
き
の
む
し
ぼ
し

み
よ
の
は
る
は
な
の
う
つ
し
え

み
や
の
う
つ
し
え
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往
古
曽
根
崎
村
噂
む
か
し
む
か
し
そ
れ
ざ
き
む
ら
の
う
わ
さ

天
明
七
’
九
（
、
）
文
政
七
－
八
（
妃
）
九
’
二
（
証
）
十
（
弱
）
十
’
三
（
認
）
十

二
’
五
（
詔
）
天
保
七
’
七
（
祠
）
十
（
私
）
八
’
九
・
九
・
十
（
”
）
十
三
’
八
（
的
）

弘
化
三
’
十
（
師
）
嘉
永
四
‐
二
（
Ⅷ
）
安
政
三
’
九
（
皿
）
五
‐
二
（
眼
）
文
久
元

’
五
（
Ⅲ
）
三
’
七
（
川
）
明
治
二
’
四
（
鰯
）
三
二
（
、
）
五
（
Ⅷ
）

む
か
し
ノ
ー
浪
花
噺
む
か
し
む
か
し
な
に
わ
ぱ
な
し

弘
化
二
‐
八
（
妬
）

昔
今
夢
手
枕
む
か
し
を
い
ま
に
ゆ
め
の
た
ま
く
ら

寛
政
四
‐
一
（
過
）

神
代
右
近
橘
む
か
し
を
し
の
ぶ
う
こ
ん
の
た
ち
ば
な

文
化
元
’
十
二
（
妬
）

武
蔵
風
流
容
書
写
む
さ
し
ぶ
り
す
が
た
の
う
つ
し
え

文
政
十
二
’
十
（
記
）

結
文
浮
名
響
〔
む
す
〕
ぴ
ぶ
み
の
う
き
な
の
か
ん
〔
ざ
〕
し

明
治
元
’
五
（
鯛
）

結
ぶ
の
神
垣
む
す
ぶ
の
か
承
が
き

寛
政
十
一
－
一
（
鋤
）

結
ぶ
の
真
草
行
む
す
ぶ
の
し
ん
そ
う
ぎ
よ
う

明
和
六
‐
二
（
４
）

嬢
景
清
八
島
日
記
※
む
す
め
か
げ
き
ょ
や
し
ま
に
つ
き

文
政
元
’
八
・
九
（
鉛
）
十
二
－
四
（
釘
）
天
保
元
’
九
（
田
）
弘
化
四
－
一
（
兜
）

嘉
永
二
’
四
・
四
（
順
）
四
’
三
（
川
）
明
治
元
’
十
二
（
皿
）
四
－
一
・
一
（
伽
）

娘
景
清
八
島
日
記
む
す
め
け
い
せ
い
や
し
ま
に
つ
き
↓
む
す
め
か
げ

き
よ
や
し
ま
に
つ
き

娘
道
成
寺
む
す
め
ど
う
じ
ょ
う
じ

寛
政
十
’
四
（
四
）

陸
月
恋
手
取
む
つ
ま
じ
き
こ
い
の
て
と
り

天
保
三
’
二
（
“
）

村
井
長
庵
読
切
訳

名
作
切
籠
曙
め
い
さ
く
き
り
こ
の
あ
け
ぼ
の

享
和
元
’
八
（
配
）
’
’
’
七
（
詔
）
文
化
十
三
’
七
（
犯
）
十
四
’
七
（
調
）
文
政
五

，
八
（
妬
）
八
’
五
・
六
（
卵
）
九
’
七
（
蛇
）
十
一
，
五
（
弱
）
天
保
一
一
’
六
（
鯛
）

七
！
七
（
両
）
十
一
－
六
（
閉
）
’
八
（
鼬
）
十
二
’
七
（
師
）
十
三
１
六
・
八
（
配
）

八
（
的
）
弘
化
三
‐
八
（
師
）
嘉
永
元
’
八
・
八
（
皿
）
’
一
‐
八
（
皿
）
文
久
三
’
八

（
川
）
慶
応
三
’
八
（
皿
）
明
治
元
’
七
（
脇
）
’
’
’
五
（
蝿
）
七
（
剛
）
十
四
’
七
・

七
（
剛
）

名
作
左
小
刀

明
治
十
七
’
七
（
Ⅷ
）

増
礎
花
大
樹
め
い
し
ょ
ず
え
は
な
の
こ
の
し
た

寛
政
四
’
二
（
過
）
六
ｌ
閨
十
一
（
略
）
文
化
三
’
九
（
調
）
天
保
十
三
‐
一
（
飯
）

大
岡
才
智
捌
め
い
だ
ん
さ
い
ち
の
お
し
〔
え
〕

明
治
元
’
七
（
畑
）

名
筆
傾
城
鑑
め
い
ひ
つ
け
い
せ
い
か
が
み

寛
政
七
’
九
（
蝿
）
文
化
三
’
四
・
八
（
”
）
天
保
九
’
四
（
ね
）

名
筆
容
粉
色
〔
め
い
ひ
つ
す
が
た
の
い
ろ
ど
り
〕

明
治
十
五
－
二
（
剛
）

名
筆
吃
又
平
〔
め
い
ひ
つ
ど
も
の
ま
た
へ
い
〕

明
治
十
一
ｌ
十
二
（
咄
）
二
十
，
一
（
噸
）
二
十
一
－
十
一
（
皿
）

明
治
二
十
一
‘
九
（
剛
）

室
の
梅
末
開
か
し
ぐ

文
政
四
’
十
一
（
蝿
）

室
正
月
む
ろ
の
し
ょ
う
が
つ

天
保
元
‐
一
（
弱
）
十
三
‐
一
（
呪
）

室
町
容
笠
播
州
廻
む
ろ
ま
ち
が
さ
ば
ん
し
ゅ
う
め
ぐ
り

天
保
九
’
八
（
門
）

回
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名
筆
反
魂
香
め
い
ひ
つ
は
ん
〔
ご
〕
ん
こ
う

弘
化
四
’
四
（
的
）
嘉
永
三
，
一
（
川
）
万
延
元
’
三
（
川
）
明
治
元
’
七
（
鯛
）
十

四
’
六
（
剛
）
十
七
，
一
・
一
（
Ⅷ
）

名
物
東
錦
絵
め
い
ぶ
つ
あ
ず
ま
の
に
し
き
え

天
保
三
－
一
（
“
）

名
物
時
雨
蛤
め
い
ぶ
つ
し
ぐ
れ
は
ま
ぐ
り

寛
政
三
’
五
（
昭
）

伽
羅
累
物
語
〔
め
い
ぼ
く
か
さ
ね
も
の
が
た
り
〕

明
治
十
五
’
十
一
（
咄
）
十
六
’
九
（
噸
）

伽
羅
先
代
萩
め
い
ぽ
く
せ
ん
だ
い
は
ぎ

安
永
七
ｌ
閏
七
（
６
）
文
化
八
’
三
（
犯
）
十
三
’
九
（
犯
）
文
政
三
’
十
一
（
婚
）

四
’
三
（
狸
）
九
，
一
（
副
）
十
’
七
（
認
）
十
一
，
十
一
・
十
一
（
印
）
十
一
一
’
十
．

十
一
（
記
）
十
一
（
弱
）
天
保
元
’
三
・
閨
三
（
㈹
）
三
ｌ
閏
十
一
（
師
）
四
’
六

（
餡
）
五
’
五
・
七
（
釣
）
六
’
十
一
（
、
）
七
’
十
一
（
だ
）
八
’
十
一
（
万
）
九
‐

八
・
九
（
刃
）
十
’
五
（
鉦
）
十
一
，
八
・
十
（
艶
）
十
四
’
三
（
卯
）
弘
化
元
’
十

一
（
別
）
二
’
七
（
妬
）
三
’
四
（
％
）
四
１
－
（
兜
）
嘉
永
元
’
三
・
五
（
川
）
二
－

四
（
川
）
五
’
十
・
十
一
（
川
）
安
政
元
’
八
・
十
一
（
川
）
四
’
四
（
畑
）
万
延

元
’
四
（
川
）
文
久
三
’
三
（
Ⅷ
）
明
治
元
’
十
二
（
皿
）
三
’
十
（
棚
）
六
．
四
（
剛
）

十
三
’
七
（
剛
）
十
四
’
二
（
蝿
）
十
五
‐
三
（
剛
）
十
一
（
肥
）
十
七
’
三
（
Ⅷ
）

十
八
，
二
（
Ⅷ
）
二
十
六
’
八
（
皿
）

銘
々
伝
誉
礎

明
治
二
十
‐
一
（
咄
）

名
誉
仁
政
録
〔
め
い
よ
じ
ん
せ
い
ろ
く
〕

明
治
二
－
七
（
剛
）
七
‐
八
（
剛
）
十
五
Ｉ
十
一
（
鵬
）

名
誉
田
原
実
録

明
治
二
十
一
‐
十
一
（
剛
）

名
誉
左
彫
刻

明
治
二
十
’
二
（
Ⅷ
）

文
屋
久
作
縁
搗
杵
も
ぐ
さ
や
き
ゅ
う
さ
く
い
も
せ
の
う
ち
ぎ
ね

文
化
六
’
十
一
（
瓠
）

持
丸
長
者
黄
金
笄
も
ち
ま
る
ち
ょ
う
じ
ゃ
こ
が
れ
の
か
ん
ざ
し

享
和
三
’
三
（
型
）
文
政
三
’
九
（
“
）
天
保
四
’
十
（
錦
）
八
’
五
（
花
）
十
一
ｌ

六
（
配
）
八
（
艶
）
十
二
‐
四
（
師
）
十
三
’
三
（
銘
）
十
（
開
）
十
一
（
帥
）
安
政

五
’
十
一
（
畑
）

風
流
博
田
織
も
て
は
や
す
は
か
た
お
り

嘉
永
二
－
十
一
（
川
）

時
勢
万
両
橘
も
て
は
や
す
ま
ん
り
ょ
う
の
た
ち
ば
な

畉
駕
福
貴
英

文
政
元
，
一
（
釣
）

女
夫
狐天
保
七
‐
九
（
だ
）

妻
結
鄙
の
暦

文
化
元
’
二
（
型
）

恵
閏
雨
鉢
木

天
保
九
‐
五
〔
師
〕

恵
咲
室
梅
暦

嘉
永
六
’
十
一
（
川
）

御
摂
花
吉
野
拾
遺

天
保
十
一
，
十
（
配
）

芽
出
柳
緑
翠
松
前

明
治
十
七
‐
四
（
Ⅷ
）

目
出
度
打
益

寛
政
十
一
‐
十
一
（
皿
）

'固－’

め
ぐ
ぷ
の
は
な
よ
し
の
し
ゅ
う
い

〔
め
だ
し
や
な
ぎ
承
ど
り
の
ま
つ
ま
え
〕

め
で
た
い
う
ち
ま
し
ょ
月
〆

め
ぐ
み
う
る
お
う
あ
め
の
は
ち
の
き

め
ぐ
み
に
ひ
ら
く
む
ろ
の
う
め
ご
よ
み

め
お
と
ご
と
ひ
な
の
え
く
ぼ

め
お
と
ぎ
つ
ね

め
お
と
か
ご
ふ
う
き
の
は
な
ぶ
さ
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寛
政
九
’
十
一
（
喝
）

雪
御
伽
平
家
も
と
み
し
は
な
お
と
ぎ
へ
い
け

文
政
十
一
‘
十
一
〔
唖
〕

戻
り
駕
も
ど
り
か
ご

文
化
十
三
’
十
一
・
十
四
‐
一
（
記
）
文
政
九
１
七
（
艶
）
嘉
永
元
’
三
（
Ⅲ
）

戻
駕
色
相
肩
も
ど
り
か
ご
い
る
に
あ
い
か
た

文
政
三
’
六
（
妃
）
天
保
三
’
九
・
十
一
（
師
）
＋
’
十
一
（
配
）
十
一
，
八
（
艶
）

弘
化
元
‐
一
（
蛇
）
’
一
‐
一
（
“
）
嘉
永
元
’
十
一
（
皿
）
安
政
二
－
五
（
Ⅲ
）
四
‐

十
一
（
Ⅸ
）
慶
応
三
’
八
（
皿
）
明
治
元
’
四
（
皿
）
十
八
，
一
（
Ⅷ
）

戻
り
駕
寵
色
相
棒
も
ど
り
か
ご
ｌ

文
化
十
四
－
六
（
調
）

戻
駕
廓
大
全
も
ど
り
か
ご
く
る
わ
だ
い
ぜ
ん

享
和
二
１
一
・
二
（
認
）
文
政
七
，
一
（
娼
）

戻
駕
恋
畷
杖
も
ど
り
か
ご
こ
い
の
い
き
づ
え

文
政
九
’
八
（
詔
）

戻
り
駕
妻
姿
絵
も
ど
り
か
ご
ｌ

弘
化
二
’
十
一
（
％
）

物
ぐ
さ
太
郎
も
の
ぐ
さ
た
ろ
う

明
和
四
’
三
（
３
）
天
明
二
－
七
・
九
（
８
）
八
’
十
（
、
）
享
和
三
‐
九
（
型
）
文

化
元
’
十
（
妬
）
四
’
三
（
躯
）
八
（
調
）
八
’
十
二
（
詔
）
文
政
元
’
三
（
調
）
十

一
‘
九
（
弱
）
天
保
八
’
八
（
だ
）
嘉
永
五
－
十
・
十
一
（
川
）
明
治
十
五
’
十
一

（
蝋
）

物
草
太
郎
語

文
政
八
ｌ
□
（
鯛
）

紅
葉
鹿
封
文
曽
我
も
象
じ
に
し
か
ふ
り
そ
で
ぞ
め

文
政
十
二
‐
一
〔
醜
〕

椎
傘
露
振
袖
〔
も
承
じ
が
さ
〕
つ
ゆ
〔
の
ふ
り
〕
そ
〔
で
〕

明
治
四
’
七
（
伽
）

若
楓
園
生
錦
も
み
じ
が
り
そ
の
う
の
に
し
き

寛
政
六
ｉ
五
（
お
）

楓
狩
劔
本
地
も
承
じ
が
り
つ
る
ぎ
の
ほ
ん
ち

文
化
六
’
八
（
鉦
）
八
１
十
（
錨
）

桃
桜
雛
睦
事
も
も
ざ
〔
く
ら
〕
ひ
な
の
〔
む
〕
つ
ど
〔
と
〕

叫
治
十
四
’
三
（
剛
）

も
入
ち
ど
り
鳴
門
白
浪
も
も
ち
ど
り
な
る
と
の
し
ら
な
翠

寛
政
九
’
二
（
Ⅳ
）
文
政
八
‐
一
（
⑲
）
十
一
‐
一
（
弱
）
天
保
三
‐
一
（
“
）

三
〔
剛
〕
九
‐
一
（
沼
）
十
‐
一
（
帥
）
十
四
‐
二
（
卯
）
明
治
八
’
五
（
剛
）

花
鳥
青
陽
和
も
も
ち
ど
り
は
る
の
や
わ
ら
ぎ

安
政
三
‐
二
（
皿
）

桃
の
宴
三
組
盃
〔
も
も
の
え
ん
み
つ
ぐ
み
さ
か
ず
き
〕

寛
政
十
二
－
三
（
虹
）

桃
柳
春
雨
話
も
も
や
な
ぎ
は
る
さ
め
も
の
が
た
り

文
化
六
’
五
（
鋤
）

桃
柳
鄙
島
原
も
も
や
な
ぎ
ひ
な
の
し
ま
ば
ら

寛
政
十
’
三
（
⑲
）
天
保
十
二
閏
一
（
妬
）

百
夜
艸
雲
井
色
烏
も
も
よ
ぐ
さ
く
も
い
の
い
ろ
ど
り

寛
政
三
’
八
（
過
）

紋
尽
五
人
男
も
ん
づ
く
し
ご
に
ん
お
と
こ

文
政
八
’
三
〔
醜
〕

八
重
霞
花
街
入
船
や
え
が
す
み
く
る
わ
の
い
り
ふ
れ

寛
政
六
’
三
（
鴫
）

八
重
霞
浪
花
浜
荻
や
え
が
す
ゑ
な
に
わ
の
は
ま
お
ぎ

安
永
元
’
十
（
４
）
文
化
十
’
四
・
五
（
謎
）
文
政
十
’
九
（
弱
）
十
二
‐
八
（
錦
）

囹

八
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天
保
二
’
七
（
銘
）
四
’
七
（
銘
）
七
’
五
（
犯
）
八
’
五
（
布
）
十
一
（
万
）
弘
化

元
’
六
（
卵
）
安
政
元
’
八
・
二
，
二
（
Ⅲ
）
・
四
（
Ⅲ
）
万
延
元
’
十
一
・
文
久
元

’
五
（
Ⅷ
）
明
治
五
’
八
（
剛
）

八
重
九
重
花
姿
絵
や
え
こ
こ
の
え
は
な
の
す
が
た
え

天
保
十
二
’
七
〔
師
〕

柵
自
来
也
談
や
え
む
す
び
じ
ら
い
や
も
の
が
た
り

文
化
四
’
九
・
十
一
（
鋤
）
文
政
元
‐
一
・
一
（
調
）
四
（
⑩
）
十
一
‐
一
（
弱
）

天
保
三
’
九
（
髄
）
七
’
二
（
池
）
八
’
五
（
だ
）
十
’
八
（
釦
）
十
（
艶
）
十
一
’
十

（
餌
）
十
四
’
十
（
虹
）
弘
化
三
’
三
（
妬
）
四
’
六
（
”
）
安
政
元
Ｉ
十
一
・
十
一

（
川
）
万
延
元
’
十
一
（
Ⅲ
）

八
百
萬
盟
曽
我
や
お
よ
る
ず
ち
か
い
そ
が

寛
政
八
’
九
（
Ⅳ
）
天
保
八
’
十
一
（
沼
）

八
百
万
播
磨
姫
松
や
お
よ
る
ず
〔
は
り
〕
ま
の
〔
ひ
〕
め
ま
つ

明
治
十
六
’
三
（
岨
）

櫓
競
源
氏
旭
凱
歌

明
治
十
七
－
一
（
伽
）

櫓
太
鼓
成
田
仇
討
〔
や
ぐ
ら
だ
い
こ
な
り
た
の
あ
だ
う
ち
〕

明
治
二
十
，
一
（
咄
）

艶
音
頭
月
の
川
崎
や
さ
お
ん
ど
つ
き
の
か
わ
さ
き

文
化
六
’
七
（
虹
）

艶
王
代
一
覧
や
さ
く
ら
く
お
う
だ
い
い
ち
ら
ん

寛
政
五
’
三
（
皿
）

優
姿
尾
上
松
や
さ
す
が
た
お
の
え
の
ま
つ

天
保
二
’
五
（
“
）

艶
姿
菊
振
袖
や
さ
す
が
た
き
く
の
ふ
り
そ
で

天
保
十
一
’
十
一
（
蹄
）

矢
た
け
心
や
た
け
ど
こ
ろ

寛
政
九
’
五
・
九
（
喝
）
文
化
元
’
四
（
調
）

宿
無
団
七
時
雨
傘
や
ど
な
し
だ
ん
し
ち
し
ぐ
れ
の
か
ら
か
さ

寛
政
元
’
十
二
・
二
’
四
（
胆
）
六
’
六
（
巧
）
文
化
元
’
五
（
妬
）
四
’
五
（
詔
）

十
一
，
三
（
弱
）
十
三
‐
□
・
八
（
銘
）
文
政
二
’
八
（
虹
）
三
‐
五
（
蝿
）
七
（
妃
）

五
’
六
・
七
（
妬
）
九
’
五
（
認
）
十
’
七
（
型
）
十
一
－
四
・
四
（
弱
）
天
保
元
‐

七
（
釦
）
二
－
五
（
侭
）
三
’
五
・
六
（
砧
）
四
’
五
（
師
）
六
’
五
・
五
（
、
）
七
ｌ

□
・
七
（
沼
）
八
’
五
・
七
（
花
）
九
’
八
（
ね
）
十
一
一
’
五
（
師
）
七
（
町
）
十
三

，
五
（
銘
）
十
四
’
五
・
七
（
虹
）
弘
化
二
’
五
月
替
り
・
七
（
鯛
）
四
’
六
（
鉛
）

嘉
永
元
’
七
（
Ⅲ
）
二
‐
五
・
七
（
Ⅲ
）
四
！
五
・
八
（
川
）
安
政
三
’
八
（
皿
）
文

久
三
’
四
（
川
）
慶
応
三
’
五
（
皿
）
明
治
元
’
五
・
六
（
脇
）
二
－
五
（
剛
）
十
三

’
六
（
剛
）
十
四
’
七
（
剛
）

柳
桜
彩
絵
加
賀
骨
や
な
ぎ
さ
く
ら
い
ろ
え
の
か
が
ぽ
ね

天
保
九
’
三
〔
剛
〕

柳
桜
春
錦
画
〔
や
な
ぎ
さ
く
ら
は
る
の
に
し
き
え
〕

安
政
五
！
一
（
眼
）

柳
糸
引
御
摂
〔
や
な
ぎ
の
い
と
ひ
く
や
ご
ひ
い
き
〕

明
治
三
’
十
一
（
伽
）

山
姥
道
行
景
事

天
明
八
－
十
（
、
）

東
輝
旭
面
箱
や
ま
か
ず
ら
あ
さ
ひ
の
め
ん
ぱ
こ

寛
政
八
‐
十
一
・
十
一
（
Ⅳ
）

山
路
の
曲
水
や
ま
じ
の
き
よ
く
す
い

文
化
六
’
八
（
瓢
）

山
路
の
竹
馬
や
ま
じ
の
た
け
う
ま

文
化
元
Ｉ
五
（
弱
）

倭
い
ろ
は
鏡

文
政
十
二
－
十
一
〔
鯛
〕

日
本
歌
竹
取
物
語
や
ま
と
う
た
た
け
と
り
も
の
が
た
り

文
政
八
’
七
（
印
）
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倭
歌
月
見
松
や
ま
と
う
た
つ
き
み
の
ま
つ

文
化
九
’
三
（
詔
）
・
五
（
弘
）

大
和
謡
手
示
葉
鄙
や
ま
と
う
た
て
に
は
の
ふ
つ
つ
か

天
保
元
‐
九
〔
鯛
〕

倭
仮
名
在
原
景
図
や
ま
と
が
な
あ
り
わ
ら
け
い
ず

安
永
四
’
九
（
５
）
文
化
三
’
三
（
幻
）
十
四
’
五
（
調
）
文
政
元
’
四
（
鋤
）
三
‐

八
・
九
・
九
（
婚
）
十
‐
一
（
詔
）
四
（
皿
）
天
保
元
’
六
（
帥
）
二
’
七
（
銅
）
三

’
一
（
“
）
六
，
一
（
的
）
十
一
‐
九
（
艶
）
十
四
ｌ
閨
九
（
虹
）
弘
化
四
‐
八
（
川
）

嘉
永
元
‐
九
（
叩
）
二
’
四
（
Ⅷ
）
六
’
二
（
川
）
万
延
元
’
三
（
川
）
文
久
元
’
八

（
Ⅲ
）
慶
応
三
‐
八
（
Ⅲ
）

倭
孝
乗
玉
輿
〔
や
ま
と
こ
う
じ
よ
う
た
ま
の
こ
し
〕

安
政
元
’
八
（
川
）

和
訓
水
瀞
伝
や
ま
と
こ
と
ば
す
い
こ
で
ん

天
明
六
’
五
（
皿
）
享
和
元
’
八
（
配
）
文
化
三
’
七
（
幻
）
四
’
八
・
五
‐
閨
六
（
”
）

文
化
七
’
七
（
犯
）
文
政
五
’
七
・
七
（
妬
）
天
保
十
四
’
二
（
”
）

大
和
錦
朝
日
旗
揚
〔
や
ま
と
に
し
き
あ
さ
ひ
の
は
た
あ
げ
〕

明
治
二
十
‐
一
（
咄
）
二
十
一
‐
十
一
（
剛
）

大
和
国
茜
染
や
ま
と
の
く
に
あ
か
ね
ぞ
め

弘
化
二
’
五
（
蝿
）

大
和
国
井
手
下
紐
や
ま
と
の
く
に
い
で
の
し
た
ひ
も

文
化
元
’
十
一
（
霊
）
・
十
二
（
記
）
天
保
元
１
－
（
弱
）

大
和
橋
黄
金
駒
曳

明
治
二
十
’
七
（
Ⅷ
）

大
和
土
産
三
勝
櫛

明
治
八
１
十
一
（
剛
）
十
一
一
－
四
（
醜
）
十
五
１
五
（
剛
）

山
伏
せ
つ
た
い
や
ま
ぶ
し
せ
っ
た
い

文
政
九
‐
一
（
副
）

足
柄
山
賤
舞
や
ま
ま
た
や
ま
し
ず
が
く
せ
ま
い

結
合
情
紅
筆
〔
ゆ
い
あ
わ
せ
な
さ
け
の
べ
に
ふ
で
〕

文
久
二
’
五
（
川
）

唯
興
音
羽
の
噂

明
治
二
十
一
‐
十
一
（
皿
）

結
柳
蜘
蛛
の
糸
遊
ゆ
い
や
な
ぎ
く
も
の
い
と
ゆ
う

文
化
三
’
三
・
四
（
幻
）

夕
霞
か
げ
ろ
ふ
姿

寛
政
四
‐
二
（
過
）

娼
妓
誠
花
街
夕
暮
ゆ
う
〔
ぎ
〕
の
ま
こ
と
さ
と
の
ゆ
う
ぐ
れ

明
治
二
十
二
’
十
二
（
皿
）

夕
霧
廓
文
章
ゆ
う
ぎ
り
く
る
わ
ぶ
ん
し
よ
う

天
保
十
二
’
四
・
六
（
妬
）

天
保
元
’
十
一
〔
剛
〕

山
廻
旭
の
粧
や
ま
め
ぐ
り
あ
さ
ひ
の
よ
そ
お
い

寛
政
七
’
三
・
八
（
蝿
）
文
化
四
‐
一
（
記
）
十
三
Ｉ
閏
八
（
粥
）
天
保
九
’
十
一

（
帥
）
安
政
五
！
十
（
川
）

山
紅
葉
錦
の
五
百
機
や
ま
も
み
じ
に
し
き
の
い
お
は
た

文
政
四
’
九
・
九
（
妬
）

弥
生
道
中
雛
相
宿
〔
や
よ
い
ど
う
ち
ゅ
う
ひ
な
の
あ
い
や
ど
〕

明
治
十
五
’
三
（
剛
）

三
月
開
嬉
心
船
橋
や
よ
い
に
ひ
ら
く
あ
ん
ど
の
ふ
な
ぱ
し

文
化
十
三
’
三
（
釘
）
文
政
三
’
八
（
⑬
）
七
’
九
（
蝿
）
八
’
六
（
ぬ
）
天
保
元
‐

十
（
虹
）
八
－
一
（
布
）

桜
花
大
江
戸
入
船
や
よ
い
の
は
な
お
お
え
ど
の
い
り
ふ
れ

天
保
八
‐
三
〔
Ⅸ
〕

回
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偲
侭
浅
妻
船
ゆ
う
ぐ
ん
あ
さ
づ
ま
ぶ
れ

寛
政
十
一
－
一
（
卯
）

有
職
鎌
倉
山
ゆ
う
し
ょ
く
か
ま
く
ら
や
ま

寛
政
元
’
十
（
理
）
天
保
十
’
十
（
艶
）
十
一
‐
十
一
（
髄
）
十
三
‐
四
（
銘
）
十
四

‐
九
（
釦
）
弘
化
一
一
’
五
（
鮨
）
明
治
十
四
’
十
二
（
剛
）
十
五
’
九
・
九
（
皿
）
’
’

十
二
－
六
（
皿
）

優
然
染
座
敷
八
景
ゆ
う
ぜ
ん
ぞ
め
ざ
し
き
は
っ
け
い

享
和
二
’
四
（
詔
）
文
化
三
’
四
（
”
）
十
三
’
四
（
師
）
十
四
’
十
一
（
調
）
文
政

二
１
五
（
“
）
八
’
五
（
卵
）
十
’
九
（
弱
）
天
保
元
’
三
（
弱
）
五
‐
二
（
銘
）
六
‐

六
（
加
）
八
，
一
（
だ
）
九
’
十
（
帥
）

友
全
染
模
様

文
政
五
’
三
（
妬
）

ゆ
ふ
ぜ
ん
染
雛
形
八
景
ゆ
う
ぜ
ん
も
よ
う
ひ
な
が
た
は
っ
け
い

安
永
八
’
六
（
６
）

言
入
暁
月
鐘
ゆ
う
て
い
る
あ
か
つ
き
の
か
ね

安
政
元
ｌ
閨
七
（
川
）
三
’
四
（
皿
）

縁
紫
色
緒
巻

明
治
十
三
，
一
（
鯛
）

往
来
の
艶
言
ゆ
き
き
の
ち
わ
ご
と

安
永
六
，
一
（
５
）

雪
解
松
操
撒
ゆ
き
げ
の
ま
つ
み
さ
お
の
き
ぬ
が
さ

弘
化
二
，
一
〔
剛
〕

雪
墨
廓
達
引
〔
ゆ
き
と
す
み
く
る
わ
の
た
て
ひ
き
〕

明
治
二
十
一
‐
六
（
Ⅷ
）

雪
曙
女
鉢
木
ゆ
き
の
あ
け
ぼ
の
お
ん
な
は
ち
の
き

天
明
五
’
十
一
（
９
）

雪
笠
里
土
産
ゆ
き
の
か
さ
さ
と
の
み
や
げ

文
政
十
二
’
十
一
〔
鯛
〕

雪
の
せ
き
の
戸

明
治
二
十
六
－
八
（
剛
）

雪
国
嫁
威
谷
ゆ
き
の
な
ど
こ
ろ
ょ
め
お
ど
し
た
に

寛
政
十
一
‐
八
（
釦
）
天
保
八
’
九
・
九
（
Ｕ
文
久
元
’
三
（
Ⅷ
）

雪
鉢
木
ゆ
き
の
は
ち
の
き

文
政
元
－
－
（
調
）

雪
中
松
貞
忠
美
談
ゆ
き
の
承
さ
お
て
い
ち
ゅ
う
ぴ
だ
ん

明
治
十
七
’
八
（
Ⅷ
）
二
十
二
’
五
（
皿
）

行
平
因
幡
松
ゆ
き
ひ
ら
い
な
ぱ
の
ま
つ

享
和
元
’
八
（
”
）

行
平
礒
馴
松
ゆ
き
ひ
ら
そ
な
れ
ま
つ

明
和
七
’
八
（
４
）
安
永
九
‐
九
（
７
）
寛
政
四
’
八
（
皿
）
六
’
九
（
巧
）
享
和
一
一

，
四
（
電
）
文
政
三
’
五
（
盤
）
安
政
四
’
三
（
肥
）

行
平
旧
跡
松
ゆ
き
ひ
ら
め
い
し
ょ
の
ま
つ

文
化
十
三
’
四
（
師
）

豊
成
盛
色
粉

明
治
三
’
三
（
断
）

弓
張
月
秋
の
胡
蝶
ゆ
み
は
り
づ
き
あ
き
の
こ
ち
よ
う

文
化
五
１
八
・
十
一
（
鋤
）
文
政
元
’
九
・
十
一
（
蛆
）

弓
張
月
源
家
鎬
箭
〔
ゆ
み
は
り
づ
き
げ
ん
け
の
か
ぶ
ら
や
〕

明
治
十
八
’
十
一
（
咄
）

弓
張
月
佐
野
聞
書
ゆ
み
は
り
づ
き
さ
の
の
き
き
が
き

天
保
八
’
六
（
布
）

夢
路
道
中
姿
ゆ
め
じ
の
は
ち
も
ん
じ

天
明
五
‐
一
（
９
）

夢
の
い
と
ゆ
ふ

寛
政
四
’
二
（
過
）

夢
の
悌
ゆ
め
の
お
も
か
げ
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天
保
元
’
十
（
釦
）

夢
の
案
山
子
ゆ
め
の
か
か
し

寛
政
三
’
四
・
五
（
過
）

夢
除
波
懲
兵
美
談

明
治
二
十
一
’
三
（
剛
）

夢
野
を
花
競
ゆ
め
の
の
は
な
く
ら
べ

享
和
三
ｌ
閨
一
（
魂
）

桜
艶
色
鳴
神
ゆ
め
み
ぐ
さ
い
る
に
な
る
か
承

天
保
七
’
四
〔
Ⅸ
〕

夢
結
蝶
鳥
追
〔
ゆ
め
む
す
ぶ
ち
よ
う
の
と
り
お
い
〕

肌
治
元
’
七
（
脇
）
十
一
（
皿
）
十
五
‐
十
二
（
蝿
）
十
七
‐
一
・
一
（
Ⅷ
）

由
良
湊
千
軒
長
者
ゆ
ら
の
み
な
と
せ
ん
け
ん
ち
ょ
う
じ
や

天
保
三
’
三
（
“
）
五
’
二
（
錦
）
七
，
一
・
二
（
、
）
八
‐
九
（
万
）
弘
化
四
！
一

一
（
兜
）
明
治
八
’
十
一
（
剛
）
十
五
’
五
（
即
）
十
七
‐
一
（
剛
）

弓
勢
通
矢
車
ゆ
ん
ぜ
い
と
お
り
や
ぐ
る
ま

寛
政
十
一
－
十
一
・
十
二
（
班
）

弓
勢
南
枝
魑
ゆ
ん
ぜ
い
な
ん
し
の
さ
き
が
け

安
永
六
’
十
一
（
６
）

宵
庚
申弘
化
四
’
四
（
的
）

宵
庚
申
後
段
献
立

弘
化
元
’
七
〔
剛
〕

宵
庚
申
二
つ
腹
帯

寛
政
三
’
三
（
昭
）

宵
月
夜
露
の
卯
花 囚

よ
い
ど
う
し
ん
ご
だ
ん
の
こ
ん
だ
て

よ
い
ど
う
し
ん

よ
い
つ
き
〔
よ
〕
つ
ゆ
の
う
の
は
な

よ
い
ど
う
し
ん
ふ
た
つ
は
ら
お
び

万
延
元
’
四
（
川
）

陽
気
賑
春
魁

慶
応
三
’
十
一
（
皿
）

用
明
天
皇
職
人
鑑
よ
う
め
い
て
ん
の
う
し
ょ
く
に
ん
か
が
承

天
明
七
’
九
（
皿
）

陽
暦
春
駒
染
分
総

明
治
十
一
－
一
（
醜
）

義
経
腰
越
状
よ
し
つ
れ
こ
し
ご
え
じ
よ
う

明
和
五
’
五
（
３
）
安
永
三
’
四
（
５
）
天
明
五
’
二
（
９
）
寛
政
三
’
三
（
過
）
四

，
七
（
皿
）
八
’
七
（
Ⅳ
）
十
’
三
（
四
）
文
化
四
１
十
一
（
調
）
十
‐
九
（
妬
）
文
政

・
八
’
三
・
三
（
⑲
）
八
（
卵
）
九
‐
六
〔
皿
〕
十
’
五
（
別
）
十
一
－
六
・
九
（
齢
）

十
一
・
十
二
’
五
（
訂
）
天
保
元
’
六
（
帥
）
二
－
十
（
錦
）
七
’
五
（
池
）
八
（
沼
）

十
一
‐
四
（
邸
）
弘
化
元
’
三
（
蛇
）
二
’
五
（
妬
）
嘉
永
元
’
八
（
皿
）
ニ
ー
ニ

（
川
）
三
’
八
・
十
一
（
川
）
安
政
四
’
九
（
川
）
明
治
三
’
五
（
Ⅷ
）
十
三
’
七

（
剛
）
十
五
’
五
（
即
）
七
（
岨
）
十
一
・
十
二
（
咄
）
十
九
‐
一
（
咄
）
二
十
六
‐

八
（
皿
）

義
経
千
本
桜
よ
し
つ
れ
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら

安
永
六
ｉ
九
（
５
）
九
‐
七
（
７
）
天
明
三
’
十
（
８
）
四
’
八
（
９
）
七
’
十
（
、
）

寛
政
四
’
八
（
皿
）
五
’
五
（
巧
）
八
’
五
（
Ⅳ
）
十
一
‐
六
（
鋤
）
文
化
元
‐
十
二

二
’
三
（
坊
）
十
一
・
十
二
（
”
）
四
’
七
（
詔
）
六
’
二
（
釦
）
七
’
九
（
犯
）
十

一
‘
十
一
（
記
）
十
三
，
二
・
七
（
師
）
文
政
三
’
三
・
三
（
妃
）
十
一
（
“
）
四
‐

十
・
十
（
妬
）
五
‐
三
（
妬
）
七
’
八
（
媚
）
八
’
八
・
九
・
九
（
印
）
九
’
十
二

（
鴎
）
十
一
‐
四
（
弱
）
七
・
十
二
’
三
〔
皿
〕
天
保
元
’
八
・
九
・
九
（
田
）
十

一
・
一
｜
，
三
（
鯉
）
五
（
鴎
）
十
二
・
三
’
三
（
“
）
六
（
髄
）
六
’
五
（
和
）
七
‐

五
（
だ
）
八
－
十
（
万
）
九
’
十
二
（
帥
）
十
’
三
〔
師
〕
十
一
，
四
（
錦
）
十
（
師
）

十
三
，
一
（
銘
）
十
四
’
三
（
卯
）
十
一
（
蛇
）
弘
化
元
’
五
（
兜
）
ニ
ー
ニ
（
“
）

四
’
三
（
兜
）
五
（
的
）
嘉
永
元
，
一
（
川
）
二
－
四
（
川
）
十
一
（
川
）
四
’
八
（
川
）

六
’
十
一
（
川
）
安
政
一
一
，
二
（
川
）
五
’
十
一
（
畑
）
文
久
三
’
五
（
川
）
慶
応
三
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’
六
（
皿
）
明
治
二
－
五
（
棚
）
三
－
一
（
、
）
九
（
伽
）
十
一
‘
十
（
腿
）
十
四
’
八

（
剛
）
十
一
（
剛
）
十
五
’
四
（
剛
）
六
・
七
・
八
（
Ⅲ
）

義
経
千
本
桜
道
行
初
音
の
旅
路
よ
し
つ
れ
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら
〔
ゑ
ち
ゆ
き
〕
は
つ

れ
の
た
び
じ

寛
政
七
’
九
（
お
）

義
仲
勲
功
記
よ
し
な
か
く
ん
こ
う
き

安
永
六
’
八
（
５
）

義
仲
誕
生
記
よ
し
な
か
た
ん
じ
よ
う
き

天
明
八
’
九
（
皿
）

吉
野
山
雪
の
振
事
よ
し
の
や
ま
ゆ
き
の
ふ
り
ご
と

天
保
十
四
’
十
一
〔
鰯
〕

吉
原
細
見
図
よ
し
わ
ら
さ
い
け
ん
の
ず

寛
政
六
’
九
（
妬
）
九
’
五
（
喝
）
文
化
十
一
‐
八
（
銅
）
十
二
－
四
（
幻
）
文
政
二

’
十
一
（
狸
）
九
’
二
・
二
（
副
）
天
保
三
‐
一
（
“
）
六
（
鯛
）
六
’
三
（
、
）
八
，

三
（
だ
）
弘
化
元
’
七
（
兜
）
嘉
永
六
’
四
（
川
）

日
本
新
玉
九
尾
化
よ
せ
て
あ
ら
た
に
こ
こ
の
ば
け

文
政
八
－
一
（
⑲
）

寄
三
姿
粉
色
よ
せ
て
承
つ
す
が
た
の
い
ろ
ど
り

慶
応
三
‐
一
（
剛
）

粧
競
芳
野
曙
よ
そ
お
い
く
ら
べ
よ
し
の
の
あ
け
ぼ
の

享
和
元
’
九
（
配
）

粧
倭
画
曽
我
よ
そ
お
い
や
ま
と
え
そ
が

寛
政
十
二
’
三
（
虹
）

化
粧
六
歌
仙
よ
そ
お
い
ろ
つ
か
せ
ん

寛
政
元
１
十
一
・
二
‐
二
（
理
）
八
’
三
（
Ⅳ
）
文
化
六
’
十
（
釦
）
九
’
十
（
弘
）

十
四
’
十
一
（
調
）
天
保
十
三
’
十
一
（
的
）
明
治
六
－
九
（
剛
）

四
海
平
清
盛
よ
つ
の
う
み
た
い
ら
の
よ
ざ
か
り

嘉
永
五
’
一
（
川
）

四
つ
谷
稲
荷
於
岩
由
来

明
治
十
四
－
七
（
剛
）

淀
屋
橋
喧
唯
よ
ど
や
ぱ
し
の
け
ん
か

文
政
五
’
三
（
妬
）

代
調
玉
藻
謹
よ
に
う
た
う
た
ま
も
が
た
り

文
化
二
’
十
二
（
”
）

恵
中
賑
大
入
ゞ
よ
の
な
か
よ
し
の
だ
い
り

文
化
十
三
’
十
一
（
記
）

喚
子
烏
大
内
糸
遊
よ
ぶ
こ
ど
り
ゑ
や
こ
の
い
と
ゆ
う

寛
政
元
’
九
（
⑫
）

詠
売
ち
よ
ん
が
れ
ぶ
し
よ
ゑ
う
り
ち
ょ
ん
が
れ
ぶ
し

寛
政
十
一
‐
三
（
卯
）

読
本
朝
顔
日
記
よ
み
ほ
ん
あ
さ
が
お
に
つ
き

天
保
十
一
－
五
・
六
（
鯛
）

嫁
入
信
田
妻
よ
め
い
り
し
の
だ
づ
ま

文
政
八
’
六
（
卵
）
十
１
十
（
弱
）
天
保
四
’
六
（
師
）
七
’
九
（
沼
）
弘
化
一
一
‐
九

（
妬
）
三
’
九
（
卯
）
嘉
永
元
，
一
（
川
）
安
政
三
－
八
（
皿
）
万
延
元
’
三
（
川
）

慶
応
二
‐
一
（
伽
）
明
治
三
’
九
（
皿
）

嫁
入
の
は
っ
旅
よ
め
い
り
の
は
つ
た
び

文
政
六
’
二
（
卿
）

頼
政
扇
子
芝
よ
り
ま
さ
お
う
ぎ
の
し
ば

寛
政
二
’
四
（
哩
）

頼
政
鵺
物
語
よ
り
ま
さ
ぬ
え
も
の
が
た
り

文
政
四
’
八
（
“
）
五
‐
九
・
九
（
妬
）
六
’
七
（
灯
）
天
保
五
’
五
（
的
）
七
’
八

（
沼
）
十
一
‐
一
（
閉
）
十
三
’
十
・
十
一
・
十
一
（
的
）
安
政
五
’
五
（
皿
）

夜
錦
絵
よ
る
の
に
し
き
え

寛
政
六
’
九
（
お
）

初
舞
台
鈴
菜
種
蒔
よ
ろ
こ
び
あ
り
や
す
ず
な
の
た
れ
ま
き
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洛
陽
菩
薩
池

寛
政
六
’
七
（
巧
）

乱
菊
恋
仇
枕

文
政
八
’
六
（
帥
）

乱
菊
露
仇
枕

文
政
十
’
十
（
弱
）

明
治
十
五
’
十
二
（
鵬
）

嬉
心
鵺
式
三
よ
ろ
こ
び
あ
り
や
ひ
の
で
の
し
き
さ
ん

天
保
八
’
十
二
（
沼
）

国
入
北
辰
御
利
生
よ
ろ
こ
び
あ
り
や
ほ
く
と
の
い
さ
お
し

文
政
二
’
十
一
（
甥
）

悦
大
津
絵
土
産
よ
ろ
こ
び
お
お
つ
え
承
や
げ

天
保
十
一
‐
二
（
閉
）

顔
鑑
開
梅
鶴
よ
ろ
こ
び
の
ま
ゆ
ひ
ら
く
う
め
づ
る

嘉
永
四
’
九
（
川
）

与
話
情
浮
名
横
櫛
よ
わ
な
さ
け
う
き
な
の
ょ
〔
こ
〕
ぐ
し

安
政
元
’
八
（
川
）
明
治
元
ｌ
閨
四
（
咄
）
七
’
九
（
Ⅷ
）

頼
光
旭
山
入

天
保
十
二
’
四
（
師
）

頼
豪
阿
闇
梨
騒
伝

明
治
十
五
’
八
（
岨
）

頼
光
錦
花
幕

文
化
三
’
三
・
四
（
”
）

洛
東
清
水
夜
開
帳 囚

ら
く
と
う
き
よ
ぷ
ず
よ
か
〔
い
〕
ち
よ
う
↓
み
や
こ

き
よ
み
ず
よ
か
い
ち
ょ
う

ら
く
よ
う
み
ぞ
ろ
が
い
け

〔
ら
い
ご
う
あ
じ
ゃ
り
か
い
そ
で
ん
〕

ら
ん
ぎ
く
つ
ゆ
の
あ
だ
ま
く
ら

ら
ん
ぎ
く
こ
い
の
あ
だ
ま
く
ら

ら
い
こ
ぢ
〆
に
し
き
の
は
な
ま
／
、

利
生
の
旅
路
り
し
よ
う
の
た
び
じ

文
化
四
’
九
・
十
一
（
調
）

鯉
水
勢
浮
名
粉
色

明
治
八
’
八
（
剛
）
十
四
’
八
（
剛
）
十
五
’
七
（
Ⅲ
）

立
春
姫
小
松
※
り
っ
し
ゅ
ん
ひ
め
こ
ま
つ

文
化
六
’
三
（
釦
）
文
政
三
’
六
（
妃
）
四
’
九
（
妬
）
嘉
永
四
’
二
（
川
）

輪
回
応
報
小
車
諄

明
治
十
四
’
十
（
剛
）

連
管
三
番
更

文
化
四
’
三
（
羽
）

連
管
都
雛
鶴

文
化
九
’
十
一
（
型
）

連
理
の
梅
楓

文
化
十
三
ｌ
閨
八
（
犯
）

連
璃
柵天
保
十
三
’
八
（
的
）

乱
菊
枕
慈
童
ら
ん
ぎ
〔
く
〕
ま
〔
く
ら
〕
じ
ど
う

文
久
二
，
二
（
Ⅷ
）

蘭
箸
待
新
田
系
図
ら
ん
じ
ゃ
た
い
に
っ
た
け
い
ず

明
和
二
’
九
（
３
）
安
永
七
’
五
（
６
）
天
明
四
’
五
（
９
）
寛
政
九
’
七
（
喝
）
文

化
元
’
八
（
妬
）
二
’
五
（
妬
）
九
’
四
（
詔
）
文
政
二
’
四
（
虹
）
八
’
六
（
卵
）
天

保
七
！
九
（
沼
）
十
一
－
六
・
六
（
閉
）
安
政
二
’
五
（
Ⅲ
）
明
治
十
六
’
四
（
噸
）

図 、

れ
ん
り
の
し
が
ら
ゑ

れ
ん
り
の
う
め
も
み
じ

れ
ん
か
ん
ゑ
や
こ
の
ひ
な
づ
る
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青
陽
覚
公
時
わ
か
が
え
る
し
ら
が
き
ん
と
き

文
政
元
－
－
（
釣
）

若
木
仇
名
草
〔
わ
か
ぎ
の
あ
だ
な
ぐ
さ
〕

明
治
七
‐
八
（
剛
）
十
五
‐
二
・
三
（
剛
）
四
（
剛
）
十
五
ｌ
□
（
蝉
）
十
八
ｉ
十
二

（
期
）

吾
住
森
六
花
裡
梅
わ
が
す
む
も
り
ゆ
き
の
う
ら
う
め

弘
化
二
’
十
一
〔
剛
〕

若
殿
達
籾
大
寄
わ
か
と
の
ば
ら
し
や
り
ん
の
お
お
よ
せ

天
保
十
四
’
十
一
〔
鰯
〕

六
様
ま
い
る
仇
か
し
ぐ
ろ
く
さ
ま
ま
い
る
あ
だ
な
か
し
ぐ

文
政
四
‐
三
（
“
）

六
歌
仙
〔
ろ
〕
つ
か
せ
〔
ん
〕

嘉
永
五
－
一
（
川
）
明
治
一
一
’
七
（
剛
）
十
四
’
七
（
剛
）
十
八
’
三
（
Ⅷ
）
’
’
十
－

十
一
（
剛
）

六
歌
仙
体
罧
ろ
っ
か
〔
せ
ん
す
が
た
の
い
ろ
ど
り
〕

万
延
元
’
八
（
川
）
明
治
一
一
十
’
三
（
Ⅷ
）

六
歌
仙
染
分
色
紙
ろ
つ
か
せ
ん
そ
め
わ
け
し
き
し

明
和
六
’
四
（
４
）

六
歌
仙
東
京
錦
画

明
治
十
’
三
（
剛
）

六
歌
仙
花
彩
ろ
つ
か
せ
ん
は
な
の
い
ろ
ど
り

天
保
七
‐
十
一
（
丸
）
安
政
元
’
十
一
・
十
一
（
川
）

圀 |圖’

若
葉
開
嬉
心
船
橋
わ
か
ば
に
ひ
ら
く
あ
ん
ど
の
ふ
な
は
し

天
保
八
’
五
（
だ
）

若
葉
衣
〔
わ
か
ば
の
こ
ろ
も
〕

文
化
十
二
－
三
（
鋪
）

若
葉
衣
緑
黛
山
姥
わ
か
ば
〔
の
〕
こ
ろ
も
承
ど
り
の
や
ま
う
ぱ

文
化
元
’
五
（
弱
）

若
緑
二
葉
松
〔
わ
か
み
ど
り
ふ
た
ぱ
の
ま
つ
〕

明
治
十
八
’
十
二
（
Ⅷ
）

訳
能
金
持
性
わ
け
の
よ
い
か
ね
も
ち
か
た
ぎ

天
保
二
’
四
（
鯉
）
十
二
‐
一
（
蹄
）

和
田
合
戦
女
舞
鶴
わ
だ
が
っ
せ
ん
お
ん
な
ま
い
づ
る

安
永
七
’
九
（
６
）
天
川
八
’
五
（
、
）
寛
政
六
’
四
（
巧
）
文
政
二
－
十
（
虹
）
十

一
（
盤
）
六
‐
一
（
幻
）
天
保
元
’
九
・
九
（
ａ
）
八
’
四
（
だ
）
十
’
九
（
釦
）
十

一
（
配
）
十
一
１
九
（
艶
）
弘
化
元
‐
九
（
兜
）
二
，
一
（
“
）
四
’
六
（
的
）
十
一

（
川
）
嘉
永
二
’
七
（
Ⅲ
）
安
政
四
‐
五
（
肥
）
五
‐
一
（
川
）
明
治
元
’
五
（
脳
）

七
’
五
（
剛
）
十
六
’
三
（
蝿
）
七
（
噸
）
十
九
’
二
（
Ⅷ
）

渡
始
錦
帯
橋
わ
た
り
ぞ
め
き
ん
た
い
ば
し

文
政
十
－
一
（
詔
）
天
保
五
’
四
（
的
）
七
１
－
（
、
）
五
（
池
）
九
’
十
二
（
帥
）

嘉
永
二
！
一
（
皿
）
安
政
三
‐
二
（
皿
）

笑
門
俄
七
福
わ
ら
う
か
ど
に
わ
か
の
し
ち
ふ
く

弘
化
四
１
－
〔
剛
〕

付
記

目
録
作
成
の
作
業
の
段
階
で
は
、
訓
み
の
清
濁
、
用
字
の
差
に
至
る

ま
で
精
密
を
期
し
て
作
成
し
た
が
印
刷
の
都
合
で
「
目
録
」
に
は
こ
れ

を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
索
引
は
、
あ
く
ま
で
も
目
録
の

検
索
の
便
の
た
め
に
一
般
的
と
思
わ
れ
る
用
字
。
訓
朶
を
採
用
し
て
現

代
仮
名
遣
い
に
よ
っ
て
配
列
し
、
同
一
内
容
の
外
題
は
一
括
し
て
ひ
け

る
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
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